
図面番号 図面番号 図面番号図面名 縮　尺 縮　尺 縮　尺 縮　尺図面名 図面名 図面名図面番号

木構造伏図

図面番号 図面番号 図面番号図面名 縮　尺 縮　尺 縮　尺 縮　尺図面名図面番号

1/100

1/100　1/20

1/300

図面名

構造特記仕様書１

構造特記仕様書２

構造特記仕様書３

図面名

電気設備　特記仕様書

幹線・弱電電気配線平面図

電灯ｺﾝｾﾝﾄ設備平面詳細図

1/60

1/40

1/300

機械設備　特記仕様書１

機械設備　特記仕様書２

基礎図

全体配置図

特記仕様書９

特記仕様書７

特記仕様書８

特記仕様書５

特記仕様書４

特記仕様書１

特記仕様書２

特記仕様書３

特記仕様書６

工事概要・仕上表

（Ａタイプ）

位置図・全体配置図A00

A-A01

A-A02

A-A03

A-A04

A-A05

A-A06

A-A07

A-A08

A-A09

A-A10

A-A11

木構造伏図

図面番号 図面番号 図面番号図面名 縮　尺 縮　尺 縮　尺 縮　尺図面名

1/100

1/100

1/100　1/20

1/300

1/200

1/100

図面名

構造特記仕様書１

構造特記仕様書２

構造特記仕様書３

図面名

電気設備　特記仕様書

幹線・弱電電気配線平面図

電灯ｺﾝｾﾝﾄ設備平面詳細図

1/60

1/40

ガス配管設備図

排水設備縦断図

1/100

1/300

機械設備　特記仕様書１

機械設備　特記仕様書２

基礎図

全体配置図

特記仕様書９

特記仕様書７

特記仕様書８

特記仕様書５

特記仕様書４

特記仕様書１

特記仕様書２

特記仕様書３

特記仕様書６

工事概要・仕上表

断面図

平面詳細図

展開図　１

展開図　２

1/40

1/50

1/50

1/50

1/100

1/40　1/20

立面図

1/100

1/100

1/60

1/40

矩計断面図２・部分詳細図

矩計断面図

１階平面図・屋根伏図

天井伏図・建具配置図

丈量図 1/200

敷地配置図 法規チェック

建具表

筋違い検討図

軸組図　1

軸組図　2

1/100

1/100

図面番号

（Ｂタイプ）

図面番号 図面番号 図面番号図面名 縮　尺 縮　尺 縮　尺 縮　尺図面名 図面名 図面名図面番号

C-1

C-2

C-3

（外構）

外構図１

外構図２

1/100給水・給湯配管設備図

1/300

A-S01

A-S02

A-S03

A-S04

A-S05

A-S06

A-S07

A-S88

A-S09

1/100

軸組図　1

軸組図　2

1/100

1/100

筋違い検討図１

筋違い検討図２ 1/100

B-A01

B-A02

B-A03

B-A04

B-A05

B-A06

B-A07

B-A08

B-A09

B-A10

B-A11

B-A12

B-A13

B-A14

B-A15

B-A16

B-A17

B-A18

B-A19

B-A20

B-A21

B-A22

B-A23

B-A24

B-S01

B-S02

B-S03

B-S04

B-S05

B-S06

B-S07

B-S08

B-E01

B-E02

B-E03

B-M01

B-M02

B-M03

B-M04

B-M05

B-M06

B-M07

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

C-4

C-5

C-6外構図３

外構図４

物置

C-7

C-8

ごみ置場配置図

ごみ置場図

テレビ受信引込工事　系統図

A-E01

A-E02

A-E03

A-M01

A-M02

A-M03 給排水全体配管図

給排水全体配管図

1/100ガス配管設備図A-M06
A-A12-N3

-N2

-N4

北２号棟

北３号棟

北４号棟

敷地配置図・丈量図 1/200

断面図

平面詳細図

展開図　１

展開図　２

1/40

1/50

1/50

1/50

1/100

1/40　1/20

立面図

1/100

1/100

建具表１

建具表２・部分詳細図 1/50 1/3

1/60

1/40

矩計断面図２・部分詳細図

矩計断面図

１階平面図・屋根伏図

天井伏図・建具配置図

A-A13

A-A14

A-A15

A-A16

A-A17

A-A18

A-A19

A-A20

A-A21

A-A22

A-A23

-N3
-N2

-N4

北２号棟

北３号棟

北４号棟

-N3
-N2

-N4

北２号棟

北３号棟

北４号棟

A-M04

A-M05

1/100排水設備図

1/100給水・給湯配管設備図

排水配管図･桝リスト



庄原市役所

東條支所

東城小学校

東城文化会館

東城中学校

東城駅

工事場所：庄原市東城町川東306番地1

（Ｂタイプ）

（Ｂタイプ）

北１号棟

北４棟
北４号棟

既設区域（１工区）

既設建物南１号棟
既設建物南２号棟

北３号棟

新築建物

新築建物
新築建物

北２号棟

新築建物

(CO)

T　川東幹17-10

(AS) (AS)

(AS)

(AS)

(AS)

(AS)

VP150

VP2
00

HP400

HP4
00

（CO）

HP
15
0

HP
15

0

仕切弁

休

(AS)

至
　
東
城
市
街

至
　
岡
山

293-2

物置

車庫

宅地雑種地 （G）

雑種地

EP

幅
員

国
道
18
2号

316.95
316.44

316.59

316.47

316.92

316.33
316.55

315.70
315.91

315.03

315.25

315.03

314.81

314.68

316.65

316.67

316.76

316.33

316.42

313.66

313.20

313.68

313.46

313.44

313.43

313.83

314.06

314.22

313.28
313.28

313.91

314.07

314.04

313.41

316.37

316.49

314.91

314.47
314.48

314.46
314.46

314.43

313.70
314.78

314.68
314.69

314.64

314.54
313.47

314.48

314.38

314.66

314.63

314.90

315.20

315.36

315.43

315.73315.89

314.77

316.09

315.75

316.19

316.32

316.57

316.66

317.60

315.97

316.37

316.35

316.64

316.40

316.79

313.69

H=314.869

H=315.104

H=314.603
H=316.667
TK.2

H=313.982

(314.74)

(314.60)

(314.77)

(314.79)

(316.00)

(313.88)

(314.78)

(314.77)

(3
15
.0
0)

(313.49)水
路
底

(3
16
.3
2)

(315.56)

(313.91)

(3
13
.5
8)

(3
13
.6
6)

(3
13
.6
6)

(3
13
.4
8)

(3
13
.5
0)

(3
13
.4
3)

(3
13
.4
2)

(3
13
.4
5)

(3
13
.4
6)

(3
13
.7
9)

(3
14
.0
0)

(3
14
.6
0)

(3
14
.6
9)

(3
15
.0
9)

(3
14
.8
6)

(3
15
.5
4)

(3
15
.8
5)(3

15
.8
8)

(3
16
.1
5)(3

16
.2
8)

(3
16
.3
0)

(316.51)

(316.51)

(316.62)

(316.12)

(316.35)
(316.33)

(315.80)

(315.74)

(316.22)

(316.12)

(315.58)

(315.69)
(315.92)

(315.74)

(315.76)

(315.75)

(315.83)

(315.95)

(315.92)

(3
15
.2
1)

(315.05)

(3
15
.1
0)

(3
14
.8
8)

(3
14
.8
5)

(313.94)

(3
13
.5
8)

真
北

※
磁

北
西

偏
7°

33
′

1
75

0

55
0

1,
00

0

4
50

90
0

1,
91

0

1
,8

10

17,7002,520

2,7503,350

25,000

25,000

3,930 3,930

19,100

2,500 2,500

90
0

1
,4

00
1
,8

10

1,300

敷
地

分
割

線
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用途地域
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隣
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敷
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物置２連

ゴミ置場

歩道

歩道

歩道

歩道

隣地境界線

物置２連

物置２連
物置２連

広島県庄原市東城町川東３０６番地１

物置２連物置２連
敷地分割線

物置２連 物置２連

美しく輝く　里山共生都市

庄 原 市 施 行

工事名称

図面名称

縮尺

日付

図面番号

位置図・全体配置図

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

A00
令和７年度

1/300

（Ａタイプ）

（Ａタイプ）

（Ａタイプ）

（Ａタイプ）

工事建物２・３工区



（Ａタイプ）

工事名称

担当

図面名称 図面番号

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛 内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

仕　様　書

Ⅰ．工　事　概　要

Ⅱ．建築工事仕様Ⅱ．建築工事仕様

（１）公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

（２）契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内

　本工事は工事中及び竣工後，次の調査を行うため，発注者より連絡があれば対応すること。

（３）公共建築物木材利用事例調査票…工事中に実施

　　　（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

工事に際し隣接建築物等に損傷を与えた場合は，速やかに現状復旧を行うこと。

（１）この工事の施工に際し，やむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請負わ

　　　せようとする場合は，原則として広島県内に主たる営業所・本店を有する業者に発注す

　　　るものとする。

（２）主要資材を購入しようとする場合は，極力広島県内に営業所・本店を有する業者に発注

（３）当該工事に使用する砂については，海砂（県外産を含む）を使用しないこと。

（１）工事に際し工事関係者以外の第三者の生命・身体及び財産の危害並びに迷惑を防止する

　　　ために必要な措置を執ること。

（２）上記について，「建設工事公衆災害防止対策要綱（平成５年１月１２日付け建設事務次

　　　官通達）」に基づき実施すること。

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する

（２）特記事項は○印のついたものを適用する

○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する・

・

　（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３）項目に記載＜　　＞の内表示番号は、木造標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）材料及び製造所等の記載は順不同である

（４）関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識

した場合には、その対応等について、監督職員と協議すること。

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定

（２）受注者は完了検査（中間検査含む）には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な

「公共建築木造工事標準仕様書（最新年度版）」（以下、「木造標準仕様書」という。）に

よる。図面、本特記仕様書及び木造標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新年度版）」（以下、

「標準仕様書」という。）による。

資料等（報告書等）を用意すること。

○印と　※　印のついた場合は共に適用する

０
　
法
規
制

・都市計画区域外

その他の区域，地域，地区，街区　（　　　　　　　　　　　）

防火地域　・防火　・準防火　・指定無し

・都市計画区域内（・市街化区域　・市街化調整区域　・指定なし）

用途地域　（ ）第二種中高層住居専用地域 第二種住居地域

法２２条指定区域

７．調査協力について

９．現状復旧

１０．主要資材

８．公衆災害防止措置

・

２．特記仕様

１．共通仕様

項　　目章

６．別途工事　：

１ 敷地の位置

特　　記　　事　　項 １
　
一
般
共
通
事
項

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセ

トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

応じた材料を使用する

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量

が少ない材料を使用する

３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－

エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加さ

れていない材料を使用する

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

類等は、ホルムアルデヒド、アセアルデヒド及びスチレンを発散し

ないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとするまた、設計

図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種

及び第三種ホルムアルデヒド　発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大

臣の認定を受けた材料

ホルムアルデヒド放散量　第三種

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムア

ルデヒド発散建築材料

②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大

臣の認定を受けた材料

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律

第１００号）に基づき制定された「広島県グリーン購入方針」に掲載

されている品目については，他の特記事項及び図面表記の範囲内で，

環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう努めるものとする

材料の品質等６

＜１．４．２＞

材料・機材等の品質及び性能

２）本工事に使用する材料のうち、３）に指定する材料の製造業者等は、

次の（１）～（６）の事項を満たすものとし、その証明となる資料

(５)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(１)品質及び性能に関する試験データが整備していること

(２)生産施設及び品質の管理が適切に行っていること

(４)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

(３)安定的な供給が可能であること

(６)販売、保守等の営業体制が整えていること

（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾を

受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場

合はこの限りではない

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

常有すべき品質及び性能を有するものとする

３）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

＜１．１．４＞

受注者は，受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事につ

いて，工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき，受注，変更，竣工，

訂正時に工事実績情報として「工事実績データ」を作成し，監督職員の確認

を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の「登録内容確認書」を

監督職員に提出しなければならない。また，途中変更時の登録が必要な場合

とは，工期の変更，技術者の変更があった場合とする。

２ 工事実績情報

の登録

４ 発生材の処理等

３ 電気保安技術者

＜１．３．３＞

＜１．３．８＞

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材

・再生資源化を図るもの

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・上記以外　１．３．８（ｂ）（３）及び監督職員との協議による。

　※　配置する

１）本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）が廃棄物処

理法に基づき許可した適正な施設（許可対象とならない中間処理施

設にあっては，廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）

で処理すること。ただし，建設廃棄物が破砕等（選別を含む）によ

り有用物となった場合，その用途に応じて適切に処理すること。

（原則，県内処分）

２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，

前記（１）に掲げる施設のうち受入れ条件が合うものの中から，運

搬費と受入れ費（平日の受入れ費用）の合計が最も経済的になるも

のを見込んでいる。従って，正当な理由がある場合を除き，再資源

化に要する費用（単価）は変更しない。

３）本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入

する建設廃棄物については，広島県産業廃棄物埋立税が課税される

ので適正に処理すること。

なお，広島県産業廃棄物埋立税は見込んでいる。

５ 環境への配慮

＜１．４．１＞

化学物質を放散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び

性能を有すると共に、次の１）から４）を満たすものとする

無収縮グラウト材 防水剤 現場発泡断熱材

既成調合モルタル 吸水調整材

アルミニウム製建具 鋼製建具

鋼製軽量建具 ステンレス製建具

錠前類 クローザ類

自動扉機構 自閉式上吊り引戸機構

天井点検口 床点検口

グレーチング 鋳鉄製ふた

エポキシ樹脂

ポリマーセメントモルタル

既成調合目地材既製木製室内建具 既製室内家具

１
　
一
般
共
通
事
項

適用基準等１

※建築工事標準詳細図（最新版）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（以下「標準詳細図」という）

※建設工事公衆災害防止対策要綱 ※建築工事安全施工技術指針

※建設副産物適正処理実施要領（広島県土木局制定）

※県産木材の利用の促進に関する指針

※再生資源利用促進実施要領（広島県土木局制定）

※フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（最新版）住宅金融支援機構監修

※日本住宅性能表示基準（最新）国土交通省

※庄原市公営住宅整備基準 住宅性能表示制度の評価項目 ７項目

構造安定：等級１ 劣化軽減：等級２ 維持管理；等級２ 音環境：等級２

温熱環境：等級４又は３ 高齢者配慮：等級３空気環境：等級３

１．工事名称　：

２．工事場所　：

３．敷地面積　：

４．構造規模　：

５．工事種目　：

建築面積 延床面積㎡／棟 ㎡／棟112.92 87.82

敷地構内舗装駐車場区画

居室照明器具・ＴＶ電話機器類

長屋住宅新築 物置新設

変更訂正年月日

特記仕様書１

縮尺

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）（Ａタイプ）

北２号棟　289.44㎡

木造在来軸組工法　平屋長屋建

北３号棟　262.89㎡

広島県庄原市東城町川東３０６番地１

北４号棟　324.12㎡

（各棟敷地分割申請）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区） A-A01



設備工事との

工事名称

担当

図面名称

縮尺

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

項　　目章 特　　記　　事　　項 １
　
一
般
共
通
事
項

１
　
一
般
共
通
事
項

１
　
一
般
共
通
事
項

図面番号

７ 特別な材料

の工法

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品等の指定工法

による

技能士８

＜１．５．２＞

排水工事

舗装工事

植栽工事

仮設工事

鉄筋工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

※技能士に関しては，積極的な活用を図ること。

ＡＬＣ

屋根及び

とい工事

カーテン

ウォール工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

左官

カーテンウォール施工

表装

配管

路面表示施工

造園

ＡＬＣパネル施工

ブロック建築

とび

鉄工

コンクリート圧送施工

型枠施工

鉄筋施工

とび

防水施工

石材施工

タイル張り

建築板金

建築大工

スレート施工

内装仕上施工

建築板金

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

サッシ施工

ガラス施工

塗装

内装仕上施工

とび作業

鉄筋組立作業

コンクリート圧送工事作業

型枠工事作業

構造物鉄工作業

とび作業

コンクリートブロック工事作業

ＡＬＣパネル工事作業

アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

セメント系防水工事作業

シーリング防水工事作業

改質アスファルトシートトーチ工法

ＦＲＰ防水工事作業

防水工事作業

石張り作業

タイル張り作業

内外装板金作業

スレート工事作業

大工工事作業

鋼製下地工事作業

内外装板金作業

左官作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

自動ドア施工作業

金属製カーテンウォール工事作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

建築塗装作業

プラスチック系床仕上工事作業

カーペット系床仕上作業

壁装作業

建築配管作業

溶解ペイントハンドマーカー工事作業

加熱ペイントマシンマーカー工事作業

造園工事作業

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

９ 化学物質の

濃度測定

＜１．５．９＞

１）図示した室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、

エチルベンゼンの室内濃度を　　測定し、厚生労働省が定める指針値

以下であることを確認し、監督職員に報告する　　パッシブ型採取機

器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う

③測定

②５時間閉鎖

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納

部分の扉を含む）を開放し、３０分間換気する

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、

造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉は開放したままとする

イ　②の状態のままで測定する

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合

により、２４時間測定が行えない場合は、８時間測定とする。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする

なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央

となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する

④分析

⑤その他

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、

濃度を分析する

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること

２）木材の防腐・防蟻処理剤は，クロルピリホス，ダイアノジン及びフェ

ノブカルブを含有しない薬剤とし，加圧式防腐・防蟻処理等は工場で

行い十分乾燥させた後現場に搬入する

３）保温材，断熱材，緩衝材については，ホルムアルデヒドを発散しない

☆☆☆☆等級のものとするか発散が極めて少ないＦ

４）塗料，壁紙，仕上塗材，合板，接着剤等で屋内に面するものについて

は，ホルムアルデヒドを発散しないか，発散が極めて少ないＦ☆☆☆

☆等級のものとする

５）屋内に面して用いる材料は，上記２）～４）に適合した上で，揮発性

有機化合物の発散が無い若しくは極めて少ないものを選択するように

努め，１）の規定を満たすこと

１０ 工事写真等 下記のものを監督職員に提出する。工事中写真及び完成写真の撮影は国土交

通省大臣官房官庁営繕部制定の「営繕工事撮影要領」によるものとする

（１）工程写真

（２）工事中写真

工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービ

ス版）を期間別工事工程報告書に添付するものとする

水中又は地下に埋設される部分，その他完成後外部から検査・確認す

（３）完成写真

る事が出来なくなる部分，及びその他監督職員が指示する箇所は，

Ａ４版写真台帳にまとめて完成検査日までに提出するものとする。

（５）保管

【撮影箇所】

建物外観各方向，主要箇所，主要室内その他監督職員が指示する箇所

【規格・提出部数】

※Ａ４版クリアファイル 部　　・Ａ４版写真台帳　　

【完成写真の撮影業者】

・監督職員の承諾する撮影業者

（４）その他の写真

隣接建物等に損傷のおそれがある場合は，施工前・施工後の写真

（カラー・キャビネ版）を監督職員の指示により提出するものとする

工事写真のネガ・データは，受注者において工事完成後２年間保管

すること

１１

＜１．７．１～３＞

完成時の

提出図書

＜表１．７．１＞

竣工図の種類（※全て・　　　）

作成方法　CAD（ＣＡＤデータの提出（※要　・不要））

原図　.※普通紙　　・ 不要

竣工図　二つ折製本（・ A１版　　部　・A２版　　部　・ A３版　３部）

竣工図は原則として原図にて修正を行い，施工図・保全に関する資料で必要

なものの提出は監督職員の指示による

なお，１２　電子納品で対象工事である場合は，加えて電子成果品を　２部

提出すること

・型式台帳

型式台帳は，監督職員が指定する様式で作成する。建物で使用する部材，機

器を記入し提出すること。

電子納品１２ ※電子納品対象工事とする

電子納品とは，「調査，設計，工事などの各業務段階の最終結果を電子デ

ータで納品すること」をいう。ここでいう電子データとは，「営繕工事電

子納品要領（以下，要領という）」に基づいて作成されたものを指す

成果品については，「要領」に基づいて作成した電子成果品を電子媒体で

提出する。「要領」で特に記載がない項目については，原則として電子デ

ータを提出する義務はないが，「要領」の解釈に疑義がある場合は監督職

員と協議の上，電子化の是非を決定するまた，成果品提出の際には，ウイ

ルス対策を実施したうえで提出すること

工事中情報共有

システム

１３ （１）本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，

業務の効率化を図る情報共有システムは未対象である。

庄原市請負契約の記載がある場合それに準ずる。

１４

１５

＜１．７．２＞

施工図及び

施工計画書

取り合い

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、

発注者に移譲するものとする

（施工範囲）

※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔

※図示した壁，天井の仕上げ材，下地材切り込み及び下地補強

※自動閉鎖装置設置箇所の切り込み及び補強

１６ 施工中の

安全確保

・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は，労働安全衛生法第３０条

第２項に基づき，当該工事について，同条第１項に規定する措置を講ずべ

き者として本工事現場代理人を指名する

・労働安全衛生法第１５条に基づく統括安全衛生責任者を選任したときは，

本契約後直ちに「統括安全衛生責任者選任届出書」（任意様式）を提出

すること

工程報告１７ 市指定様式による期間別工事工程報告書を毎月指定回３部提出すること

保証書１８ 次の工事について保証書を提出すること

工事区分

防水工事

屋根工事

防錆工事

特殊床工事

植栽工事

防蟻処理

材料名

・ＦＲＰ防水・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（改質含む）

・合成高分子ルーフィング防水

・塗膜防水

・長尺金属板葺き

・折板葺き

・瓦葺き

・フローリング及び塗装

・活着

備考

年

漏水の場合等

漏水の場合等

年

年

年

年

年

年

年

枯死の場合年

年

保証年限

５

２

耐風・漏水等

提出部数：３部

部　３

※提出を要する　　完成図書：２部

３　部

10瓦材料

特記仕様書２

（Ａタイプ）
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<10.10.1>

工事名称

担当

図面名称

縮尺

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

項　　目章 特　　記　　事　　項

１
　
一
般
共
通
事
項

図面番号

中間技術検査１９

石綿含有成形板

の処理等

２０

＜１．６．２＞

※行う（回数及び時期については監督職員の指示による）　　・行わない

10３

４

10

木
　
工
　
事

１ 材料

木工事に使用する木材等は、使用材料表９による

木工事に使用する合板等は、使用材料表１０による

・ 釘 ・ JIS A 5508　材質（　　　　　　　　　　　　）

・ JIS A 5508に規定されているもの以外の釘

材質（　　　　　　　　　　）

・ 造作材化粧面の釘打ち

※ 隠し釘打ち　　　　・ 釘頭埋め木

・ つぶし頭釘打ち　　・ 釘頭現し

・ 木ねじ

・ JIS B 1112又は JIS B 1135

材質　※ステンレス

・ JIS B 1112又は JIS B 1135 に規定されているもの以外の木ねじ

材質　（　　　　　　　　　　）

表面処理鉄・ｽﾃﾝﾚｽ

表面処理鉄・ｽﾃﾝﾚｽ

表面仕上げ２ ・ 製材の表面仕上げ

・ 手加工　　※ 内部造作材、外部造作材はＨ－Ｂ種、下地材はＨ－Ｃ種

・ 機械加工（ ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種）

・ Ｈ－Ａ種　　・ Ｈ－Ｂ種　　・ Ｈ－Ｃ種

・ 造作用集成材の表面仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　 　   　

・ 機械加工（ ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種）

３ 木材の

耐候性処理

屋外に使用する仕上げ木材

・ 木材保護塗料塗り

施工箇所　　・ 図示　　

種別　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

５ 外壁通気

構法下地

４ 木材の

防虫処理

施工箇所　　・ 図示　

処理方法　　・ 図示　

６ 和室の造作

積雪地の場合の下地補強

・ 縦通気胴縁工法

工法種別

・ 横通気胴縁工法

補強方法

※ 木造標準仕様書10.8.2(ｳ)(h)による

・

※ 木造標準仕様書10.8.2(ｳ)(i)による

・

補強高さ(mm) 

柱　　・ 背割不要の処理

木
　
工
　
事

<10.8.2>
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防
　
水
　
工
　
事

１ ＦＲＰ系

塗膜防水

該当品なし

該当品なし

シーリング２ <11.3.2> <表11.3.1> <11.3.3>

ただし、外装壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは標準仕様書11章による。

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法　※　木造標準仕様書11.3.3(1)から(2)による　　

３ 防水テープ <11.4.2>両面粘着防水テープの幅　※ 50mm以上　　

下表以外は、木造標準仕様書表11.3.1及び各メーカー指定の標準仕様による。

【４～９は木造特記仕様書（構造関係）による】

土
・
地
業
・
基
礎
工
事

５
　
軸
組
構
法(

壁
構
造
系)

工
事

６
　
軸
組
構
法(

軸
構
造
系)

工
事

７
　
枠
組
壁
工
法
工
事

８
　
丸
太
組
構
法
工
事

９
　
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
工
事
 

木
造
工
事

<10.2.2><10.2.3><10.2.4>

<10.1.4><表10.1.1><表10.1.2>

<10.3.1>(18.13.2)

<10.3.2>

説」第５章資料に示す「施工状況報告書等」に記載する内容）

工事，ガラスブロック積み工事において，施工計画書により工法を定める

２２ 耐荷重及び

耐外力

基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

積雪区分　建設省告示第１４５５号　別表（　　　　）

２３ 検査記録

外壁ＡＬＣパネル工事，外壁押出成形セメント板工事，合成高分子系ルー

フィングシート防水工事（機械的固定工法），外壁石取付け（乾式工法）

工事，屋根葺き（長尺金属板，折板，粘土瓦）工事，アルミニウム製笠木

際の，建築基準法に基づき定まる風圧力算定のための風速(Vo)，区分等は

次のとおりとする

杭地業工事，鉄筋工事，コンクリート工事，鉄骨工事については，次の内容

を記載した検査記録を整備すること

* 工事完了通知書第４面及び照合方法が確実に行われていることを証明す

る書類（ＩＣＢＡ（建築行政 センター）の「構造審査・検査の運用解

30

３３

設計ＧＬ ※図示による　・（　　　　）２１

１ 足場等 <2.2.4>

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、
２
　
仮
設
工
事

同ガイドラインにより行う。

対策はJIS A 8971の施工基準に基づく装備基材わもちいる。

屋根及び小屋組の建方工事における転落防止

工事用電力

事務所等

監督職員２ <2.3.1>※ 設ける ㎡程度 ・ 設けない

現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示による

５

３ 工事用水 構内既存の施設 ※ 利用できない ・利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）

４ 構内既存の施設 ※ 利用できない ・利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）

仮囲い等の 別紙設計図による

安全施設

６ 工事現場の

表示

現場の見えやすい位置に，監督職員が指示する次の表示板を設置する

※工事名等の表示板（900mm×600mm）

・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

７ 交通誘導員 ※配置する　　・配置しない

※大型車両進入時　（　　）人／日　　・常時配置　（　　）人／日

・（　　　　　　　　）作業期間　（　　）人／日

２

・建築確認表示板（350mm×250mm以上）

３

土
 
地
業
 
基
礎
工
事

１ 埋戻し及び盛土 材料及び工法

※ 標準仕様書表3.2.1による種別

　　　　　　　

・ Ｄ種　適用場所（　　　　）

（品質：細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を

50％未満とする。）

・ Ｂ種　適用場所（　　　　）

・ Ａ種　適用場所（　　　　）

〈3.2.3〉〈表3.2.1〉

一般部 良質根切土

山砂類

・ （材料：　　　　　　　　工法：　　　　　　　　　）

・ Ｃ種　適用場所（　　　　）土質（　　　　　）受渡場所（　　　　）

建設発生土

の処理

※ 現場説明書の施工条件明示による

・ 構内指示場所に敷き均し

２ <3.2.5>

３

・ 構内指示場所に堆積

・捨ｺﾝｸﾘｰﾄ地業等

４

砂利・砂

鉄筋工事

４ バルコニー

手すり

<11.4.3>バルコニー手すりの工法

※ 木造標準仕様書11.4.3(ｹ)①～⑤までによる固定方法

・ 図示

ケイ酸質系

塗布防水

５ 該当品なし

施工１ 該当品なし12
石
工
事

13

タ
イ
ル
工
事

１ 伸縮調整目地

及びひび割れ

誘発目地

位置　※ 標準仕様書表11.1.1による　　・ 図示

〈11.1.3〉〈表11.1.1〉

２ セメントモルタ

ルによるタイル

張り

タイルの形状、寸法等 〈11.2.2,7〉

再生材料

の適用Ｇ

吸水率区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類
/寸法

(㎜)

うわぐすり 役物 色

施釉 無釉 有 無 標準 特注 有 無

耐凍害性 耐滑
り性

備考施工

箇所

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

耐滑り性：JIS A 1509-12（セラミックタイル試験方法ー第12部：耐滑り性

試験方法）で規定する C.S.R値は0.4～1.0とする。

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・ 行う　※ 行わない 

見本焼き　・ 行う　・ 行わない 

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

※ 目荒し工法（高圧水洗処理）　・ ＭＣＲ工法

壁タイル張りの工法 　

外装タイル ・ 密着張り ・ 改良積上げ張り ・ 改良圧着張り

内装タイル以外のユニットタイル ・ マスク張り ・ モザイクタイル張り 

玄関

形状種類

磁器

外装
床 150角

ﾎﾟｰﾁ
床

玄関巾木

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）４章による。

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章 及び

及び日本住宅性能表示基準（国土交通省）

による。フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）

５ ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

型枠工事

打放し仕上げ種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

及び日本住宅性能表示基準（国土交通省）

による。フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）６章 及び

特記仕様書３

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区） A-A03
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図面名称

縮尺
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13

タ
イ
ル
工
事

既調合モルタル

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、

セメント、細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合

した材料とする。

（品質・性能）

品質・性能品質・性能項目

0.20％以下

4.0Ｎ/㎜2以上

70.0％以上 長さ変化率 

曲げ強さ

項目

1.80ｋｇ/Ｌ以上 

0.60Ｎ/㎜2以上

0.40Ｎ/㎜2以上

保水率 

単位容積質量

接着強さ 標準時

温冷繰返後

既調合目地材

（品質・性能）

品質・性能項目品質・性能項目

保水率 

長さ変化率 

30.0％以上

0.2％以下(収縮)

吸水量 

単位容積質量 

50ｇ以下 

1.80ｋｇ/Ｌ以上 

３ 有機系接着剤に

よるタイル張り

タイルの形状、寸法等 〈11.3.2～4,7〉

再生材料

の適用Ｇ

吸水率区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

種類 形状
/寸法

(㎜)

うわぐすり 役物 色

施釉 無釉 有 無 標準 特注 有 無

耐凍害性 耐滑
り性

備考施工

箇所

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

試験張り　　・ 行う　　※ 行わない 

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない 

有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　  ※ 規制対象外　　

目地のシーリング材

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

打継ぎ目地　※ ポリウレタン系シーリング材　

ひび割れ誘発目地　※ ポリウレタン系シーリング材　

伸縮調整目地　※ 変成シリコーン系シーリング材　

その他の目地　※ 変成シリコーン系シーリング材　

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理

※ 目荒し工法（高圧水洗処理）　・ ＭＣＲ工法

14

屋
根
及
び
と
い
工
事

材料１ <14.2.2>下葺材料

※ 改質アスファルトルーフィング下葺材(一般タイプ)

・ アスファルトルーフィング940

改質アスファルトルーフィングの積雪寒冷地対策　・ 行う

金属板葺２

板及びコイル

の種類

・

<14.3.2～8>

※ JIS G 3322

の屋根用コイル

塗膜の耐久性、めっき

付着量等の種類・記号

厚さ

(mm)

屋根葺形式

・ 平葺（一文字葺）

・ 心木あり瓦棒葺

・ 心木なし瓦棒葺

・ 横葺

・ 立平葺

固定釘等

の材質

・

心木の防腐・防蟻処理方法(　　　　　　　　　　　　　)

・ 平葺（一文字葺）の工法

はぜの作り方　　※ 図示　　

14

屋
根
及
び
と
い
工
事

      　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 心木あり瓦棒葺の工法

銅板以外の板による屋根一般部分の工法

溝板及びキャップの留付け方法　※ 木造標準仕様書14.3.5(3)(ｱ)(c)による

銅板による屋根一般部分の工法

瓦棒の間隔　　※ 図示　　

瓦棒の間隔　　※ 図示　　

・ 心木なし瓦棒葺の工法

※ 木造標準仕様書14.3.4(ｵ)(a)による　　

※ 木造標準仕様書14.3.4(ｵ)(b)による　　

屋根の流れ方向に並行な壁との取合い部

・ 雨押さえを付ける場合

・ 雨押さえを用いない場合

工法

吊子、各部の釘の留付け間隔　　・ 図示　　

建築基準法に基づく風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に

対応した工法

雪止め　・ 設置する（施工箇所　・ 図示　　・　　　　）

３ 折板葺 該当なし

粘土瓦葺４ <14.5.2､3>

形状に

よる区分

・ Ｊ形瓦

・ Ｓ形瓦

・ Ｆ形瓦

種類

製法に

よる区分

寸法に

よる区分

役物

軒
瓦

・

・

・

・

そ
で
瓦

の
し
瓦

冠
瓦

半
瓦

雪
止
め
瓦

鬼
瓦

巴
瓦

大きさ 産地等

補強用心木の防腐・防蟻処理方法(　　　　　　　　　　　　　)

工法

建築基準法に基づく風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の

瓦桟木の留付け工法　　※ 図示　　

棟の工法　　※ 木造標準仕様書14.5.3(5)(ｱ)から(ｴ)までによる　

風圧力に対応した工法

桧材使用

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

５ スレート葺

６ アスファルト

シングル葺

該当なし

該当なし

石州産

長さ　（　　　　　　　　　　）

厚さ　（　　　　　　　　　　）

外径　（　　　　　　　　　　）

種類　（　　　　　　　　　　）

・ 硬質塩化ビニル樹脂製

板厚　　※ 一般部0.35mm、谷どい部0.4mm　　

・ 銅板

板 厚 　 　

種類　　※ 木造標準仕様書表14.8.1（　　　　　　　　　　）　　

・ 谷どい

板 厚 　 　

種類　　※ 木造標準仕様書表14.8.1（　　　　　　　　　　）　　

・ 金属板（銅板を除く。）

といの材料

<14.8.2、3> <表14.8.1>７ とい

とい受金物 

足金物 

材種　・ 溶融亜鉛めっきを行った鋼板製　　・ 銅板製

多雪地域　　・ 適用する　　・ 適用しない  

材種

形状 ・ 25×4.5以上・ 市販品（とい径100以下）

・ 銅板製 ・ 溶融亜鉛めっきを行った鋼板製　　 ・ ﾒｰｶｰ指定品 

・ ﾒｰｶｰ指定品 

・ ﾒｰｶｰ指定品 

・ ﾒｰｶｰ指定品 

・ 特殊塩化ビニル樹脂製又は樹脂被覆鋼板製

硬質塩化ビニル製集水器の形状

　・硬質塩化ビニル製あんこうの形状  図示

・ 図示

・ 図示

15

金
　
属
　
工
　
事

１ ステンレスの

表面仕上げ 施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

※ ＨＬ程度

種類

・ 鏡面仕上げ程度

・ №2B程度

〈14.2.1〉

２ アルミニウム

及びアルミニウ

ム合金の
表面処理

色合等

無着色

種別

※標準色（　　　　　）

※標準色（　　　　　）

・特注色（　　　　）

・特注色（　　　　）

〈14.2.2〉〈表14.2.1〉

施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

３ 鉄鋼の

亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｆ種

・ Ｅ種

・ Ｄ種

・ Ａ種

種　別表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）

〈14.2.3〉〈表14.2.2〉

４ 軽量鉄骨

天井下地

該当なし

軽量鉄骨壁下地５ 該当なし

金属成形板張り６

７ アルミニウム製

笠木

８ 手すり及び

タラップ

該当なし

該当なし

該当なし

16

左
　
官
　
工
　
事

モルタル塗り１ 〈15.3.2,5〉

　　　　　　　　　　　 

モルタル

既製目地材

床の目地

※ 現場調合材料　・ 既調合材料（材料　　　　　　　　　）

・ 設ける　施工箇所（　　　　）形状（※図示　・　　　　）

・ 設けない 

※ 設ける（目地割り２㎡程度　最大目地間隔３ｍ程度・　　　）

（種類　※ 押し目地　　・　　　　　　）　

・ 設けない 

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験 

・ 適用する　　・ 適用しない 

特記仕様書４

（Ａタイプ）

A-A04第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

石州産
※ 図示



工事名称

担当

図面名称

縮尺

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

項　　目章 特　　記　　事　　項

図面番号

建具回り等の充填モルタルに使用する防水剤

（品質・性能）

防水剤の種別 

凝結及び安定性  

混合割合 

曲げ及び圧縮強度比 

透水比 

吸水比 

項目 品質・性能

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤 

セメント重量の5％以下

（凝結時間）始発：1時間以上　終結：10時間以内

（安定性）収縮性、膨張性のひび割れ及びそりの有無について確認する。

防水剤を混入したもの、しないものの吸水比 95％以下 

防水剤を混入したもの、しないものの透水比 80％以下 

防水剤を混入したもの、しないものの曲強度比及び圧縮強度比 70％以上 

ただし、透水試験における水圧は、3.0×105Ｐａとし1時間行う

16

左
　
官
　
工
　
事

ラス系下地２ 該当なし

直均し仕上げ

床コンクリート３ 〈15.4.2〉〈6.2.5〉

仕上げの平たんさは、図示及び標準仕様書15.4.2(ｱ)(ｲ)以外は下記による

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

ｃ種

ｂ種

ａ種

施工箇所標準仕様書表6.2.5

による平坦さの種別

カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り

合成樹脂塗床、ﾋﾞﾆｰﾙ系床材張り、床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上、

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（置敷式）　（　　　　　　　　　　　　）

ﾀｲﾙ張り、ﾓﾙﾀﾙ塗り、ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（支柱調整式）

４ セルフレベ

リング材塗り

該当なし

仕上塗材仕上げ５

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 

仕上塗材の種類 

〈15.6.2〉

  ※ 規制対象外　　・ 

・ 薄付け仕上塗材

※ 外装薄塗材Ｅ

・

呼び名 仕上げの形状 工法 防火材料

・

・・ 適用する

・ 適用する

吸放湿性

・ 厚付け仕上げ塗材

呼び名 仕上げの形状 工法 吸放湿性

・ 適用する

上塗り材

・ 適用する

防火材料

・

・ 複層仕上塗材

・

呼び名

※ 複層塗材Ｅ

仕上げの形状

　 　 　

　 　 　

　 　 　

溶媒 ※水系

樹脂 ※ｱｸﾘﾙ系

外観 ※つやあり

工法 上塗り材の種類 耐候性

※ 耐候形

　 ３種

・

防火材料

・

軽量骨材仕上塗料

呼び名 防火材料

・

・

16

左
　
官
　
工
　
事

６ ＡＬＣパネルの

場合の下地処理

該当なし

７ マスチック

塗材塗り

８ 石膏プラスター

塗材塗り

９ ロックウール

吹付け

10 しっくい塗り

11 こまい塗り

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

17

建
　
具
　
工
　
事

防火戸１

・ 適用する　指定箇所（ ※ 建具表による　・　　　　　　　）

〈16.1.3〉

建具見本の製作２ 〈16.1.4〉

※ 製作しない　・ 製作する（ ※ 納まり等が分かる程度のもの　・　　　　）

防犯建物部品３

・ 適用する　適用箇所（ ※ 建具表による　・　　　　　　　）

〈16.1.6〉

４ アルミニウム製

建具 性能値等

〈16.2.2,4,5〉〈表14.2.1〉〈表16.2.1〉

・ 耐風圧性の等級（　　）、気密性の等級（　　）、水密性の等級（　　）

※ 標準仕様書表16.2.1による種別

外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

外部に面する建具の種別（木下地）

・ Ｄ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

・ Ｅ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

防音ドア、防音サッシ

遮音性の等級（　　　　　　　　）

（建具符号： ・ 建具表による　・　　　　）

断熱ドア、断熱サッシ

（建具符号： ・ 建具表による　・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　　　）

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

（建具符号： ・ 建具表による　・　　　　）

ステンレス鋼板の材料　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　

枠の見込み寸法　 ※ 建具表による　・ 

表面処理 

外部に面する建具　種別　・ BB-1種　・ BB-2種  ・ 　

色合等　　※ 標準色（　　　　　　　）　・ 特注色（　　　　　　）

屋内の建具　　　　種別　・ BC-1種　・ BC-2種　・ 

色合等　　※ 標準色（　　　　　　　）　・ 特注色（　　　　　　）

結露水の処理方法　※ 図示　・ 

水切り板、ぜん板　※ 図示　・ 

網戸等５

ステンレス（SUS304）線材・ 防鳥網

・ ステンレス（SUS316）製 

・ ガラス繊維入り合成樹脂製 

※ 合成樹脂製 ・ 防虫網

種類

〈16.2.3〉

材質

1.5ｍｍ

※ 0.25ｍｍ以上

線径

・ 

網目寸法15ｍｍ

網目

・ 

※ 16～18メッシュ 

該当なし

S-3 W-3A-3

等級2・3

メーカー仕様による

メーカー仕様による

６ 樹脂製建具 〈16.2.5〉〈16.3.2～5〉〈表16.3.1〉

性能値等

・ 耐風圧性の等級（　　）、気密性の等級（　　）、水密性の等級（　　）

※ 標準仕様書表16.3.1による種別

外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

S-3 A-3 W-3

該当なし

外部に面する建具の種別（木下地）

・ Ｄ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

・ Ｅ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　・ Ｔ－１ 　・ Ｔ－２　　

（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　　）

（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　　）

枠の見込み寸法　　※ 建具表による　　

表面色　　※ 標準色　　・ 特注色

水切り板、ぜん板　　※ 図示　　

ガラス　　※ 建具表による　　

鋼製建具

17

建
　
具
　
工
　
事

断熱ドア、断熱サッシの断熱性の等級 ・ Ｈ－４ ・　・ Ｈ－６　  ・ Ｈ－５

Ｈ－５

該当なし

鋼製軽量建具

ステンレス製

建具

該当なし

該当なし

木製建具 〈16.7.2～4〉

建具材の加工、組立時の含水率　※ Ｂ種　　・ 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※ 規制対象外　・ 

※ Ｆ☆☆☆☆取得材料使用

・ フラッシュ戸 

合板の種類

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

板面の品質（　　　　　　　　） 

表面の樹種

規格等

樹種名（　　　　　　　　　） 

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

化粧加工の方法 

表面性能（　　　　   　 　）タイプ 

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

備考

　 表面材の合板の種類 

・ 普通合板

・ 天然木化粧合板

・ 特殊加工化粧合板

不透明塗料塗り 

生地、透明塗料塗り 

（ ※ ラワン合板程度　　・　　　　　 　）

（ ※ しな合板程度 　・　　　　　　） 

（ ・オーバーレイ 　・プリント　 ・塗装） 

表面板の厚さ　※標準仕様書表16.7.6による　・ 　　ﾒｰｶｰ仕様書による

ﾒｰｶｰ仕様

・ かまち戸 

・ ふすま 

・ 戸ぶすま

・ 紙張り障子

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

枠の材料

・ 鋼製枠 （※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板　

・ステンレス鋼板）

※　国内ﾒｰｶｰ既製規格製品とする。（建具表による）

・ 木製枠（１２章木工事による）

くつずりの材料　

※　国内ﾒｰｶｰ既製規格製品とする。（建具表による）

※　国内ﾒｰｶｰ既製規格ﾕﾆｯﾄ製品とする。（建具表による）

・ ステンレス鋼板

特記仕様書５

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区） A-A05



工事名称

担当

図面名称

縮尺
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変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

項　　目章 特　　記　　事　　項

図面番号

建具用金物11 〈16.8.2,3〉〈表16.8.1〉

金物の種類及び見え掛り部の材質等 

※　既製建具は各メーカー保証の上、メーカー指定の標準品

（別途付属品含む）とする。

17

建
　
具
　
工
　
事

鍵12

鍵箱　　　　　・ 設ける（　　　　個用　　組）　・ 設けない

鍵の製作本数　　※各室・各戸３本１組（室名札付き）　　

13 自動ドア

開閉装置

マスターキー　※ 製作する（　　組）　・ 製作しない　　・ 既存に組込む

〈16.8.4〉

14 自閉式上吊り

引戸装置

該当なし

該当なし

重量シャッター15

軽量シャッター16

17 オーバー

ヘッドドア

該当なし

該当なし

該当なし

ガラス18 〈16.9.7,14.2～4〉（表16.14.1）

下記のガラス以外の品種、厚さの呼びによる種類等

　※ 建具表による　　

合わせガラス

乾燥気体の種類

複層ガラスの材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

　※ 下記以外は建具表による　　

・ 空気　・ アルゴン

乾燥気体の種類

・ T1　・ T2　・ T3　・ T4　・ T5　・ T6

断熱性による区分

・ 空気　・ アルゴン

日射取得性、日射遮蔽性による区分

・ Ｇ　　・ Ｓ

強化ガラス 熱線吸収板ガラス 該当なし熱線反射ガラス

19 ガラスブ

ロック積み

該当なし

20 ガラス用

フィルム

該当なし

18

塗
　
装
　
工
　
事

材料１

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

　※ 規制対象外　　・ 

〈18.1.3〉

防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　

・ 次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

素地ごしらえ２

下地面等

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

コンクリート面（ＤＰ以外）及びＡＬＣパネル面

せっこうボード面及び

その他ボード面

押出成形セメント板面

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

〈18.2.2～7〉

種別

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ａ種　・ Ｂ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ａ種　・ Ｂ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ｃ種　・ Ａ種　・ Ｂ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　

・ Ａ種　・ Ｂ種

錆止め塗料塗り３ 〈18.3.2,3〉

下地面等

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

見え掛り部分

見え隠れ部分

鋼製建具等 

鋼製建具等以外 

工程の種別

※ Ｂ種　・ Ａ種　 

※ Ａ種　・ Ｂ種　 

※ Ｂ種　・ Ａ種　 

※ Ａ種　・ Ｂ種　 

塗料の種別

※ Ａ種　・ Ｂ種 

Ｂ種

EP-Gの場合はＣ種

EP-Gの場合はＣ種

Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種 
EP-Gの場合

18

塗
　
装
　
工
　
事

塗料４

・合成樹脂調合ペイント

　塗り（ＳＯＰ） 

・耐候性塗料塗り

・つや有合成樹脂エマル

  ションペイント塗り

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） 

  （ＥＰ－Ｇ）

　（塗料　・ 水性　　・ 油性）

　（ＤＰ）

　（ＥＰ－Ｔ）

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

塗装

木部屋外 

木部屋内 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

コンクリート面、モ

ルタル面、プラスタ

ー面、せっこうボー

押出成形セメント板面

コンクリート面及び

屋内の鉄鋼面

ド面その他ボード面等

〈18.4.1～18.14.2〉

種別

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ａ種　・Ｂ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

・Ａ種 

・Ｂ種 

・Ｃ種 

塗料の種類

※ １種　・ ２種

※ １種　・ ２種

※ １種　・ ２種

上塗り等級（　）級

上塗り等級（　）級

上塗り等級１級

上塗り等級２級

上塗り等級３級

※ １種　・ ２種

・透明　 ・不透明

・透明　 ・不透明

・透明　 ・不透明

・

・

・

・

高日射反

射率塗料

の適用□Ｇ

高日射反射率塗料を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする

19

内
　
装
　
工
　
事

・ 図示　・ 

接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※ 規制対象外　　・ 

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていな

いものとする施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地

以外の場合の接着剤の種別　

〈19.2.2〉1 接着剤

ビニル床シート２

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

※ 目地処理（工法　※ 熱溶接工法　・　　　　　　）　・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　）全て

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×107～1×1010 Ω程度

・ 

〈19.2.2,3〉

※ ＦＳ

色柄

・ 柄物

・ 無地

・ マーブル柄 

種類の記号 特殊機能

・ 帯電防止 

・ 耐動荷重性 

・ 防滑性 

※ 2.0

・

厚さ（mm） 備考

・住宅用

特殊機能 

帯電防止

1.8

ビニル床タイル３19

内
　
装
　
工
　
事

該当なし

ビニル幅木４ 〈19.2.2〉

材質の種類　　※ 軟質　　・ 硬質 

高さ（ｍｍ）　※ 60　　・ 75　　・ 100 

厚さ（ｍｍ）　※ 1.5以上　　・ 

５ ゴム床タイル　

カーペット敷き６

該当なし

該当なし

合成樹脂塗床７

防じん用塗床８

該当なし

該当なし

９ フローリング

張り

〈19.5.2～6〉〈表19.5.1～5〉

単層フローリング 複合フローリング 該当なし

フロアーパネル合板

厚さ ・12mm・9mm ・15mm ・18mm

表面強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ貼

パネルサイズ 303×1,818（mm）

基材　2.7㎜特殊ＭＤＦ表面材　＋　エコ合板

表面　特殊オレフィンシート

※　短辺糸面取・長辺面取・Ｖ溝加工 Ｆ☆☆☆☆ ４ＶＯＣ基準

艶消し

上履き用 ﾎｯﾄカーペット対応品　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｷｬｽﾀｰ対応　車椅子対応

ワックス不用　擦り傷付きにくさ対応　凹みにくさ対応

汚れにくさ対応　滑りにくさ対応

工法 捨貼工法 （釘止め・接着剤併用）

接着工法の場合の裏面緩衝材　※ 合成樹脂発泡シート　

該当なし

せっこうボード 〈19.7.2,3〉〈表19.7.1〉

その他のボード 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

及び合板張り   ※規制対象外　　・ 

種　　類 JISの 厚さ（ｍｍ）、規格等

記号

11

Ｆ☆☆☆☆

・ けい酸カルシウム板 0.8FK タイプ 2（無石綿） ・ 6　　・ 8  

1.0FK 

・ せっこうボード GB-R ※ 12.5 (不燃)    ・ 15 (不燃) 

・ シージングせっこうボード GB-S 12.5 （※不燃　　・準不燃）

・ 強化せっこうボード GB-F ・ 12.5 （不燃）　　・ 15 （不燃）

・ 化粧せっこうボード GB-D 9.5（準不燃）

         （トラバーチン模様）

※　図示・ 普通合板 表板の樹種名

（ ※ ラワン程度　・ 　　） 　生地、透明塗料塗り 

  不透明塗料塗り （ ※ しな程度　・　　　　） 

板面の品質（　　　　） 厚さ（ｍｍ）（　　　　） ※図示

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類　　　　　 ）

防虫処理（ ・ 行う　　・ 行わない） 　

・ メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による厚さ（ ※ 1.2　　・　　　　　）3.0

・ 単板張り ・ 無研磨板  ＶＮ   ・ 研磨板ＶＳ

　　　パーティクルボード ・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・　

・ 化粧パーティクルボード ・ 単板オーバーレイ　ＤＶ

・ プラスチックオーバーレイ　ＤＯ

・ 塗装　ＤＣ

・ 10（難燃）　　・ 12（難燃）　　・  

・ インシュレーションボード  IB 

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・　

A級（ ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・ 　　　　）

畳敷き10

せっこうボード等の下地　※ 図示　　

軽量鉄骨下地ボード遮音壁に用いる遮音シール材

合板類の張付け　　※ B種　　・ A種　

※ シーリング材　・ジョイントコンパウンド

せっこうボードの目地工法　　※ 仕上表による　　・　

特記仕様書６

（Ａタイプ）

A-A06第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）



工事名称

担当

図面名称

縮尺

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

項　　目章 特　　記　　事　　項

図面番号

19

内
　
装
　
工
　
事

壁紙張り12

ホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外　　

〈19.8.2,3〉

紙

施工箇所

繊維

壁紙の種類

無機質その他

防火性能 備考

ﾋﾞﾆｰﾙ

せっこうボード面の素地ごしらえの種別　　　　　※ B種　　・ A種　

コンクリート面の素地ごしらえの種別　　　　　　※ B種　　・ A種　

モルタル・プラスター面の素地ごしらえの種別　　※ B種　　・ A種　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 不燃　・ 準不燃

・ 不燃　・ 準不燃

・ 不燃　・ 準不燃

・ 不燃　・ 準不燃

全ての箇所

断熱材13 〈19.9.2,3〉

フェノールフォームを使用した断熱材、保温材及び接着剤のホルムアルデ

ヒド放散量 　※ 規制対象外　・　

・ 断熱材打込み工法 

Ｆ-☆☆☆☆

該当なし

・ 断熱材現場発泡工法 　　

断熱材の種類　　※ Ａ種１　　 ・ Ａ種１Ｈ 　　

吹付け厚さ（ｍｍ）　・ 25　　・ 30　　・   　

施工箇所

・ 図示

部分的に後張りとしなければならない箇所

※ 窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、

補修基材厚さ

現場発泡断熱材 

発熱性

難燃性

　（品質・性能）

項目 品質・性能

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／ｍ2を超えないこと。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（１）総発熱量が8ＭＪ／ｍ2以下であること。

（１）～（３）に適合していること。

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロ

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加

下記のいずれかによっていること

熱試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

リー試験）に適合していること。

20 断熱材等材料１ 　<20.1.2～4>

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラ

ミン樹脂を使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※ 規制対象外　　

    施工箇所　※ 図示　　

・ 断熱材

断熱材の種類

分類

JIS A 9521

材料名

規格番号 厚さ又は使用量

Ｆ-☆☆☆☆

・ ボード状 JIS A 9521
※　図示

   断熱材

   状断熱材
・ フェルト

・ 高性能グラスウール

・ 高性能グラスウール

・ 古紙混入発砲ポリプロピレン

・ 現場発泡断

   熱材

・ グラスウール

・ ロックウール

・ セルローズファイバー

・ 吹付硬質ウレタンフォームＡ種１

　 又はＡ種１Ｈ（難燃性を有するもの）

　JIS A 9523

　JIS A 9526

・ ばら状
   断熱材

20

断
熱
・
防
露、

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

断
熱
・
防
露、

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

（品質・性能）

現場発泡断熱材 

品質・性能

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／ｍ2を超えないこと。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（１）総発熱量が8ＭＪ／ｍ2以下であること。

（１）～（３）に適合していること。

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロ

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加

下記のいずれかによっていること

熱試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

リー試験）に適合していること。

項目

難燃性

発熱性

            

断熱材の施工

　　　　　　　

    　　　　　

防蟻処理　・ 行う

種類　　木造標準仕様書20.1.2(2)（ ・ (a)　　・ (b)　　・ (c)）

厚 さ 　 　

施工箇所　・ 図示　

・ 防湿材

・ 気密材

種類　　木造標準仕様書20.1.2(3)

（ ・ (a)　　・ (b)　　・ (c)　　・ (d)　　・ (e)　　・ (f)）

厚さ　　・ 図示　　　

施工箇所　・ 図示　　

・ 防風材

種類　　※ JIS A 6111に基づく透湿防水シートＢ

厚さ　　・ 図示　　　

施工箇所　・ 図示　

各部位の工法　※ 木造標準仕様書20.1.5(ｱ)から(ｺ)までによる

防湿層の施工　・ 省略する

・ 図示

・ 外張断熱工法

・ 充填断熱工法

２ 窯業系サイ

ディング工事

・ 

サイディング材

<20.3.2>

働き長さ

働き幅

・ ・ 

厚さ

(㎜)

・ 

表面

仕上げ

・ ・ 

性能

耐凍害

・ 

防 火

耐火性能 

種類 形状

塗装品14 図示図示図示図示図示

現場塗装用サイディングの下地処理及び仕上げ　　

通気胴縁　樹種　※ 杉　　

通気胴縁の防腐処理方法(　　　　　　　　　　　　　) 

張り方　　・ 縦張り　・ 横張り 

換気口部の防水処置 ※ 木造標準仕様書20.3.2(3)(ｳ)(c)①から④までによる

・ 図示

住宅金融公庫仕様書による

複合金属サイ３

ディング工事

ＡＬＣパネル

工事

４

（溝形パネル）

該当なし

該当なし

厚さ（ｍｍ）　　※ ５　　　・　

寸法（ｍｍ）　　・ 図示　　・　

鏡５

取付箇所　　　　・ 図示　　・　

〈20.2.9〉

表示６ 〈20.2.10〉

案内用図記号はJIS Z 8210による。

誘導標識、非常用進入口等の表示　※ 消防法に適合する市販品　　・ 

　※ 図示　　

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、

印刷等の種別、取付け形式等

カーテンレール７ 〈20.2.14〉

材料による区分　※ アルミニウム又はアルミニウム合金の押出し成型材

　・ ステンレス製

強さによる区分　※ 10-90 　　　

仕上げ　　　　　※ アルマイト　

形状　　　　　　※ 角形　　　　

８ ブラインド

ボックス及び

カーテン

ボックス

溝幅×深さ（ｍｍ）　　

・ 90×150　　・ 120×80　　・ 120×150　　・ 150×80　　・ 図示

※ アルミニウム製　押出し型材（市販品）

・ 鋼製（仕上げは、仕上表又は図示による） 

表面処理　

・ BC-1　・ BC-2（ ※ 標準色（　　　　）・特注色（　　　　））

材質　・ 集成材（樹種等１２章木工事による　仕上げ、仕上表図示による） 

・住宅用表面化粧シート貼市販既成品　（仕様は図示による）

20

断
熱
・
防
露、

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

天井点検口９

（品質・性能）

内外枠の材質  アルミニウム製　

内枠及び外枠のコーナーピース

外枠の取付け金物 　

内枠の仕上げ材留付金物 

材種

・

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※ 450×450

・ 600×600

・

寸法（mm） 形式

※ 一般形

・ 気密形

・ 屋内外用

※ 屋内用

外枠

・ 目地ﾀｲﾌﾟ

内枠

※ 額縁ﾀｲﾌﾟ ※ 額縁ﾀｲﾌﾟ

・ 目地ﾀｲﾌﾟ

JIS H 4100 A6063S-5又は同等の性能を有するもの 　

（外部に用いる場合は、JIS H 8602のB種又は同等以上の性能を有するもの）

鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの

鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの 

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材、亜鉛ﾒｯｷ鋼板又は同等の性能を有するもの 

表面処理　陽極酸化皮膜JIS H 8601(AA6)又は同等の性能を有するもの 　　　　　

枠の寸法許容差　±0.5ｍｍ以内 

外枠と内枠のクリアランス　片側2.0ｍｍ以内

床点検口10

・

材種

・ 鋼製

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ ｽﾃﾝﾚｽ製

寸法 形式

・ 一般形・ 450×450

※ 600×600

・

・ 密閉形

（mm）

・ 屋内外用

・ 屋内用

・ 鍵付き

備考

密閉形とは、ボルト、ナット等ﾒｶﾆｶﾙ構造にパッキンを装着したものとする。

・ 断熱ﾀｲﾌﾟ

特記仕様書７

（Ａタイプ）
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工事名称

担当

図面名称

縮尺

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛 内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

項　　目章 特　　記　　事　　項

図面番号

20

断
熱
・
防
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ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

20

断
熱
・
防
露、

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

（品質・性能）

部材名 

受枠材 蓋枠材 

パッキン材 

取手 

アンカー材 

蓋の耐荷重性能 

鍵 

ピース底板補強 

底板材コーナー

目地材

二重蓋の中蓋

材 

材質 

ステンレス製 

鋼材

アルミニウム板 

ステンレス鋼板 

ステンレス

黄銅   

鋳鉄 

鋼製 

その他

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙ

ﾐﾆｳﾑ合金押出形材

屋内外用

JIS H 4100のA6063S -T5

（表面処理）JIS H 8602のB種又はJIS H 8601のAA15 

JIS G 4305のSUS304、

SUS430J1L、SUS443J1

（表面処理）HL又は2B

仕上げ程度

形状に適した弾力性、密着性を有するもの 

スポンジラバー、エチレンプロピレン等枠の材質、

塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロロプレン、

が生じないものとする 

した、合成樹脂製のものは、衝撃による変形・割れ

ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材などで被覆

鋳鉄製、ステンレス鋳鋼品、ステンレス製等

黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金

鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったもの

口の有孔径の0.08％以内であること。 

蓋中央部が荷重値Pn=1,000Nにおいて残留たわみが点検

受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと。 

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする 

黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする 

JIS G 5501のFC150、FC200

JIS H 3100 のC2600、C2720、C2801 

JIS H 3250 のC3602、C3604  

JIS G 4305のSUS304、

SUS430J1L､SUS443J1 

JIS G 4305のSUS304、SUS430J1L又はSUS443J1 

JIS H 4000(A1100P H24) 

JIS H 8602(B) 

－

－

表面処理：陽極酸化塗装複

合被膜 JIS H 8601(AA15) 

JIS G 4308のSUS304

JIS G 4308のSUS304

塩化ビニル樹脂製等

破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上であること 。

屋内用

JIS G 4305のSUS430

（表面処理）HL又は2B

仕上げ程度

標準仕様書表18.3.1及び表

18.3.2のさび止め塗料塗り

JIS G 4305のSUS430

－

等の防錆処理を行ったもの

等の防錆処理を行ったもの

18.3.2のさび止め塗料塗り

標準仕様書表18.3.1及び表

ミン樹脂焼付塗装若しくは、

鋼製又はJIS G 3313にメラ

受け枠寸法の許容差　±0.5ｍｍ以下 

蓋付寸法の許容差　　±0.5ｍｍ以下 

受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0ｍｍ以内 

フェンス11

フェンスの種類

高さ　　※ 図示　　・ 

・ 鋼管フェンス 　・ アルミフェンス

・ ビニル被覆エキスパンドフェンス　　

・ 樹脂塗装メッシュフェンス床点検口10

屋外雨水排水１

材料

〈21.2.1,2〉〈表21.2.1,2〉

材種

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

・ 遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

種類・記号

・ ＶＰ

※ 外圧管（１種）

・ ＶＵ 

・ ＲＳ－ＶＰ

・ ＲＳ－ＶＵ

形状

・ Ｂ形管

※ 図示　・  

※ 図示　・  

※  図 示 　

※ 図示　・  

※ 図示　・  

備考呼び径

基床の厚さ及び種類　　※ 図示　　　

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※ 接着剤　　

側塊の形状及び寸法　　※ 図示　　

排水桝の種類　　　　  ※ 図示　　

砂地業に用いる材料

21

排
　
水
　
工
　
事

※ シルト、有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂

砂利地業に用いる材料　※ 再生クラッシャラン　　　　　　　　　　 ・ 切込砂利又は切込砕石

現場打ちの場合のコンクリート材料

設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　

スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　

現場打ちの場合の鉄筋 種類の記号　　※ SD295A　　

現場打ちの場合の足掛け金物

材料

※ ステンレス製　　・ 鋼製　　・ 合成樹脂被覆加工を行った足掛け金物

凍上抑制層に用いる材料　

砂の粒度試験　・ 行う　・ 行わない

排水桝ふた２

名称

〈21.2.1〉

鋳鉄製マン

ホールふた

塩ビ製

・ 水封形 

・ 簡易密閉形

・ 密閉形

・ 中ふた付き密閉形

・ ＲＳ－ＶＵ

適用荷重 

・ 

・ Ｔ－２０用 

・ Ｔ－６用 

・ Ｔ－２用 

鍵

・ 有り

・ 無し

備考

左記以外の品質等は（公社）

空気調和衛生工学会

SHASE-S209による

種類

（パッキン式） 

（テーパ・パッキン式） 

（テーパ・パッキン式） 

グレーチング３ 〈21.2.1〉

材料（鋼製、ステンレス製）

用途（溝ふた【横断用、側溝用】、桝ふた用、Ｕ字溝用）

適用荷重（歩行用、Ｔ－２、Ｔ－６、Ｔ－１４、Ｔ－２０）、

形式（受枠付きボルト固定の有無）、

メインバーピッチ（細目、普通目）、上面形状（凹凸形、平形）は図示による

＜鋼製グレーチング＞

（品質・性能等）

荷重性能 

ふた 

溶融亜鉛めっきの付着量

受け枠用アングル材 

クロスバー

及びエンドプレート

メインバー、サイドバー

アンカー

幅及び長さの許容差　±3.0ｍｍ 

がないものとする 

設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常

付着量がHDZ40以上又は、HDZ 50以上

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」による試験において溶融亜鉛めっきの

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3132 「鋼管用熱間圧延炭素鋼鋼帯」SPHT

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3505 「軟鋼線材」SWRM

JIS G 3101　SS400

間隔　側溝の場合500ｍｍ内外

塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料

項目 品質・性能

40

・ ビニル既製品

収納家具

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

材質、形状、寸法　　※ 図示　　

　※ 規制対象外　　・　　　

12

屋外掲示板13

本体材質　　　※ ステンレス製　　・　

照明器具　　　・ 有り　　・ 無し

掲示板面材質　・　

施錠装置　　　※ 有り　　・ 無し

形状寸法　　　※ 図示による　　・　

天井見切り縁等14

壁及び下がり壁と天井の取合いの見切縁（天井見切縁、下がり壁見切縁）

の材種

流し台ユニット37

※ アルミニウム既製品

・ MDF基材化粧既製品H30mm程度

種類

・ 流し台

・ コンロ台

・ つり戸棚

・ 1500

・ 1800

・ 1200

Ｗ

・ 600

・ 1200

・ 900

・ 900

・ 600

・ 1200

寸法（ｍｍ）

・ 600

・ 650

・ 550

Ｄ

・ 600

・ 650

・ 550

・ 450

－

・ 850

・ 800

Ｈ

・ 670

・ 620

・ 700

・ 500

－

備考

天板ステンレス製

市販品

ステンレス製

・ １段式　　

　　　　　  

　　　　　  

バックガード有り

　　　　　  

市販品（木製扉・木製キャビネット）

仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード

トラップ付き

天板ステンレス製

市販品（木製扉・木製キャビネット）

仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード

市販品（木製扉・木製キャビネット）

仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード

・ 水切り棚

壁水切り板

壁水切り板

（品質・性能）

形状　　※ 図示　　・ 

　（１）外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1による。

　（２）構成材は、JIS A 4420の8により試験を行ったとき表1の規定による。

・ 600・ レンジ

フード

－ 市販品

グリスフィルター・換気扇付

・深型

・浅型

Ｆ-☆☆☆☆

・ ２段式　　

屋外フード

38 表札（公団型） 本体　ｱﾙﾐﾆｳﾑ　ｽﾃﾝｶﾗｰ　ﾍｱﾗｲﾝ ｱﾙﾏｲﾄ処理＋ｸﾘｱ塗装 125×250

名札部（小）　ｱｸﾘﾙ樹脂　60.5×90×2

名札部（大）　ｱｸﾘﾙ樹脂　60.5×160×2

参考品名：　表札（公団ﾀｲﾌﾟ）　ﾅｽﾀ KS-N22AS

連続型物置屋外物置39

構内共同
ゴミ置場

※ 図示各戸１庫連結設置（標準ﾒｰｶｰ基礎共）

構内共同ゴミ置場 指定位置　構１1ヶ所設置

参考品名： ｲﾅﾊﾞ DPN-187P 22袋ﾀｲﾌﾟ

参考品名： ｲﾅﾊﾞ FL-1414SL 引戸ﾀｲﾌﾟ1400×1400/戸

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄにて　室番号を指定文字で記載の事

（Ａタイプ）

特記仕様書８

変更訂正年月日
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工事名称

担当

図面名称

縮尺

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

項　　目章 特　　記　　事　　項

図面番号

21

排
　
水
　
工
　
事

４ 街きょ、縁石

及び側溝

・ 縁石 

街きょ、縁石、側溝

・ Ｕ形側溝 

・ Ｕ形側溝ふた 

・ 

・ Ｌ形側溝 

　　　　　　　　　　　

〈21.3.1,2〉〈表21.3.1〉

形状、寸法

※ 図示　　・　

※ 図示　　・　

※ 図示　　・　

※ 図示　　・　

※ 図示　　・　

種類

砂地業に用いる材料　　

※ シルト、有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂

砂利地業に用いる材料　

※ 再生クラッシャラン ・ 切込砂利又は切込砕石

現場打ちの場合のコンクリート材料

設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　

スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　

砂利地業の厚さ　　※ 100ｍｍ　　・ 図示 

現場打ちの場合のコンクリート材料

設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　

スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　

種類の記号　　※ SD295A　　

現場打ちの場合の鉄筋

凍上抑制層に用いる材料　　

砂の粒度試験　　・ 行う　　・ 行わない

埋戻し土５ ※ Ｂ種　　　 〈21.2.1〉

22

舗
　
装
　
工
　
事

路床１

種別

路床の材料

〈22.2.2,3,5〉〈表22.2.1〉

・ フィルター層 

・ 凍上抑制層 

・ 盛土 

・ 

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　

・ 切込み砂利　　・ 砂

・ 砂 

・ 建設汚泥から再生した処理土

・ 再生クラッシャラン　　・ クラッシャラン

厚さ（ｍｍ）

・

※ 図示

・

※ 図示

・

※ 図示

材料

路床安定処理の方法

・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　

・ 添加材料による安定処理

種類

-1

・ 生石灰（ ・ 特号　・ １号）　

・ 消石灰（ ・ 特号　・ １号）　　

添加量　・　　ｋｇ／ｍ3（目標ＣＢＲ　　・ 3以上　　・　　　　　）

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

・ 安定処理土のＣＢＲ試験　　

・ ジオテキスタイル

単位面積質量　　・ 60ｇ／ｍ2以上　　・ 　　　　

厚さ(ｍｍ)　　　・ 0.5～1.0　　　　・ 　　

引張強さ　　　　・ 98Ｎ／5cm（10kgf/5㎝）以上　　・ 　　　　

透水係数　　　　・ 1.5×10 ㎝/sec以上　　　　　　 ・ 

試験　

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない 　　

路床締固め度の試験　　・ 行う　　・ 行わない 

現場ＣＢＲ試験　　　　・ 行う　　・ 行わない

22

舗
　
装
　
工
　
事

路盤２ 〈22.3.2,3,5〉〈表22.3.1〉

路盤の厚さ　　※ 図示　　・ 

路盤材料の種別

・ クラッシャラン 

・ 粒度調整砕石

※ 再生クラッシャラン 

・ 再生粒度調整砕石

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

・ 粒度調整鉄鋼スラグ

・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

路盤締固め度の試験　　※ 行う　　・ 行わない　 

３ アスファルト

舗装

〈22.4.2～6〉〈表22.4.4〉

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※ 図示　・ 

材料

アスファルト ※ 再生アスファルト （種類 ※ 60～80　・ 80～100）

・ ストレートアスファルト

骨材 ・ 道路用砕石　　　　　　　 

※ アスファルトコンクリート再生骨材

加熱アスファルト混合物等の種類

・ 密粒度アスファルト混合物（13） 

・ 細粒度アスファルト混合物（13） 

・ 密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

シールコートの施工

※ 行わない

試験 

アスファルト混合物等の抽出試験　・ 行う　　・ 行わない 

舗装の平たん性 ※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 

・ 

5 カラー舗装

４ コンクリート

舗装

寒冷地の縁部立下り寸法等　　・ 図示　　

コンクリート舗装

舗装の種類

コンクリート舗装の構成及び厚さ

〈22.5.2～4,6〉〈表22.5.1,3〉

歩行者用通路

車路及び駐車場

部位

図示

図示

構成

※  7 0　

図示　

厚さ（ｍｍ）

材料

コンクリート ※ 標準仕様書表22.5.1による　　・　　　　　 

早強ポルトランドセメント　　・ 使用する　　　・ 使用しない 

注入目地材料 ※ 低弾性タイプ　・ 高弾性タイプ

目地

種類、間隔、構造

舗装の平たん性 ※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 

※ 標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による ・ 図示　 

・ 

・ 行う（乳材の種別　※ ＰＫ－１ただし、冬期はＰＫ－２　・　　　　）　

該当なし

６ 透水性アスファ

ルト舗装

該当なし

ブロック系舗装７

・ 保水性平板(Ｍ） 

※ 普通平板(Ｎ）

・ 透水平板(Ｐ） 

・ コンクリート平板舗装 〈22.8.2,3〉

種類

※ 300角 

寸法（mm）

※ 60

・ 

厚さ(mm)

・ モルタル

※ 砂　

目地材

　・ たたき出し 

　・ 洗い出し 

表面加工 　

　・ 研ぎ出し 

備考

仕上り面の平たん性　※ 歩行に支障となる段差がないものとし、

コンクリート平板間の段差は3ｍｍ以内とする。

・ 透水性ブロック（Ｐ）

※ 普通ブロック（Ｎ）

・ インターロッキングブロック舗装

・

・ 保水性ブロック（Ｍ）

・ 保水性ブロック（Ｍ）

※ 普通ブロック（Ｎ）

・ 透水性ブロック（Ｐ）

車路

歩行者用

通路

部位種類 形 状

・ 

・ 図示

・ 

・ 図示

寸法

厚さ

・ 

※ 80

・ 

※ 60

（mm）

曲げ強度

・ 

※ 5.0

・ 

※ 3.0

(Ｎ／mm2)

表面加工

備考

　・ 標準品

　・

仕上り面の平たん性　

　　　　　　　　　　　

※ 歩行に支障となる段差がないものとし、インターロッキングブロック

間の段差は3ｍｍ以内とする。

・

※ 花こう岩　　

・ 舗石舗装

・

種類 形 状

・ 割石

・ 図示

寸法(mm)

・ 

厚さ

(mm)

・ うろこ張り

施工方法 基層

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ版

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

基層の厚さ

※  7 0　

※  5 0　

(ｍｍ)

-1

仕上り面の平たん性

・　

※ 歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3ｍｍ以内とする

・ ジオテキスタイル

単位面積質量　　・ 60ｇ／ｍ2以上　　　・ 

厚さ(ｍｍ)　　　・ 0.5～1.0　　　　　・ 

引張強さ　　　　・ 98Ｎ／5ｃｍ（10ｋｇｆ／5ｃｍ）以上　　

透水係数　　　　・ 1.5×10 ｃｍ／ｓｅｃ以上　　　・ 

砂利敷き８ 〈22.9.2〉種別

・ Ａ種（施工範囲： ・ 図示　・ 通路　・　　　　　　　　）

・ Ｂ種（施工範囲： ・ 図示　・ 建物周囲その他　・　　　　　）

22

舗
　
装
　
工
　
事

路面標示用塗料

種類

※ ３種１号

・ １種

・ ２種

路面標示用塗料はJIS K 5665による。

施工

加熱

常温

溶融

適用

液状

粉体状

色

・ 白

・ ・ 100

※ 150

幅(mm)

・ 1.0

塗布厚さ(mm) 適用部位

・ 白線

・ 

・ 車椅子駐車場ﾗｲﾝ、ﾏｰｸ

９

植
 
栽
 
工
 
事

23

該当なし

特記記載末尾　終了

・ 2.0

特記仕様書９

（Ａタイプ）
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機器新設配線配管工事一

石州防災瓦葺（和形・Ｓ形・平形）

照明器具

2400MDF基材化粧巾木
（ｸﾛｰｾﾞｯﾄ・押入）

収　納

共通

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０ Ａ３版標準スケールとする。

１／１

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号 工事概要書・仕上表

下地・仕上げ下地・仕上げ 下地・仕上げ

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地貧調合ﾓﾙﾀﾙ下地

瓦葺（法2条1項9号・令108条の2・建告H12-1400-3不燃材）厚  9.5 PB 準不燃 認定番号QM-9828 ビニールクロス 準不燃認定品QM-9***品以上 　不燃 認定番号NM-9430･9371準不燃化粧石膏ボード 認定番号QM-9824不燃化粧石膏ボード 認定番号NM-0127･0128

ｼｯｸﾊｳｽ対策建材 使用建築材料（面材仕上下地共・建具・家具ﾕﾆｯﾄ等）は全てＦ☆☆☆☆とする。　不燃 認定番号NM-8578厚 12.5 PB 　不燃 認定番号NM-8619 　不燃 認定番号NM-9639 不燃厚6 ケイカル板 認定番号NM-1897他厚 12.5 防水PB

関
連
付
帯
工
事

工事名称

建設地名地番

構造 用途

都市計画区域 ・計画区域内 ・計画区域外 防火地域 屋根・防火 ・準防火 ・指定なし

・有 ・無 ・規制地域に影を落すその他の区域
日影規制風致地区地域･地区･街区

設
計
概
要

・対象外物件・対象物件 軒裏

福祉のまちづくり条例
法２２条の指定 ・指定区域 ・指定なし ・協議物件 ・対象外物件 ・対象外物件・対象物件

協議対象物件の別 対象物件の別

ふるさと広島の景観の 外壁
・必要物件 ・不要物件行為の届出・景観モデル区域 ・景観形成区域 ・大規模行為届出対象区域

保全と創造に関する条例

容積率敷地面積 建ペイ率 ≦ ％
外
部
仕
上
表

屋切換気孔㎡ （登記・計測）

工事部分 申請車庫部分 既存部分
建築面積 ㎡ ㎡

基礎・巾木

合　　計区分種別 １階 ㎡

２階
床
　
面
　
積

㎡１階 １階 １階㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 用途住宅　部分　床面積 延面積１階 建具延面積 ㎡（ ）
１階 １階 １階㎡ ㎡ ㎡ ㎡

その他用途　床面積 １階 延面積
１階 ㎡既存申請外建物１階 １階 １階㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 雨樋
２階 ㎡１階 延面積

延面積１階 １階 １階 ㎡㎡ ㎡ ㎡ ㎡
既存　部分　床面積 １階 延面積

敷地内建物１階 １階 １階㎡ ㎡ ㎡ ㎡
床　面　積　合　計 １階 延面積 床面積合計

床 天井巾木
室名階 廻り縁 造り付け家具・その他

GL+H FL+HFL+腰高

内
部
仕
上
表

１階

・無し ・1.5ｍ・１ｍ・１０ｍ ・１２ｍ

用途地域
第二種中高層住居専用地域

公営共同住宅Ａ棟 木造在来軸組工法 

平屋長屋建

外壁の後退線絶対高さ制限

第二種住居地域

60

合計建築面積

≦
前面道路幅員(m)×0.4×100＝

200≦
用途地域規定道路幅員

％

道路斜線 20-1.25

隣地斜線 20-1.25
北側斜線 10-1.25

バリアフリー新法認定

機器新設配管工事一式 ※諸申請共

電気設備

給排水設備

外構付帯工事

玄関

Ｄ・Ｋ

洗面・脱衣室

ユニットバス

トイレ

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940同等品以上勾配　4.5寸

防火PC030BE-9201準不燃QM-0639

窓等ガラス：低放射(low-e)複層ガラス 遮熱タイプ・断熱タイプ

土台廻り通気水切，軒天廻り通気見切縁

透湿防水シート張

既製ｶﾗｰｱﾙﾐｻｯｼ屋切換気孔

窯業系鼻隠し及び破風板　塗装品　(巾210)

基礎天端：基礎通気パッキン 公庫承認メーカー仕様

JISA4706,JISA4702遮音等級区分(JIS)：Ｔ-１以上

ﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾗｰ角樋

外部その他

庇 換気孔テラス

新築部分床面積合計

申請建物２号

ホール・廊下

〃

〃

〃

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

ＬＢ（ﾍﾞﾀｰﾘﾋﾞﾝｸﾞ）認定
ＵＢ-１２１６サイズ品

ﾓﾙﾀﾙ下地 磁器質タイル

オプションその他付属品

2400MDF基材化粧巾木

玄関框 手摺（段差部昇降）

窓開口補強材 換気扇 安全ミラー

浴槽出入手摺 窓開口補強額縁ﾕﾆｯﾄ

※吊戸棚(フード側及び戸棚下面)：不燃材張

※床下点検口：600×600断熱タイプ

洋室６帖(１)

洋室６帖(２)

厚14以上 窯業系サイディング横張（通気層厚15）

棟瓦　紐丸７寸瓦　妻７寸丸巴　SUSﾋﾞｽ止 棟瓦下地　桧45×45　棟金具80㎜＠900以下 雪止瓦連続２段／面 不燃 告示H12第1400号

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

人工木デッキ既製ユニット品

不燃NM-4132・4133

住宅用ｶﾗｰｱﾙﾐｻｯｼ　網戸付　一部面格子付

厚12 軒天用化粧無機繊維混入板（化粧柄品） 軒裏準耐火構造（30分）QF030RS-0281・0336

野地板　厚12耐水構造用合板

〃

〃

〃

〃

〃

厚9 耐水合板調整捨貼下地　ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ貼り

〃

高齢者対応

(※踏込はﾎｰﾙ床張込み)

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　(※踏込はﾎｰﾙ床張込み)

厚9 耐水合板調整捨貼下地　ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ貼り

2640

112.92 112.92

長屋共同住宅

87.82

87.82

87.82 87.82

補修はセパレーター跡面落防水ﾓﾙﾀﾙ補修 出隅 45°面取　面幅15

図示指定換気ガラリ（ﾚｼﾞｽﾀｰ部分）無し

スロープ150角 磁器床ﾀｲﾙ貼りポーチ床 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放 目地・面木有 中央指定部 ﾓﾙﾀﾙ串目荒引仕上 手摺　指定ｱﾙﾐ手摺

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2250

〃

〃

〃

〃

〃

〃

150角 磁器質ﾀｲﾙ張り

界壁面・外壁面は、指定ボード下地貼の事

下地・仕上げ

壁・腰

Ｈ

界壁面・外壁面は、指定ボード下地貼の事

流し台廻り〃

〃

〃

〃

〃

60～65

60～65

240

〃

〃

各部仕上はメーカー仕様による（天井・壁・床・浴槽は保温材裏貼）

界壁面・外壁面は、指定ボード下地

界壁面・外壁面は、指定ボード下地

指定外 厚12.5 石膏ボード下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

厚12.5 石膏ボード下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

厚12.5 石膏ボード下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

指定外 厚12.5 ｼｰｼﾞﾝｸﾞ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

厚9.5 石膏ボード下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

Ａ－１

厚12 表面強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ貼

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

表札（公団ﾀｲﾌﾟ）　ﾅｽﾀ KS-N22AS

※諸申請共

棟別配置図記載
棟別配置図記載

㎡/棟㎡/棟

棟別配置図記載

㎡/棟

87.82

87.82

87.82

㎡/棟

㎡/棟

㎡/棟

㎡/棟

㎡/棟

※特定建築物（高齢者配慮等級３）

下駄箱ﾕﾆｯﾄ

手摺取付壁補強

住宅用火災警報器

住宅用火災警報器

床下点検口

流し台＋ｺﾝﾛ台＋吊戸棚＋ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ換気扇

給気ﾚｼﾞｽﾀｰ・ｶﾞﾗﾘ

ﾀﾞﾌﾞﾙ紙巻器 手摺 タオル掛

24時間換気用換気扇

床下点検口天井点検口

タオル掛 洗濯機防水パン 浴室出入り口手摺洗面化粧台ユニット

厚 6 化粧ｹｲｶﾙﾊﾟﾈﾙ

厚 5･6 ｶﾍﾞﾀｲﾙ

　不燃
厚 3 ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板・ｱｲｶ・大建ｸﾞﾗﾋﾞｵ

認定番号NM-2183・1386

断熱材
外部面の壁面・床下全面（ｺﾝｸﾘｰﾄ床・UBを除く）・天井全面（軒裏を除く）・界壁内部
別紙図示の位置に別紙断熱材の仕様で下記の位置に施工の事

住民告知端末（光回線）用空配管

洋風専用漏斗仕様　　縦樋　60φ丸樋又は同等角樋

別途工事 居室照明器具・ＴＶ電話機器類
式

給水・排水・衛生器具・換気設備・公共上下水有り

電灯・ｺﾝｾﾝﾄ・光電話配管・照明器具・ＴＶｱﾝﾃﾅ配線・人感ｾﾝｻｰ・警報器類

※ 下駄箱裏面側壁は 厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地貼とする

※ 展開図指定腰壁（H-900）は 厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地貼とする

ｷｯﾁﾝｾｯﾄ裏面
厚3 ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板貼
厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地

界壁面・外壁面は、指定ボード下地
指定外 厚12.5 石膏ボード下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

水切りｶﾊﾞｰ

ｶﾞｽ漏れ警報器

住宅用火災警報器24h用給気ﾚｼﾞｽﾀｰ・ｶﾞﾗﾘ

24h用給気ﾚｼﾞｽﾀｰ・ｶﾞﾗﾘ

24h用給気ﾚｼﾞｽﾀｰ・ｶﾞﾗﾘ

ｴｱｺﾝ用取付壁補強

ｴｱｺﾝ用取付壁補強 ｴｱｺﾝ配管ｽﾘｰﾌﾞ（内外ｷｬｯﾌﾟ付）

ｴｱｺﾝ配管ｽﾘｰﾌﾞ（内外ｷｬｯﾌﾟ付）

※ ｴｱｺﾝ取付け予定面は 厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地貼

※ 手摺取付け予定面及び展開図指定部分は 厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地貼

※ ｴｱｺﾝ用取付壁補強は厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地

特　記
※　使用木材　　素材、製材、各種合板、集成材の品質は、日本農林規格（ＪＡＳ）に適合したものとし、なるべく庄原市内産地品・広島県内産を使用する。

塩ビ見切

塩ビ見切
天井点検口

Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

厚12 表面強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ貼

厚12 表面強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ貼

ねこ土台ﾊﾟｯｷﾝ工法　厚20

厚9 耐水合板調整捨貼下地　ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ貼り

320

560

〃

〃

548～

536

560

〃

上部枕棚（厚4ﾎﾟﾘ合板）

厚9.5 押入れ用化粧石膏ボード貼 厚9.5 押入れ用化粧石膏ボード貼

〒729-5121 広島県庄原市東城町川東３０６番地１

連続型物置（ｲﾅﾊﾞ FL-1414SL-2 引戸ﾀｲﾌﾟ1400×1400）各戸１庫２連結設置 敷地内及び駐車場舗装工事 駐車場車止取付け 車区画線引

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ａタイプ

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

・宅地造成等
工事規制区域

腰掛便器(ｳｫｼｭﾚｯﾄ付)

ハンガーパイプ
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物置２連
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物置２連 物置２連

物置２連

敷地分割線

物置２連 物置２連

物置２連

208 207

206 205

北１号棟

101

105106107108

用
途
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域
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第
二
種
住
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地
域
側

第
二
種
中
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層
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居
専
用
地
域
側

第
二
種
中
高
層
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用
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用
途
地
域
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分
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ゴミ置場

市道　市頭中線

北３号棟

北４号棟

歩道

歩道

歩道

歩道

102103104

既設建物南１号棟 既設建物南２号棟

202 201

北２号棟

204 203

建設地名地番

〒729-5121

用途地域

第二種中高層住居専用地域

第二種住居地域

広島県庄原市東城町川東３０６番地１

容積率200％　建ぺい率60％

容積率200％　建ぺい率60％

（２・３工区）
工事区域

291番地1

306番地1

既設区域（１工区）

給7 給8

給9

給10

給12

給11

給13

給14

給15 給16

No.0-4
No.0-5

桝5
315.18

桝3
315.14

桝2 桝6
314.29 314.25

No.0-3 No.0-2

No.0-1

敷地境界線（地番境界線）

敷地分割線

凡　例

建築確認申請部分を示す
斜線部分は３０６番地1の敷地分割

１
項
１
号
道
路

１項１号道路

１／３００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A11川東公営住宅全体配置図第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

（Ａタイプ）

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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H=314.603

H=314.869

H=315.104
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←
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％
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←5.2％
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4.
79

31
4.
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314.90
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4.
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314.32
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←
5
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％
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31
4.
74 31

4.
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31
4.
77

31
4.
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31
4.
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31
4.
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0

31
4.
19

31
4.
23
2

314.56

31
4.
35

31
4.
29

←
4
.3

％

31.7
8

30.
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9.16
1.78

7.48

3,930

20,980

20,980

13
0

500

19,100

5
,0

00

9
00

1,300

5
70

1
,
40

0

1,880

1
,
81

0

有
効
巾
 1,750

6,500

13
,5
50

13
,5
50

7,800

1,500

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地分割線

側溝

側溝

排水溝

排
水

溝
排

水
溝

Co擁壁

Co擁壁

Co
擁

壁

Co擁壁

道路中心線

敷地分割線

道路境界線

排水溝

敷
地

分
割

線

敷地分割線

敷
地
分
割
線

接道道路境界線

※
磁

北
西

偏
7°

3
3
′

敷
地

分
割

線

延
焼

ラ
イ

ン

 ２戸用
新設物置

ｽﾛｰﾌﾟ ｽﾛｰﾌﾟ
ﾎﾟｰﾁ ﾎﾟｰﾁ

最高棟高
H=5,250

H=3,000
1F南軒先高

設計GL=314.90

延焼ライン

H=2,980
1F北軒先高

道路境界線

延焼ライン

ﾃﾗｽ ﾃﾗｽ

Co
擁
壁

蹴上125踏面300
出入口 擁壁斫り　巾1500

５ｍ×０．４×１００＝２００％

Ｓ＝１／２００

用
途
地
域
区

分
線

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
住
居
地
域

幅
員

南２号棟

北１号棟

①

②

③

接道長さ＝

接道長さ＝

北
１

号
棟

南
２

号
棟

敷
地

幅
員

市
道

 
市

頭
中

線

前
面

道
路

合       計

敷 地 面 積

289.4400

289.44 m2

幅員

歩道

歩道

歩道

真
北

Ｓ＝１／２００

歩道

133°16'44"
北緯 34°54'01"
西経

市道　市頭中線　１項１号道路

１
項
１
号
道
路

※　高さ制限・斜線制限の内、道路斜線制限を除き建物の最高高さが規定の高さ以下で検討不要

道路斜線検討外

都市計画区域内区分未指定区域

法２２条指定区域

用途地域 全域　第二種住居地域

広島県庄原市東城町川東

建設地名地番

宅地造成等工事規制区域

建ぺい率限度 ６０+１０＝７０％

1

2

3

番号 面     積倍  面  積底  辺

31.78

31.78

30.91

高  さ

1.78

7.48

9.16 291.1048

56.5684

231.2068

145.5524

28.2842

115.6034

道路幅員による容積率限度

２００％容積率限度

法53条3項二号・県細則17条

申請建物

204 203北２号棟

接
道
長
さ
＝

接
道
長
さ
＝

駐車場

有効巾

敷地丈量図

前面道路

配 置 図

敷地丈量表

306番地1の分割敷地

306番地1

314.25
公共桝6

下水本管

北１号棟へ

1
.2

5

1

道
路

斜
線

64
0～

10

200～640

500

5,
0
00

設計GL=314.90
315.00

314.00

Co擁壁

ﾃﾗ
ｽ

敷
地
分
割
線

敷 地 分 割 線

道
路
境
界
線

道 路 境 界 線

設
計

GL
=3

14
.
90

3
15

.
00

3
14

.
00

道 路 境 界 線

Co擁壁

C
o擁

壁

Ｂ

Ｓ＝１／２００

歩道
駐車場

申
請

建
物

Ｓ
＝

１
／

２
０

０

北
２

号
棟

隣
地

建
物

Ｂ

19,100

国道182号線

Ａ
Ａ

道路接道長さ合計＝34,530

道路接道長さ合計＝34,530

申請建物

北２号棟

Ｂ敷地断面図

Ａ
敷

地
断

面
図

公営住宅団地
第一川東

国
道
18
2号

線

至 新見

ＪＲ芸備線

ザグザグ

東城店

東城店
ｼﾞｭﾝﾃﾝﾄﾞｰ

至 東城ＩＣ

県道314

県
道

3
14

東城病院

ﾛｰｿﾝ

成
羽

川

県
道
238

申請場所

付近見取図

（Ａタイプ）

庄原市役所

東條支所

東城小学校

東城文化会館

東城中学校

東城駅

敷地断面図

付近見取図

申請配置図

<北２号棟>

丈量図

１／２００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A12-N2第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



(316.12)

敷地断面図丈量図 申請配置図

1.6％→

314.87
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←
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←
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％
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真
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27.

6

6.82
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9
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0.9
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1
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1
,8
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2,750

9
00
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0

1,340

9,230

24,100

24,100

3,350

2,800
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00

0

隣
地
境
界
線

敷
地

分
割

線

道路境界線

敷地分割線

排
水

溝

側溝

側溝

ｽﾛｰﾌﾟ ｽﾛｰﾌﾟﾎﾟｰﾁﾎﾟｰﾁ

ﾃﾗｽ ﾃﾗｽ

最高棟高

排水溝1F北軒先高
H=2,980

H=3,000
1F南軒先高

道路境界線

設計GL=314.87

排
水

溝Cb
擁
壁
h=
0～

0.
73

Co
擁

壁

Co擁壁Co擁壁

道 路 境 界 線

敷 地 分 割 線

隣
地
境
界
線

接道道路境界線

敷
地

分
割

線

敷
地

分
割

線

敷地分割線

敷
地
分
割
線

H=5,250

延焼ライン

延焼ライン

延
焼

ラ
イ

ン 延
焼

ラ
イ

ン

新設物置
 ２戸用

敷地分割線

南１号棟

北４号棟

用
途
地
域

区
分
線

206 205

申請建物

駐車場

第
二
種
住
居
地
域

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

Ｓ＝１／２００

Ｓ
＝

１
／

２
０

０

幅
員

市
道

 市
頭

中
線

前
面

道
路

南
１

号
棟

敷
地

北
４

号
棟

敷
地

北３号棟

Ｓ＝１／２００

駐車場

Ｓ＝１／２００

用
途
地
域
区
分
線

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
住
居
地
域

接道長さ＝

②

③

④

接道長さ＝

⑥ ⑦

⑤

①

7

6

1

2

3

4

5

番号 高  さ 面     積倍  面  積底  辺地域区分

第
二
種

中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種

住
居
地
域

合       計

地 域 面 積

合       計

地 域 面 積

合　計　敷 地 面 積

25.43

0.28

6.8227.60

27.60 8.76

10.79 1.55

4.06

4.06 0.83

0.90

2.75

7.49

69.9325

2.0972

188.2320

241.7760

16.7245

3.6540

3.3698

34.9663

1.0486

94.1160

120.8880

8.3623

1.8270

1.6849

259.3812

3.5119

259.38 m2

3.51 m2

262.89 m2

建設地名地番

広島県庄原市東城町川東

都市計画区域内区分未指定区域

用途地域

法２２条指定区域

６０％ ２００％容積率限度建ぺい率限度

道路幅員による容積率限度

第二種住居地域

第二種中高層住居専用地域

北緯

西経

34°54'01"
133°16'43"

市道　市頭中線　１項１号道路

宅地造成等工事規制区域

５ｍ×０．４×１００＝２００％

付近見取図

配 置 図

Ａ
敷

地
断

面
図

Ｂ敷地断面図

敷地丈量図

前面道路

敷地丈量表

306番地1の分割敷地

306番地1

306番地1

下水本管

公共桝3
315.14

北４号棟へ
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2
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道
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斜
線
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0～
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0
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3
1
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0
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設
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G
L
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1
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5
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0
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C
o擁

壁

敷
地
分
割
線

Cb擁壁
h=0～0.73
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315.00

Co擁壁

敷
地
分
割
線

設計GL=314.87

申
請

建
物

ＢＢ

Ａ
Ａ

北
３

号
棟

申請建物

北３号棟

幅
員

316.65

公営住宅団地
第一川東

国
道
18
2号

線

至 新見

ＪＲ芸備線

ザグザグ

東城店

東城店
ｼﾞｭﾝﾃﾝﾄﾞｰ

至 東城ＩＣ

県道314

県
道

3
14

東城病院

ﾛｰｿﾝ

成
羽

川

県
道

238

申請場所

付近見取図

庄原市役所

東條支所

東城小学校

東城文化会館

東城中学校

東城駅

<北３号棟>

（Ａタイプ）１／２００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A12-N3第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



(315.74)

(315.69)

(316.12)
(315.58)

(315.92)

(315.76)

田

福田喜文
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休
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真
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隣
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界
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敷
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分
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敷
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分
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敷
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分
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敷
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分
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線
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道路中心線

側溝

側溝側溝

側溝

排水溝

排
水

溝

排
水

溝
排

水
溝

排水溝

排
水
溝

ｽﾛｰﾌﾟ ｽﾛｰﾌﾟﾎﾟｰﾁﾎﾟｰﾁ

最高棟高

ﾃﾗｽ

設計GL=314.82（平均地盤高）

1F北軒先高
H=2,980

H=3,000
1F南軒先高

新設物置
 ２戸用

C
o擁

壁

Co擁壁

隣
地
境
界
線

ﾃﾗｽ

排水溝

最高地盤高=314.88

最低地盤高=314.76

敷地分割線

隣地境界線

H=5,250

張Co h=
0.9～

1.0

張
Co
 h
=0
.7
～
0.
8

延焼ライン

延焼ライン

延
焼

ラ
イ

ン

用
途
地
域
区
分
線

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
住
居
地
域

申請建物

207208

幅
員

接道長さ＝

北４号棟

北３号棟

前
面

道
路

幅
員

建設地名地番

広島県庄原市東城町川東

都市計画区域内区分未指定区域

用途地域

Ｓ＝１／２００

法２２条指定区域

６０％ ２００％容積率限度建ぺい率限度

道路幅員による容積率限度

第二種住居地域

第二種中高層住居専用地域

北緯

西経 133°16'43"
34°54'02"

※　高さ制限・斜線制限の内、道路斜線制限を除き建物の最高高さが規定の高さ以下で検討不要

市道　市頭中線　１項１号道路

宅地造成等工事規制区域

５ｍ×０．４×１００＝２００％

前面道路

配 置 図

306番地1の分割敷地
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⑪
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付近見取図

申請配置図丈量図

<北４号棟>

（Ａタイプ）１／２００ １／３００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A12-N4第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０ Ａ３版標準スケールとする。

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号 １階平面図 屋根伏図

１／１００

A-A13

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）
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工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０ Ａ３版標準スケールとする。

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

１／１００

立　面　図

軒樋　エスロン住宅用角樋　Σ90　吊ブラケット＠450

漏斗　洋風専用じょうごΣ90-Y60-UT60

2
,
00

0

2
,
00

0

Ｓ＝１／１００南側立面図 Ｓ＝１／１００西側立面図

１ＦＬ

ＧＬ

１ＦＬ

ＧＬ

Ｓ＝１／１００ Ｓ＝１／１００

１ＦＬ

ＧＬ

東側立面図北側立面図
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北側軒高
南側軒高

南側軒高

北側軒高

南側軒高

樋参考仕様　（下記同等品以上とする） 屋内側

外部側

外壁

14t窯業系サイディング貼勾配　4.5寸

認定防火構造(木造下地) PC030BE-9201

厚100㎜のｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

厚9.5㎜以上のＰＢ張り （本件　厚12.5㎜ＰＢ）
第二種中高層住居専用地域

第二種住居地域
法第２２条指定区域
防火・準防火地域未指定区域

法定地域

外部法定指定仕上げ

屋根

※全面下記仕上げとする。（延焼のおそれのある部分以外も含む）

竪樋　丸トップUT60＋排水管カバー　受金物＠≦1200
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不燃材

軒裏
規定なし

厚12 軒天用化粧無機繊維混入板（化粧柄品）

軒裏準耐火構造（30分）QF030RS-0281・0336
不燃NM-4132・4133
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参考　ﾌｸﾋﾞPLGD断熱ﾀｲﾌﾟ＋FDX15SW（外部）

給気孔　ｶﾞﾗﾘ+ﾚｼﾞｽﾀｰ
参考　ﾌｸﾋﾞPLGD断熱ﾀｲﾌﾟ＋FDX15SW（外部）
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サイディング割付図 A-A14

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）



2,
2
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工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０ Ａ３版標準スケールとする。

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

１／１００
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70.15×1/900×1002＝ 779.45 ㎝2／戸 有効換気面積472㎝2×２ヶ所＝944㎝2／戸
必要換気面積（軒裏吸気　妻壁排気各）

小屋裏天井面積 70.15　㎡／戸
※　換気検討　

ｶﾗｰｱﾙﾐ換気固定ｶﾞﾗﾘ（網付）H700×W400半外付ﾀｲﾌﾟ
YKK AP　※※24G-0407B　×　２台／戸面　×　２戸面／棟

妻換気ガラリ

540 6,475 6,475 540

3,185 1,440 210 1,640 2,835 910 2,730

6,475 6,475

12,950

2
,6

56

2
,4

85

通
し

桁
・

中
引

梁
高

2,730 3,640

6,3701,440 910

8,720

Ｓ＝１／１００桁行中央断面図

Ｓ＝１／１００梁間Ｂ断面図

2,730 3,640

6,3701,440 910

8,720

2,
6
56

１ＦＬ

2,
48

5

南側軒高

通
し

桁
・

中
引

梁
高

テラステラス

準耐火遮音界壁立面図 Ｓ＝１／１００

（厚50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ入：密度=24Kg/m3以上）
木造厚105下地両面石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5二重張界壁

準耐火構造＋遮音性能　建告1358号第一・建告1827号第二

界壁仕上範囲 木造厚105下地両面石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5二重張
（厚50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ入：密度=24Kg/m3以上）

斜線部分 遮音界壁構造　建告1827号 準耐火構造　建告1358号

2,730 3,640

910

8,720

2,
48

5

2
,2

00

2,
6
56

2
,0

29

1,440

7,810

UB-1216 洗面
・脱衣室 トイレ 洋間６帖

　メーカー仕様

ねこ土台方式
床下換気孔

公庫承認

床下換気装置

＜ ※ＯＫ

小屋裏換気 吸気側
防火対応軒天換気材（城東テクノ）

軒先部　桁行軒先全部分設置
FV-N12F-L27-※※（ ）150㎝2／ｍ
有効換気面積／戸 ＝＋7.0 7.0

779.45 ㎝2／戸必要換気面積／戸

14.0ｍ／戸
×150㎝2／ｍ＝2100㎝214.0ｍ／戸

＜779.45 ㎝2／戸 2100㎝2／戸 ※ＯＫ

軒裏準耐火構造（30分）QF030RS-0336

トイレ

根太を用いない場合は１階床構造合板上迄

ユニットバス廻りは土台下面迄

人通口

1
9
1

遮音界壁

下駄箱

収納

4,850

680

4,850

300

9,700

4,850

680

4,850

300

9,700

4,850

680

4,850

300

9,700

3,
90

0

ねこ土台 ﾊﾟｯｷﾝ○ア 20

ＧＬ56
0

3
,2

16

3
00

3
20

ＧＬ 56
0

3,
04

5

3
,4

55

ＧＬ56
0

5
,2

4
5

3,
21

6

3
,4

55

3,
4
55

56
0

3,
04

5

ＧＬ56
0

3,
21

6

3
,4

55

3
45 56
0

ＧＬ

3,
04

5

3
,4

55

2,
4
00

56
0

洋間６帖

躯
体

天
井

高
2,

95
0以

上

2,
72

0
以

上
躯

体
天

井
高

3
,4

55

2
,
40

0
5
6
0

躯
体

天
井

高
2
,
95

0以
上

最高の高さ

2,
03

4

5
,2

50

2,
20

5

最高の高さ

2
,0

34

5
,2

50

2,
2
05

（Ａタイプ）

A-A15第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

2,
82

6

ホール

横架材間の垂直距離 2,826

本件は電気配管以外の貫通はない。

平成12建告第1422号の管径による緩和規定により

令112条により　令129条の2の4-1項7号の配管の構造とする。

特記　界壁の設備配管の貫通について

配電管（VE管）82φ（外形90mm）肉厚5.5mm未満の管径品を使用する



5
60

3,
21

6

ＧＬ

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０ Ａ３版標準スケールとする。

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

梁 105×210

2,730 3,640

6,370

8,720

910 1,820

1,440 910

10

4.5

2,
00

0

6
0

5
05

2
,
40
0

56
5

洋間６帖

2,
3
00

2
,0

00

20

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地

＠910
105×105

母屋

10

4.5

雲筋違 21×9021×
90

束木 105×105
＠910

中引梁

棟木
105×150

杉

杉

杉

杉

杉

杉

105×120

杉梁

桁梁 杉 105×150

桁梁 杉
垂木Zﾏｰｸ捻金物止め

2,
48

5

41
0

通し桁・中引梁高

南側軒高

１ＦＬ

2,
6
56

2
39

１ＦＬ

北側軒高

通し桁・中引梁高

通気見切 外壁ﾒｰｶｰ指定品

軒天　ダイライト軒天30 厚12

軒裏準耐火構造
QF030RS-0281・-0280・0282・0336

5
05

2
,
40
0

2
,0

00

下駄箱
玄関ホール

鋼製床束注入土台
105×105 桧

化粧巾木

ビニールクロス
厚12.5ＰＢ下地

大壁

ビニールクロス
厚9.5ＰＢ下地

4,5502,730

720 720

1,440

棟瓦　紐丸７寸瓦　妻７寸丸巴　SUSﾋﾞｽ止
棟垂木瓦桟　M4343 ｴｺﾗﾝﾊﾞｰ43×43　ﾌｸﾋﾞELMT3

又は桧 45×45 強力棟金物 ＠910以下

小屋梁 105×270

垂木Zﾏｰｸ捻金物止め

桁梁 杉

屋根瓦葺き　石州瓦Ｓ形洋瓦葺き
雪止め瓦　２列／屋根面　計４列

野地板　厚12構造用合板

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940同等品以上

垂木50×60-＠303

24
0

軒天
ダイライト軒天30 厚12

軒裏準耐火構造

通気見切
外壁ﾒｰｶｰ指定品

通気見切

外壁ｺｰﾅｰ役物巻
柱形

ﾀｲﾙ貼り

ﾀｲﾙ貼り

ﾀｲﾙ貼り

化粧框 90×150
市販化粧既製品

150

110

人工木デッキ既製ユニット品

透湿防水シート張厚14以上 窯業系サイディング横張（通気層厚15）

防火PC030BE-9201準不燃QM-0639

屋内側 厚100㎜のｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

厚9.5㎜以上のＰＢ張り

壁　断熱材

界壁断熱材

床下断熱材

天井断熱材

建物各部位の断熱材の仕様は下記とする

外壁の全面は下記仕様とする

矩　計　図

床下換気孔

通気水切役物

住宅金融機構承認メーカー仕様

外壁ﾒｰｶｰ指定品

外部基礎立上り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打増目地入り　打放し補修　

天井断熱材
GW HG14-38　高性能14㎏/ｍ3　厚155

フクフォームEcoシリーズ

住宅用グラスウール断熱材（旭ファイバーグラスＫ　アクアシリーズ）

矩計断面図１

吊木受 45×90

１／４０

Ｓ＝１／４０

65

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 金鏝仕上

テラス

耐火ｼｰﾘﾝｸﾞ

300

4,850

680

4,850

9,700

210

住宅用角樋Σ90同等品
吊ブラケット＠450

軒樋

洋風専用じょうご仕様

破風・鼻隠板塗装品
化粧窯業系不燃破風板 巾210

防火対応軒先通し通気見切り
FV-N12F-L27-※※（城東テクノ）
軒裏準耐火構造 QF030RS-0336

軒天　ダイライト軒天30 厚12
軒裏準耐火構造
QF030RS-0281・0280・0282・0336

26
0

2,
3
00ポーチ

105×240

105×210

40

1
0
0

75300

床下断熱材
厚80 フクォームEco断熱材
E-2335 同等品

剛床受 90×90-＠910

大引105×105-特記外＠910

大引105×105

大引105×105

105×270

小屋梁 105×210

105×150

竪樋

丸トップUT60＋排水管カバー

外壁ｺｰﾅｰ役物巻
柱形

外壁ﾒｰｶｰ指定品
通気見切

ﾊﾞﾙｺﾆｰ物干金物(自在・静音型 )

SK-4178A

400 150

65
2
,3

15

２ヶ所

厚12 強化木目柄化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ

地域区分；４地域

（本件　厚12.5㎜ＰＢ）

又は厚4.0㎜以上の合板張り （本件　厚12.5㎜ライナー合板）

塩ビ見切縁

ビニールクロス
厚12.5ＰＢ下地

大壁

ビニールクロス
厚9.5ＰＢ下地
塩ビ見切縁 天井下地

均し木 45×45 @910
野縁　45×45-@455格子組

又は板野縁組

1
00

1
4
5

1
00

25
5

3
00 3
20

12
0

15
0

3
4
0

4
0

1
10

120

20

5
60

3
,0

45

3
,4

55

ＧＬ

1
00

49
5

ねこ土台ﾊﾟｯｷﾝ工法　厚20

1
45

2
90

5
,2

50

1
,
79

5

2,
03

4

最高の高さ

A-A16

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

ACM-00110572（GWHG14-38）高性能14㎏/ｍ3厚155（熱抵抗R=4.1m3・K/W　熱伝導率λ=0.038W/m・K）

ACN-00113269（GWHG14-38）高性能14㎏/ｍ3厚105（熱抵抗R=2.8m3・K/W　熱伝導率λ=0.038W/m・K）

AGPM-00111562（GWHG24-34）高性能24㎏/ｍ3厚 50（熱抵抗R=1.5m3・K/W　熱伝導率λ=0.034W/m・K）

E-2235・2235K・2235K35型　JIS A 9521 厚 80（熱抵抗R=2.2m3・K/W　熱伝導率λ=0.036W/m・K）



工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

一級建築士 増　原　　寛

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０ Ａ３版標準スケールとする。

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号 矩計断面図２

１／４０ １／２０

部分詳細図

120

ＧＬ

１ＦＬ

660 2,730 1,895 1,850

8
00

　
転落ｶｰﾄﾞ
ｱﾙﾐ角ﾊﾟｲﾌﾟ 50×150×2.5

3,465

82.5 1,000 1,000 82.5

282.5 282.5

手摺　ﾌｪﾝｽ手摺笠木同等形状品
笠木手摺木目柄とし同等ﾃﾞｻﾞｲﾝ品とする
※参考　三協ひとと木　ﾏｲﾘｯｼｭ1型　同等品

国内各ｻｯｼﾒｰｶｰ市販既製品のｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ部材の

スロープ手摺

磁器ﾀｲﾙ貼り
ポーチ床

外壁ｺｰﾅｰ役物巻
柱形

ｺﾝｸﾘｰﾄ打増
打放し補修　

外部基礎立上り

スロープ断面図 Ｓ＝１／４０

スロープ

1
00

1
91

110 1,600 140

UB-1216
ポーチ

遮音界壁構造

外壁面内側土台下迄PB12.5貼

土台

40

1
50

1
10

40

1
50

11
0

30
～

40

3
0

スロープ床
両端面 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放金鏝押え
中央指定部 ﾓﾙﾀﾙ串目荒引仕上

妻壁断面図 Ｓ＝１／４０

2,
4
00

36

135

540

90
0

1,
10

0

2
0

20

ベタ基礎 厚150
防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚　0.1

養生砂又は捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚40

ｺﾝｸﾘｰﾄ打増目地入り　打放し補修　

外部基礎立上り

注入土台
105×105

桧

床下換気孔

通気水切役物

住宅金融機構承認メーカー仕様

外壁ﾒｰｶｰ指定品

化粧額縁（ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ）既製品

化粧巾木
市販既製品

ビニールクロス
厚9.5ＰＢ下地

天井断熱材

防火PC030BE-9201準不燃QM-0639

屋内側 厚105㎜のｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

厚14以上 窯業系サイディング横張

（通気層厚15） 透湿防水シート張

ビニールクロス
厚12.5ＰＢ下地

厚12.5㎜ＰＢ張り

厚105㎜のｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

厚12.5㎜ＰＢ張り

45×105

吊木

吊木受

中引梁
105×210杉

破風・鼻隠板塗装品
化粧窯業系不燃破風板 巾210

軒天　ダイライト軒天30 厚12

軒裏準耐火構造 QF030RS-0281

通気見切 外壁ﾒｰｶｰ指定品

通し桁・中引梁高妻梁
105×210 杉

１ＦＬ

ＧＬ

60 75

又は12.5㎜ライナー合板張り

塩ビ見切縁

ＵＢ部は土台下迄
PB12.5両面二重貼

床下断熱材
大引105×105-＠910

厚80 フクォームEco断熱材

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地

厚12 強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ

妻矢切換気孔詳細図

540

78
0

36
24

7
20

3,
90

0

ＧＬ

ｶﾗｰｱﾙﾐ換気固定ｶﾞﾗﾘ（網付）
YKK AP　※※24G-0407B
妻換気ガラリ H700×W400半外付ﾀｲﾌﾟ

有効換気面積472㎝2／台

105412 412

45×105

Ｓ＝１／４０

GW HG14-38
高性能14㎏/ｍ3

厚155

間柱2
,
40

0

１ＦＬ

母屋 105×105

野地板迄立ち上げる事
両面貼り

室　内

小屋裏

室　内

床下
大引 土台

105×45
構造用受材

杉

床面 構造用合板 厚24

床勝ち仕様

小屋裏

木造厚105下地両面石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5二重張
（厚50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ入：密度=24Kg/m3以上）
準耐火構造　建告1358号
遮音界壁構造　建告1827号

小屋裏界壁

木造厚105下地両面石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5二重張
（厚50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ入：密度=24Kg/m3以上）
準耐火構造　建告1358号
遮音界壁構造　建告1827号

軸組界壁

通し桁・中引梁高

Ｓ＝１／４０界壁断面図

界
壁

通
り

界
壁

通
り

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

室
内

片
引

戸
1
62

0

ｽｲｯﾁ取付け壁

クローゼット連動引戸 1623

枕棚

60
0

洋室６帖(２)

柱芯ズレ

184.5 24 1,595 52.5

24

601,820

1,880

45

5
2.

5
5
2.

5

1
2.

5

10
5

106.578

9
85

2
10

45
5

12
9.

5

30×90

間柱

45×45

間柱

3112.5 12.5

33×105

33×45

33×105

33×105

3
3×

1
05

胴縁 24×40

（ｽｲｯﾁｽﾍﾟｰｽ袖壁） Ｓ＝１／２０

洋間２入口ｸﾛｰｾﾞｯﾄ間仕切袖壁平面詳細

遮音界壁

227.5 227.5 227.5 227.5 227.5

910

外部側

両面石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
厚 12.5 二重張

間
仕

切
壁

間
仕

切
壁

柱 105×105 杉

構造受材 
105×45　杉

厚 12.5 PB 

外壁材

柱 105×105 杉

室内側

柱 105×105 杉

室内側

胴縁 24×40 杉

厚 50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ入
密度=24Kg/m3以上

（千鳥配置）
＠227.5
間柱 60×50 杉

界壁平面詳細図
準耐火構造　建告1358号 遮音界壁構造　建告1827号

Ｓ＝１／２０
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（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

燐戸側ＵＢ

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ

界
壁

通
り

各天井・壁・床・浴槽は保温材裏貼品

本件は電気配管以外の貫通はない。

平成12建告第1422号の管径による緩和規定により

令112条により　令129条の2の4-1項7号の配管の構造とする。

特記　界壁の設備配管の貫通について

配電管（VE管）82φ（外形90mm）肉厚5.5mm 未満の管径品を使用する
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ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ換気扇 吊戸棚

洗濯機パン

玄
関

ﾄ
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有
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口
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75

0
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53
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(+541)

(±0)
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(
±
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6.37×6.475+1.44×1.85=43.90975

8.72×6.475=56.462

（天井裏等への措置）

天井裏等（小屋裏・床裏・外壁・間仕切壁・収納等）の使用材料は、

（内装使用建築材料）

本工事の内装の建築材料（各面材仕上・建具・家具ユニット等）に使用する

材料種別は、建築基準法規制対象外Ｆ☆☆☆☆又は、告示対象外として国土交

通省建築指導課が例記した建材以外を使用しない。

第３種ホルムアルデヒド発散建材Ｆ☆☆☆☆以上の建材以外を使用しない。

給気ユニット取付け高さは、天井高の２／３以上の位置に取付ける

本建物はガス機器その他の火気の器具はＤＫとし、天井・壁の仕上げは

準不燃仕上げとする。

隅柱・管柱は杉105角とする。

特　　記

火気使用室の室内仕上

火気使用室の給気孔取付け高さは、天井高の１／２以下の位置に取付ける

凡　　例

Ｌ＝

Ｖ＝

採光面積　㎡

換気面積　㎡

＝　換気扇

＝　給気孔　ｶﾞﾗﾘ+ﾚｼﾞｽﾀｰ
150φ

＝　２４時間換気扇

＝　２４時間自然給気ﾕﾆｯﾄ

＝　住宅用火災警報器

＝　管柱　105×105

＝　隅　柱　105×105
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ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ･ｷｬｯﾌﾟ70φ

片開戸 0720

通気対応ｶﾞﾗﾘ付

クローゼット連動引戸

クローゼット連動引戸 1623

1623

室
内

片
引

戸
２

枚
建

24
2
0

室内片引戸（中抜硝子付） 1620

室
内

片
引

戸
1
62

0

室内片引き戸（小抜硝子・ｶﾞﾗﾘ付）
1620

（居室毎の機械換気設備）

階数 室名
床面積 気積

㎡ ｍ ｍ3 ｍ3／ｈ

合　計

2.40

換気方式　　第三種換気方式とする。

換気

種別

排気機１Ｆ 2.40

換気回数排気機排気量平均天井高

ｎ／ｈ

Ｄ・Ｋ

洋室６帖(１)

洋室６帖(２)

8.70

9.94

10.31

2.40

23.86

24.74

20.88

玄関

トイレ 1.49

ホール 2.40

1.31

2.81

2.64

2.25

3.46

6.74

3.35

83.03

パナソニックＦ１排気天井換気扇
ＦＹ－１７ＪＤＫ８／８３

パイプ径100φ
風圧ｼｬｯﾀｰ付ｱﾙﾐ外部ﾌｰﾄﾞﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌ゜付

※　直管相当長30ｍ弱運転値

24H自然給気ﾕﾆｯﾄ壁用

FY-GKF3A-W/C
屋外ﾌｰﾄﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製

パナソニック

24H自然給気ﾕﾆｯﾄ壁用

FY-GKF3A-W/C
屋外ﾌｰﾄﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製

パナソニック

24H自然給気ﾕﾆｯﾄ壁用

FY-GKF3A-W/C
屋外ﾌｰﾄﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製

パナソニック

24H自然給気ﾕﾆｯﾄ壁用
FY-GKF3A-W/C
屋外ﾌｰﾄﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製

パナソニック

火気使用室の換気設備 排気ﾌｰﾄﾞⅠ型　必要換気量

内部ﾌｰﾄﾞ　ｷｯﾁﾝｾｯﾄ品ｱﾙﾐ外部ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ付

V=30KQ=30×0.93× 8.6=234m3/h

給気孔　ｶﾞﾗﾘ+ﾚｼﾞｽﾀｰ

＋FDX15SW（外部）

開口150×200 実開口120cm2

参考　ﾌｸﾋﾞPLGD断熱ﾀｲﾌﾟ
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使用換気扇 NBH-6387K　ｻﾝｳｪｰﾌﾞ不燃材使用 480m3/h

縦樋　丸トイ60φ

ス
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流し台ガス台

洗面・脱衣室

※RJV1216US
高齢者対応ＵＢ

テラス

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

踏台

ポーチ

玄関

縦樋　丸トイ60φ

Ｓ＝１／４０

建物面積

建築面積

延床面積

２戸／棟

棟

戸

棟

戸

112.92㎡

56.46㎡

43.91㎡

87.82㎡

枕棚
ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
枕棚

柱芯ズレｽｲｯﾁ取付け壁

ﾊﾞﾙｺﾆｰ物干金物(自在・静音型 )
SK-4178A

SK-4178A

LPG置場

保安距離≧2,000 保安距離≧2,000
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１／４０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A18

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号

平面詳細図第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

（Ａタイプ）
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52.5 1,596 105.5

24 24

ｼｰﾘﾝｸﾞ
ｷｯﾁﾝｾｯﾄ／壁廻り

ガス台

AL見切

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
流し台

コンロ台

水切りカバー（ｱﾙﾐ）＋サイドプレート 

バックガード

サイドカバー

換気扇

レンジフード

不燃仕様

吊戸棚吊戸棚

冷蔵庫

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ貼

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

枕棚

木目ﾋﾞﾆｰﾙ巾木

木目ﾋﾞﾆｰﾙ巾木

木目ﾋﾞﾆｰﾙ巾木

流し台廻り
一部 厚3 ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板貼

(キッチンパネル)
ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ貼

換気扇ﾌｰﾄﾞ

PB12.5下地

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

給気ﾚｼﾞｽﾀｰｶﾞﾗﾘ断熱ﾀｲﾌﾟ

(高さ70㎝)

ウォールキャビネット

不燃仕様

 

 

給気ﾚｼﾞｽﾀｰｶﾞﾗﾘ断熱ﾀｲﾌﾟ

屋外フード

フクビ順風断熱タイプ

PLGD

有効開口120㎝2

有効開口120㎝2フクビフードＤＸ北輝

FDX15SW

枕棚

壁ｽｲｯﾁ取付用ｽﾍﾟｰｽ

シックハウス対策給気ユニットの取付高は、
天井高の2/3以上の位置に取付の事。

取付位置
ＡＣ室内機（別途）

ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ70φ（内外ｷｬｯﾌﾟ付）

シックハウス対策給気ユニットの取付高は、

天井高の2/3以上の位置に取付の事。

シックハウス対策給気ユニットの取付高は、

天井高の2/3以上の位置に取付の事。

取付位置
ＡＣ室内機（別途）

ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ70φ（内外ｷｬｯﾌﾟ付）

ｷｯﾁﾝｾｯﾄ裏面
厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地

※ この面は

冷蔵庫

厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ貼

W2730×H2400

取付位置壁（斜線部）
厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地

取付位置壁（斜線部）

厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地

Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ取付AL見切

Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ取付 Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ取付

Wｶｰﾃﾝﾚｰﾙ取付

参考　ﾌｸﾋﾞPLGD断熱ﾀｲﾌﾟ＋FDX15SW（外部）

火気使用換気の給気孔取付高は、天井高の1/2以下の位置に取付の事。

流し台 GS(M･E)-S-120MXT(R･L)

コンロ台 GS(M･E)-K-60K(R･L)

吊戸棚

GS(M･E)-AM-90Z

GS(M･E)-AM-30ZF(R･L)

コンロ用パックガード BGH-600

コンロ用サイドカバー SG-512×160

水切りカバー（ｱﾙﾐ） ALMC-180SB

サイドプレート ALMC-SPSB

レンジフード換気扇 NBH-6387K

屋外フード WK-25K

厚9.5 押入れ用化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼

厚9.5 押入れ用化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼

厚9.5 押入れ用化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼

厚9.5 押入れ用化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼

リクシル・サンウェーブ同等品
ＢＬ認定キッチンセット参考型番

品　名 型番

壁仕上　ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ範囲　

壁仕上

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ範囲 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

厚9.5 石膏ボード下地

厚12.5 石膏ボード下地

MDF基材化粧巾木

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

厚9 耐水合板調整捨貼下地

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ貼り

厚9.5 石膏ボード下地

厚12.5 石膏ボード下地

MDF基材化粧巾木

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

厚9.5 石膏ボード下地

厚12.5 石膏ボード下地

MDF基材化粧巾木

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

全面ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

厚12 表面強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ

厚12 表面強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ

全面ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切

前後枠 45×90　根太 40×45＠300　棚板　厚4 ﾎﾟﾘ合板

前後枠 45×90　根太 40×45＠300　棚板　厚4 ﾎﾟﾘ合板

（Ａタイプ）１／５０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A19展　開　図　１第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



1
2

210

35
1
,8

84
2
0

27
8

2
,0

00

210 1,440 2,730

2
,0

00 2
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40

0

2
40

≦
20

1,440 2,730

910 9101,640

210

1,640

2
,2

50

4
2
,0

00

1
6
7

2
,0

00

2
,2

50

1,850 1,820 1,850 1,820

2
,0

00

2
10

1
6
7

250

25
0

90
0

90
0

1,
80

0

30
0

9
00

60

60

90
0

3
00

90
0

2,
25

1

下駄箱

収納

下駄箱

収納

洗濯機

PWSP74H2W

洗濯機

PWSP74H2W

TOTO（参考）

※ 下駄箱裏面側壁は 厚12.5 ﾗｲﾅｰ合板下地貼とする

一部 厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地（斜線部）

※ 下駄箱裏面側壁は 厚12.5 ﾗｲﾅｰ合板下地貼とする

一部 厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地（斜線部）

手
摺

TOTO（参考）
手摺　天然木塗装品　35φ

EWT22AF35※※※＋エンドブラケットEWT12BE35Z×2

手
摺

一部 厚12.5ﾗｲﾅｰ合板下地（斜線部）

EWT22AF35※※※＋エンドブラケットEWT12BE35Z×2

手摺　天然木塗装品　35φ
TOTO（参考）

TS134GLCY65※※※※

LTL4D12U×2

LMBA060B1GDC1G

LDBA060BAGMS1A

廻縁

天井

壁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

厚9.5 石膏ボード下地

厚12.5 石膏ボード下地

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

廻縁

天井

壁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

厚9.5 石膏ボード下地

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

廻縁

天井

壁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

厚9.5 石膏ボード下地

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

玄関・ホール

〃腰

巾木

MDF基材化粧巾木 H=60～65

ﾓﾙﾀﾙ下地 磁器質タイル

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地貧調合ﾓﾙﾀﾙ下地

150角 磁器質ﾀｲﾙ張り
床

トイレ

巾木

床

MDF基材化粧巾木 H=60～65

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ貼り

(※踏込はﾎｰﾙ床張込み)

洗面・脱衣室

厚12.5 ｼｰｼﾞﾝｸﾞ石膏ボード下地

厚12.5 ｼｰｼﾞﾝｸﾞ石膏ボード下地

巾木

床

MDF基材化粧巾木 H=60～65

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ貼り

下駄箱 800×400×2045

同等品

化粧玄関框90×150

150角磁器ﾀｲﾙ貼

厚12 表面強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ

腰
〃

腰
〃

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切

厚9 耐水合板調整捨貼下地

厚9 耐水合板調整捨貼下地

踏込

見切　ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ廃材利用

大建　ロング収納Ａ
ハンドルレス FMW00S28□□-H

１／５０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A20展　開　図　２

（Ａタイプ）
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改ﾒ口

SK-4178A
ﾊﾞﾙｺﾆｰ物干金物(自在・静音型 )

SK-4178A

改ﾒ口

UB付属改口

改ﾒ口

1
,8

20
1,

82
0

91
0

1,
82

0

3,
64

0
2,

73
0

91
0

6
,3

70
1
,4

4
0

8
,7

20

2,730 910 2,835

540 6,475 6,475

12,950

3,185 1,440 1,850

2,730 1,895 1,850540

6,475

91
0

6
,3

70
1
,4

4
0

6,475

210 1,640

6
80

3
00

洗面

・脱衣室
ホール

玄関
Ｄ・Ｋ

ｸ
ﾛ
ｰ
ｾ
ﾞ
ｯ
ﾄ

洋室６帖(２)洋室６帖(１)

テラス

Ｓ＝１／６０ Ｓ＝１／６０

界壁芯にて反転したものとする
左右戸は、左右記載表記を

化
粧

窯
業

系
不

燃
破

風
板

 巾
2
10

A-1

A-1

A-1 A-1

A-1

A-1

トイレ

B-1

スロープ・ポーチ

通
気

見
切

外
壁

ﾒｰ
ｶｰ

指
定

品
通

気
見

切

Ｄ・Ｋ

洋室６帖(１)洋室６帖(２)

ｸ
ﾛ
ｰ
ｾ
ﾞ
ｯ
ﾄ

ｸ
ﾛ
ｰ
ｾ
ﾞ
ｯ
ﾄ

トイレ

ホール

玄関

スロープ・ポーチ高齢者対応ＵＢ

※RJV1216US

テラス

洗面

・脱衣室

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤＷＤ

ＡＷ

ＡＤ
１

ＡＤ
２

ＡＷ
２

ＡＧ
１

ＡＷ
２

ＡＷ
１

ＡＷ
１

１

２

３

４

５

６

６

ＡＧ
１

妻壁上部

妻壁上部

３

軒樋 化粧窯業系不燃破風板 巾210

樋参考仕様

竪樋　丸トップUT60＋排水管カバー

軒樋　エスロン住宅用角樋　Σ90　吊ブラケット＠450

漏斗　洋風専用じょうごΣ90-Y60-UT60

防火対応軒先通し通気見切り

通気見切 外壁ﾒｰｶｰ指定品

化粧窯業系不燃破風板 巾210
防火対応軒先通し通気見切り 軒樋

曲部 耐火ｼｰﾘﾝｸﾞ曲部 耐火ｼｰﾘﾝｸﾞ

B-1

ｸ
ﾛ
ｰ
ｾ
ﾞ
ｯ
ﾄ

高齢者対応ＵＢ

※RJV1216US

記号 下地 仕上

A

B

C

廻縁仕様記号表

天井仕上記号表

1

2

厚9.5 石膏ボード下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼 準不燃指定

厚12 軒天用化粧無機繊維混入板（ﾀﾞｲﾗｲﾄ化粧柄品）準耐火指定

天井改め口　断熱ﾀｲﾌﾟ　450×450

MDF基材 化粧廻縁 H=30～35程度

塩ビ見切(ﾌｸﾋﾞF見切)

3 ｶﾗｰ鋼板 見切縁

4 突付　ほぞ差し　

C-4

C-4

C
-
4

C
-
4

C-4

C-4

厚9.5 押入れ用化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼

天 井 伏 図 建具配置図

１／６０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A21天井伏図・建具配置図

（Ａタイプ）
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　箇所２

３

ＡＷ

ＵＢ浴室FL

FL

　箇所２ ２

　箇所２

　箇所 　箇所

玄関床

2,
22

5

835

3
52

78
1,

90
0

20

1,
87

0.
5

66

758

2,
00

0

1,690

1,620

4
0

30

9
0
0

1
,1

00

1,690

1,620

ＡＧ

１ ４

24
1,

17
0

50
0

5
05

3
6

7
20

24

7
8
0

市販住宅用カラーアルミ矢切換気孔

ＷＤ

１

ＷＤ ＷＤ ＷＤ

２ ３２

3
,9

00

ＧＬ

必要換気面積（390cm2以上）

2,
00

0
2
4

24
2,432

24

４

24

2,
00

0
2
4

1,644
24 24

2,
00

0
2
4

1,644
24 24

2,
00

0
2
4

1,644
24

FL FL FL FL

40
50

0
30

5
70

640

35 35570

額縁開口巾

額縁開口高

額縁開口巾

額
縁

開
口

高

額
縁

開
口

高

有
効

開
口

高

型板硝子型板硝子

透明硝子透明硝子

額縁開口巾

ＡＤ
１

メーカー標準カラー

型板

メーカー標準カラー

半外付タイプ

複層ガラス

半外付タイプ

付属品一式

網戸付

メーカー標準カラー

ＡＷ

外観図

　箇所 　箇所

黒色網

欄間付玄関ドアー
寸法特注

ｱﾊﾟｰﾄ用玄関ﾄﾞｱｰﾕﾆｯﾄ

（79.5）

丁番 ＤＣ

付属品一式

ﾚﾀｰﾎﾞｯｸｽ
ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 標準ｻﾑﾀｰﾝ

ﾄﾞｱｽｺｰﾌﾟ下枠用SUSｶﾊﾞｰ ﾎﾟｽﾄ付
2ﾛｯｸ DNｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

玄関／ポーチ
欄間 複層硝子
室内側型板硝子

有効開口=756≧750
寸法特注 

参考 
ﾄｽﾃﾑ　ﾘｼﾞｪｰﾛα11型
防火戸仕様 不要

ＡＤ

２２ ２

左右勝手各１箇所 ユニットバスメーカー付属品
浴室中折ドアー

浴室／脱衣室

ユニットバス付属品カラーアルミサッシ

―

ロック開閉取っ手 付属品一式

脱衣FL

型板 樹脂面材

MDF木目柄化粧三方枠　　※　20×ﾀﾃ107・ﾖｺ104

脱衣側額縁は別途建築工事取付け

換気口 有効面積 120cm2

有効開口=671

MDF木目柄化粧三方枠　　※　20×ﾀﾃ137・ﾖｺ134

１ ２

ＡＷ16520

４

外部／洋室

FL

27～3627 （88～90）

参考 同等品

ﾄｽﾃﾑ　ｻｰﾓｽ L型

ｸﾚｾﾝﾄ 戸車

MDF木目柄化粧三方枠　　※　20×ﾀﾃ96・ﾖｺ93

16511
半外テラス引違窓 半外中連引違窓 ４

800サイズ標準仕様

折れ戸

上枠換気ダンパー付

参考 同等品

外観図

外部／洋室・ＤＫ

半外付タイプ

付属品一式

網戸付

メーカー標準カラー

型板

黒色網

27～36 （88～90）

ｸﾚｾﾝﾄ 戸車

透明／型板

MDF木目柄化粧四方枠　　※　20×ﾀﾃ96・ﾖｺ93

FL

外観図

外部／ＵＢ

半外付タイプ

メーカー標準カラー

黒色網

27～36 （88～90）

枠付面格子 浴室用防水部品 付属品一式

ＵＢ取合い施工図提出

412

妻壁換気ガラリ

外壁妻壁／小屋裏

半外付アルミ屋切換気孔

（60～75）半外付タイプ 27

―

ｶﾗｰｱﾙﾐ換気固定ｶﾞﾗﾘ（網付）

メーカー標準カラー

ダイライト軒天30 厚12

網付

参考 同等品

H700×W400半外付ﾀｲﾌﾟ
ｶﾗｰｱﾙﾐ換気固定ｶﾞﾗﾘ（網付）

有効換気面積472㎝2／台

YKK AP　※※24G-0407B

ＡＧＢ　換気ガラリ　エアルーバー

0407 両矢切　合計２枚/片面×２ヶ所 2420

ホール／洋間６帖（1）

参考 同等品

ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ

引戸壁側

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

戸車 レール 引手

ツバ付薄敷居

―

戸厚　30～36　メーカーによる

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠 壁厚　130用

ﾒｰｶｰ標準色柄

戸 戸

付属品一式

1620

参考 同等品

ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ

参考 同等品

ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ

参考 同等品

ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞホール／ＤＫ

室内片引戸２枚建 室内片引戸（中抜硝子付）

ツバ付薄敷居

ホール／洋間６帖（2）

ツバ付薄敷居

戸 引戸壁側

ツバ付薄敷居

左右勝手各１箇所ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠 左右勝手各１箇所ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠 左右勝手各１箇所ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠 左右勝手各１箇所ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠

ﾒｰｶｰ付属型板硝子

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠 壁厚　130用

ﾒｰｶｰ標準色柄

戸車 レール 引手 付属品一式

戸厚　30～36　メーカーによる

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

室内片引戸

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

戸車 レール 引手

―

戸厚　30～36　メーカーによる

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠 壁厚　130用

ﾒｰｶｰ標準色柄

付属品一式

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

戸車 レール 引手

戸厚　30～36　メーカーによる

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠 壁厚　130用

ﾒｰｶｰ標準色柄

付属品一式

ホール／洗面脱衣室

引戸壁側 戸

箇所室内片引き戸（小抜硝子・ｶﾞﾗﾘ付）

戸引戸壁側

ｶﾞﾗﾘ付

小抜硝子

ﾒｰｶｰ付属型板硝子

換気ガラリ付

1620 1620

耐風　S-3（160）等級

Low-E複層ガラス F4＋A15＋LowE3
FL4＋A15＋LowE3

Low-E複層ガラス F4＋A15＋LowE3

06005

面格子付引違窓

参考 同等品

ﾄｽﾃﾑ　ｻｰﾓｽ L型
ﾄｽﾃﾑ　ｻｰﾓｽ L型

気密　A-4（2）等級

水密　W-4（35）等級

ｸﾚｾﾝﾄ 戸車

型板 Low-E複層ガラス F4＋A15＋LowE3

網戸付

耐風　S-3（160）等級

気密　A-4（2）等級

水密　W-4（35）等級

耐風　S-3（160）等級

気密　A-4（2）等級

水密　W-4（35）等級

住宅用断熱ｶﾗｰｱﾙﾐ樹脂ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｻｯｼ　ｱﾝｸﾞﾙ付 住宅用断熱ｶﾗｰｱﾙﾐ樹脂ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｻｯｼ　ｱﾝｸﾞﾙ付 住宅用断熱ｶﾗｰｱﾙﾐ樹脂ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｻｯｼ　ｱﾝｸﾞﾙ付

面格子 （縦格子）

樹脂内四方額縁　※ 見込ﾀﾃ180・ﾖｺ180程度
※ＵＢメーカー施工

k2仕様

断熱k2仕様（2.33W/㎡K）

透過損失２等級以上

透過損失２等級以上 透過損失２等級以上 透過損失２等級以上

断熱ﾊﾟﾈﾙEPS芯化粧鋼板ﾌﾗｯｼｭ戸/ｱﾙﾐ形材枠ｱﾝｸﾞﾙ付

19（3＋A12＋4）

W/(㎡･K)開口部熱貫流率 2.33 W/(㎡･K)開口部熱貫流率 2.33 W/(㎡･K)開口部熱貫流率 2.33

材　　質

見　　込

付属金物

ガ ラ ス

形 状

備　　考

額縁・枠

取付室名

内法寸法

記号・箇所

塗装・色柄

材　　質

見　　込

付属金物

ガ ラ ス

形 状

備　　考

額縁・枠

取付室名

内法寸法

記号・箇所

塗装・色柄

外観図

　箇所

外観図

　箇所

外観図 外観図 外観図 外観図

１／５０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A22第一川東公営住宅改築工事（２・３工区） 建 具 表 １

（Ａタイプ）
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24
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FL FL

参考 同等品

ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ

ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

戸厚　30～36　メーカーによる

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠 壁厚　130用

ﾒｰｶｰ標準色柄

付属品一式

ﾒｰｶｰ付属型板硝子

換気ガラリ付

0720

ホール／トイレ

左右勝手各１箇所

室内ドアー（小抜硝子・ｶﾞﾗﾘ付） 箇所

丁番 ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 表示錠 ﾄﾞｱｽﾄｯﾊﾟｰ

ｶﾞﾗﾘ付

小抜硝子

ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠

箇所

参考 同等品

ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ洋間／ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

クローゼット連動引戸

敷居沓摺り無し

ﾌﾛｱｰ通し

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

戸厚　30～36　メーカーによる

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠

ﾒｰｶｰ標準色柄

付属品一式埋込Vﾚｰﾙ 引手 戸車 ﾌﾞﾚｰｷ

壁厚　112用

―

埋込Vﾚｰﾙ

Ｓ＝１／３

1623

雑
部
品
図

材　　質

見　　込

付属金物

ガ ラ ス

形 状

備　　考

額縁・枠

取付室名

内法寸法

記号・箇所

塗装・色柄

外観図 外観図

センター合わせ
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ＫＳ－Ｎ２２ＡＢ

ＫＳ－Ｎ２２Ａ

アルミ室名札公団住宅標準詳細設計図集ＡＥ－８１４

室名札板Ａ－１型

※　参考株式会社ナスタ

ヘアーライン

※　ルームナンバーは、シール貼付標準位置を示す。

アクリル板（白）

材質　　　：アルミニウム
仕上　　　：ＨＬ，アルマイト処理，クリアー塗装
色　　　　：シルバー，ブロンズ

表現外寸法：１２５ｘ２５０

ゴムスペ－サ－

ＫＳ－Ｎ３２３４Ｒ

カッティングシール丸ゴシック文字入れ

表　札　アルミ室名札　詳細図

２０３

１／５０ １／３一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-A23建 具 表 ２ ・部品詳細図第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

（Ａタイプ）
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ｄ

Ｌ

Ｄ

４ｄ以上

ｄ Ｌ

Ｄ

４
ｄ
以
上

ｄ
Ｌ

Ｄ

４
ｄ

以
上

ｄＬ

Ｄ

４
ｄ

以
上 ｄ

Ｄ

４ｄ以上

Ｌ’

SR　235

SD　235

SRR　235

SDR　235

SD　295

SD　345

SD　390

Ｔ形及びＬ形はりのあばら筋

９０° １３５°

巾止め筋

180°

135°

90°

90°

135°

90°

以下

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ ３ｄ以上 ４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

５ｄ以上 ５ｄ以上

６ｄ以上 ６ｄ以上

８ｄ以上 ８ｄ以上

あばら筋、帯筋、スパイラル筋

径１６ｍｍ以下の床版筋、壁筋

上記以外の鉄筋で、丸鋼は２８

上記以外の鉄筋で、丸鋼は３２

ｍｍ以下、異形鉄筋はＤ２９以

上Ｄ４１以下

鉄筋の

種　別

設計基準

強　　度

Fo(Kg/Cm2)

フ　ッ　ク　な　し フ　ッ　ク　あ　り

Ｌ１ Ｌ２

Ｌ３

Ｌ１ Ｌ２

Ｌ３

小ばり 小ばり床　版 床　版

３５ｄ １５０mm２５ｄ

３０ｄ ２０ｄ １５ｄ

４０ｄ

４５ｄ

３５ｄ

２５ｄ ２５ｄ １５ｄ

３５ｄ ２５ｄ ３０ｄ ２５ｄ １５ｄ

４０ｄ ２５ｄ ３５ｄ ３０ｄ １５ｄ

且つ

１５０mm
　　以上

１０ｄ

且つ

１５０mm
　　以上

１０ｄ

且つ

１５０mm
　　以上

１０ｄ

Ｌ１

Ｌ’

L1，L2又はL3

Ｌ’

フックのある場合

フックのない場合

圧接の場合

ａ≧400mm

Ｌ

Ｌ

ａ

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ ａ

ａ＝０．５Ｌ ａ＝０．５Ｌ

ａ

（注）スラブ及び壁の場合は除く。

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

構　造　部　分　の　種　別 すべてのコンクリート

床版、耐力壁

以外の壁

柱

耐　力　壁

は　　　り

仕　上　げ　あ　り

仕　上　げ　な　し

屋　　内

屋　　外

仕上げあり

仕上げあり

仕上げなし

仕上げなし

擁　　　壁

柱、はり、床版、壁

基礎、擁壁、耐圧床版

煙突など高熱を受ける部分

３０

４０

４０

４０

４０

５０

５０

*５０

*７０

７０

２１以上

２７未満

２１以上

２７未満

２１以上

２７未満

２１以上

２７未満

上縦筋

下縦筋

縦筋

あばら筋

斜め筋

横筋

上縦筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

斜め筋 縦筋

リング筋

あばら筋

溶接金網

Ｄ

Ｄ／２余長

突出し

斜め筋 あばら筋

溶接金網

ｈ

突出し

突出し

余長

余長

かぶり

かぶり

突合せ溶接

リング筋

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ１
Ｌ１

Ｌ
１

ｍｍ以下、異形鉄筋はＤ２５以下

（注）１．Ｌ１：継手並びに下記２、及び３、以外の定着の長さ。

　　　２．Ｌ２：異形鉄筋で、割裂破壊の恐れのない箇所の定着の長さ。

　　　３．Ｌ３：小ばり及びスラブの下端筋の定着の長さ。但し、基礎耐圧版、これを受

　　　　　　　　ける小ばりなどを除く。

　　　４．フックのある場合の、Ｌ１、Ｌ２及びＬ３は下記に示すようにフックの部分

　　　　　Ｌ’を含まない。

径１３ｍｍ以下の鉄筋並びにあばら

筋、帯筋、スパイラル筋及び床版筋

柱、はりの主筋及び杭基礎のベース

筋並びに径１６ｍｍ以上の鉄筋

SR235 SD235

SDR235SRR235

SD295 SD390
SD345

SR235

SRR235

SD235

SDR235

SD295

SD345

SD390

（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は

　　　　　特記による。

　　　２．仕上げありとは、モルタル塗りなどの仕上げのあるものとし、吹付け塗装な

　　　　　どの鉄筋の耐久上有効でない仕上げのものは除く。

　　　３．スラブ、はり、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨て

　　　　　コンクリートの厚さを含まない。

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

柱
はり

異形鉄筋径

Ｃ．鉄筋の折曲げ加工
(１)　末端部の折曲げ。

曲げ

角度
折曲げ図

すべてのコンクリート

使　用　箇　所

Ｄ

Ｌ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ’

３ｄ

以上 以上 以上

以上以上以上

３ｄ

以上 以上

以上 以上

３ｄ

以上 以上

以上 以上

４ｄ ５ｄ

１１ｄ １２ｄ １４ｄ

４ｄ

１１ｄ １２ｄ

４ｄ

１２ｄ １２ｄ

３ｄ

以上 以上

以上

以上

以上

以上

４ｄ

８ｄ ８ｄ

９ｄ １０ｄ

（注）１．Ｄは、曲げ内のり直径

　　　２．Ｌ及びＬ’は、フック部分の長さ

(１)　末端部の折曲げ。

曲げ

角度
折曲げ図

すべてのコンクリート
使　用　箇　所

Ｄ．鉄筋の継手及び定着の長さ

(Ｆｏ)が２１０Ｋｇ／Ｃｍ2以上２７０Ｋｇ／Ｃｍ2未満の場合。

２．鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

Ａ．鉄筋の最小かぶり厚さ　（mm）

Ｂ．鉄筋相互の間隔

２５ｍｍ以上とする。

Ｃ．主筋と軸方向鉄骨との間隔

Ｅ．隣接継手の位置

適　用　範　囲

１１．はり貫通孔の補強
（１）はり貫通孔補強筋の名称

Ｈ形

ＭＨ形及びＭ形

Ｄ

ｄ

500≦Ｄ＜700　　ｄ≧175

700≦Ｄ＜900　　ｄ≧200

900≦Ｄ　　　 　ｄ≧250

１４．その他の事項

　（注）特記事項は 印のあるものを適用する。

印のない場合は、※印のあるものを適用する。

と ※ 印のある場合は、共に適用する。

１．一般事項

２．材　　料

異形鉄筋

種　別 径 備　　考

Ｄ16以下

溶接金網 線径　　　mm、　網目　　　mm　×　　　mm

　使用場所

スペーサー ・金属製 ・モルタル製 ※塩ビ製

３．加工組立て

継ぎ手 接合方法

重ね継ぎ手

重ね継ぎ手

ガス圧接

径

Ｄ16以下

施工場所

柱、梁、主筋

その他

帯　　筋 形式　　　形（特記無き限り、Ｈ形とする）

かぶり厚さ 共通仕様書による。

　外壁の打ち増し部は、かぶり厚さに算入しない。

ＳＤ 295

ＳＤ 345

Ｄ16以下

Ｄ19以上

１．設計基準強度

普通コンクリート

スランプ（cm） 適　用　箇　所

15　･　18

15　･　18

15

Ｆｏ＝21

Ｆｏ＝

Ｄ19以上

Ａ．コンクリート特記事項

Ｂ．鉄筋特記事項

設計基準強度（Ｎ/mm2）

捨コンクリート

Ｆｏ＝18

Ｆｏ＝18

　　　　下記の値のうち最大のものとする。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（２）２５ｍｍ

（３）丸鋼では径の１．５倍、異形鉄筋では径の１．７倍

（２）孔の径は、はりせいの1/3以下とし、孔が円形でない場合は

　　　これの外接円とする。

（３）孔の上・下方向の位置

（４）孔の中心位置の限度は、柱及び直交するはり（小ばり）の面から原則と

　　　して1.2Ｄ（Ｄは、はりせい）以上離す。

（５）孔の並列する場合は、その中心間隔は孔の径の平均値の３倍以上とする。

（６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（７）鉄筋の定着長さ。

（８）孔の径が、はりせいの1/10以下且つ１５０mm未満のものは、補強を

　　　省略することが出来る。

（９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突き出しは１０mm以上。

（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では

　　　貫通孔の中心とする。

躯体・内部床・ベタ基礎

外部床土間、外部工作物

※Ⅰ類（ＪＩＳ表示許可工場製品）　・Ⅱ類（左記工場以外の製品）

３．セメントの種別

特記無き限り、普通ポルトラントセメントを使用するものとする。

上記以外のセメントを使用する場合は、監督員の承認を受ける事。

４．混和材料

※ＡＥ減水材標準型（塩化物を含む物を除く）

各１工程毎、かつ150m3毎を基準として行う。

５．コンクリート試験

２．レディーミクストコンクリート種別

鉄筋の使用範囲、継手及び補強配筋等については共通仕様書の外、

構造設計図による。

１．共　通　事　項

Ａ．鉄筋の表示記号

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

Ｂ．異形鉄筋の末端部

(２)　上記の表示記号を使用しない場合は特記による。

(３)　上記の表示記号は、この配筋基準図には適用しない。

　　　　下記の場合はフックを付ける。

(１)　柱の四隅にある主筋で、重ね継手及び最上階の柱頭にある場合。

(２)　はり主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。

　　　但し基礎ばりを除く。

(３)　煙突の鉄筋（壁の一部となる場合）。

(４)　杭基礎のベース筋。

(５)　帯筋、あばら筋及び巾止め筋。

表示記号

(１)　この配筋基準図は異形鉄筋で表示してあるが、特記で丸膏と指定されて

　　　いる場合は、その径を上記鉄筋径欄該当の径に読み替えるものとする。

２．図面、特記仕様書に記載してある事項以外は、この基準に寄る。

３．使用鉄筋は原則として異形鉄筋ＪＩＳＧ３１１２の規格品とし、溶接

　　金網はＪＩＳＧ３５５１之規格品とする。

４．特に設計者の指示のある場合には、その指示に従うものとする。

１．「国土交通省大臣官房官庁営繕部制定公共建築工事共通仕様書」最新年度版

木造用鉄筋コンクリート部分構造特記

及びフラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）及び

日本住宅性能表示基準（国土交通省）による。

A-S01

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

１／１一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号 構造特記仕様書（木造）１Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



防腐・防蟻処理が不要な樹種 薬剤の加圧注入 薬剤の塗布等

・ ・ ・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４ ・行う

・ ・行う・ ・

<4.2.1～3>

処理の種類及び処理の方法
適用部材

・薬剤の塗布等による処理

１

２

１

２

３

木材

構造用面材

接合金物

地盤面より１ｍ以内

の外壁に面する軸組

及び下地材

ＰＰＰ質土台パッキン・ｶﾗｰ鉄板防鼠通気水切り

ドリフトピン

項　　目章 特　　記　　事　　項

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定

「公共建築木造工事標準仕様書（最新年度版）」（以下、「木造標準仕様書」という。）及び

フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）及び日本住宅性能表示基準

（国土交通省）による。

共通仕様事項

防腐・防蟻

処理

土台 桧

　　

　　

　

　

インサイジング

・適用する ・適用しない

　※図示薬剤の種類

適用部材 ※図示

処理の方法 ※木造標準仕様書4.2.1(ｳ)(b)①から⑤による

・図示　　　　　　　　

<4.2.4>防腐措置

桧 杉

基礎外周部の換気孔

・ねこ土台 材質等（

※防鼠スクリーン又は防虫網

）

小屋裏換気方法は木造標準仕様書4.2.4(3)

・(a) ・(b) ・(c) ・(d) ・(e)

換気孔の大きさ ※図示

防火被覆処理３ 該当なし

<6.2.2>

軸組構法(軸構造系)工事に使用する構造用面材は、使用材料表４による

<6.2.3>

<6.2.4>

Z、C、D、Sマーク表示金物

・Z、C、D、Sマーク表示金物以外

　※図示

Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

使用位置・規格・強度

フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）による。

４ 釘及び木ねじ <6.2.4><6.5.10>

種類 材質 その他

釘（JIS A 5508）、コンクリート用釘、特殊な釘

表面処理された鉄

表面処理された鉄

ステンレス製

・鉄丸くぎ

・太め鉄丸くぎ

・ステンレス鋼くぎ

・

・

木ねじ（JIS B1112又はJIS B 1135）、その他の木ねじ

種類 材質 その他

・十字穴付き木ねじ

・すりわり付き木ねじ

ステンレス製

ステンレス製

JIS B 1112

JIS B 1135

５ ﾎﾞﾙﾄ､ｱﾝｶｰ

ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ及び

座金

Z、C、D、Sマーク表示金物

・Z、C、D、Sマーク表示金物以外

　※図示

Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

使用位置・規格・強度

フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）による。

<6.2.4><6.5.11>

６ ラグスクリュー

（コーチボルト）
Z、C、D、Sマーク表示金物

・Z、C、D、Sマーク表示金物以外

　※図示

Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

使用位置・規格・強度

フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）による。

<6.2.4>

７

種類 材質等 径・寸法等 表面処理

<6.2.4>ドリフトピン

・ドリフトピン

・

※SS400 ※丸鋼

木栓及び木だぼ８ 木栓及び

木だぼ

<6.2.4>

材料樹種は基材同品とし、各仕様書記載の通りとする。

９ 接着剤 <6.2.4>

・床鳴り防止用接着剤

接着剤の種類（床根太用接着剤JIS A 5550） 種類（ ）

・接着剤による接合 ・接着剤を併用した接合

接着剤の種類（ ）ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾒｰｶｰ指定品

10 現寸図

床書き現寸図を作成する

<6.4.2>

11 孔あけ加工 <6.4.5>

ボルト孔の径 ※木造標準仕様書表5.4.2による ・図示

ドリフトピンの孔径 ※ピン径と同径 ・図示　

※Ｂ種

表面の仕上げ12 <6.4.6>(18.14.2)

見え掛り面の表面仕上げ

・製材

　　　

　　　

機械加工 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

・H-C種・H-B種手加工 ・H-A種

・集成材

機械加工 ・Ａ種

・木材保護塗料塗り

種別 ・Ａ種 ・Ｂ種

施工箇所 ※図示

<表6.4.2>

<表6.4.4>

<表6.4.3>

(18.13.2)

13 アンカー

ボルトの設置

<6.5.3>

埋込み深さ ※図示

保持及び埋込み工法 ・Ａ種 ・Ｂ種

埋込み位置の許容誤差 ※±5mm ・図示　

14

　 

基礎天端及び

柱底均し

ﾓﾙﾀﾙの仕上げ

<6.5.4>

柱底均しモルタルの工法　　※B種　　・A種

材料　　・木造標準仕様書6.5.4(ｱ)による　　・無収縮モルタル

モルタルの厚さ　　※図示

建方精度15 <6.5.7>

建入れ直し後の建方精度の許容値

　　　・図示　※垂直、水平の誤差の範囲1/1，000以下

16 <6.5.9> 

熱橋を形成する位置に設置する接合金物の断熱

接合金物

の工法

・埋め木

・簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材（JIS A 9526）

・（ ）

17

構造材を仕上げ材として用いる場合の釘打ち

釘及び木ねじ

の工法

<6.5.10> 

木ねじの留付け

　※木ねじ頭埋め木

・隠し釘打ち ・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち ・釘頭現し

・木ねじ頭現し平坦迄

輪型ジベル18

 19 圧入型ジベル

火打土台 20

該当なし

該当なし

・木製の火打土台

<6.6.2>

・鋼製火打土台 ・剛床合板工法で不用

 21 火打梁

 22 床束

<6.7.8><6.8.6>

<6.8.2>

床組

小屋組 ・木製の火打梁 ・鋼製の火打梁

・木製の火打梁 ・鋼製の火打梁

・木製床束 ・鋼製床束 ・樹脂製床束

軸組構法(軸構造系)工事に使用する木材は、使用材料表１による

４

木
　
造
　
工
　
事

木造特記仕様書（構造関係）

５

軸
組
構
法(

壁
構
造
系)

工
事

枠
組
壁
工
法
工
事

７

丸
太
組
構
法
工
事

８ ９

６

軸
組
構
法(

軸
構
造
系)

工
事

６

軸
組
構
法(

軸
構
造
系)

工
事

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
工
事
 

５・７～９は該当なしで適用しない

（Ａタイプ）一級建築士 内 容 記 事 欄

変更訂正年月日 Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-S02

１／１

構造特記仕様書２第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



・製材のＪＡＳ規格第６条 ・製材のＪＡＳ規格第６条

・旧ＪＡＳ規格第10条

　ひき角類１等

（対象部材：　　　　　）

・縦振動ヤング係数測定

（対象部材：　　　　　）

施工箇所 樹種

曲げ性能 寸法
施工箇所 樹種 含水率 保存処理

（等級） （ｍｍ）

等級 Ｅ50 Ｅ70 Ｅ90 Ｅ110 Ｅ130 Ｅ150

3.9以上 5.9以上 7.8以上 9.8以上 11.8以上 13.7以上

 ～5.9未満  ～7.8未満  ～9.8未満  ～11.8未満  ～13.7未満 

施工箇所 樹種 等級 寸法（ｍｍ） 含水率

・

寸法 含水率
樹種 強度試験

（ｍｍ） （％） （材面の品質）

・

・「製材の日本農林規格」による目視等級区分構造用製材 

<5.2.2>

間伐材等
構造材の種類 等級

の適用

・構造材Ⅰ（甲Ⅰ） ・１級 ・SD15 ・

・構造材Ⅱ（甲Ⅱ） ・２級 ・SD20

・乙種 ・３級

含水率 保存処理
寸法

（ｍｍ）

・「製材の日本農林規格」による機械等級区分構造用製材 

間伐材等

の適用

・・SD15

・SD20

（注）無等級材、広葉樹製材及び丸太材の縦振動ヤング係数による基準強度の確認は、以下による。

（参考）製材の日本農林規格第６条に定める等級の区分（機械的等級区分と測定曲げヤング係数）

曲げヤング率

 （×10Ｎ/ｍｍ） 

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材 

・特等　・１級　・２等

間伐材等の適用保存処理

　加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（対象部材：　　　　　　　　　　　　）

・無等級材 

施工箇所 保存処理
等級 間伐材等

の適用

施工箇所 樹種 寸法（ｍｍ） 等級（材面の品質） 含水率（％）

・

施工箇所 樹種 等級 寸法（ｍｍ） 含水率(％)

・

旧ＪＡＳ規格とは、昭和42年農林省告示第1842号をいう。

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された製材 

間伐材等の適用

・「製材の日本農林規格」による下地用製材 

・１級　・２級 ・SD15　・SD20

間伐材等の適用保存処理

曲げ性能 接着性能
施工箇所 品名 樹種 保存処理

・

施工箇所 品名 樹種
（ｍｍ） （面数）

芯材： ・１等 ・

・２等

 ・「集成材の日本農林規格」による構造用集成材 

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱 

（強度等級）
材面の品質

（使用環境）

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

見付け材面

の品質

見付け材面化粧薄板の厚さ

<6.2.3>

曲げ性能（等級）（・常態曲げ試験　・湿潤曲げ試験）施工箇所

施工箇所

厚さ（ｍｍ）施工箇所

・1級・特類

・2級・1 類

程度（ｍｍ）
等級施工箇所

接着の厚さ

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 

・

樹種名（強度等級）
保存処理

単板の曲げ性能 間伐材等

の適用
板面の品質

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 

・

接着の程度単板の樹種名 間伐材等の適用

・1 類　・特類

・パーティクルボード 

・「構造用パネルの日本農林規格」による構造用パネル 

・

表裏面の状態による区分 曲げ強さによる区分 耐水性による区分 間伐材等の適用

・

間伐材等の適用厚さ（ｍｍ）

・１級　・２級　・３級　・４級

使用材料表４

使用材料表５～１０

使用材料表１

使用材料表２～３

厚さ
（ｍｍ）

無等級材のうち次の樹種については、製材の日本農林規格第６条に定める品質曲げ性能における等級の

区分に準拠する。それ以外の樹種については、既往の研究等に基づき適切に定め、施工計画書を作成し、

提出する。 あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、とどまつ、すぎ 

寸法

（ｍｍ）

寸法

（ｍｍ）

該当なし

該当なし

１／１一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-S03木造特記仕様書（構造関係）３

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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化粧打増し

スリーブ
給湯・給水・排水用

スリーブ
給湯・給水・排水用

13
5

スリーブ
給湯・給水・排水用

スリーブ
給湯・給水・排水用

1
20

120

1
20

120

120

人通口 人通口 人通口 人通口

120

点検口 点検口 点検口点検口

150□ 150□

150

この範囲はスラブ端補強筋　D16-上2本・下2本追加配筋

この範囲はスラブ端補強筋　
D13-上2本・下2本追加配筋

この範囲はスラブ端補強筋　
D13-上2本・下2本追加配筋

L
P
G置

場

L
P
G置

場

〇シ +280

〇シ +345 〇シ +345

〇シ +280

補強範囲は巾600×長さ1,200（開口600）

+60 +60

+60+60+60+60 +60 +60

鋼製床束 鋼製床束

鋼製床束

鋼製床束鋼製床束

鋼製床束

+60 +60

柱脚金物
PB-33又はPB-42

柱脚金物
PB-33又はPB-42

柱脚金物
PB-33又はPB-42

Ｓ＝１／１００

+60+60

+60 +60

+100～110 +100～110+100～110+100～110

テラス テラス テラス テラス

ｼﾝｸﾞﾙ配筋スラブ筋の中間に補強配筋する。
この範囲の配筋はD13をﾀﾃﾖｺ共＠150

立上開口（人通口） ４ヶ所

+60

+60

+255 +255
-25

-25

平　面　図

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM-12

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM-12

基礎立上り巾は１２０以上とする。

ＳＤ２９５

基礎タイプ　べた基礎構造
使用材料
基礎コンクリート強度
ＦＣ＝２１＋３＝２４Ｎ／cm2

スランプ　１８ｃｍ
鉄　筋

床下換気孔の方式

アンカーボルト
ホールダウン金物の取り付く部分以外のアンカーボルトは、
Ｍ－１２以上とし、耐力壁・筋違いの取り付く両側及び端部
・土台継手部としその他の部分は＠2,000以下に取付ける事

立上開口（人通口）の
スラブ補強位置を示す

ﾀﾃﾖｺ

基礎ベース厚150ｺﾝｸﾘｰﾄを示す

ｼﾝｸﾞﾙ配筋

人通口の開口幅は600mm以下とする。

又はD10-＠200ﾒｯｼｭｼﾝｸﾞﾙ配筋

土間ｺﾝｸﾘｰﾄを示す

6mmﾒｯｼｭ100×100ｼﾝｸﾞﾙ配筋

又はD10-＠200ﾒｯｼｭｼﾝｸﾞﾙ配筋

6mmﾒｯｼｭ100×100ｼﾝｸﾞﾙ配筋

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄを示す

特記外　厚100とする

特記外　厚100とする

補強筋は、開口部直下に施すか全部に施す事。

※　地耐力３０ＫＮ／㎡以上とする。

D10－＠150

ねこ土台方式床下換気孔により、住宅金融機構承認床下換気装置による。
パッキン厚は２0㎜とし、メーカー特記仕様による。

D10×1

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚　0.1
養生砂又は捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚40

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚　0.1
養生砂又は捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚40

D10×1
防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚　0.1
養生砂又は捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚40
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基礎立上寸法

スロープ床
両端面 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放金鏝押え
中央指定部 ｺﾝｸﾘｰﾄ箒引仕上

独立柱

厚12 化粧ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ

床断熱材

独立柱基礎詳細図

テラス基礎詳細図

土台

防虫通気材

仕上床材

大引き

52.5 52.5

105×105

2
4･

12

ＦＬ

厚24　構造用合板パネル

D13×2
主筋・補助筋

75

STR D10－＠300　

Ｓ＝１／２０

ｼﾝｸﾞﾙ

ＧＬ D10×1

D13×1

土台パッキン

150

190

主筋・補助筋D13×2

断熱材

補強筋

※120以上かつ土台巾以上

40
0

D10－＠300

ﾀﾃﾖｺ D10－＠150

POST
D13－4本束ね　

D13×2
主筋・補助筋

75

150

190

ｼﾝｸﾞﾙﾀﾃﾖｺ D10－＠150

Ｓ＝１／２０

補強筋

D13×2
ＧＬ

D13×2
主筋・補助筋

75

ＧＬ

D13×1

150

190

補強筋

D10－＠300

ﾀﾃﾖｺ D10－＠150 ｼﾝｸﾞﾙ

主筋・補助筋D13×2

Ｓ＝１／２０

D10－＠300　STR

ｼﾝｸﾞﾙ

ＧＬ
D10×1

曲り・交差・端部　D13×1
主筋

補助筋

D13×1

D13×1
主筋

補助筋

D13×1

D13×1

ﾀﾃﾖｺ　D10－＠150

60
3
40

10
5

120以上かつ土台巾以上

2
0

厚1.8　ﾋﾞﾆｰﾙ床材
厚9　捨て貼り合板

厚24　構造用合板パネル

5
60

3
5

105×105

土台

厚24　構造用合板パネル

基礎一般詳細図

１／１００ １／２０一級建築士 内 容 記 事 欄

変更訂正年月日

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-S04基礎図第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ

（Ａタイプ）
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Ｓ＝１／１００ Ｓ＝１／１００

PB-33又はPB-42

柱脚金物

PB-33又はPB-42

柱脚金物

柱脚金物

PB-33又はPB-42

※土台材は全て防腐防蟻処理Ｋ３相当以上の土台用材又は、桧とする。

使用木材　　素材、製材、各種合板、集成材の品質は、日本農林規格

構造施工図は　監督員と打合わせの上承認を必ず受ける事。

１階の床組みは、構造用合板厚24mmパネル面材による剛床工法とする。

材料の変更は係員監督員と協議の上　承諾を得る事。

桁梁・梁材・母屋・垂木材は全て国内県内産杉材とする。

柱の逃げ・梁の逃げ方向と寸法に注意する事。

（ＪＡＳ）に適合したものとし、なるべく庄原市内産地品
・広島県内産を使用する。

隅柱・管柱は全て杉・　105角以上とする。

火打ち金物
公庫指定　ＨＢ金物

※　共通柱仕様

凡　例

又は90×90以上の木材とする。

記載事項　　記載事項は中央界壁芯を境に左右同形状にて同一仕様とし

省略記載する

※　共通注記

床　伏　図 小 屋 伏 図

１／１００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-S05木構造伏図

（Ａタイプ）
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実施方位

略式方位

北

南

東西

Ｎ

Ｓ

ＥＷ

記号 面積

ａ

ｂ

ｃ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

ｉ

㎡

壁量等計算用面積表

ｄ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

１
階

階

１階東西中央部

１階南側1/4側端部

１階南北中央部

１階北側1/4側端部 a+b+c

d+e+f

g+h+i

a+d+g

b+e+h

c+f+i

１階壁量計算用総床面積合計

１階壁量計算用総床面積合計

部位別壁量等計算用面積表

１階西側1/4側端部

１階東側1/4側端部

7.06

14.12

28.23

14.12

7.06

7.06

7.06

14.12

14.12

112.95

56.47

28.24

28.24

28.24

56.47

28.24

112.95

290

2
,1

80
4,

36
0

2,
18

0

8,
72

0

3,237.5 6,475 3,237.5

12,950

91
0

6
,3

70
1
,
44

0

4,625 1,850 1,850 4,625

12,950

1
,3

50
8
75

1
,3

50

540 12,950 540

14,030

12,950

680 4,170 4,550 300

1
,4

57

2
,6

5
6

1
,3

50

1
,2

87

1
,3

50 2
,4

85

8,720

5
60

5
60

3
,2

16

5
60

3
,0

45

2
,0

34

5
,
25

0

2
,2

05

5
,
25

03
,3

40 1
,8

83

3
,3

402
,0

53

2,
46

5

5
,2

50

１
／

４
ラ

イ
ン

１
／

４
ラ

イ
ン

１／４ライン

１／４ライン

10
4.5

10
4.5

※
磁

北
西

偏
7
°

3
3′

屋内同等とする。
玄関ポーチ・スロープ

テラス
屋内同等とする。

ａ ｂ ｃ

 m2
ｄ ｅ ｆ

ｈ

 m2

ｇ

 m2

ｉ

 m2

 m2

 m2

 m2

 m2
Ｙ１

Ｙ８

Ｓ＝１／２００１階壁量等計算用求積図

Ｘ０

Ｘ 方向

方
向

Ｙ

Ｘ９ Ｘ18

7.06

7.067.06

14.12

14.12

14.12

Ｙ０

Ｙ９

ＧＬ

１ＦＬ

最高の高さ

 m2

 m2

記号 面積 ㎡階

Ｓ＝１／２００

合　　計

Ｙ方向壁量算定用見付面積図

１
階
用

Ｙ方向用見付面積表

① ①

②

②

11.33

11.33

Ｘ０ Ｘ９ Ｘ18

 m2

ＧＬ

１ＦＬ

最高の高さ

北側軒高

ＧＬ

１ＦＬ

最高の高さ

南側軒高

記号 面積 ㎡階

合　　計

Ｓ＝１／２００Ｘ方向壁量算定用見付面積図

１
階
用

Ｘ方向用見付面積表

 m210.52

0.21

0.21

 m20.09

0.09

10.52

③
③

④
④

⑤

⑤

⑥

⑥

Ｙ０Ｙ９ Ｙ５

真
北

7.06  m214.12

28.23

34.58
34.58

45.91

 m210.00

10.00

20.82

⑦÷⑩ ⑦÷⑯⑭×⑮

壁量

つりあい

壁　　の

壁量

つりあい

壁　　の

小さい方

大きい方

充足率≧1

※≧1.0

※≧1.0

※

小さい方

大きい方

充足率≧1

※≧1.0

※≧1.0

※

より

※≧1.0

※≧1.0

⑧×⑨⑤×⑥

より

方
向
・
階

ゾ

ー

ン

１／４

中 央

１／４

１／４

中 央

１／４

通
り
記
号

構 造 壁倍率

耐力壁の存在壁量の計算

壁の実長

① ② ③

④ ⑤ ⑥

存在壁量

令４６条の耐震壁量とつりあい良い配置の計算

⑧ ⑨⑦

㎝ ㎝

⑩

床面積

㎡

床面積

乗　数

㎝／㎡

耐震必要

壁　　量

㎝

⑬

壁　量

充足率

判　定

⑪ ⑫ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

判　定壁　量

充足率壁　　量

㎝

耐風必要

㎝／㎡

見付面積

乗　　数

見　付

面　積

㎡

計

計

計

計

計

計

LC2

合　　　　　　計

合　　　　　　計

50

WX2

WY2

適

適

適

適

適

LX2／WX2

AE2＝

AC2＝

ΣA2＝

EW2＝

LW2

E2＝ B2＝

壁率比

LC2

LN2

LS2

AC2＝

ΣA2＝

AS2＝

≧0.5

EN2＝

ES2＝

LY2／WY2

LE2

筋違い片方向

LX2=LN2+LC2+LS2

LY2=LW2+LC2+LE2

BN2＝

LN2/EN2

BS2＝

LS2/ES2

BW2＝

LW2/EW2

BE2＝

LE2/EE2

BN2と

BS2の内

BW2と

BE2の内

筋違い片方向45×90以上　

2.0045×90以上　

AN2＝

EE2＝

E2＝

～

45×90以上　

適

適

筋違い片方向45×90以上　 2.00

45×90以上　

北 側

南 側

上

下

2.00筋違い片方向

適

～

Ｙ０

～

筋違い片方向45×90以上　 2.00

筋違い両方向

728.00

Ｘ
軸
方
向
１
階

Ｙ
軸
方
向
１
階

～

東 側

西 側

～

Ｘ０

50

2.00

2.00

AW2＝

≧0.5

Ｙ８

Ｙ９

～

Ｙ７

Ｙ３

Ｙ２

Ｘ４

Ｘ５

Ｘ13

Ｘ14

Ｘ18

1,092.00

546.00 1,092.00

546.00 1,092.00

728.00

28.24

56.47

28.24

112.95

28.24

56.47

28.24

112.95

1,092.00

1,092.00

2,912.00

546.00

546.00

546.00

364.00

364.00

2,912.00

1,092.00

1,092.00

728.00

728.00

1,092.00

1,092.00

1.0

1.0

2.80

1.27

柱の太さ及び必要壁量の床面積乗数は（公財）日本住宅・木材技術センターの早見表による　

令４６条の壁量計算と壁つりあい良い配置（H.12建告1100）のチェック

24

24

24

24

24

24

1.61677.76

677.76

677.76

677.76

1.61

1.61

1.61

2,710.80

2,710.80

1.07

B2＝

1.07

45.91 2,295.5

20.82 1,041.0

１／２００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当 縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
図面名称

A-S06第一川東公営住宅（Ａタイプ）整備工事 筋違いの計算検討図１

（Ａタイプ）

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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筋違プレート　ＢＰ-２筋違プレート　ＢＰ-２

1
,7

44
3
,4

88
1,

74
4

6
,9

76

〃910 1,015

12,950

3,237.5 6,475

12,950

3,237.5

〃
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〃
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〃
91

0
91

0
〃

1,
44

0

8
,7

20

910 455 455 910 75 835 〃 9101,015 91045545591075835

令４６条の表一該当

S.56建告1100第１一第二号該当

記
　
　
号

摘
要
倍
率

S.56建告1100第１一第三号の

別表第二（四）該当

1.5＝1.0＋0.5

令４６条の表一該当 令４６条の表一該当 S.56建告1100第１一第三号の

別表第二（一）該当

4.0＝2.0×2土台 土台
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N
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N
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N
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N
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N=
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1
5

N=
0
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5

N=0.15

N=0.15
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N=0.15

胴縁15×45-＠300
仕
　
　
様

釘GNF4＠150

1.5倍2.5倍0.5倍

たすき掛け

木摺り片面

釘N50＠150 受材30×40

筋違い片方向 構造合板片面筋違い両方向

一方向

木摺り片面 PB12＋胴縁片面

石膏ボード○ア 12.5ＪＡＳ構造用合板○ア 9.0

壁
・
筋
違
い
凡
例

※　共通柱仕様 ※　アンカーボルト

4.0倍

木造筋違い　45×90以上　 木造筋違い　45×90以上　

2.0倍

耐力壁・筋違いの取り付く両側及び端部・土台継手部としその他の部分は＠2,000以下に取付ける事

は　同等 と　同等

ＨＤ－Ｂ１５

ち　同等

ＨＤ－Ｂ２０

り　同等

ＨＤ－Ｂ２５

無記号柱仕口 ぬ　同等

柱
記
号
凡
例

特記事項

記　号

　5.1ＫＮ耐　力 15ＫＮ 20ＫＮ 25ＫＮ 30ＫＮ

い　同等

　0.0ＫＮ

短ほぞ差し

かすがい打ち

山形プレート釘打

角金物・平金物を当て釘打

長ほぞ差し、込みせん打ち

ＣＰ－Ｔ

ＶＰ

三角プレート

ｺｰﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ・ﾋﾞｽﾀｲﾌﾟ

はしらどめｲﾁﾛｰ・２枚

はしらどめ次郎・２枚

10ＫＮ

ﾀﾅｶ金物特殊認定品

Ｓ10A02-6

ＨＤ－Ｂ１５

×２組

は

り ＨＤ－Ｂ２５

ＣＰ－Ｔ

ﾀﾅｶ金物特殊認定品Ｓ10A02-6又は、「は」×２

5.1ＫＮ

10 ＫＮ

15 ＫＮ

25 ＫＮ

ＨＤ－Ｂ１５

未記入は「い」とする。

へ　同等

と

ぬ ＨＤ－Ｂ１５30 ＫＮ ×２組

隅柱以外の管柱は杉105角以上とする。

ホールダウン金物の取り付く部分以外のアンカーボルトは、Ｍ－１２以上とし、

へ

隅柱は全て杉105角以上とする。

略式方位

北

南

東西

ＸＹ
方

向

方向

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｙ９

Ｓ＝１／１００１ 階 柱 ・ 壁 ・ 筋 違 伏 図

Ｘ４

Ｘ５ Ｘ６

Ｘ７

Ｘ８ Ｘ９ Ｘ10

Ｘ11

Ｘ12 Ｘ13

Ｘ14

Ｘ15 Ｘ16 Ｘ17 Ｘ18

　柱頭・柱脚記号は、平成１２年５月３１日　建設省告示　第１４６０号　第二項の表三による。

ＶＰ

１／１００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-S07筋違いの計算検討図２

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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Y8通り軸組

Y9通り軸組

※　共通注記
柱の逃げ・梁の逃げ方向と寸法に注意する事。

構造施工図は　監督員と打合わせの上承認を必ず受ける事。

隅柱・管柱は全て杉・　105角以上とする。

筋違は全て杉・45×9０以上とする。

X0 X1 X5 X9 X13 X17 X18 X0 X1 X5 X9 X13 X17 X18

X0 X1 X5 X9 X13 X17 X18

X3 X8 X10 X15

X0 X1 X9 X17 X18X3 X4 X7 X11 X15X14

X0X9X18 X3X7X11X15

１／１００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-S08軸　組　図　１

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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※　共通注記
柱の逃げ・梁の逃げ方向と寸法に注意する事。

構造施工図は　監督員と打合わせの上承認を必ず受ける事。

隅柱・管柱は全て杉・　105角以上とする。

筋違は全て杉・45×9０以上とする。

X9（界壁）通り軸組X7通り軸組

反転X11通り軸組

北側軒高

中央梁高 中央梁高

南側軒高
北側軒高

中央梁高 中央梁高

南側軒高

北側軒高

中央梁高

北側軒高

中央梁高 中央梁高

南側軒高

ＵＢ

Y0Y1Y5Y8Y9 Y0Y1Y5Y8Y9

Y0Y1Y5Y8Y9Y5Y8Y9

１／１００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-S09軸　組　図　２

（Ａタイプ）
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項　　　　　　　目

長屋建　公営住宅

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

４．主な用途

５．一般事項

本工事は設計図・特記仕様書によると共に、建築設備工事共通仕様書（日本建築家

協会監修）、電気設備の技術基準、内線規程、消防法、建築基準法及び、その他

関係法令・規則・条例に基づき、完全に施工するものとする。

施工にあたり、疑義が生じた場合は、係員と協議すること。

順位は１．現場説明書　２．本特記仕様書　３．図面　４．共通仕様書とする。

本工事に必要な官公庁への手続きは、請負業者にて代行し、これに要する費用は、請

負業者の負担とする。

　１）適用基準等

　２）疑　　　義

官公庁その他の手続　３）

施工者は、係員の承認なく、施工方法、使用材料及び使用機器を変更してはならない。

変更を行う場合は、速やかに変更図面を提出し、係員の承認を得た後に施工すること。

　４）工法の決定

下記の　・　印の書類を係員に提出すること。

工事完成後、経済産業局、その他官公庁の各種検査に合格すると共に、係員の検査に

合格すること。

２）工事項目は、番号の入っている設備項目を適用する。

４）機器の取付高さは、特に指示のない場合、標準取付高さによること。

　５）

　６）検　　　査

　７）特 記 事 項

提 出 書 類

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分６．工事項目

引込設備 電圧種別 ・　高圧

　　1φ　3Ｗ　　　200/100Ｖ　60Ｈｚ・　低圧

　　　φ　　Ｗ　　　　　Ｖ　　　Ｈｚ・　低圧

　　　φ　　Ｗ　　　　　Ｖ　　　Ｈｚ

・　架空　　・　地中　　・　構内地中引込方式

受変電設備

・　ＶＣＢ　・　ＡＣＢ　・　ＧＣＢ　・　ＬＢＳ　・　ＤＳ

　　７．２ｋＶ　　１００Ａ　　　　ｋＡ

施設場所

主遮断器

形　　式

設備容量 変圧器 （　動力用　　　７５ｋＶＡ、　　電灯用　　　　３０ｋＶＡ）

（　その他　　　　　　　　　　　　　　用　　　　　　ｋＶＡ）

進相コンデンサ

直列リアクトル

　２４ｋｖａｒ

発電機設備 ・　常用　　・　非常用　　・　兼用　　・　コージェネ

・　パッケージ型　・　据置型　・　屋内型　・　屋外型

　　　φ　　Ｗ　　　　ｋＶＡ　　　ＨＺ、　力率　　　％定格出力

用　　途

形　　式

発電機

エンジン

運　　転 （　・　１時間　・　連続　・　常用　）

（　・　ディーゼル　　・　タービン　）種　　類

　　　　　　ＰＳ　　　　　　ｒｐｍ

出力電圧

定格出力

　　　φ　　Ｗ　　　　ｋＶＡ　　　ＨＺ、

冷却方式 （　・　水冷　　・　空冷　）

燃　　料

燃料タンク

　　秒以内　始動方式（・　空気　・　蓄電池）始動時間

始動盤 （　・　搭載型　　・　別置型　）

（　・　重油　　・　軽油　　・　ガス　）

特殊仕様

蓄電池設備 ・　非常用　　・　一般　　・　兼用

・　閉鎖型　　・　開放架台

鉛

アルカリ

セル　　　　Ｖ　　　ＡＨ　　　ＨＲ

（　・　ＡＭＨ　　・　ＡＨＨ　・　ＡＨ　）

（　・　ＨＳ　　・　ＨＳ－Ｅ　　・　ＭＳＥ　）

入力　　φ　　Ｗ　　　　Ｖ　全自動充電方式

負荷電圧調整器 　　　　　　　　　Ａ

整流器

特殊仕様

蓄電池形式

収容形式

用　　途

６．工事項目 　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

監視盤設備 ・　自立型　　・　デスク型

・　受変電　　・　衛生動力　　・　空調動力　　・　温湿度

・　発電機

・　含む　　・　含まず

形　　式

計装配線

監視対象

幹線設備 施工範囲 低圧配電盤二次側端子接続より分電盤・制御盤等の一次側接続

１φ３Ｗ２００／１００Ｖ

直流　・　２Ｗ１０８Ｖ

電　　圧

配線種別

動力設備 制御盤を（　・　含み　・　含まず）二次側端子接続より、施工範囲

各動力負荷一次側接続まで。

インターロック配線（　・　含む　　・　含まず　）

自動制御配線　　　（　・　含む　　・　含まず　）

警報盤　（　・　含む　　・　含まず）

警報配線（　・　含む　　・　含まず）

分電盤を（　・　含み　・　含まず）二次側端子接続より、

配線器具等の取付まで。

・　連用型　　・　大角連用型　　・　ワイド型配線器具

電灯コンセント設備 施工範囲

照明器具の供給取付工事

非常照明器具（　・　専用　　・　兼用　　・　組込　）

非常照明用予備電源　（　・　内蔵　　・　別置　）

誘導灯用非常電源　　（　・　内蔵　　・　別置　）

施工範囲

器具仕様

電話配管設備

構内配線

引込方法

建物内配管

照明器具設備

電話設備 交換機 ・　含む　　・　含まず

・　電子交換機　局線　　　／　　　回線

・　ボタン電話器　　　　　型

情報配管設備

放送設備

・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　配管　　・　ケーブルラック

・　含む　　・　含まず

・　非常用　　・　一般用　　・　兼用

・　ロッカー型　・　卓上型　・　デスク型　・　壁掛型

出力　　　　Ｗ、出力回路　　　　回路

・　有　　・　無　（　・　非常用　・　一般用　）

引込方法

建物内配管

配　　線

用　　途

増幅器形式

遠隔操作器

付属機器

増幅器設置場所

テレビ・ラジオ

　　　共聴設備

アンテナ

増幅器

規　　格

アンテナマスト

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分６．工事項目

水晶発振式（　・　壁掛型　　・　据置型　）出力　　　回路

・　壁掛型　　・　半埋込型　　・　埋込型　　・　吊下げ型

親時計

子時計

電気時計設備

インターホン設備 ・　ドアホン　　・　所内連絡

・　同時通話　　・　交互通話

・　親子式　　・　相互式　　

用　　途

通話方式

形　　式

・　ＰＣ型　　・　ボード型　　・　卓上型

・　有　　・　無

・　交互通話　　・　自動交互通話　　・　同時通話通話方式

機　　器

夜間切り替え

ナースコール設備

自動火災報知設備 ・　単独　・　複合　　　型　　級（　・　自立型　・　壁掛型　）

（自火報）　　　回線、（防排煙）　　　回線

・　消火栓組込　　・　単独

・　発信機連動　　・　別置押釦

受信機

総合盤

消火ポンプ起動

受信機設置場所

・　突針　　・　棟上導体　　

・　銅板　　ヵ所　　・　建物接地

・　塩ビ　　・黄銅　　・　ステン

・　鋼管　・　黄銅管　・　アルミ管（　・　自立型　・　側壁型　）

・　単独（　　　回線　）　・　火災報知受信機組込

・　防火戸　・　ダンパー　・　防煙垂壁　・　排煙口　・　シャッタ
制御盤
制御対象

方　　式

接地極

突針支持管

端子箱

避雷設備

防排煙制御設備

７．工事区分

電気 建築 衛生 空調 別途　備　　　考
電力会社・ＮＴＴに納入する負担金

テレビ受信のビル影障害調査及び補償費

受電後、引渡し迄の電気基本料金及び使用料金

コンクリート基礎（　・　キュービクル　・　発電機　

　・　変圧器　・　盤類　・　外灯　　　　　　）

シンダーコンクリート打設工事

ピット工事（縁金物、蓋共）

電気配線用点検口の設置工事

天井に取付ける機器の穴明けと補強工事及び取付枠

空調機・ボイラ等の制御機器及び自動制御配線

換気扇の供給取付工事

電極棒及び保持器

電話器とその取付工事及び入線工事

空調機の室内機・室外機間の亘り配線

８．メ－カリスト （その他下記以外で、係員が同等品以上と認めたもの）

電線ケーブル

バスダクト

電　線　管

電線管付属品

配線器具

合成樹脂電線管

キュービクル

高低圧配電盤

照明器具

制御盤監視盤

分電盤端子盤

進　相　器

変　圧　器

高圧機器

ＪＩＳ規格品

パナソニック・東芝・摂陽・日本パイプ・丸一

積水・パナソニック・古河・ミライ・東拓

パナソニック・東芝・摂陽・日亜・外山

パナソニック・東芝・神保・明工社

パナソニック・東芝・三菱・日立

パナソニック・内外・中電工

パナソニック・内外・中電工

パナソニック・内外・中電工

パナソニック・内外・中電工

三菱・日立・東芝・パナソニック・ニチコン

三菱・日立・東芝・パナソニック・ダイヘン・中機

発　電　機

エンジン

直流電源装置

電話交換機

放送機器

テレビ共聴

電気時計

インターホン

ナースコール

自火報防排煙

避　雷　針 大阪・日本

ＮＥＣ・日立・パナソニック・富士通

ジーエスユアサ・古河・パナソニック

パナソニック・ＴＯＡ・ビクター・東芝

パナソニック・アイホン・ケアコム・東芝

ニッタン・能美・ホーチキ・パナソニック

パナソニック・アイホン・ケアコム・東芝

セイコー・ＴＩＣ・パナソニック

ＤＸ・マスプロ・八木・パナソニック

ヤンマー・三菱・いすず・川崎

東芝・日立・三菱・パナソニック

凡　　　　　　　　　例

適　　　　　用

Ｓ

　　　〃

　　　〃

直列ユニット

ｔｔ

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

Ｊ

記　号 名　　称 標準取付高さ

白　熱　灯

蛍　光　灯

誘　導　灯 通路誘導灯は矢印を記入

水　銀　灯

ＦＬ＋３００

和室＋２００

壁付（２Ｐ１５Ａ×２コ口）他は口数傍記

傍記Ｔは引掛型、Ｅは接地端子付、ＷＰは

防滴型を示す。

床付２Ｐ１５Ａ×２

コンセント

２ ３ ４ ＦＬ＋１３００

和室　１２００

ＦＬ＋１５００

上端ＦＬ＋１９００

スイッチ

回路数は傍記による

パイロットランプ

リモコンスイッチＲ

Ａ

確認ランプ付、窓数傍記

容量傍記、ＦＬは蛍光灯用

特記なきは３Ａとする。

熱線センサー付

調　光　器

自動点滅器

自動スイッチ

制御用スイッチ

Ｆ

Ｐ

ＬＦ フロートレススイッチ（極数は傍記）

フロートスイッチ

圧力スイッチ

換　気　扇

開　閉　器 容量は傍記

電灯分電盤

動力制御盤

灯動共用盤

警　報　盤

保安器盤

端　子　盤

接地用端子箱

電話アウトレット

スピーカ

情報用アウトレット

ホーン型スピーカ

ＭＪマイクジャック、ＳＪスピーカジャックジャック

アッテネータ

増　幅　器

遠隔操作器

親　時　計

子　時　計

アンテナ 種類、素子数傍記

ＡＭＰ

ＴＶ機器収納凾

ＢＳアンテナ 大きさ傍記

７５Ω（　　端子型）

インターホン

避雷突針

避雷接地用端子箱

接　地　極 種別傍記

　　マンホール（蓋荷重傍記）ハンドホール

プルボックス

ジョイントボックス

立上り、素通し、引下げ配管・配線

天井

床

露出

地中

（和室は畳天）

注記

広島県庄原市東城町川東

壁付

・　ステンレス・　新金属 ・　　　　

・　工事記録写真

・　メーカリスト

塔屋　　階

・　ＲＣ ・　ＳＲＣ ・　Ｓ ・　木造

地下　　階 地上　１階 延面積 ｍ2

　工事書類 ・　工程表 ・　承認図 ・　施工図

　完成書類 ・　官公庁等への諸手続きの写し ・　検査試験成績表

・　取扱説明書 ・　竣工図

３）仕様、工事内容及び工事区分は、・　印を付したものを適用する。

１）配線器具プレート（　・　樹脂　 　 ）

・　閉鎖型　・　簡易閉鎖型　・　開放組立型

・　屋内（　　階）　　・　屋外（　・　地上　・　屋上）

ｋｖａｒ

・（　・　搭載型　・　別置型）

まで。　　盤類（　・　含む　　 ・　含まず　）

動力　

動力　・　３φ３Ｗ２００Ｖ　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

・　ＧＡＣ　）・　３φ３Ｗ　　　Ｖ　（　・　ＡＣ　

・　ＧＡＣ　）電灯

電灯

・

・ （　・　ＡＣ　　・　ＧＡＣ）

（　・　ＡＣ　３φ４Ｗ２００／１００Ｖ

一般電灯動力（　・　電線管　・　ケーブル　・　バスダクト）

・　耐火ケーブル　　　　）非常電灯動力（　・　耐熱電線　　

直　流　　　（　・　耐熱電線　　・　耐火ケーブル　　　　）

・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　配管　　・　ケーブルラック

・　含む　　・　含まず

・　有　　・　無

・　ＶＨＦ　・　ＵＨＦ　・　ＦＭ　・　ＡＭ

・　ＢＳ／１１０°ＣＳ　・　ＣＳ

・　無　　・　有

・　一般　　・　ＢＬ

・　自立型　　・　側壁型

設備

（該当欄に 印で記します。）

三菱・日立・東芝・エナジーサポート・戸上

コード吊 非常照明

壁付 非常照明組込

４路３路両切片切

リモコンセレクタ
スイッチ

大きさ傍記、 天井扇

壁付 床付（ローテンションスタンド共）

床付（ローテンションスタンド共）壁付

壁掛型天井埋込型

親器 子器

第一川東公営住宅改築工（２・３工区）Aﾀｲﾌﾟ（電気設備工事）

・　　煙感知器（電池式）

台所別途

１／１

電気設備 特記仕様書

（Ａタイプ）一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-E01第一川東公営住宅改築工（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



引込計器盤

引込計器盤

CVT14（VE28)

B

WH WH

B B B

8 8

8 8

40A 40A 20A

8 2.08

共用電源

３Ｐ75Ａ

2.0

DV22sq-3R

弱電盤

ｃS5CFB ｃ

ED

ﾌﾟ-ﾙﾎﾞｯｸｽSUS300*100

S5CFBS5CFB

S5CFBS5CFB

DV22-3C

CVT8　E5.5

CVT8　E5.5

S5CFB
空配管（TL14) 空配管（TL14)

WH
WH

2,730

910 1,820 1,820 1,015

910 2,835

6,475 6,475

12,950

1,8501,4403,185

6,475

1,895

660

3,390

6,475

1
,8

2
0

1,
82

0
91

0
1,

82
0

3,
64

0
2,

73
0

6
,3

708
,7

20

1
,4

4
0

91
0

下
駄

箱

手摺

下
駄

箱

手摺

手摺

手摺

ＡＣ

ＡＣ外

Ａ
Ｃ

外

ＡＣ外

ＡＣ

Ａ
Ｃ

外

ＡＣ ＡＣ

(+561)

L
P
G置

場

高齢者対応ＵＢ

※RJV1216US

スロープ 1/12 高齢者対応ＵＢ

※RJV1216US

スロープ 1/12

ホール

Ｄ・Ｋ

洗面

・脱衣室

ｸﾛ
ｰｾ

ﾞｯ
ﾄ

玄関

テラス

ホール

Ｄ・Ｋ

洗面

・脱衣室

ｸﾛ
ｰｾ

ﾞｯ
ﾄ

玄関

テラス

Ｓ＝１／６０

洋室６帖(１) 洋室６帖(２)

トイレ

ｸ
ﾛ
ｰｾ

ﾞｯ
ﾄ

洋室６帖(１)洋室６帖(２)

トイレ

ｸ
ﾛ
ｰｾ

ﾞｯ
ﾄ

ポーチ ポーチ

幹線・弱電電気配線平面図

１／６０

幹線・弱電電気配線平面図

一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-E02

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



ＣＬ

ＣＬＣＬ

T

ＣＬ

ＣＬ

Ｓ

Ｓ

ＢＥ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

ｷｯﾁﾝ・ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ
電灯コンセント

２

４

６

玄関・脱衣・浴室
ﾄｲﾚ電灯コンセント

３Ｐ4０Ａ　30mA

１

３

５

8sq

洋室エアコン 冷蔵庫・ﾚﾝｼﾞ用

（将来用）
ＩＨヒーター

引込計器盤へ

洋室エアコン

Ｂ Ｂ7 8 予備

洋室電灯ｺﾝｾﾝﾄ

AC ２

２

２
AC

２

2ET

２
２

２

ｶﾒﾗ付
ﾄﾞｱﾎﾝ

押し釦

2E
T

PP

P　ﾀｲﾏ-

2ET

１

１

A

BC

D

E

１

２

３

４６

５

7

ｾﾝｻ-

ｾﾝｻ-

100Φ
100Φ

100Φ
WP

火災警報器　煙式　電池式

火災警報器　煙式　電池式

将来用配線のみ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束２５５０ｌｍ、消費電力２２Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、天井直付型、ソフトターン方式、カチットＦ

カバー：アクリル（乳白つや消し）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束５８０ｌｍ、消費電力６、電圧１００Ｖ
天井面・壁面取付専用
カバー：プラスチック（ホワイト）
送り用端子台付

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束９６５ｌｍ、消費電力１０．７Ｗ、電圧１００Ｖ

防湿型・防雨型、拡散タイプ、ネジ込み方式

プラスチック（ホワイト）

カバー：アクリル（乳白）

Ｗ＝５８０　Ｈ＝６５　出しろ６４

拡散タイプ、コンセント付、プルスイッチ付

器具光束１１００ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ

カバー：プラスチック（乳白）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束７８０ｌｍ、消費電力７．７Ｗ、電圧１００Ｖ

防雨型、拡散タイプ、明るさセンサ付・段調光省エネ型

カバー：プラスチック（ホワイト）

点灯照度調整機能付

ＬＥＤシーリングライト　６０形電球１灯器具相当

ＬＥＤキッチンライト　２０形直管蛍光灯１灯器具相当

ＬＥＤシーリングライト　３０形丸形蛍光灯１灯器具相当

a

ｂ

ｃ

ｄ

脱衣

流し元灯

廊下

ﾄｲﾚ

パナソニック　ＬＧＢ５１６５３ＬＥ１

パナソニック　ＬＧＷ５１７０４ＷＣＦ１

パナソニック　ＬＧＢ８５０３１ＬＥ１

e

パナソニック　ＬＧＷＣ５１５００ＬＥ１

ＬＥＤダウンシーリング　１００形電球１灯器具相当

ﾎﾟ-ﾁ

ＬＥＤ　４０形蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＢ５２６５０ＬＥ１

2,730 3,640

1,440 6,370 910

8,720

1,440 1,820 910 3,640 910

1,820 1,820

79
1,

79
2

2
4

9
10

1,
82

0
9
10

1,
82

0
1,

01
5

2,
7
30

9
10

2,
83

5

2,
7
30

1,
89

5
1
,8

50

6,
47

5

3
,1

85
1,

4
40

6,
47

5

12
,9

50

洗濯機パン

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ換気扇

吊戸棚

洗面化粧台

手
摺

下駄箱

テラス

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

踏台

玄関

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｽｲｯﾁ取付け壁

ＡＣ室外機

Ａ
Ｃ

室
外

機

ガス瞬間給湯器

高齢者対応ＵＢ

LPG置場

Ｓ＝１／４０

ガス台

ポーチ

ホール

洋室６帖(２)

Ａ
Ｃ

室
内

機

洋室６帖(１)

Ａ
Ｃ

室
内

機

ス
ロ

ー
プ

 
1
/
1
2

流し台

Ｄ・Ｋ

洗面・脱衣室

トイレ

電灯ｺﾝｾﾝﾄ設備平面詳細図

（Ａタイプ）１／４０

電灯ｺﾝｾﾝﾄ設備平面詳細図

一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-E03第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



換気設備

２

25

建物名称 構　造 階数
建築基準法による

延べ面積(ｍ2)

消防法施行令

別表第一の区分
備　　　考

建物別及び屋外

工事種目

計画建物 木造

・

・

・

・

・

・

・

・

・

空気調和設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

特殊ガス設備

厨房器具設備

浄化槽設備

計画建物

空
調
設
備

衛
生
設
備

工事種別

補
償

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

１　

１　

１　

１　

１　

２　

１　

１　

２　

２　

記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録

．その他

　製造検査

．防振ゴム等の

．施工条件

．鋼管類の防食処置

．天井仕上区分

．砂の取扱

．ポンプの電動機

．配管附属品

．管端防食継手

．補修など

．はつり工事

　（消費税抜き）

．負担金等

．説明板等

．交通誘導員

．工事現場の表示

　システム

．工事中情報共有

．電子納品

48

47

　

46

45

44

43

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31．他工事との

　他取合い

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

総
　
則

　　

１

３

４

５

７

６

８

９

10

11

12

13

14

15

16

．発生材の処理及び

　産業廃棄物の処理

．機材の品質等

．図形表示

．電気容量及び

　機器表示

．技能士の適用

．総合試運転調整

．弁　類

．伸縮継手

．防振継手

．絶縁継手

．油面制御装置

．配管の建物導入部

．

．ビニル管の接合方法

．

．溶接配管の検査

項　　　目 特　　記　　事　　項

○

ステンレス鋼管の接合方法

ポリエチレン管の接合方法

設置場所 機器種別

上層階

屋上及び塔屋

機　　器

防振支持の機器

水　槽　類

中間階

地下及び１階

機　　器

防振支持の機器

水　槽　類

機　　器

防振支持の機器

水　槽　類

27

28

29

30

．電線・電線管

．施工調査

．撤去工事

．非破壊検査

○

・　特定の施設

重要機器 一般機器

・　一般の施設

重要機器 一般機器

２．０ １．５

２．０２．０

２．０ １．５

１．０１．５

１．５ １．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．５

１．０

１．０

１．５

１．５ １．０

１．５２．０

１．５ １．０

１．０ ０．６

１．５ １．０

０．６１．０

０．６ ０．４

０．６

０．６

１．０

１．０

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

１階

・　水栓ハンドルは極力レバ－式を採用する。

工事の施工に伴い既成部分を汚染または損傷した場合は，既成にならい補修する。

・　　　　　　　　　　（　　・　本工事　　・　別途　）　　　　　　　　　　円

・　下水道等接続負担金（　　・　本工事　　・　別途　）　　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　（　　・　本工事　　・　別途　）　　　　　　　　　　円

　　記載した説明板を作成する。）

・　説明板（監督職員と協議の上，設備機器類及び一連の装置等の系統図，取扱要領を

　　説明書等を作成する。）

・　説明書（監督職員と協議の上，設備機器類及び一連の装置等の取扱要領を記載した

※　工事名等の表示板（９００mm×６００mm）　　　　

現場の見やすい位置に監督職員が指示する次の表示板を設置する。

　　　っての評価を行うためアンケート等を求められた場合，協力しなければならない。

（４）受注者は，監督職員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握，利用にあた

　　　ビス提供者」という。）との契約は受注者が行い，利用料を支払うものとする。

（３）監督職員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下［サー

　　　広島県工事中情報共有システム

　　　中情報共有システム運用ガイドライン」に基づき実施すること。

　　　化を図る情報共有システムの対象である。なお，運用にあたっては「広島県工事

（１）本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業務の効率

（１）工事管理ファイル　（２）完成図・施工図　（３）完成写真 

電子成果品を「営繕工事電子納品要領（以下，要領という）に基づき作成する。

　　　　https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html

　　　までの電線管　　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（23）自動制御設備の電源装置　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（20）地下オイルタンクの土留め工事　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（19）地下オイルタンクの基礎杭　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（17）機器と附属の操作スイッチの渡りの配線は　　　　・　本工事　　※　電気工事

（16）機器と附属の操作スイッチの渡りの配管は　　　　・　本工事　　※　電気工事

（18）屋内，屋外雨水管　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（15）自動制御盤と自動制御機器との配線の接続は　　　・　本工事　　※　別途工事

（14）自動制御の電線の配線は　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（13）自動制御の電線管は　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　・　別途工事

（11）パッケ－ジ空調機の連絡配管，配線（ア－ス線共）※　本工事　　・　別途工事

（10）別途盤類への渡り配線の接続は　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（９）機器付属の制御盤及び操作盤以降の配線は　　　　※　本工事　　・　別途工事

（８）外壁取付ガラリ　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（７）オイルサ－ビスタンク防油堤　　　　　　　　　　※　本工事　　・　別途工事

（６）アンカ－ボルト　　　　　　　　　　　　　　　　※　本工事　　・　別途工事

・　下記による　　・　「工事区分表」による

（１）鉄筋コンクリート部の貫通箇所及び開口部の補強，その他壁，天井のボード切込

（４）コンクリート壁，床及び梁等における設備機器，ダクト，配管等の箱入れ及び

　　　み箇所の下地の補強は　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（２）壁，天井のボ－ド墨出し　　　　　　　　　　　　※　本工事　　・　別途工事

（３）　　　〃　　　　切込み   　　　     　　　　　・　本工事　　※　別途工事

　　　貫通スリーブは　　　　　　　　　　　　　　　　※　本工事　　・　別途工事

（５）機器類のコンクリ－ト基礎　屋上設置のもの　　　・　本工事　　・　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　屋内設置のもの　　　※　本工事　　・　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　屋外設置のもの　　　・　本工事　　・　別途工事

　　　　　

　　　　　

（12）温水器，湯沸器，その他器具のア－ス線（連絡配線）

（22）天井吊り型ＦＣＵ及び全熱交換型換気扇の遠方操作スイッチの渡り配線

（21）天井吊り型ＦＣＵ及び全熱交換型換気扇の遠方操作スイッチの渡り配管

（24）ガス設備のガス漏れ警報器から制御器，遮断弁（又はマイコンメーター）

（４）保全に関する資料(協議)　（５）発生材関係資料(協議)

※　電子納品対象データは同要領に基づくが，変更がある場合は監督職員との協議で決定する。

（２）本工事で使用する情報共有システムは次とする。

・　工事概要等の説明看板（９００mm×６００mm）

　　　　　　　　　作業期間，交通誘導員を　　　（人／日）配置すること。

・　給水引込負担金（加入金及び納付金等を含む）

既存のコンクリート床，壁等の配管貫通部の穴開けは，原則としてダイヤモンドカッターによる。

コア内蔵型を使用する。

標準仕様書第２編第２章第２節による。

渦巻きポンプの機器表に特記無き電動機の極数は，４極以上とする。

排水用塩ビライニング鋼管の土中埋設部は防食処理を行う。

（　　）書きの室名は天井無しを示し，その他は天井ありを示す。

当該工事に使用する砂については，原則として海砂（県外産含む）を使用しないこと。

ただし，特にこの取扱により難い場合は，別途，監督職員と協議すること。

現場説明書による。

本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や

材料を用いる場合には，使用するまでに第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

・　小口径桝，弁ボックス，散水栓ボックス等はコンクリ－ト巻げ仕上げとする。

（但し舗装等の仕上げ部分は除く。)(施工の際は鉄筋又は金網で補強を入れること。）

・　水栓は節水コマ付きを採用する。
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18

19

20

21

22

23

24

26

．埋設表示

．保温

．塗装

．足場

　その他

．工事用電力，水

．監督職員事務所

．工事用仮設物

．土工事

．耐震措置

17

　固定金具

．支持金物，

標準仕様書によるほか図示の箇所に設ける。

標準仕様書によるほか下記を適用する。

（１）暖房熱源機器室内の配管の保温材で，ポリスチレンフォ－ム保温材とあるものは

　　　同じ施工種別のロックウ－ルまたはグラスウ－ル保温材を使用する。

（２）屋内露出の合成樹脂製カバーは（　※　カバー１　　・　カバー２　）とする。

（３）屋内露出（　・　機械室　　・　書庫　　・　倉庫　　・　管廊　　）の配管，

　　　ダクトの保温は「屋内露出（一般居室，廊下）仕上げ」に読替える。

　　　（　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

　　　　屋内露出　・　保温化粧ケース（　・　耐候性樹脂製　　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　・　合成樹脂製カバー（　※　カバー１　　・　カバー２　）

　　　　　　　　　・　

　　　　屋外露出　・　ステンレス鋼板巻き（冷媒管に断熱材被覆銅管使用する時は整

　　　　　　　　　　　形用としてグラスウールを使用する。）

　　　　　　　　　・　保温化粧ケース（　・　耐候性樹脂製　　・　高耐蝕鋼板製　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ステンレス鋼板製）

　　　　　　　　※　Ｉ（イ）Ⅸ　又は　ｈ（イ）Ⅸ　　・　行わない

※　標準仕様書を適用するほか，下記の部分を除き原則塗装を行う。

　　埋設されるもの（ただし，防食塗装部分を除く）　　亜鉛めっき以外のめっき仕上

　　げ面　　亜鉛めっきされたもので，常時隠ぺいされる部分　　亜鉛めっきされた金

　　属電線管，鋼製架台及び支持金物類　　樹脂コーティング等を施したもので，常時

　　隠ぺいされる部分　　特殊な意匠的表面仕上げ処理を施した面　　アルミニウム，

　　ステンレス，銅，溶融アルミニウム－亜鉛鉄板，合成樹脂製等，特に塗装の必要を

　　認められない面　　カラー亜鉛鉄板面　　主・各階機械室内及び電気室等の亜鉛め

　　っきされた露出配管及び露出ダクト及びダクト構成部材

※　残りネジ部，及びパイプレンチのチャック跡部の鉄面はさび止めペイント２回塗り

　　を行う。

官公庁への諸手続きなどの費用は受注者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力，水などの費用は受注者の負担とする。

※　設けない　　・　設ける（　　　号）　　　㎡程度

構内に作ることが　・　出来る　　・　出来ない

（１）埋戻し土は　・　山砂の類

　　　　　　　　　※　根切り土の中の良質土（ヒュ－ム管以外の管周囲は山砂の類）

　　  ※　場外指示の場所に処分　　・　場外搬出適切処理 

　　  ・　場内指示の場所に堆積　　・　場内指示の場所に敷き均し

（１) 機器の据付け及び取付け

行政法人建築研究所監修）による。

　　　設計用水平地震力は，機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあって

設備機器の固定は次によるほか，「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」（独立

○

（２）ピット内に使用する支持金物等はステンレス製（ＳＵＳ３０４）とする。

（１）ポンプ及び屋外設置機器のアンカーボルト，ナットはステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし，

屋外の配管，ダクトに使用する支持金物等はステンレス製（ＳＵＳ３０４）又は，

溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　　　溶融亜鉛めっきは　 ※　２種３５　　・　２種５０

※　標準図（機材２）による。

屋外配管の埋戻し時は埋設表示テ－プを布設する。

（４）断熱材被覆銅管による冷媒管の保温外装は

（５）共同溝の保温種別　・　　　　　　　　　　　　・　

（６）全熱交換器用の　給気ダクト（　・　外気側　　・　室内側　）は保温（２５mm厚）する。

　　　　　　　　　　　排気ダクト（　・　外気側壁面より　1　ｍ ）は保温（２５mm厚）する。

（７）厨房用（レンジフード含む）排気ダクトの断熱（隠蔽部）

本工事で設置する。

・　内部足場（　・　Ａ，Ｂ，Ｃ種　　・　Ｅ種　・　Ｆ種　　・　Ｇ種　）

・　外部足場（　・　Ｄ，Ｅ種　・　Ａ種　　・　Ｂ種　・　Ｃ種　　・　Ｆ種　）

　　　

　　　は有効質量）に，地域係数（　・　１．０　　※　０．９　　・　０．８　）とし，

次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

（２）建設発生土は

設計用標準水平震度

　　　制御設備　　・　危険物貯蔵装置　　・　火を使用する設備　　・　避難経路上

　　　・　換気機器　　・　空調機器　　・　熱源機器　　・　防災機器　　・　監視

　　　・　給水機器（　　　　　　　　　）　　・　排水機器（　　　　　　　　　）

　　　続は基本として行わない。

　　　１．１１による。

（４）ケーブルの接続は湿気の無い盤内端子渡しとし、湿気の有る槽内でのケーブル接

（２）電線の色別は，原則として標準仕様書（電気設備工事編)(平成３１年版）による。

（３）合成樹脂製可撓管を使用する場合は、ＰＦ１重管とする。

　　　成されたものとし，電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１．５．１表４．

（１）ＥＭケーブルで規格等の記載のないものは，ハロゲン及び鉛を含まない材料で構

・　施工に先立ち，改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある

　　部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。

・　既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に

　　監督職員に調査計画書を提出する。

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は，事前に非破壊検査を行い，監督職員に報告する。

放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合，範囲は監督職員の指示による。

なお，検査費は別途とする。

原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法または電磁波レーダー法）とする。

　　　上層階とは２～６階建の場合は最上階，７～９階建の場合は上層２階，１０～１２階建の

場合は上層３階，１３階建以上の場合は上層４階とする。

　　　重要機器は次のものを示す。
　　　中間階とは地階，１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

　　　に設置する機器
（２) 設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

撤去する配管，ダクトの保温は取外す。

１．工事中

２．工事後

地上物件，地中埋設物等で本工事に起因して損傷した場合は，速やかに補修し，完全に復元

工事完成引渡後，施工または機器，材料の不備による故障は，約款第４１条（契約不適合）に

するものとする。

より１年間受注者の負担で完全に補修するものとする。

機
器
及
び
材
料

管
理

１．完成引渡しまでの

　　管理

工事完了後も予め監督職員の指示した日時までは受注者で管理し，各種公課に対する料金及び

各種の被害（火災，盗難，破損等）は一切受注者の負担とする。

２．機器の取扱い等

１．主要資材購入先名簿

　　の届出

本工事の施工に際して，資材を購入する場合は，極力広島県内に主たる営業所を有する業者に

に発注するものとする。また主要資材を購入しようとするときは，あらかじめ購入先の名称・　

標準仕様書の機材の検査に伴う試験に該当する機器については調査とあわせて，機器の構造及び

所在地及び資材名等を発注者に通知するものとする。

取扱い方法ならびに管理上の要点を管理者側に十分説明する。

１．完成時の提出書類等

２．工事に関する写真

　　※建築工事に準ずる

（３）諸官庁届出書類一覧表［諸官庁届出書類（正），許可書（正）共］

（１）工事竣工図書引渡し書　Ａ４版

（２）完成図書（Ａ４版）

（４）完成図面・施工図面二折製本　Ａ３版

（５）縮小完成図面・施工図面二折製本　Ａ４版

（６）工事記録写真　Ａ４版（工事記録写真カラ－サ－ビス版）

　　　　　　　　　　　　　（完成写真カラ－サ－ビス版）

（７）運転操作説明書　取扱説明書を簡易にまとめたもの　Ａ４版製本

（８）工事監理図書　Ａ４版

（９）電子成果品（電子納品）

（10）建物基本情報及び型式台帳（監督員が指定する様式で作成）

（11）その他監督員が必要と指示したもの

（１）工程写真

（２）工事記録写真

　　　工事の進行に伴い主要工程の写真（カラ－サ－ビス版）

　　　地中，コンクリ－トその他建設中に埋設又は隠蔽され，完成後外部から検査又は確認

　　　することが困難な部分，各種試験状況，その他監督職員の指示する箇所は写真（カラ－

（３）竣工写真

　　　サ－ビス版）にまとめて提出する。

　　　主要機器の取付箇所，その他監督職員の指示する箇所は写真（カラ－サービス版）に

　　　まとめて提出する。

（１）区分は●を，項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は　・　の付いたものを適用する。

　・　印　　※　印の場合は両方を適用する。　　　ただし，　・　印のない場合は　※　印を適用する。
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区分

引渡しを要するもの　　　　　※　無し　　

　　　　　　　　　　　　　　・　有り（　・　機器類　　・　配管類　　）

特別管理産業廃棄物　　　　　※　無し　　・　有り　（　　　　　　　　　　　　）

再生資源の利用を図るもの　　※　無し　　・　有り　（　　　　　　　　　　　　）

（１）本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市等

　　　（広島市，呉市，福山市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可

　　　対象とならない中間処理施設にあっては，廃棄物処理法に定められた基準に従っ

　　　た適正な施設）で処理すること。ただし，建設廃棄物が，破砕等（選別を含む）

　　　により，有用物となった場合，その用途に応じて適切に処理するものとする。

　　　（原則，県内処分）

（２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記（１）に

　　　揚げる施設のうち受入れ条件が合うものの中から，運搬費と受入費（平日の受入

　　　費用）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って，正当な理由があ

　　　る場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。

（３）本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄

　　　物については，広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので，適正に処理すること。

　　　なお，本工事では，広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。

優先的に選定するよう努めるものとする。

品目については，他の特記事項及び図面表記の範囲内で，環境負荷を低減できる材料を

（グリーン購入法）に基づき策定された「広島県グリーン購入方針」に掲載されている

び性能を有するものとする。また，国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

本工事に使用する機材等は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品質及

機器類は，図示する形状及び配管等の取り出し位置により，特定製造者の特定の製品を

を指示，限定しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

（２）電動機出力，燃料消費量，圧力損失等は，原則として表示された値以下とする。

・　配管施工（配管工事）　　・　冷凍，空気調和機器施工（冷凍空調機の据付）

・　熱絶縁施工（保温工事）　　・　建築板金施工（ダクトの製作及び取付）

下記項目の総合調整を行い測定表を監督職員に提出する。（　　　部）

　・　騒音の測定　・　振動の測定　　・　室内の気流及び塵埃の測定

　・　風量調整　　・　水量調整　　・　室内外空気の温湿度の測定　　

　・　浄化槽の放流水水質　　・　飲料水の水質の測定　　・　雑用水の水質の測定

測定箇所等は監督職員との協議による。

（１）ステンレス管に使用するバルブは５０Ａ以下は青銅製，６５Ａ以上はステンレス

　　　製を使用する。

（２）給水，給湯に使用するバルブ，水栓類は鉛レスの鉛水質基準適合品を使用する。

※　ベロ－ズ形　　・　スリ－ブ形

※　合成ゴム製（球形）　　・　ベロ－ズ製（ステンレス）

・　ポリテトラフルオロエチレン樹脂製

標準図　施工３による。

（１）油面制御装置の機能は下記による。

　　・　給油ポンプの起動，停止　　・　返油ポンプの起動，停止

　　・　ポンプ緊急停止警報　　・　満油警報　　・　減油警報　

　　・　遠方警報接点（　・　満油　　・　減油）

（　・　給水　　・　ガス　　・　油　）配管の変位吸収は標準図　施工４，５とし，

５０Ａ以下　・　融着継手　　・金属製継手　　７５Ａ以上　融着継手

　・　ガス配管　　・　冷却水配管　　・　

（１）機器類の能力，容量等は原則として表示された値以上とする。

（２）返油ポンプのあるシステムでフロ－トスイッチの上限フロ－トは，通過形接点とする。

設置場所は図示による。

※　接着接合　　・　ゴム輪接合

呼径６０Ｓｕ以下の継手は，ＳＡＳ３２２による拡管式とする。

非破壊検査の適用　※　無し　

　　　　　　　　　・　有り（　・　放射線透過検査　　・　浸透探傷検査又は磁粉探傷検査）

抜取り率は　・　標準仕様書による　　・　　　  ％

提
　
出
　
書
　
類
　
等

本仕様書は，標準仕様書の一般共通事項の補足及び，追加項目をとりまとめたものである。

設計図書の優先順位は次の順序とする。

　①技術的説明事項（追加説明，質問回答書を含む）

　②特記仕様書（図面記載のものを含む）　　③設計図面（標準図を含む）

官公署その他への手続きは，受注者が遅滞なく行い，これに要する費用はすべて受注者の負担

とする。また関係法令に基づく官公署その他関係機関の検査においてその検査に必要な資機材

及び労務を提供し，これに直接要する費用を受注者が負担する。

建築，電気その他別契約の関係工事について，工程及び，取合部分の施工に関し，常に緊密に

に連絡し，工事の円滑な進捗を図るものとする。

　④標準仕様書（令和４年版）

約款第３条に規定する。工程計画表は市で示す様式により，別契約の関係工事との取合い

１．取扱

２．優先順位

３．官公署その他への

　　手続き等

４．別契約の関係工事

　　との協調

５．工事実績情報の登録

４．履行報告

３．施工計画書

２．施工図等

１．工程表

を調整したものを提出する。

別契約の関係工事との取合いを十分に打合せ，各現場代理人捺印のうえ提出する。

当該建物の取得する施工図の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものと

する。

工事の着手に先立ち，現場の体制・組織，仮設計画，安全衛生管理，緊急時の連絡，災害予防

その他の現場運営に必要な計画を定めた「総合施工計画書」を作成し提出する。

また各種別の工事の施工にあたっては「工種別施工計画書」を作成する。

工程写真，状況写真を添付して月２回提出する。

約款第１１条に規定する工事履行報告書は，営繕課で示す様式「期間別工事工程報告書］で

受注者は受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について，工事実績情報

サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき，受注，変更，竣工，訂正時に工事実績情報として「工事

実績データ」を作成し，監督職員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の

「登録内容確認書」を監督職員に提出しなければならない。
なお，途中変更時の登録が必要な場合とは，工期の変更，技術者の変更があった場合とする。

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様

（１）図面及び特記事項に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

　　　及び「公共建築工事標準図（機械設備工事編)(令和４年版）」（以下「標準図」という）による。

　　　（令和４年版）」（ただし改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（以下「標準仕様書」という）

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

（３）標準仕様書で「特記がなければ」以下に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している場合において，それらが関係

　　　法令等（条例含む）に抵触する場合は，関係法令等の遵守（１．１．１４）を優先する。

（４）工事中及び竣工後，下記に示す調査を行うため，発注者より連絡があれば対応すること。

　　　　①公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

項　　　　　　目

　　　　②契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内

　　　　　　　　　　　　　　　（改修工事の場合の部分使用　　　　※　あり　　・　なし　）

５．指定部分　　　　　　　　　　※　なし　　・　あり(工期：～令和　　　年　　　月　　　日)

６．設備概要（改修工事の場合は既存の概要を示す。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象部分：　　　　　　　　　　　

・　空気調和（　・　単一ダクト方式　　・　各階ユニット方式　　・　パッケージ方式空気調和方式等

主要熱源機器

　　　　　　　　・　ガスエンジンヒートポンプ方式　）

　　　　　　　　・　ファンコイルユニット　　・　ダクト併用方式

・　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　鋼製ボイラー　　・　鋳鉄製ボイラー　　・　温水発生機（　・　真空式　　・　無圧式　）

・　チリングユニット　　・　吸収冷温水機　　・　吸収冷温水機ユニット

・　空気熱源ヒートポンプユニット　　・　パッケージ形空気調和機

・　マルチパッケージ形空気調和機　　・　ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

○　　　　　　

　　適用法規（　・　基準法　　・　消防法　）

・　機械排煙（　・　有り　　・　無し　）

・　１種換気　　・　２種換気　　・　３種換気

自 動 制 御 設 備

排　煙　設　備

換　気　設　備

・　有り（　・　単独処理　　・　小規模合併処理　　・　合併処理　）　　・　無し

・　水道直結方式　　・　高架タンク方式　　・　ポンプ直送方式　　・　水道直結増圧方式　　

・　直放流下水管（　・　合流式　　・　分流式　）　　・　浄化槽　　・　側溝　　・　別途桝

・　都市ガス　種別　　　　（　　　　　　　ＭＪ／Ｎｍ3 ）　　・　液化石油ガス

給　水　源

給　水　方　式

排　水　方　式

放流先

給　湯　設　備

消　火　設　備

ガ　ス　設　備

浄 化 槽 設 備

汚水

雑排水

・　上水道　　・　井水

・　自動制御方式（　・　電気式　　・　電子式　　・　デジタル式　）

・　自然流下　・　ポンプ排水（　・　汚物　　・　汚水　　・　雑排水　　・　　　　　）

・　直放流下水管（　・　合流式　　・　分流式　）　　・　浄化槽

排水槽 ・　有り（計画容量：　　　　　　 ｍ3）　　・　無し

・　有り（　・　局所式　　・　中央式　）　　・　無し

・　屋内消火栓　　・　連結送水管　　・　屋外消火栓　　・　スプリンクラー

・　消防用水　　・　泡消火　　・　連結散水装置　　・　フード等用簡易自動消火装置

・　粉末消火装置　　・　不活性ガス消火（　・　窒素　　・　　　　　　　　　　　）

・　ハロゲン化物消火　　・　無し

・　熱源（　・　電気　　・　都市ガス　　　・　液化石油ガス　　・　灯油　　・　Ａ重油　）

４．工事種目（　・　印の付いたものを適用する）

３．建物概要

２．工事場所

１．工事名称

Ⅰ．工事概要

　　　　　　　　　　　　　　第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　Ａタイプ

　　　　　　　　　　　　　　庄原市東城町川東

・

・

・

・

・

変更訂正年月日 Ａ３版標準スケールとする。

内 容 記 事 欄一級建築士 １／１

工事名称 図面名称 図面番号
一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

担当 縮尺〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号 ℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０
増　原　　寛

A-M01

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工（２・３工区） 機械設備　特記仕様書１Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



７

　　　・　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

●
給
湯
設
備 ．弁類

．保温

．配管材料１

３

２

　は図示による

．その他

．消毒薬

．埋戻し土

．放流水水質

．処理能力

．形式

．処理種別及び方式

．配管支持金物

．漏洩検知装置

．容器転倒防止

．ガス漏れ警報器

．液化石油ガス容器

．配管材料

．容器廻りの配管

．ガスメ－タ－

．都市ガス設備

※重複して適用の

　場合の使用区分

．消火栓弁の耐圧

．配管材料

．屋外消火栓

．

．屋内消火栓

．保温

○
ガ
ス
設
備

○
浄
化
槽
設
備

７

６

５

４

３

２

１

９

８

７

６

３

５

４

２

１

２

１

８

７

６

３

５

４

21 ．空調用流体の水質基準

20．消音内貼り

○
排
煙
設
備

○
自
動
制
御
設
備

．計装工事の記録３

．中央監視制御装置２

．温度調節器等１

．排煙風量測定５

排煙口開放及び復帰方式．４

．排煙口３

．ダクト２

．一般事項１

29

．直焚吸収冷温水機28

．冷媒ガス27

　予備品

．フィルタ－の26

．油積算流量計25

　金物

．防振吊り及び支持24

　流量測定口

．瞬間流量計及び23

　換気扇

　及び全熱交換形

．天井吊り形ＦＣＵ22

．

19

18

16

定風量，変風量ユニット

　抜き

．冷温水管等の空気

．圧力計

１

．

．

15

14

13

12

11

10

９

８

７

６

５

４

湿　度

(ＲＨ)(ＤＢ)

温　度湿　度

(ＲＨ)(ＤＢ)

温　度湿　度

(ＲＨ)(ＤＢ)

温　度

冬季

夏季

一般系統

室内(調整目標値)
外気条件

特　　記　　事　　項項　　　目

オイルサ－ビスタンク

．温度計

．風量測定口

．グリス除去装置

．吹出口・吸込口

．ダクト

．地下オイルタンク

　ユニット

．ファンコイル

．冷却塔

．鋼板製煙道

．設計用温湿度条件

２．配管材料

．弁類３

．ダンパー

．チャンバ－等

17

．衛生器具と排水管接続

●
衛
生
器
具
設
備

項　　　目

衛生器具の参考型番

　は図示による

　は図示による

．

．排水金物

．グリ－ス阻集器

※重複して適用の

　場合の使用区分

．配管材料

．保温

．タンク

．水栓

．水栓柱

．定水位調整弁

．量水器桝

．量水器　　

．弁類

　場合の使用区分

※重複して適用の

．配管材料

．大便器・小便器

．大便器用洗浄弁

．洗面器用自動水栓

．小便器用洗浄水

　節水装置

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

８

10

９

１

３

２

　　　ただし，　・　印のない場合は　※　印を適用する。　・　印　　※　印の場合は両方を適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は　・　の付いたものを適用する。

（１）区分は●を，項目は番号に○印の付いたものを適用する。

空気調和設備

区分

　　　　％

　　　　％

　　　　℃

　　　　℃

４０　　％

５０　　％

１９．０℃

２８．０℃

７１．５℃

５１．０℃

　０．１℃

３５．０℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＴＰＧ３７０　黒　ｓｃｈ４０）

（８）油・油用通気管　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒管）

（６）蒸気給気管　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒管）

（１）冷水・温水・冷温水管　　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

（２）ドレン管　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＲＦ－ＶＰ）

（３）冷却水管　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　・　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＡ）

　　　　　　　　　　　　　　　・　水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＰＡ）

（４）膨張・空気抜・補給水管　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

（５）空調用給水管　　　　　　※　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　　　　　　　　　　　　　・　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＡ）

　　　　　　　　　　　　　　　・　水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＰＡ）

　　　　　　　　　　　　　　　・　銅及び銅合金の継ぎ目無管

図面に特記なき場合の耐圧は，５Ｋとする。

（１）厚さ　※　３．２ｍｍ　　・　４．５ｍｍ

（２）煤煙濃度計　・　取付ける　　・　取付けない　　・　取付座を取付ける

（３）煤塵量測定口（８０φ×２）を　※　取付ける　　・　取付けない

標準型，低騒音型，超低騒音型の規定は，日本冷却塔工業会の騒音基準値による。

※　冷温水管の接続部（往・還）にはボール弁を取り付ける。

※　流量調節弁　　・　定流量弁　　・　三方弁　　を取付ける。

　　（定流量弁は　・　ダイヤフラム式流量可変式　　・　カートリッジオリフィス形）

※　床置形にはサブドレンパンを設けるものとし，材料等はドレンパンに準ずる。

インバーター機の表示された能力は，型番で選定する。

（１）据付け方法（標準図）は

　　　　・　地下オイルタンク据付け図（施工３１）

　　　　※　鋼製強化プラスチック製二重殻タンク据付け図（施工３０）

（２）タンクの保護被覆は　・　エポキシ樹脂　　※　強化プラスチック　　

　　　　　　　　　　　　　・　アスファルト

（３）遠隔油量指示装置（油面計は（　・　抵抗変化式　　・　磁歪式　）で

　　　（ ・　室内　・　室外　)より油量監視用）を取付ける。

油面計はゲ－ジ式（側圧式）とする。

（１）　※　低圧ダクト　　・　高圧１ダクト　　・　高圧２ダクト

（２）矩形ダクトは　・　アングルフランジ工法

　　　　　　　　　　※　コ－ナ－ボルト工法

　　　　　　　　　　　　（　・　共板工法　　・　スライドオンフランジ工法　）

　　　　　　　　　　　　（厨房用ダクトはアングルフランジ工法とする。）

（３）防火区画を貫通するダクトは，その貫通する部分の前後１５０mmを１．６mm厚

　　　鋼板製とする。

（４）厨房用ダクトの板厚

矩形ダクトの場合

（９）冷媒管　　　　　　　　　※　断熱材被覆銅管

（７）蒸気還水管　　　　　　　※　圧力配管用炭素鋼鋼管

パッケージ空調機の能力表示

１．０以上

０．８以上

０．６以上

０．６以上

０．８以上

０．６以上

０．５以上

０．５以上

亜鉛鉄板ステンレス鋼板

１．２以上

１．０以上

０．８以上

０．６以上

０．８以上

０．８以上

０．６以上

０．５以上

亜鉛鉄板ステンレス鋼板

(単位ｍｍ)

(単位ｍｍ)

ダクトの長辺

円形ダクトの寸法

４５０以下

４５０を越え１，２００以下

１，２００を越え１，８００以下

１，８００を越えるもの

円形ダクトの場合

３００以下

３００を越え７５０以下

７５０を越え１，０００以下

１，０００を越え１，２５０以下

（１）線状吹出口には，接続チャンバ－（長さ＋１００×３００×３００Ｈ）を設ける。

（２）シ－リングディフュ－ザ－の接続は標準図（施工４７）による。

　　　施工が困難な場合はフレキシブルダクトを使用してもよい。

（３）外壁に面するガラリにチャンバ－等を設ける場合には原則として勾配をつける。

（１）アルミニウム製は塗装を　※　行う　　・　行わない　　・　亜鉛鉄板製

（２）吸込口ＧＶＦＳは防火シャッタ－付吸込口を示す。

・　グリスエクストラクタ－　　・　グリスフィルタ－

取付け位置は図示による。　

標準図によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。

　・　ユニット形空気調和機廻りの還気ダクト，外気ダクト及び給気ダクト

　・　

機器附属品以外の温度計は　※　工業用バイメタル式温度計

　　　　　　　　　　　　　・　ガ－ド付きＬ形温度計

標準図によるほか図示した箇所に取付ける。

（１）防火ダンパ－は表示等により区分する。

（２）防煙ダンパー　　　復帰方式：遠隔復帰式（定格入力はＤＣ２４Ｖ，０．７Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　以下とする。）

・　メカニカル形　　・　風速センサ－形

（１）空気溜りを生ずると思われる箇所には，必要に応じて操作の容易な位置に空気抜

　　　き弁装置（　※　手動　　・　自動　）を設け排水口まで配管する。

（２）自動空気抜き弁装置は，標準図（施工３６（ｇ））による

〇
　
空
　
気
　
調
　
和
　
設
　
備
　
・
　
●
　
換
　
気
　
設
　
備

〇
　
空
　
気
　
調
　
和
　
設
　
備
　
・
　
●
　
換
　
気
　
設
　
備

（１）空調用吹出口接続チャンバ－及び図示したダクト並びにチャンバ－類とする。

（２）内貼りチャンバ－類の寸法は，外法寸法とする。

（３）吹出口接続チャンバ－以外の内貼りしたチャンバ－には点検口を設ける。

　　　点検口の大きさは，原則として４００×６００とする。

日本冷凍空調工業会（冷凍空調機器水質ガイドライン）による。

（１）遠方操作スイッチのフラッシュプレ－トは金属製（ステンレス，新金属も含む）

　　　とする。

（２）遠方操作スイッチの渡り配管は　・　別途工事　　・　本工事

（３）遠方操作スイッチの渡り配線は　・　別途工事　　・　本工事

（１）形式はピト－管（コック付）とする。　　※　固定式　　・　着脱式

（２）下記の箇所，若しくは図示により取付ける

　　　　・　冷凍機類の冷水出口　　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　　　　・　冷凍機類の冷却水出口　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　　　　・　ボイラ－又は熱交換器の温水出口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　　　　・　冷温水ヘッダ－の各送り管　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　　　　・　ユニット形空気調和機の冷温水入口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

標準仕様書によるほか，中央機械室の冷却水管，冷温水管，及び空調屋内ユニット等の

吊り，及び支持は防振吊り金物又は防振支持金物で行う。

※　設ける（図示した箇所に取付ける）　　・　設けない

空気調和機器等又はフィルタ－チャンバ－の装着枚数の１００％を予備品（枠付）とし

て納める。

ファンコイルユニットは総台数の（　・　５０％　　・　１００％　）に当たるフィル

タ－を予備品（枠付）として納める。

自動巻取り形及びグリ－スフィルタ－は装着単位の１００％を予備品として納める。

※　Ｒ４０７Ｃ，Ｒ４１０Ａ又はＲ３２　　・　

形式　　煙管式又は液管式

製造業者の標準品とし，原則として冷媒管と共巻きとする。（エアコン含む）．パッケージ空調機の内外渡配線

空調，換気の当該事項を適用する。

※　高圧１ダクト　　・　高圧２ダクト

※　亜鉛鉄板製　　・　鋼板製

・　パネル形　　　（　・　天井取付　　・　壁取付　）

・　スリット形　　（　・　天井取付　　・　壁取付　）

・　ダンパー形　　（　・　天井取付　　・　壁取付　）

電気式（　遠隔操作　※　不要　　・　要　）

建築設備定期検査業務基準書２０１６年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）

の排煙風量の検査方法に準ずる

取付け高さは　※　１３００ｍｍ　　・　

　・　有り（構成機能は図示による）　・　無し

（１）屋外，屋内露出の配線は，図示に特記がない限り金属管配管とする。

　　　天井隠蔽の配線は，図面に特記のない限りケーブル配線とする。

（２）原則として，次の用途に使用する電線類はＥＭケーブルとし，規格は一般事項

　　　１７.電線類の規格による。（機器，盤類はこれによらなくてもよい）

　　　　用途　：①電源線，接地線

　　　　　　　　②電気式の調節器（サーモ，ヒューミディ）用電線

　　　　　　　　③各種検出器（温度，湿度等），操作器（バルブ，ダンパー等）にお

　　　　　　　　　ける弱電信号，通信線を除く制御線

衛生設備

区分
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設
　
備
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○
　
消
　
火
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型番変更等により参考型番が変更または廃止されている場合，参考型番の同等品とする。

※　個別感知方式　(電源種別は　※　ＡＣ電源　　・　乾電池　　・自己発電　)

・　手動式

※　洗浄水量　４リットル／回以下

工事範囲は，電気一次側配管配線を除きすべて本工事とする。

電源種別は　※　ＡＣ電源　　・　乾電池　　・　自己発電

操作方式　　・　電気開閉式（　・　センサー式　　・　タッチスイッチ式　）

　　　　　　・　手動式

※　標準図（施工６３）　　・　標準図（施工６４）

標記板は　・　取付ける（　・　自動洗浄小便器は除く　）　　・　取付けない

特　　記　　事　　項

（１）一般配管用　

　　　※　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ)(ＳＧＰ－ＦＶＢ）

　　　・　水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ)(ＳＧＰ－ＦＰＡ）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　・　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　・  

（２）土間配管用　

　　　・　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ)(ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　・　水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ)(ＳＧＰ－ＦＰＤ）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　・  

（３）屋外土中用　

　　　※　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　・　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ)(ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　・　水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ)(ＳＧＰ－ＦＰＤ）

　　　・　水道用ポリエチレン二層管（５０Ａ以下）

　　　・　水道用ポリエチレン管（７５～１５０Ａ）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　・  

（４）ゴム輪接合の場合，直管以外の継手部には離脱防止金具付とする。

（５）特記なき給水管の最小口径は２０Ａとする。

（６）ステンレス鋼管を使用する場合は下記の水質の確認を行う。

　　　電気伝導率，Ｍアルカリ度，カルシウムイオン，マグネシウムイオン，全硬度，

　　　重炭酸イオン，遊離炭酸，塩素イオン，シリカ，蒸発残留物

（１）公営水道に直結する配管に使用するものは，１０Ｋとする。

（２）受水タンク以降の配管に使用するものは，５Ｋとする。

（３）給水引込み部の　・　止水栓　　・　弁桝　は水道事業者の指定品とする。

（１）親メ－タ－　※　借用　　・　買取り

（２）子メ－タ－　※　買取り　　・　借用

現地表示式（直読式）の表示機構は　　※　湿式アナログ式　　・　乾式デジタル式

遠隔表示式は（　※　パルス方式　　・　電文式　）発信器を備える。

（１）親メ－タ－用　※　水道事業者の指定品　　・　標準図（機材５７）

（２）子メ－タ－用　※　標準図（機材５７）　　・　水道事業者の指定品

・　標準仕様書による　　・　水道事業者指定品

※　合成樹脂製　　・　ステンレス製

（１）屋外の水栓は　・　キ－式ハンドル　　・　一般水栓

（２）台所流し用の水栓は泡沫式とする。

給水栓用配管の接続口を（　※　設ける　　・　設けない　）ものとする。

２槽式の場合は，連通管を設けるものとする。

ＦＲＰ製及びステンレス製水槽（保温形）は，マンホ－ルも保温形とする。

鋼板製，ステンレス製タンクの保温　・　施工する　　・　施工しない

．ＦＲＰ製タンクのマンホール

（１）屋内汚水管（第１桝まで含む）

　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・　排水通気用耐火二層管（ＶＰ）

　　　・　排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・　排水通気用鉛管

　　　・　コ－ティング鋼管（　・　ノンタ－ルエポキシ　　・　塩化ビニル　）

　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　・　

（２）屋内雑排水管（第１桝まで含む）

　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・　排水通気用耐火ニ層管（ＶＰ）

　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・　排水通気用鉛管　

　　　・　排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　・　コ－ティング鋼管（　・　ノンタ－ルエポキシ　　・　塩化ビニル　）

　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　・　

（３）通気管

　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・　排水通気用耐火ニ層管（ＶＰ）

　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・　排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　・　

（４）屋外排水管

　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　

　　　・　プレキャスト鉄筋コンクリ－ト製品（外圧１種Ｂ形）

　　　・　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　・　排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

　　　・　

記号「ＣＯＡＤ」は掃除口を兼用する排水金物を示す。

※　工場製作品（　※　ＳＵＳ製　　・　鋳鉄製　　・　ＦＲＰ製　）

・　現場施工品

・　耐火被覆　　・　標準図（施工６６（ａ））を施工する　　・　施工しない

（１）給湯管　　※　保温付き被覆銅管　　・　銅管　　・　ステンレス鋼管

　　　　　　　　・　耐熱性ライニング鋼管

（２）湯沸器，給湯器廻りの付属配管等は製造業者標準品とする。

図面に特記なき場合の耐圧は，５Ｋとする。ただし，公営水道へ直結する部分及び

特記部分は，１０Ｋとする。

湯沸器の給排気筒の隠ぺい箇所は保温　ｈ（イ）Ⅸ　を行う。　

（１）屋内消火栓

　　　　一般配管用　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　一般配管(ピット内)　　　※　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＴＰＧ３７０ＶＳ）　

　　　　　　　　　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　土中配管用（土間を含む）※　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＳ）

（２）連結送水管

　　　　一般配管用　　　　　　　※　圧力配管用炭素鋼鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　一般配管(ピット内)　　　※　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＴＰＧ３７０ＶＳ）　

　　　　　　　　　　　　　　　　・　圧力配管用炭素鋼鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　土中配管用（土間を含む）・　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＳ）

※　１０Ｋ　　・　１６Ｋ

（１）呼水タンクの保温　　※　施工しない　　・　施工する

（２）充水タンクの保温　　※　施工しない　　・　施工する

（３）消火配管の保温は次による。

　　　　・　屋内消火栓　　　※　施工しない

　　　　　　　　　　　　　　・　施工する

　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　屋外露出　　・　給水管に準じる範囲　）

　　　　・　スプリンクラ－　※　施工しない

　　　　　　　　　　　　　　・　施工する

　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　屋外露出　　・　給水管に準じる範囲　）

　　　　・　連結送水　　　　※　施工しない

　　　　　　　　　　　　　　・　施工する

　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　屋外露出　　・　給水管に準じる範囲　）

　　　　・　連結散水　　　　※　施工しない

　　　　　　　　　　　　　　・　施工する

　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　屋外露出　　・　給水管に準じる範囲　）

・　屋内消火栓　　・　易操作性１号消火栓　　・　屋内２号消火栓

※　広範囲型２号消火栓

屋外消火栓開閉弁の材質は　　・　鋳鉄製（要部青銅製）　　・　ステンレス鋳物製

箱の材質は　　　　　　　　　※　鋼板製　　　　　　　　　・　ステンレス鋼板製

（１）不活性ガス　　　　　・　ＩＧ－５４１　　・　ＩＧ－５５　　・　窒素

（２）ハロゲン化物ガス　　※　ＦＫ－５－１－１２　　・　ＨＦＣ－２２７ｅａ

　　　　　　　　　　　　　・　ＨＦＣ－２３

※　手動　　・　自動，手動切替式

※　手動　　・　自動，手動切替式

．新ガス系消火の起動方式

ニ酸化炭素消火の起動方式

．新ガス系消火剤の種類

ガス事業者の規定する供給約款等の定めによる。

（１）一般配管用　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　・　

（２）一般配管(ピット内)　・　ポリエチレン被覆鋼管　 ・　配管用炭素鋼鋼管(白)

（３）土間配管　　　　　　・　ポリエチレン被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　・　ガス用ポリエチレン管（ＪＩＳ－Ｋ６７７４）

（４）屋外土中配管　　　　・　ポリエチレン被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　・　ガス用ポリエチレン管（ＪＩＳ－Ｋ６７７４）

・　要（取付位置は図示による。外部出力端子　・　不要　　・　要）　※　不要　　

（１）親メ－タ－は　　※　ガス事業者より借用　　・　買取

（２）子メ－タ－は　　※　買取り　　・　ガス事業者より借用

（３）子メ－タ－の計量方式は　　※　直読　　・　遠隔表示

自動切替式で施工方法は標準図（施工７２）の　・　（ａ）　・　（ｂ）　・　（ｃ）

施工方法は標準図（施工７３）の　・　（ａ）　　・　（ｂ）

・　１０kg　　・　２０kg　　・　５０kg　　　　　本　　　※　借用　　・　買取

・　流量検知式 （切替形又は圧力監視形）　・　圧力検知式

ビニル被覆支持金物，又は配管クランプ部を電食防止テ－プ巻き

・　小規模合併処理（　※　担体流動方式　　・　嫌気ろ床接触ばっ気方式

　　　　　　　　　　　・　脱窒ろ床接触ばっ気方式　　・　分離接触ばっ気方式　）

・　合併処理（　・　接触ばっ気方式　　・　長時間ばっ気方式

　　　　　　　　・　回転板接触方式　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　ユニット形　　・　現場施工形

処理対象人員　　　　　　人　　処理水量　　　　　ｍ3／ｄ

流入ＢＯＤ濃度　　　　mg／㍑

ＢＯＤ　　・　６０　　・　３０　　・　２０　　・　１０　mg／㍑　以下

　　　　　・　　　　mg／㍑　以下

※　根切土の中の良質土（ＦＲＰ槽周囲は山砂の類）　・　購入土

３ケ月分相当を納入する。

性能責任施工とする。

竣工後６ケ月間流入・放流のＳＳ，ＢＯＤ，ＰＨ，透し度，大腸菌個数等を

（　※　報告する　　・　報告しない　）

変更訂正年月日 Ａ３版標準スケールとする。

内 容 記 事 欄一級建築士 １／１

工事名称 図面名称 図面番号
一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

担当 縮尺〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号 ℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０
増　原　　寛

A-M02

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工（２・３工区） 機械設備　特記仕様書２Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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防護蓋T-8　塩ビ製蓋φ200
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工事場所

１／３００

給排水全体配管図

（Ａタイプ）一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

工事名称

担当

図面名称

縮尺〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
図面番号

A-M03第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



No.1  (±0)

No.2  (±0)

65VU0.8 65VU0.8

ｺﾝｸﾘｰﾄ防護
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15×H36
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No.7  (±0)

100VU 2.0/100 3.00

No.9  (-12)

15×H67
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No.11  (±0)

↓流出方向

公共桝6  (-65)
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クリーン桝廻り配管詳細（参考図）　No SCALE

レジューサー

レジコン蓋（防水・防臭型）

アジャスター 300φ

樹脂製蓋（みかげ） 100φ

クリーン桝

100

75 100

小口径汚水桝　100-150
建物側

※ 管深さに合わせてアジャスターで調整

（ドロップ桝）

Ｓ＝１／１００排水配管設備平面図
<北２号棟>
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記号
名　　　称 仕　　　　　様

管　　　底 最終地盤
桝　　　蓋 備　　　　　考

基準ＧＬより 最終地盤より 基準ＧＬより

樹脂製ミカゲ蓋（T2）
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小 口 径 汚 水 桝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（注）管底は桝中心部の深さを示す。但し２段に記入したもの（ドロップ桝・段差付桝等）は上段が上流側、下段が下流側を示す。

　　　最終地盤は予想最終地盤を示す。（施工時の最終地盤を確認し桝蓋のレベルを調整すること。）
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管径

勾配

管底高(m)

追加距離(m)

測  点

マス間距離(m)

現況地盤高(m)

土被り(m)

100-150　　 (段差付)
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 (段差付) 既設 防護蓋　T-8付既設

汚水桝配管設備断面図

１／１００

排水設備図
<北２号棟>

一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０
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汚水桝配管設備断面図

１／１００

排水設備図
<北４号棟>

一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-M04-N4第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）

（Ａタイプ）

Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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Ｓ＝１／１００給水・給湯配管設備平面図

<北２号棟>

給水・給湯配管設備アイソメ図

１／１００

給水・給湯配管設備図
<北２号棟>

一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-M05-N2

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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給水・給湯配管設備アイソメ図

給8給7

Ｓ＝１／１００給水・給湯配管設備平面図

<北３号棟>

１／１００

給水・給湯配管設備図
<北３号棟>

一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-M05-N3

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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給水・給湯配管設備アイソメ図
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Ｓ＝１／１００給水・給湯配管設備平面図

<北４号棟>
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給水・給湯配管設備図
<北４号棟>

一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
A-M05-N4

（Ａタイプ）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



Ｓ＝１／１００

<全棟共通>

ガス配管設備平面図

ガス配管設備アイソメ図
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ガス配管設備図

一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

工事名称

担当

図面名称

縮尺〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
図面番号

A-M06第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



第二種中高層住居専用地域 第二種住居地域

（１）公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

（２）契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内

　本工事は工事中及び竣工後，次の調査を行うため，発注者より連絡があれば対応すること。

（３）公共建築物木材利用事例調査票…工事中に実施

　　　（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

工事に際し隣接建築物等に損傷を与えた場合は，速やかに現状復旧を行うこと。

（１）この工事の施工に際し，やむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請負わ

　　　せようとする場合は，原則として広島県内に主たる営業所・本店を有する業者に発注す

　　　るものとする。

（２）主要資材を購入しようとする場合は，極力広島県内に営業所・本店を有する業者に発注

（３）当該工事に使用する砂については，海砂（県外産を含む）を使用しないこと。

（１）工事に際し工事関係者以外の第三者の生命・身体及び財産の危害並びに迷惑を防止する

　　　ために必要な措置を執ること。

（２）上記について，「建設工事公衆災害防止対策要綱（平成５年１月１２日付け建設事務次

　　　官通達）」に基づき実施すること。

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する

（２）特記事項は○印のついたものを適用する

○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する・

・

　（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３）項目に記載＜　　＞の内表示番号は、木造標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）材料及び製造所等の記載は順不同である

（４）関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識

した場合には、その対応等について、監督職員と協議すること。

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定

（２）受注者は完了検査（中間検査含む）には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な

「公共建築木造工事標準仕様書（最新年度版）」（以下、「木造標準仕様書」という。）に

よる。図面、本特記仕様書及び木造標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新年度版）」（以下、

「標準仕様書」という。）による。

資料等（報告書等）を用意すること。

○印と　※　印のついた場合は共に適用する

・都市計画区域外

その他の区域，地域，地区，街区　（　　　　　　　　　　　）

防火地域　・防火　・準防火　・指定無し

・都市計画区域内（・市街化区域　・市街化調整区域　・指定なし）

用途地域　（ ）

法２２条指定区域

７．調査協力について

９．現状復旧

１０．主要資材

８．公衆災害防止措置

・

２．特記仕様

１．共通仕様

項　　目章

６．別途工事　：

１ 敷地の位置

特　　記　　事　　項
１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセ

トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

応じた材料を使用する

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量

が少ない材料を使用する

３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－

エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加さ

れていない材料を使用する

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

類等は、ホルムアルデヒド、アセアルデヒド及びスチレンを発散し

ないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとするまた、設計

図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種

及び第三種ホルムアルデヒド　発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大

臣の認定を受けた材料

ホルムアルデヒド放散量　第三種

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムア

ルデヒド発散建築材料

②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大

臣の認定を受けた材料

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律

第１００号）に基づき制定された「広島県グリーン購入方針」に掲載

されている品目については，他の特記事項及び図面表記の範囲内で，

環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう努めるものとする

材料の品質等６

＜１．４．２＞

材料・機材等の品質及び性能

２）本工事に使用する材料のうち、３）に指定する材料の製造業者等は、

次の（１）～（６）の事項を満たすものとし、その証明となる資料

(５)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(１)品質及び性能に関する試験データが整備していること

(２)生産施設及び品質の管理が適切に行っていること

(４)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

(３)安定的な供給が可能であること

(６)販売、保守等の営業体制が整えていること

（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾を

受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場

合はこの限りではない

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

常有すべき品質及び性能を有するものとする

３）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

＜１．１．４＞

受注者は，受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事につ

いて，工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき，受注，変更，竣工，

訂正時に工事実績情報として「工事実績データ」を作成し，監督職員の確認

を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の「登録内容確認書」を

監督職員に提出しなければならない。また，途中変更時の登録が必要な場合

とは，工期の変更，技術者の変更があった場合とする。

２ 工事実績情報

の登録

４ 発生材の処理等

３ 電気保安技術者

＜１．３．３＞

＜１．３．８＞

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材

・再生資源化を図るもの

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・上記以外　１．３．８（ｂ）（３）及び監督職員との協議による。

　※　配置する

１）本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）が廃棄物処

理法に基づき許可した適正な施設（許可対象とならない中間処理施

設にあっては，廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）

で処理すること。ただし，建設廃棄物が破砕等（選別を含む）によ

り有用物となった場合，その用途に応じて適切に処理すること。

（原則，県内処分）

２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，

前記（１）に掲げる施設のうち受入れ条件が合うものの中から，運

搬費と受入れ費（平日の受入れ費用）の合計が最も経済的になるも

のを見込んでいる。従って，正当な理由がある場合を除き，再資源

化に要する費用（単価）は変更しない。

３）本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入

する建設廃棄物については，広島県産業廃棄物埋立税が課税される

ので適正に処理すること。

なお，広島県産業廃棄物埋立税は見込んでいる。

５ 環境への配慮

＜１．４．１＞

化学物質を放散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び

性能を有すると共に、次の１）から４）を満たすものとする

無収縮グラウト材 防水剤 現場発泡断熱材

既成調合モルタル 吸水調整材

アルミニウム製建具 鋼製建具

鋼製軽量建具 ステンレス製建具

錠前類 クローザ類

自動扉機構 自閉式上吊り引戸機構

天井点検口 床点検口

グレーチング 鋳鉄製ふた

エポキシ樹脂

ポリマーセメントモルタル

既成調合目地材既製木製室内建具 既製室内家具

適用基準等１

※建築工事標準詳細図（最新版）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（以下「標準詳細図」という）

※建設工事公衆災害防止対策要綱 ※建築工事安全施工技術指針

※建設副産物適正処理実施要領（広島県土木局制定）

※県産木材の利用の促進に関する指針

※再生資源利用促進実施要領（広島県土木局制定）

※フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（最新版）住宅金融支援機構監修

※日本住宅性能表示基準（最新）国土交通省

※庄原市公営住宅整備基準 住宅性能表示制度の評価項目 ７項目

構造安定：等級１ 劣化軽減：等級２ 維持管理；等級２ 音環境：等級２

温熱環境：等級４又は３ 高齢者配慮：等級３空気環境：等級３

１．工事名称　：

２．工事場所　：

３．敷地面積　：

４．構造規模　：

５．工事種目　：

建築面積 ㎡／棟 ㎡／棟

敷地構内舗装駐車場区画

居室照明器具・ＴＶ電話機器類

物置新設

木造在来軸組工法　平屋

共同住宅新築

㎡

延床面積

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）（Ｂタイプ）

広島県庄原市東城町川東３０６番地１

180.11 145.75

634.19

仕　様　書

Ⅰ．工　事　概　要

Ⅱ．建築工事仕様Ⅱ．建築工事仕様

０
　
法
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制
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設計縮尺 図面番号１級建築士事務所冨永建築設計事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

特記仕様書１

　　　　登録番号　23(1)4914号

TEL　0824-72-6669
広島県庄原市川手町276-1

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」



次の工事について保証書を提出すること

工事区分

防水工事

屋根工事

防錆工事

特殊床工事

植栽工事

防蟻処理

材料名

・合成高分子ルーフィング防水

・塗膜防水

・長尺金属板葺き

・折板葺き

・瓦葺き

・フローリング及び塗装

・活着

備考

年

漏水の場合等

漏水の場合等

年

年

年

年

年

年

年

枯死の場合年

年

保証年限

耐風・漏水等

設備工事との

項　　目章 特　　記　　事　　項

７ 特別な材料

の工法

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品等の指定工法

による

技能士８

＜１．５．２＞

排水工事

舗装工事

植栽工事

仮設工事

鉄筋工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

※技能士に関しては，積極的な活用を図ること。

ＡＬＣ

屋根及び

とい工事

カーテン

ウォール工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

左官

カーテンウォール施工

表装

配管

路面表示施工

造園

ＡＬＣパネル施工

ブロック建築

とび

鉄工

コンクリート圧送施工

型枠施工

鉄筋施工

とび

防水施工

石材施工

タイル張り

建築板金

建築大工

スレート施工

内装仕上施工

建築板金

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

サッシ施工

ガラス施工

塗装

内装仕上施工

とび作業

鉄筋組立作業

コンクリート圧送工事作業

型枠工事作業

構造物鉄工作業

とび作業

コンクリートブロック工事作業

ＡＬＣパネル工事作業

アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

セメント系防水工事作業

シーリング防水工事作業

改質アスファルトシートトーチ工法

ＦＲＰ防水工事作業

防水工事作業

石張り作業

タイル張り作業

内外装板金作業

スレート工事作業

大工工事作業

鋼製下地工事作業

内外装板金作業

左官作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

自動ドア施工作業

金属製カーテンウォール工事作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

建築塗装作業

プラスチック系床仕上工事作業

カーペット系床仕上作業

壁装作業

建築配管作業

溶解ペイントハンドマーカー工事作業

加熱ペイントマシンマーカー工事作業

造園工事作業

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

９ 化学物質の

濃度測定

＜１．５．９＞

１）図示した室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、

エチルベンゼンの室内濃度を　　測定し、厚生労働省が定める指針値

以下であることを確認し、監督職員に報告する　　パッシブ型採取機

器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う

③測定

②５時間閉鎖

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納

部分の扉を含む）を開放し、３０分間換気する

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、

造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉は開放したままとする

イ　②の状態のままで測定する

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合

により、２４時間測定が行えない場合は、８時間測定とする。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする

なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央

となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する

④分析

⑤その他

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、

濃度を分析する

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること

２）木材の防腐・防蟻処理剤は，クロルピリホス，ダイアノジン及びフェ

ノブカルブを含有しない薬剤とし，加圧式防腐・防蟻処理等は工場で

行い十分乾燥させた後現場に搬入する

３）保温材，断熱材，緩衝材については，ホルムアルデヒドを発散しない

☆☆☆☆等級のものとするか発散が極めて少ないＦ

４）塗料，壁紙，仕上塗材，合板，接着剤等で屋内に面するものについて

は，ホルムアルデヒドを発散しないか，発散が極めて少ないＦ☆☆☆

☆等級のものとする

５）屋内に面して用いる材料は，上記２）～４）に適合した上で，揮発性

有機化合物の発散が無い若しくは極めて少ないものを選択するように

努め，１）の規定を満たすこと

１０ 工事写真等 下記のものを監督職員に提出する。工事中写真及び完成写真の撮影は国土交

通省大臣官房官庁営繕部制定の「営繕工事撮影要領」によるものとする

（１）工程写真

（２）工事中写真

工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービ

ス版）を期間別工事工程報告書に添付するものとする

水中又は地下に埋設される部分，その他完成後外部から検査・確認す

（３）完成写真

る事が出来なくなる部分，及びその他監督職員が指示する箇所は，

Ａ４版写真台帳にまとめて完成検査日までに提出するものとする。

（５）保管

【撮影箇所】

建物外観各方向，主要箇所，主要室内その他監督職員が指示する箇所

【規格・提出部数】

※Ａ４版クリアファイル 部　　・Ａ４版写真台帳　　

【完成写真の撮影業者】

・監督職員の承諾する撮影業者

（４）その他の写真

隣接建物等に損傷のおそれがある場合は，施工前・施工後の写真

（カラー・キャビネ版）を監督職員の指示により提出するものとする

工事写真のネガ・データは，受注者において工事完成後２年間保管

すること

１１

＜１．７．１～３＞

完成時の

提出図書

＜表１．７．１＞

竣工図の種類（※全て・　　　）

作成方法　CAD（ＣＡＤデータの提出（※要　・不要））

原図　.※普通紙　　・ 不要

竣工図　二つ折製本（・ A１版　　部　・A２版　　部　・ A３版　３部）

竣工図は原則として原図にて修正を行い，施工図・保全に関する資料で必要

なものの提出は監督職員の指示による

なお，１２　電子納品で対象工事である場合は，加えて電子成果品を　２部

提出すること

・型式台帳

型式台帳は，監督職員が指定する様式で作成する。建物で使用する部材，機

器を記入し提出すること。

電子納品１２ ※電子納品対象工事とする

電子納品とは，「調査，設計，工事などの各業務段階の最終結果を電子デ

ータで納品すること」をいう。ここでいう電子データとは，「営繕工事電

子納品要領（以下，要領という）」に基づいて作成されたものを指す

成果品については，「要領」に基づいて作成した電子成果品を電子媒体で

提出する。「要領」で特に記載がない項目については，原則として電子デ

ータを提出する義務はないが，「要領」の解釈に疑義がある場合は監督職

員と協議の上，電子化の是非を決定するまた，成果品提出の際には，ウイ

ルス対策を実施したうえで提出すること

工事中情報共有

システム

１３ （１）本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，

業務の効率化を図る情報共有システムは未対象である。

庄原市請負契約の記載がある場合それに準ずる。

１４

１５

＜１．７．２＞

施工図及び

施工計画書

取り合い

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、

発注者に移譲するものとする

（施工範囲）

※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔

※図示した壁，天井の仕上げ材，下地材切り込み及び下地補強

※自動閉鎖装置設置箇所の切り込み及び補強

１６ 施工中の

安全確保

・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は，労働安全衛生法第３０条

第２項に基づき，当該工事について，同条第１項に規定する措置を講ずべ

き者として本工事現場代理人を指名する

・労働安全衛生法第１５条に基づく統括安全衛生責任者を選任したときは，

本契約後直ちに「統括安全衛生責任者選任届出書」（任意様式）を提出

すること

工程報告１７ 市指定様式による期間別工事工程報告書を毎月指定回３部提出すること

保証書１８

・ＦＲＰ防水・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（改質含む）

５

２

提出部数：３部

部　３

※提出を要する　　完成図書：２部

３　部

10瓦材料
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設計縮尺 図面番号１級建築士事務所冨永建築設計事務所
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/寸法
形状

耐滑り性：JIS A 1509-12（セラミックタイル試験方法ー第12部：耐滑り性

試験方法）で規定する C.S.R値は0.4～1.0とする。

※ 目荒し工法（高圧水洗処理）　・ ＭＣＲ工法

外装タイル ・ 密着張り ・ 改良積上げ張り ・ 改良圧着張り

内装タイル以外のユニットタイル ・ マスク張り ・ モザイクタイル張り 

再生材料

の適用Ｇ

吸水率区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類(㎜)

うわぐすり 役物 色

施釉 無釉 有 無 標準 特注 有 無

耐凍害性 耐滑
り性

施工

箇所

玄関

種類

磁器

外装
床 150角

ﾎﾟｰﾁ
床

玄関巾木

<10.10.1>

項　　目章 特　　記　　事　　項

中間技術検査１９

石綿含有成形板

の処理等

２０

＜１．６．２＞

※行う（回数及び時期については監督職員の指示による）　　・行わない

１ 材料

木工事に使用する木材等は、使用材料表９による

木工事に使用する合板等は、使用材料表１０による

・ 釘 ・ JIS A 5508　材質（　　　　　　　　　　　　）

・ JIS A 5508に規定されているもの以外の釘

材質（　　　　　　　　　　）

・ 造作材化粧面の釘打ち

※ 隠し釘打ち　　　　・ 釘頭埋め木

・ つぶし頭釘打ち　　・ 釘頭現し

・ 木ねじ

・ JIS B 1112又は JIS B 1135

材質　※ステンレス

・ JIS B 1112又は JIS B 1135 に規定されているもの以外の木ねじ

材質　（　　　　　　　　　　）

表面処理鉄・ｽﾃﾝﾚｽ

表面処理鉄・ｽﾃﾝﾚｽ

表面仕上げ２ ・ 製材の表面仕上げ

・ 手加工　　※ 内部造作材、外部造作材はＨ－Ｂ種、下地材はＨ－Ｃ種

・ 機械加工（ ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種）

・ Ｈ－Ａ種　　・ Ｈ－Ｂ種　　・ Ｈ－Ｃ種

・ 造作用集成材の表面仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　 　   　

・ 機械加工（ ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種）

３ 木材の

耐候性処理

屋外に使用する仕上げ木材

・ 木材保護塗料塗り

施工箇所　　・ 図示　　

種別　　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

５ 外壁通気

構法下地

木材の

防虫処理

施工箇所　　・ 図示　

処理方法　　・ 図示　

６ 和室の造作

積雪地の場合の下地補強

・ 縦通気胴縁工法

工法種別

・ 横通気胴縁工法

補強方法

※ 木造標準仕様書10.8.2(ｳ)(h)による

・

※ 木造標準仕様書10.8.2(ｳ)(i)による

・

補強高さ(mm) 

柱　　・ 背割不要の処理

<10.8.2>

１ ＦＲＰ系

塗膜防水

該当品なし

該当品なし

シーリング２ <11.3.2> <表11.3.1> <11.3.3>

ただし、外装壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは標準仕様書11章による。

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法　※　木造標準仕様書11.3.3(1)から(2)による　　

３ 防水テープ <11.4.2>両面粘着防水テープの幅　※ 50mm以上　　

下表以外は、木造標準仕様書表11.3.1及び各メーカー指定の標準仕様による。

【４～９は木造特記仕様書（構造関係）による】

<10.2.2><10.2.3><10.2.4>

<10.1.4><表10.1.1><表10.1.2>

<10.3.1>(18.13.2)

<10.3.2>

説」第５章資料に示す「施工状況報告書等」に記載する内容）

工事，ガラスブロック積み工事において，施工計画書により工法を定める

２２ 耐荷重及び

耐外力

基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

積雪区分　建設省告示第１４５５号　別表（　　　　）

２３ 検査記録

外壁ＡＬＣパネル工事，外壁押出成形セメント板工事，合成高分子系ルー

フィングシート防水工事（機械的固定工法），外壁石取付け（乾式工法）

工事，屋根葺き（長尺金属板，折板，粘土瓦）工事，アルミニウム製笠木

際の，建築基準法に基づき定まる風圧力算定のための風速(Vo)，区分等は

次のとおりとする

杭地業工事，鉄筋工事，コンクリート工事，鉄骨工事については，次の内容

を記載した検査記録を整備すること

* 工事完了通知書第４面及び照合方法が確実に行われていることを証明す

る書類（ＩＣＢＡ（建築行政 センター）の「構造審査・検査の運用解

30

３３

設計ＧＬ ※図示による　・（　　　　）２１

１ 足場等 <2.2.4>

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、

同ガイドラインにより行う。

対策はJIS A 8971の施工基準に基づく装備基材わもちいる。

屋根及び小屋組の建方工事における転落防止

工事用電力

事務所等

監督職員２ <2.3.1>※ 設ける ㎡程度 ・ 設けない

現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示による

５

３ 工事用水 構内既存の施設 ※ 利用できない ・利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）

４ 構内既存の施設 ※ 利用できない ・利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）

仮囲い等の 別紙設計図による

安全施設

６ 工事現場の

表示

現場の見えやすい位置に，監督職員が指示する次の表示板を設置する

※工事名等の表示板（900mm×600mm）

・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

７ 交通誘導員 ※配置する　　・配置しない

※大型車両進入時　（　　）人／日　　・常時配置　（　　）人／日

・（　　　　　　　　）作業期間　（　　）人／日

２

・建築確認表示板（350mm×250mm以上）

１ 埋戻し及び盛土 材料及び工法

※ 標準仕様書表3.2.1による種別

　　　　　　　

・ Ｄ種　適用場所（　　　　）

（品質：細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を

50％未満とする。）

・ Ｂ種　適用場所（　　　　）

・ Ａ種　適用場所（　　　　）

〈3.2.3〉〈表3.2.1〉

一般部 良質根切土

山砂類

・ （材料：　　　　　　　　工法：　　　　　　　　　）

・ Ｃ種　適用場所（　　　　）土質（　　　　　）受渡場所（　　　　）

建設発生土

の処理

※ 現場説明書の施工条件明示による

・ 構内指示場所に敷き均し

２ <3.2.5>

３

・ 構内指示場所に堆積

・捨ｺﾝｸﾘｰﾄ地業等

４

砂利・砂

鉄筋工事

バルコニー

手すり

<11.4.3>バルコニー手すりの工法

※ 木造標準仕様書11.4.3(ｹ)①～⑤までによる固定方法

・ 図示

ケイ酸質系

塗布防水

５ 該当品なし

施工１ 該当品なし

１ 伸縮調整目地

及びひび割れ

誘発目地

位置　※ 標準仕様書表11.1.1による　　・ 図示

〈11.1.3〉〈表11.1.1〉

２ セメントモルタ

ルによるタイル

張り

タイルの形状、寸法等 〈11.2.2,7〉

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・ 行う　※ 行わない 

見本焼き　・ 行う　・ 行わない 

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

壁タイル張りの工法 　

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）４章による。

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章 及び

及び日本住宅性能表示基準（国土交通省）

による。フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）

５ ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

型枠工事

打放し仕上げ種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

及び日本住宅性能表示基準（国土交通省）

による。フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）６章 及び

１
　
一
般
共
通
事
項

10３

４

10

木
　
工
　
事

木
　
工
　
事

11

防
　
水
　
工
　
事

土
・
地
業
・
基
礎
工
事

５
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組
構
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壁
構
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工
事

６
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再生材料

の適用Ｇ

吸水率区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

種類 形状
/寸法

(㎜)

うわぐすり 役物 色

施釉 無釉 有 無 標準 特注 有 無

耐凍害性 耐滑
り性

備考施工

箇所

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、

セメント、細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合

した材料とする。

３ 有機系接着剤に

よるタイル張り

タイルの形状、寸法等 〈11.3.2～4,7〉

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

試験張り　　・ 行う　　※ 行わない 

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない 

有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　  ※ 規制対象外　　

目地のシーリング材

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

打継ぎ目地　※ ポリウレタン系シーリング材　

ひび割れ誘発目地　※ ポリウレタン系シーリング材　

伸縮調整目地　※ 変成シリコーン系シーリング材　

その他の目地　※ 変成シリコーン系シーリング材　

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理

※ 目荒し工法（高圧水洗処理）　・ ＭＣＲ工法

（成形板、笠木、建具以外）

項　　目章 特　　記　　事　　項

既調合モルタル

（品質・性能）

品質・性能品質・性能項目

0.20％以下

4.0Ｎ/㎜2以上

70.0％以上 長さ変化率 

曲げ強さ

項目

1.80ｋｇ/Ｌ以上 

0.60Ｎ/㎜2以上

0.40Ｎ/㎜2以上

保水率 

単位容積質量

接着強さ 標準時

温冷繰返後

既調合目地材

（品質・性能）

品質・性能項目品質・性能項目

保水率 

長さ変化率 

30.0％以上

0.2％以下(収縮)

吸水量 

単位容積質量 

50ｇ以下 

1.80ｋｇ/Ｌ以上 

材料１ <14.2.2>下葺材料

※ 改質アスファルトルーフィング下葺材(一般タイプ)

・ アスファルトルーフィング940

改質アスファルトルーフィングの積雪寒冷地対策　・ 行う

金属板葺２

板及びコイル

の種類

・

<14.3.2～8>

※ JIS G 3322

の屋根用コイル

塗膜の耐久性、めっき

付着量等の種類・記号

厚さ

(mm)

屋根葺形式

・ 平葺（一文字葺）

・ 心木あり瓦棒葺

・ 心木なし瓦棒葺

・ 横葺

・ 立平葺

固定釘等

の材質

・

心木の防腐・防蟻処理方法(　　　　　　　　　　　　　)

・ 平葺（一文字葺）の工法

はぜの作り方　　※ 図示　　

      　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 心木あり瓦棒葺の工法

銅板以外の板による屋根一般部分の工法

溝板及びキャップの留付け方法　※ 木造標準仕様書14.3.5(3)(ｱ)(c)による

銅板による屋根一般部分の工法

瓦棒の間隔　　※ 図示　　

瓦棒の間隔　　※ 図示　　

・ 心木なし瓦棒葺の工法

※ 木造標準仕様書14.3.4(ｵ)(a)による　　

※ 木造標準仕様書14.3.4(ｵ)(b)による　　

屋根の流れ方向に並行な壁との取合い部

・ 雨押さえを付ける場合

・ 雨押さえを用いない場合

工法

吊子、各部の釘の留付け間隔　　・ 図示　　

建築基準法に基づく風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に

対応した工法

雪止め　・ 設置する（施工箇所　・ 図示　　・　　　　）

３ 折板葺 該当なし

粘土瓦葺４ <14.5.2､3>

形状に

よる区分

・ Ｊ形瓦

・ Ｓ形瓦

・ Ｆ形瓦

種類

製法に

よる区分

寸法に

よる区分

役物

軒
瓦

・

・

・

・

そ
で
瓦

の
し
瓦

冠
瓦

半
瓦

雪
止
め
瓦

鬼
瓦

巴
瓦

大きさ 産地等

補強用心木の防腐・防蟻処理方法(　　　　　　　　　　　　　)

工法

建築基準法に基づく風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の

瓦桟木の留付け工法　　※ 図示　　

棟の工法　　※ 木造標準仕様書14.5.3(5)(ｱ)から(ｴ)までによる　

風圧力に対応した工法

桧材使用

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

５ スレート葺

６ アスファルト

シングル葺

該当なし

該当なし

石州産

長さ　（　　　　　　　　　　）

厚さ　（　　　　　　　　　　）

外径　（　　　　　　　　　　）

種類　（　　　　　　　　　　）

・ 硬質塩化ビニル樹脂製

板厚　　※ 一般部0.35mm、谷どい部0.4mm　　

・ 銅板

板 厚 　 　

種類　　※ 木造標準仕様書表14.8.1（　　　　　　　　　　）　　

・ 谷どい

板 厚 　 　

種類　　※ 木造標準仕様書表14.8.1（　　　　　　　　　　）　　

・ 金属板（銅板を除く。）

といの材料

<14.8.2、3> <表14.8.1>７ とい

とい受金物 

足金物 

材種　・ 溶融亜鉛めっきを行った鋼板製　　・ 銅板製

多雪地域　　・ 適用する　　・ 適用しない  

材種

形状 ・ 25×4.5以上・ 市販品（とい径100以下）

・ 銅板製 ・ 溶融亜鉛めっきを行った鋼板製　　 ・ ﾒｰｶｰ指定品 

・ ﾒｰｶｰ指定品 

・ ﾒｰｶｰ指定品 

・ ﾒｰｶｰ指定品 

・ 特殊塩化ビニル樹脂製又は樹脂被覆鋼板製

硬質塩化ビニル製集水器の形状

　・硬質塩化ビニル製あんこうの形状  図示

・ 図示

・ 図示

１ ステンレスの

表面仕上げ 施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

※ ＨＬ程度

種類

・ 鏡面仕上げ程度

・ №2B程度

〈14.2.1〉

２ アルミニウム

及びアルミニウ

ム合金の
表面処理

色合等

無着色

種別

※標準色（　　　　　）

※標準色（　　　　　）

・特注色（　　　　）

・特注色（　　　　）

〈14.2.2〉〈表14.2.1〉

施工箇所

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

３ 鉄鋼の

亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｆ種

・ Ｅ種

・ Ｄ種

・ Ａ種

種　別表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）

〈14.2.3〉〈表14.2.2〉

４ 軽量鉄骨

天井下地

該当なし

軽量鉄骨壁下地５ 該当なし

金属成形板張り６

７ アルミニウム製

笠木

８ 手すり及び

タラップ

該当なし

該当なし

該当なし

モルタル塗り１ 〈15.3.2,5〉

　　　　　　　　　　　 

モルタル

既製目地材

床の目地

※ 現場調合材料　・ 既調合材料（材料　　　　　　　　　）

・ 設ける　施工箇所（　　　　）形状（※図示　・　　　　）

・ 設けない 

※ 設ける（目地割り２㎡程度　最大目地間隔３ｍ程度・　　　）

（種類　※ 押し目地　　・　　　　　　）　

・ 設けない 

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験 

・ 適用する　　・ 適用しない 

※ 図示
石州産
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建築用のモルタルに用いるセメント防水剤 

セメント重量の5％以下

（凝結時間）始発：1時間以上　終結：10時間以内

（安定性）収縮性、膨張性のひび割れ及びそりの有無について確認する。

防水剤を混入したもの、しないものの吸水比 95％以下 

防水剤を混入したもの、しないものの透水比 80％以下 

防水剤を混入したもの、しないものの曲強度比及び圧縮強度比 70％以上 

ただし、透水試験における水圧は、3.0×105Ｐａとし1時間行う

項　　目章 特　　記　　事　　項

建具回り等の充填モルタルに使用する防水剤

（品質・性能）

防水剤の種別 

凝結及び安定性  

混合割合 

曲げ及び圧縮強度比 

透水比 

吸水比 

項目 品質・性能

ラス系下地２ 該当なし

直均し仕上げ

床コンクリート３ 〈15.4.2〉〈6.2.5〉

仕上げの平たんさは、図示及び標準仕様書15.4.2(ｱ)(ｲ)以外は下記による

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

ｃ種

ｂ種

ａ種

施工箇所標準仕様書表6.2.5

による平坦さの種別

カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り

合成樹脂塗床、ﾋﾞﾆｰﾙ系床材張り、床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上、

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（置敷式）　（　　　　　　　　　　　　）

ﾀｲﾙ張り、ﾓﾙﾀﾙ塗り、ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（支柱調整式）

４ セルフレベ

リング材塗り

該当なし

仕上塗材仕上げ５

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 

仕上塗材の種類 

〈15.6.2〉

  ※ 規制対象外　　・ 

・ 薄付け仕上塗材

※ 外装薄塗材Ｅ

・

呼び名 仕上げの形状 工法 防火材料

・

・・ 適用する

・ 適用する

吸放湿性

・ 厚付け仕上げ塗材

呼び名 仕上げの形状 工法 吸放湿性

・ 適用する

上塗り材

・ 適用する

防火材料

・

・ 複層仕上塗材

・

呼び名

※ 複層塗材Ｅ

仕上げの形状

　 　 　

　 　 　

　 　 　

溶媒 ※水系

樹脂 ※ｱｸﾘﾙ系

外観 ※つやあり

工法 上塗り材の種類 耐候性

※ 耐候形

　 ３種

・

防火材料

・

軽量骨材仕上塗料

呼び名 防火材料

・

・

６ ＡＬＣパネルの

場合の下地処理

該当なし

７ マスチック

塗材塗り

８ 石膏プラスター

塗材塗り

９ ロックウール

吹付け

10 しっくい塗り

11 こまい塗り

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

防火戸１

・ 適用する　指定箇所（ ※ 建具表による　・　　　　　　　）

〈16.1.3〉

建具見本の製作２ 〈16.1.4〉

※ 製作しない　・ 製作する（ ※ 納まり等が分かる程度のもの　・　　　　）

防犯建物部品３

・ 適用する　適用箇所（ ※ 建具表による　・　　　　　　　）

〈16.1.6〉

４ アルミニウム製

建具 性能値等

〈16.2.2,4,5〉〈表14.2.1〉〈表16.2.1〉

・ 耐風圧性の等級（　　）、気密性の等級（　　）、水密性の等級（　　）

※ 標準仕様書表16.2.1による種別

外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

外部に面する建具の種別（木下地）

・ Ｄ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

・ Ｅ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

防音ドア、防音サッシ

遮音性の等級（　　　　　　　　）

（建具符号： ・ 建具表による　・　　　　）

断熱ドア、断熱サッシ

（建具符号： ・ 建具表による　・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　　　）

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

（建具符号： ・ 建具表による　・　　　　）

ステンレス鋼板の材料　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　

枠の見込み寸法　 ※ 建具表による　・ 

表面処理 

外部に面する建具　種別　・ BB-1種　・ BB-2種  ・ 　

色合等　　※ 標準色（　　　　　　　）　・ 特注色（　　　　　　）

屋内の建具　　　　種別　・ BC-1種　・ BC-2種　・ 

色合等　　※ 標準色（　　　　　　　）　・ 特注色（　　　　　　）

結露水の処理方法　※ 図示　・ 

水切り板、ぜん板　※ 図示　・ 

網戸等５

ステンレス（SUS304）線材・ 防鳥網

・ ステンレス（SUS316）製 

・ ガラス繊維入り合成樹脂製 

※ 合成樹脂製 ・ 防虫網

種類

〈16.2.3〉

材質

1.5ｍｍ

※ 0.25ｍｍ以上

線径

・ 

網目寸法15ｍｍ

網目

・ 

※ 16～18メッシュ 

該当なし

S-3 W-3A-3

等級2・3

メーカー仕様による

メーカー仕様による

樹脂製建具 〈16.2.5〉〈16.3.2～5〉〈表16.3.1〉

性能値等

・ 耐風圧性の等級（　　）、気密性の等級（　　）、水密性の等級（　　）

※ 標準仕様書表16.3.1による種別

外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

S-3 A-3 W-3

該当なし

外部に面する建具の種別（木下地）

・ Ｄ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

・ Ｅ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　・ Ｔ－１ 　・ Ｔ－２　　

（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　　）

（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　　）

枠の見込み寸法　　※ 建具表による　　

表面色　　※ 標準色　　・ 特注色

水切り板、ぜん板　　※ 図示　　

ガラス　　※ 建具表による　　

鋼製建具

断熱ドア、断熱サッシの断熱性の等級 ・ Ｈ－４ ・　・ Ｈ－６　  ・ Ｈ－５

Ｈ－５

該当なし

鋼製軽量建具

ステンレス製

建具

該当なし

該当なし

木製建具 〈16.7.2～4〉

建具材の加工、組立時の含水率　※ Ｂ種　　・ 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※ 規制対象外　・ 

※ Ｆ☆☆☆☆取得材料使用

・ フラッシュ戸 

合板の種類

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

板面の品質（　　　　　　　　） 

表面の樹種

規格等

樹種名（　　　　　　　　　） 

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

化粧加工の方法 

表面性能（　　　　   　 　）タイプ 

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 

備考

　 表面材の合板の種類 

・ 普通合板

・ 天然木化粧合板

・ 特殊加工化粧合板

不透明塗料塗り 

生地、透明塗料塗り 

（ ※ ラワン合板程度　　・　　　　　 　）

（ ※ しな合板程度 　・　　　　　　） 

（ ・オーバーレイ 　・プリント　 ・塗装） 

表面板の厚さ　※標準仕様書表16.7.6による　・ 　　ﾒｰｶｰ仕様書による

ﾒｰｶｰ仕様

・ かまち戸 

・ ふすま 

・ 戸ぶすま

・ 紙張り障子

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

枠の材料

・ 鋼製枠 （※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板　

・ステンレス鋼板）

※　国内ﾒｰｶｰ既製規格製品とする。（建具表による）

・ 木製枠（１２章木工事による）

くつずりの材料　

※　国内ﾒｰｶｰ既製規格製品とする。（建具表による）

※　国内ﾒｰｶｰ既製規格ﾕﾆｯﾄ製品とする。（建具表による）

・ ステンレス鋼板
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・合成樹脂調合ペイント

　塗り（ＳＯＰ） 

・耐候性塗料塗り

・つや有合成樹脂エマル

  ションペイント塗り

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） 

  （ＥＰ－Ｇ）

　（塗料　・ 水性　　・ 油性）

　（ＤＰ）

　（ＥＰ－Ｔ）

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

木部屋外 

木部屋内 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

コンクリート面、モ

ルタル面、プラスタ

ー面、せっこうボー

押出成形セメント板面

コンクリート面及び

屋内の鉄鋼面

ド面その他ボード面等

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ａ種　・Ｂ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

・Ａ種 

・Ｂ種 

・Ｃ種 

※ １種　・ ２種

※ １種　・ ２種

※ １種　・ ２種

上塗り等級（　）級

上塗り等級（　）級

上塗り等級１級

上塗り等級２級

上塗り等級３級

※ １種　・ ２種

・透明　 ・不透明

・透明　 ・不透明

・透明　 ・不透明

高日射反

射率塗料

の適用□Ｇ

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

※ 目地処理（工法　※ 熱溶接工法　・　　　　　　）　・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　）全て

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×107～1×1010 Ω程度

・ 

・ けい酸カルシウム板 0.8FK タイプ 2（無石綿） ・ 6　　・ 8  

1.0FK 

・ せっこうボード GB-R ※ 12.5 (不燃)    ・ 15 (不燃) 

・ シージングせっこうボード GB-S 12.5 （※不燃　　・準不燃）

・ 強化せっこうボード GB-F ・ 12.5 （不燃）　　・ 15 （不燃）

・ 化粧せっこうボード GB-D 9.5（準不燃）

         （トラバーチン模様）

※　図示・ 普通合板 表板の樹種名

（ ※ ラワン程度　・ 　　） 　生地、透明塗料塗り 

  不透明塗料塗り （ ※ しな程度　・　　　　） 

板面の品質（　　　　） 厚さ（ｍｍ）（　　　　） ※図示

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類　　　　　 ）

防虫処理（ ・ 行う　　・ 行わない） 　

・ メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による厚さ（ ※ 1.2　　・　　　　　）3.0

・ 単板張り ・ 無研磨板  ＶＮ   ・ 研磨板ＶＳ

　　　パーティクルボード ・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・　

・ 化粧パーティクルボード ・ 単板オーバーレイ　ＤＶ

・ プラスチックオーバーレイ　ＤＯ

・ 塗装　ＤＣ

・ 10（難燃）　　・ 12（難燃）　　・  

・ インシュレーションボード  IB 

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・　

A級（ ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・ 　　　　）

項　　目章 特　　記　　事　　項

建具用金物11 〈16.8.2,3〉〈表16.8.1〉

金物の種類及び見え掛り部の材質等 

※　既製建具は各メーカー保証の上、メーカー指定の標準品

（別途付属品含む）とする。

鍵12

鍵箱　　　　　・ 設ける（　　　　個用　　組）　・ 設けない

鍵の製作本数　　※各室・各戸３本１組（室名札付き）　　

13 自動ドア

開閉装置

マスターキー　※ 製作する（　　組）　・ 製作しない　　・ 既存に組込む

〈16.8.4〉

14 自閉式上吊り

引戸装置

該当なし

該当なし

重量シャッター15

軽量シャッター16

17 オーバー

ヘッドドア

該当なし

該当なし

該当なし

ガラス18 〈16.9.7,14.2～4〉（表16.14.1）

下記のガラス以外の品種、厚さの呼びによる種類等

　※ 建具表による　　

合わせガラス

乾燥気体の種類

複層ガラスの材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

　※ 下記以外は建具表による　　

・ 空気　・ アルゴン

乾燥気体の種類

・ T1　・ T2　・ T3　・ T4　・ T5　・ T6

断熱性による区分

・ 空気　・ アルゴン

日射取得性、日射遮蔽性による区分

・ Ｇ　　・ Ｓ

強化ガラス 熱線吸収板ガラス 該当なし熱線反射ガラス

19 ガラスブ

ロック積み

該当なし

20 ガラス用

フィルム

該当なし

材料１

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

　※ 規制対象外　　・ 

〈18.1.3〉

防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　

・ 次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

素地ごしらえ２

下地面等

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

コンクリート面（ＤＰ以外）及びＡＬＣパネル面

せっこうボード面及び

その他ボード面

押出成形セメント板面

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

〈18.2.2～7〉

種別

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ａ種　・ Ｂ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ａ種　・ Ｂ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ｃ種　・ Ａ種　・ Ｂ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　

・ Ａ種　・ Ｂ種

錆止め塗料塗り３ 〈18.3.2,3〉

下地面等

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

見え掛り部分

見え隠れ部分

鋼製建具等 

鋼製建具等以外 

工程の種別

※ Ｂ種　・ Ａ種　 

※ Ａ種　・ Ｂ種　 

※ Ｂ種　・ Ａ種　 

※ Ａ種　・ Ｂ種　 

塗料の種別

※ Ａ種　・ Ｂ種 

Ｂ種

EP-Gの場合はＣ種

EP-Gの場合はＣ種

Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種 
EP-Gの場合

塗料４

塗装

〈18.4.1～18.14.2〉

種別 塗料の種類

・

・

・

・

高日射反射率塗料を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする

1 接着剤

ビニル床シート２ 〈19.2.2,3〉

※ ＦＳ

色柄

・ 柄物

・ 無地

・ マーブル柄 

種類の記号 特殊機能

・ 帯電防止 

・ 耐動荷重性 

・ 防滑性 

※ 2.0

・

厚さ（mm） 備考

・住宅用

特殊機能 

帯電防止

1.8

ビニル床タイル３ 該当なし

ビニル幅木４ 〈19.2.2〉

材質の種類　　※ 軟質　　・ 硬質 

高さ（ｍｍ）　※ 60　　・ 75　　・ 100 

厚さ（ｍｍ）　※ 1.5以上　　・ 

５ ゴム床タイル　

カーペット敷き６

該当なし

該当なし

合成樹脂塗床７

防じん用塗床８

該当なし

該当なし

９ フローリング

張り

〈19.5.2～6〉〈表19.5.1～5〉

単層フローリング 複合フローリング 該当なし

フロアーパネル合板

厚さ ・12mm・9mm ・15mm ・18mm

表面強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ貼

パネルサイズ 303×1,818（mm）

基材　2.7㎜特殊ＭＤＦ表面材　＋　エコ合板

表面　特殊オレフィンシート

※　短辺糸面取・長辺面取・Ｖ溝加工 Ｆ☆☆☆☆ ４ＶＯＣ基準

艶消し

上履き用 ﾎｯﾄカーペット対応品　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｷｬｽﾀｰ対応　車椅子対応

ワックス不用　擦り傷付きにくさ対応　凹みにくさ対応

汚れにくさ対応　滑りにくさ対応

工法 捨貼工法 （釘止め・接着剤併用）

接着工法の場合の裏面緩衝材　※ 合成樹脂発泡シート　

該当なし

せっこうボード 〈19.7.2,3〉〈表19.7.1〉

その他のボード 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

及び合板張り   ※規制対象外　　・ 

種　　類 JISの 厚さ（ｍｍ）、規格等

記号

11

Ｆ☆☆☆☆

畳敷き10

せっこうボード等の下地　※ 図示　　

軽量鉄骨下地ボード遮音壁に用いる遮音シール材

合板類の張付け　　※ B種　　・ A種　

※ シーリング材　・ジョイントコンパウンド

せっこうボードの目地工法　　※ 仕上表による　　・　

17

建
　
具
　
工
　
事

18

塗
　
装
　
工
　
事

18

塗
　
装
　
工
　
事

19

内
　
装
　
工
　
事

19

内
　
装
　
工
　
事

・ 図示　・ 

接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※ 規制対象外　　・ 

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていな

いものとする施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地

以外の場合の接着剤の種別　

〈19.2.2〉
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（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／ｍ2を超えないこと。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（１）総発熱量が8ＭＪ／ｍ2以下であること。

（１）～（３）に適合していること。

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロ

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加

下記のいずれかによっていること

熱試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

リー試験）に適合していること。

JIS A 9521

・ ボード状 JIS A 9521
   断熱材

   状断熱材
・ フェルト

・ 高性能グラスウール

・ 高性能グラスウール

・ 古紙混入発砲ポリプロピレン

・ 現場発泡断

   熱材

・ グラスウール

・ ロックウール

・ セルローズファイバー

・ 吹付硬質ウレタンフォームＡ種１

　 又はＡ種１Ｈ（難燃性を有するもの）

　JIS A 9523

　JIS A 9526

・ ばら状
   断熱材

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／ｍ2を超えないこと。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（１）総発熱量が8ＭＪ／ｍ2以下であること。

（１）～（３）に適合していること。

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロ

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加

下記のいずれかによっていること

熱試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

リー試験）に適合していること。

項　　目章 特　　記　　事　　項

壁紙張り12

ホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外　　

〈19.8.2,3〉

紙

施工箇所

繊維

壁紙の種類

無機質その他

防火性能 備考

ﾋﾞﾆｰﾙ

せっこうボード面の素地ごしらえの種別　　　　　※ B種　　・ A種　

コンクリート面の素地ごしらえの種別　　　　　　※ B種　　・ A種　

モルタル・プラスター面の素地ごしらえの種別　　※ B種　　・ A種　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 不燃　・ 準不燃

・ 不燃　・ 準不燃

・ 不燃　・ 準不燃

・ 不燃　・ 準不燃

全ての箇所

断熱材13 〈19.9.2,3〉

フェノールフォームを使用した断熱材、保温材及び接着剤のホルムアルデ

ヒド放散量 　※ 規制対象外　・　

・ 断熱材打込み工法 

Ｆ-☆☆☆☆

該当なし

・ 断熱材現場発泡工法 　　

断熱材の種類　　※ Ａ種１　　 ・ Ａ種１Ｈ 　　

吹付け厚さ（ｍｍ）　・ 25　　・ 30　　・   　

施工箇所

・ 図示

部分的に後張りとしなければならない箇所

※ 窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、

補修基材厚さ

現場発泡断熱材 

発熱性

難燃性

　（品質・性能）

項目 品質・性能

断熱材等材料１ 　<20.1.2～4>

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラ

ミン樹脂を使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※ 規制対象外　　

    施工箇所　※ 図示　　

・ 断熱材

断熱材の種類

分類 材料名

規格番号 厚さ又は使用量

Ｆ-☆☆☆☆

※　図示

（品質・性能）

現場発泡断熱材 

品質・性能項目

難燃性

発熱性

            

断熱材の施工

　　　　　　　

    　　　　　

防蟻処理　・ 行う

種類　　木造標準仕様書20.1.2(2)（ ・ (a)　　・ (b)　　・ (c)）

厚 さ 　 　

施工箇所　・ 図示　

・ 防湿材

・ 気密材

種類　　木造標準仕様書20.1.2(3)

（ ・ (a)　　・ (b)　　・ (c)　　・ (d)　　・ (e)　　・ (f)）

厚さ　　・ 図示　　　

施工箇所　・ 図示　　

・ 防風材

種類　　※ JIS A 6111に基づく透湿防水シートＢ

厚さ　　・ 図示　　　

施工箇所　・ 図示　

各部位の工法　※ 木造標準仕様書20.1.5(ｱ)から(ｺ)までによる

防湿層の施工　・ 省略する

・ 図示

・ 外張断熱工法

・ 充填断熱工法

２ 窯業系サイ

ディング工事

・ 

サイディング材

<20.3.2>

働き長さ

働き幅

・ ・ 

厚さ

(㎜)

・ 

表面

仕上げ

・ ・ 

性能

耐凍害

・ 

防 火

耐火性能 

種類 形状

塗装品14 図示図示図示図示図示

現場塗装用サイディングの下地処理及び仕上げ　　

通気胴縁　樹種　※ 杉　　

通気胴縁の防腐処理方法(　　　　　　　　　　　　　) 

張り方　　・ 縦張り　・ 横張り 

換気口部の防水処置 ※ 木造標準仕様書20.3.2(3)(ｳ)(c)①から④までによる

・ 図示

住宅金融公庫仕様書による

複合金属サイ３

ディング工事

ＡＬＣパネル

工事

４

（溝形パネル）

該当なし

該当なし

厚さ（ｍｍ）　　※ ５　　　・　

寸法（ｍｍ）　　・ 図示　　・　

鏡５

取付箇所　　　　・ 図示　　・　

〈20.2.9〉

表示６ 〈20.2.10〉

案内用図記号はJIS Z 8210による。

誘導標識、非常用進入口等の表示　※ 消防法に適合する市販品　　・ 

　※ 図示　　

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、

印刷等の種別、取付け形式等

カーテンレール７ 〈20.2.14〉

材料による区分　※ アルミニウム又はアルミニウム合金の押出し成型材

　・ ステンレス製

強さによる区分　※ 10-90 　　　

仕上げ　　　　　※ アルマイト　

形状　　　　　　※ 角形　　　　

８ ブラインド

ボックス及び

カーテン

ボックス

溝幅×深さ（ｍｍ）　　

・ 90×150　　・ 120×80　　・ 120×150　　・ 150×80　　・ 図示

※ アルミニウム製　押出し型材（市販品）

・ 鋼製（仕上げは、仕上表又は図示による） 

表面処理　

・ BC-1　・ BC-2（ ※ 標準色（　　　　）・特注色（　　　　））

材質　・ 集成材（樹種等１２章木工事による　仕上げ、仕上表図示による） 

・住宅用表面化粧シート貼市販既成品　（仕様は図示による）

天井点検口９

（品質・性能）

内外枠の材質  アルミニウム製　

内枠及び外枠のコーナーピース

外枠の取付け金物 　

内枠の仕上げ材留付金物 

材種

・

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※ 450×450

・ 600×600

・

寸法（mm） 形式

※ 一般形

・ 気密形

・ 屋内外用

※ 屋内用

外枠

・ 目地ﾀｲﾌﾟ

内枠

※ 額縁ﾀｲﾌﾟ ※ 額縁ﾀｲﾌﾟ

・ 目地ﾀｲﾌﾟ

JIS H 4100 A6063S-5又は同等の性能を有するもの 　

（外部に用いる場合は、JIS H 8602のB種又は同等以上の性能を有するもの）

鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの

鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの 

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材、亜鉛ﾒｯｷ鋼板又は同等の性能を有するもの 

表面処理　陽極酸化皮膜JIS H 8601(AA6)又は同等の性能を有するもの 　　　　　

枠の寸法許容差　±0.5ｍｍ以内 

外枠と内枠のクリアランス　片側2.0ｍｍ以内

床点検口10

・

材種

・ 鋼製

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ ｽﾃﾝﾚｽ製

寸法 形式

・ 一般形・ 450×450

※ 600×600

・

・ 密閉形

（mm）

・ 屋内外用

・ 屋内用

・ 鍵付き

備考

密閉形とは、ボルト、ナット等ﾒｶﾆｶﾙ構造にパッキンを装着したものとする。

・ 断熱ﾀｲﾌﾟ

19

内
　
装
　
工
　
事

20

20

断
熱
・
防
露、

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

断
熱
・
防
露、

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

20

断
熱
・
防
露、

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事
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受枠材 蓋枠材 

パッキン材 

取手 

アンカー材 

蓋の耐荷重性能 

鍵 

ピース底板補強 

底板材コーナー

目地材

二重蓋の中蓋

材 

ステンレス製 

鋼材

アルミニウム板 

ステンレス鋼板 

ステンレス

黄銅   

鋳鉄 

鋼製 

その他

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙ

ﾐﾆｳﾑ合金押出形材

JIS H 4100のA6063S -T5

（表面処理）JIS H 8602のB種又はJIS H 8601のAA15 

JIS G 4305のSUS304、

SUS430J1L、SUS443J1

（表面処理）HL又は2B

仕上げ程度

形状に適した弾力性、密着性を有するもの 

スポンジラバー、エチレンプロピレン等枠の材質、

塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロロプレン、

が生じないものとする 

した、合成樹脂製のものは、衝撃による変形・割れ

ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材などで被覆

鋳鉄製、ステンレス鋳鋼品、ステンレス製等

黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金

鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったもの

口の有孔径の0.08％以内であること。 

蓋中央部が荷重値Pn=1,000Nにおいて残留たわみが点検

受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと。 

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする 

黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする 

JIS G 5501のFC150、FC200

JIS H 3100 のC2600、C2720、C2801 

JIS H 3250 のC3602、C3604  

JIS G 4305のSUS304、

SUS430J1L､SUS443J1 

JIS G 4305のSUS304、SUS430J1L又はSUS443J1 

JIS H 4000(A1100P H24) 

JIS H 8602(B) 

－

－

表面処理：陽極酸化塗装複

合被膜 JIS H 8601(AA15) 

JIS G 4308のSUS304

JIS G 4308のSUS304

塩化ビニル樹脂製等

破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上であること 。

JIS G 4305のSUS430

（表面処理）HL又は2B

仕上げ程度

標準仕様書表18.3.1及び表

18.3.2のさび止め塗料塗り

JIS G 4305のSUS430

－

等の防錆処理を行ったもの

等の防錆処理を行ったもの

18.3.2のさび止め塗料塗り

標準仕様書表18.3.1及び表

ミン樹脂焼付塗装若しくは、

鋼製又はJIS G 3313にメラ

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

・ 遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

・ ＶＰ

※ 外圧管（１種）

・ ＶＵ 

・ ＲＳ－ＶＰ

・ ＲＳ－ＶＵ

・ Ｂ形管

※ 図示　・  

※ 図示　・  

※  図 示 　

※ 図示　・  

※ 図示　・  

※ シルト、有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂

鋳鉄製マン

ホールふた

塩ビ製

・ 水封形 

・ 簡易密閉形

・ 密閉形

・ 中ふた付き密閉形

・ ＲＳ－ＶＵ

・ 

・ Ｔ－２０用 

・ Ｔ－６用 

・ Ｔ－２用 ・ 有り

・ 無し

左記以外の品質等は（公社）

空気調和衛生工学会

SHASE-S209による（パッキン式） 

（テーパ・パッキン式） 

（テーパ・パッキン式） 

荷重性能 

ふた 

溶融亜鉛めっきの付着量

受け枠用アングル材 

クロスバー

及びエンドプレート

メインバー、サイドバー

アンカー

幅及び長さの許容差　±3.0ｍｍ 

がないものとする 

設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常

付着量がHDZ40以上又は、HDZ 50以上

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」による試験において溶融亜鉛めっきの

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3132 「鋼管用熱間圧延炭素鋼鋼帯」SPHT

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3505 「軟鋼線材」SWRM

JIS G 3101　SS400

間隔　側溝の場合500ｍｍ内外

塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料

天板ステンレス製

市販品

ステンレス製

・ １段式　　

　　　　　  

　　　　　  

バックガード有り

　　　　　  

市販品（木製扉・木製キャビネット）

仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード

トラップ付き

天板ステンレス製

市販品（木製扉・木製キャビネット）

仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード

市販品（木製扉・木製キャビネット）

仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード

壁水切り板

壁水切り板

市販品

グリスフィルター・換気扇付

・ ２段式　　

屋外フード

項　　目章 特　　記　　事　　項

（品質・性能）

部材名 材質 屋内外用 屋内用

受け枠寸法の許容差　±0.5ｍｍ以下 

蓋付寸法の許容差　　±0.5ｍｍ以下 

受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0ｍｍ以内 

フェンス11

フェンスの種類

高さ　　※ 図示　　・ 

・ 鋼管フェンス 　・ アルミフェンス

・ ビニル被覆エキスパンドフェンス　　

・ 樹脂塗装メッシュフェンス床点検口10

屋外雨水排水１

材料

〈21.2.1,2〉〈表21.2.1,2〉

材種 種類・記号 形状 備考呼び径

基床の厚さ及び種類　　※ 図示　　　

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※ 接着剤　　

側塊の形状及び寸法　　※ 図示　　

排水桝の種類　　　　  ※ 図示　　

砂地業に用いる材料

砂利地業に用いる材料　※ 再生クラッシャラン　　　　　　　　　　 ・ 切込砂利又は切込砕石

現場打ちの場合のコンクリート材料

設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　

スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　

現場打ちの場合の鉄筋 種類の記号　　※ SD295A　　

現場打ちの場合の足掛け金物

材料

※ ステンレス製　　・ 鋼製　　・ 合成樹脂被覆加工を行った足掛け金物

凍上抑制層に用いる材料　

砂の粒度試験　・ 行う　・ 行わない

排水桝ふた２

名称

〈21.2.1〉

適用荷重 鍵 備考種類

グレーチング３ 〈21.2.1〉

材料（鋼製、ステンレス製）

用途（溝ふた【横断用、側溝用】、桝ふた用、Ｕ字溝用）

適用荷重（歩行用、Ｔ－２、Ｔ－６、Ｔ－１４、Ｔ－２０）、

形式（受枠付きボルト固定の有無）、

メインバーピッチ（細目、普通目）、上面形状（凹凸形、平形）は図示による

＜鋼製グレーチング＞

（品質・性能等）

項目 品質・性能

40

・ ビニル既製品

収納家具

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

材質、形状、寸法　　※ 図示　　

　※ 規制対象外　　・　　　

12

屋外掲示板13

本体材質　　　※ ステンレス製　　・　

照明器具　　　・ 有り　　・ 無し

掲示板面材質　・　

施錠装置　　　※ 有り　　・ 無し

形状寸法　　　※ 図示による　　・　

天井見切り縁等14

壁及び下がり壁と天井の取合いの見切縁（天井見切縁、下がり壁見切縁）

の材種

流し台ユニット37

※ アルミニウム既製品

・ MDF基材化粧既製品H30mm程度

種類

・ 流し台

・ コンロ台

・ つり戸棚

・ 1500

・ 1800

・ 1200

Ｗ

・ 600

・ 1200

・ 900

・ 900

・ 600

・ 1200

寸法（ｍｍ）

・ 600

・ 650

・ 550

Ｄ

・ 600

・ 650

・ 550

・ 450

－

・ 850

・ 800

Ｈ

・ 670

・ 620

・ 700

・ 500

－

備考

・ 水切り棚

（品質・性能）

形状　　※ 図示　　・ 

　（１）外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1による。

　（２）構成材は、JIS A 4420の8により試験を行ったとき表1の規定による。

・ 600・ レンジ

フード

－ ・深型

・浅型

Ｆ-☆☆☆☆

38 表札（公団型） 本体　ｱﾙﾐﾆｳﾑ　ｽﾃﾝｶﾗｰ　ﾍｱﾗｲﾝ ｱﾙﾏｲﾄ処理＋ｸﾘｱ塗装 125×250

名札部（小）　ｱｸﾘﾙ樹脂　60.5×90×2

名札部（大）　ｱｸﾘﾙ樹脂　60.5×160×2

参考品名：　表札（公団ﾀｲﾌﾟ）　ﾅｽﾀ KS-N22AS

連続型物置屋外物置39

構内共同
ゴミ置場

※ 図示各戸１庫連結設置（標準ﾒｰｶｰ基礎共）

構内共同ゴミ置場 指定位置　構１1ヶ所設置

参考品名： ｲﾅﾊﾞ DPN-187P 22袋ﾀｲﾌﾟ

参考品名： ｲﾅﾊﾞ FL-1414SL 引戸ﾀｲﾌﾟ1400×1400/戸

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄにて　室番号を指定文字で記載の事
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※ ３種１号

・ １種

・ ２種 加熱

常温

溶融

液状

粉体状 ・ 白

・ ・ 100

※ 150 ・ 1.0 ・ 白線

・ 

・ 車椅子駐車場ﾗｲﾝ、ﾏｰｸ・ 2.0

ブロック系舗装７

・ 保水性平板(Ｍ） 

※ 普通平板(Ｎ）

・ 透水平板(Ｐ） 

・ コンクリート平板舗装 〈22.8.2,3〉

種類

※ 300角 

寸法（mm）

※ 60

・ 

厚さ(mm)

・ モルタル

※ 砂　

目地材

　・ たたき出し 

　・ 洗い出し 

表面加工 　

　・ 研ぎ出し 

備考

・ 透水性ブロック（Ｐ）

※ 普通ブロック（Ｎ）

・ インターロッキングブロック舗装

・

・ 保水性ブロック（Ｍ）

・ 保水性ブロック（Ｍ）

※ 普通ブロック（Ｎ）

・ 透水性ブロック（Ｐ）

車路

部位種類 形 状

・ 

・ 図示

・ 

・ 図示

寸法

厚さ

・ 

※ 80

・ 

※ 60

（mm）

曲げ強度

・ 

※ 5.0

・ 

※ 3.0

(Ｎ／mm2)

表面加工

備考

　・ 標準品

　・

※ 花こう岩　　

・ 舗石舗装

・

種類 形 状

・ 割石

・ 図示

寸法(mm)

・ 

厚さ

(mm)

・ うろこ張り

施工方法 基層

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ版

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

基層の厚さ

※  7 0　

※  5 0　

(ｍｍ)

-1

・ ジオテキスタイル

砂利敷き８ 〈22.9.2〉種別

路面標示用塗料

種類

路面標示用塗料はJIS K 5665による。

施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm) 適用部位

９

・ フィルター層 

・ 凍上抑制層 

・ 盛土 ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　

・ 切込み砂利　　・ 砂

・ 砂 

・ 建設汚泥から再生した処理土

・ 再生クラッシャラン　　・ クラッシャラン ※ 図示

・

※ 図示

・

※ 図示

項　　目章 特　　記　　事　　項

４ 街きょ、縁石

及び側溝

・ 縁石 

街きょ、縁石、側溝

・ Ｕ形側溝 

・ Ｕ形側溝ふた 

・ 

・ Ｌ形側溝 

　　　　　　　　　　　

〈21.3.1,2〉〈表21.3.1〉

形状、寸法

※ 図示　　・　

※ 図示　　・　

※ 図示　　・　

※ 図示　　・　

※ 図示　　・　

種類

砂地業に用いる材料　　

※ シルト、有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂

砂利地業に用いる材料　

※ 再生クラッシャラン ・ 切込砂利又は切込砕石

現場打ちの場合のコンクリート材料

設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　

スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　

砂利地業の厚さ　　※ 100ｍｍ　　・ 図示 

現場打ちの場合のコンクリート材料

設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　

スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　

種類の記号　　※ SD295A　　

現場打ちの場合の鉄筋

凍上抑制層に用いる材料　　

砂の粒度試験　　・ 行う　　・ 行わない

埋戻し土５ ※ Ｂ種　　　 〈21.2.1〉

路床１

種別

路床の材料

〈22.2.2,3,5〉〈表22.2.1〉

・ 

厚さ（ｍｍ）

・

材料

路床安定処理の方法

・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　

・ 添加材料による安定処理

種類

-1

・ 生石灰（ ・ 特号　・ １号）　

・ 消石灰（ ・ 特号　・ １号）　　

添加量　・　　ｋｇ／ｍ3（目標ＣＢＲ　　・ 3以上　　・　　　　　）

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

・ 安定処理土のＣＢＲ試験　　

・ ジオテキスタイル

単位面積質量　　・ 60ｇ／ｍ2以上　　・ 　　　　

厚さ(ｍｍ)　　　・ 0.5～1.0　　　　・ 　　

引張強さ　　　　・ 98Ｎ／5cm（10kgf/5㎝）以上　　・ 　　　　

透水係数　　　　・ 1.5×10 ㎝/sec以上　　　　　　 ・ 

試験　

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない 　　

路床締固め度の試験　　・ 行う　　・ 行わない 

路盤２ 〈22.3.2,3,5〉〈表22.3.1〉

路盤の厚さ　　※ 図示　　・ 

路盤材料の種別

・ クラッシャラン 

・ 粒度調整砕石

※ 再生クラッシャラン 

・ 再生粒度調整砕石

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

・ 粒度調整鉄鋼スラグ

・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

路盤締固め度の試験　　※ 行う　　・ 行わない　 

３ アスファルト

舗装

〈22.4.2～6〉〈表22.4.4〉

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※ 図示　・ 

材料

アスファルト ※ 再生アスファルト （種類 ※ 60～80　・ 80～100）

・ ストレートアスファルト

骨材 ・ 道路用砕石　　　　　　　 

※ アスファルトコンクリート再生骨材

加熱アスファルト混合物等の種類

・ 密粒度アスファルト混合物（13） 

・ 細粒度アスファルト混合物（13） 

・ 密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

シールコートの施工

※ 行わない

試験 

アスファルト混合物等の抽出試験　・ 行う　　・ 行わない 

舗装の平たん性 ※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 

・ 

5 カラー舗装

４ コンクリート

舗装

寒冷地の縁部立下り寸法等　　・ 図示　　

コンクリート舗装

舗装の種類

コンクリート舗装の構成及び厚さ

〈22.5.2～4,6〉〈表22.5.1,3〉

歩行者用通路

車路及び駐車場

部位

図示

図示

構成

※  7 0　

図示　

厚さ（ｍｍ）

材料

コンクリート ※ 標準仕様書表22.5.1による　　・　　　　　 

早強ポルトランドセメント　　・ 使用する　　　・ 使用しない 

注入目地材料 ※ 低弾性タイプ　・ 高弾性タイプ

目地

種類、間隔、構造

舗装の平たん性 ※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 

※ 標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による ・ 図示　 

・ 

・ 行う（乳材の種別　※ ＰＫ－１ただし、冬期はＰＫ－２　・　　　　）　

該当なし

６ 透水性アスファ

ルト舗装

該当なし

仕上り面の平たん性　※ 歩行に支障となる段差がないものとし、

コンクリート平板間の段差は3ｍｍ以内とする。

歩行者用

通路

仕上り面の平たん性　

　　　　　　　　　　　

※ 歩行に支障となる段差がないものとし、インターロッキングブロック

間の段差は3ｍｍ以内とする。

・

仕上り面の平たん性

・　

※ 歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3ｍｍ以内とする

単位面積質量　　・ 60ｇ／ｍ2以上　　　・ 

厚さ(ｍｍ)　　　・ 0.5～1.0　　　　　・ 

引張強さ　　　　・ 98Ｎ／5ｃｍ（10ｋｇｆ／5ｃｍ）以上　　

透水係数　　　　・ 1.5×10 ｃｍ／ｓｅｃ以上　　　・ 

・ Ａ種（施工範囲： ・ 図示　・ 通路　・　　　　　　　　）

・ Ｂ種（施工範囲： ・ 図示　・ 建物周囲その他　・　　　　　）

特記記載末尾　終了

21

排
　
水
　
工
　
事

22

舗
　
装
　
工
　
事

22

舗
　
装
　
工
　
事

22

舗
　
装
　
工
　
事

植
 
栽
 
工
 
事

23

該当なし

B-A09

設計縮尺 図面番号１級建築士事務所冨永建築設計事務所

１級建築士登録
TEL　0824-72-6669 　　　　　第211472号　冨永隆司

特記仕様書９広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」



図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

庄
原
市
公
営

住
宅
整
備
基
準

住宅性能表示
制度の評価項目

①温熱環境

②音環境

③劣化軽減

④維持管理

⑤空気環境

⑥高齢者配慮

5-1(断熱等性能)：等級４又は等級３ 庄原市の地域区分：４地域

8-1重量床衝撃音対策(界床ｽﾗﾌﾞ厚)：該当なし8-4透過損失(外壁開口部）：等級２

3-1劣化対策（構造躯体等）：等級２ 外壁通気工法、軸組小径＝12cm以上等

4-1、4-2維持管理対策(共用及び専用配管):等級２ 点検、清掃、補修

6-1ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ対策(内装及び天井裏等):等級３ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建材（第一種～第三種）の使用禁止

9-1、9-2高齢者等配慮対策(内装及び天井裏等）:等級３ 段差・手摺、通路幅、浴室・便所空間、特定寝室(9㎡以上)

⑦構造安定 1-1～7（1-5を除く)：等級１ 建築基準法の定めるもの、地盤、基礎

主な仕様・内容

※選択項目：計７項目 ※〇番号：性能表示制度による評価必須項目(平成27年4月1日施工)

性能評価
必須項目

広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

使用木材（素材、製材、各種合板、集成材）の品質は、農林規格（JAS）に適合したものとし、広島県内産とする。

-

・宅地造成等
工事規制区域

工事名称

建設地名地番

その他の区域
地域・地区・街区

法22条の指定

敷地面積

建築面積

ふるさと広島の景観の
保全と創造に関する条例

構造

都市計画区域 ・計画区域内　・計画区域外

・指定区域　・指定なし

・景観モデル区域　・景観形成区域　・大規模行為届出対象区域

用　途

用途地域
第二種中高層住居専用地域

第二種住居地域

絶対高さ制限

10ｍ　・　12ｍ

外壁の後退線

・無し　・1ｍ　・1.5ｍ

外構付帯工事

防火地域

バリアフリー新法
認定対象物件の別

・防火　・準防火　・指定なし

関
連
付
帯
工
事

外
　
部
　
仕
　
上
　
表

床
　
面
　
積

コンクリート下地調合モルタル下地

150角　磁器質タイル張り

厚24㎜　構造合板床パネル下地

厚12㎜　化粧フローリング

玄　関

廊　下

Ｄ・Ｋ

洋　室

トイレ

洗面所

ユニットバス

クローゼット

階

１階

床 巾木

厚9.5㎜　石膏ボード下地

ビニールクロス張り

厚12.5㎜　石膏ボード下地　ビニールクロス貼
流し台廻り　厚3㎜メラミン不燃化粧貼
キッチンセット裏面　厚12.5㎜ライナー合板下地

床下点検口450角断熱ﾀｲﾌﾟ、　給気ﾚｼﾞｽﾀｰ・ｶﾞﾗﾘ、　住民告知端末（光回線）用空配管、ｶﾞｽ漏れ警報器

2550 塩ビ

廻縁天井高

天井壁

〃

〃

〃

〃

〃

2400

〃

〃

〃

〃

〃

下地　・　仕上 下地・仕上 下地　・　仕上 下地　・　仕上GL+H
室名

厚24㎜　構造合板床パネル下地

厚9㎜　耐水合板調整捨貼下地　ｸｯｼｮﾝﾌﾛｰ貼

厚24㎜　構造合板床パネル下地

厚12㎜　化粧フローリング

MDF化粧巾木 60

Ｈ
界壁面・外壁面は、指定ボード下地
指定外　厚12.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
※下駄箱裏面側面は厚12.5㎜ﾗｲﾅｰ合板下地貼とする

界壁面・外壁面は、指定ボード下地
指定外　厚12.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
※ｴｱｺﾝ取付予定面は厚12.5㎜ﾗｲﾅｰ合板下地貼とする

界壁面・外壁面は、指定ボード下地

普通合板貼

〃

厚12.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

界壁面・外壁面は、指定ボード下地
指定外　厚12.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
※手摺取付予定面展開図指定部は厚12.5㎜ﾗｲﾅｰ合板下地貼とする

UB-1216　（高齢者対抗）

〃

〃

普通合板貼

〃

〃

〃

〃

備　　　考

玄関框 ・手摺（段差部昇降）

下駄箱ユニット

手摺取付壁補強（ライナー合板）

流し台＋ｺﾝﾛ台+吊戸棚+ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ換気扇、水切りｶﾊﾞｰ、24h用給気ﾚｼﾞｽﾀｰ・ｶﾞﾗﾘ、住宅用火災報知器

24h用給気ﾚｼﾞｽﾀｰ・ｶﾞﾗﾘ、　住宅用火災警報器

ｴｱｺﾝ用取付壁補強、ｴｱｺﾝ配管ｽﾘｰﾌﾞ（内外ｷｬｯﾌﾟ付）

24h換気用換気扇

洗面化粧台ﾕﾆｯﾄ、ﾀｵﾙ掛、洗濯機防水パン

浴室出入り口手摺、　天井点検口、　床下点検口450角断滅ﾀｲﾌﾟ

枕棚

ﾓﾙﾀﾙ下地

磁器質ﾀｲﾙ

合　計 申請建築2号

既存申請外建物

敷地内建物
床面積合計

新築部分床面積合計

その他用途床面積

区分種別

住宅部分床面積

既存部分床面積

床面積合計

1階

2階

延面積

㎡

㎡

㎡

1階

2階

延面積

㎡

㎡

㎡

㎡/棟

用途
（　　　　）145.75

145.75

145.75

延面積 ㎡/棟

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

1階

1階

1階

1階

1階

1階

1階

1階

1階

1階

1階

1階

1階

1階

1階

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

145.75延面積 ㎡/棟

145.75延面積 ㎡/棟

延面積 ㎡/棟

145.75延面積 ㎡/棟
145.75

日影規制

行為の届出 ・必要物件　・不要物件

・対象物件　・対象外物件

・有　・無　・規制地域に影を落す

・対象物件　・対象外物件

※特定建築物（高齢者配慮等級３）

棟別配置図記載　㎡

福祉のまちづくり条例
協議対象物件の別 ・協議物件　・対象外物件

（登記・計測）

工事部分
㎡/棟

建ぺい率 容積率棟別配置図記載　≦ ％60
道路幅員 用途地域規定

棟別配置図記載　≦　　　　≦　　200　％
前面道路幅員(m)×0.4×100＝

申請車庫部分 既存部分 合計建築面積
㎡ ㎡ ㎡/棟

電気設備

給排水設備

屋　根

軒　裏

外　壁

建　具

雨　樋

外部その他

電灯・ｺﾝｾﾝﾄ・光電話配線・照明器具・ＴＶｱﾝﾃﾅ・人感ｾﾝｻｰ・警報装置

機器新設配線配管工事一式

機器新設配線配管工事一式

別途工事 居室照明器具・TV電話機器類

給水・排水・衛生設備・換気設備・公共上下水有り

※諸申請共

敷地内及び駐車場舗装工事　駐車場車止取付　車区画線引

棟瓦：紐丸7寸瓦　妻：7寸丸巴　SUSビス止　棟瓦下地：桧45×45　棟金具80㎜@900以下　雪止瓦連続2段/面　不燃　告示H12第1400号

アスファルトルーフィング940同等品以上

吉野石膏不燃ボード　厚6㎜　エンボスカラー同等品

窯業系鼻隠し及び破風板　塗装品（巾210）

一部有孔厚6㎜エンボスカラー同等品NM8315

厚14㎜以上　窯業系サイディング横貼（通気層厚15㎜）透湿防水シート貼

土台廻り通気水切、軒天廻通気見切縁

住宅用ｶﾗｰｱﾙﾐｻｯｼ　網戸付　一部面格子付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修　補修はセパレーター跡面落防水ﾓﾙﾀﾙ補修　出隅45°　面取　面幅15㎜

基礎天端：基礎通気パッキン ねこ土台パッキン工法　厚20㎜　公庫承認メーカー仕様

窓等ガラス：低放射（Low-e）複層ガラス 遮熱タイプ・断熱タイプ

遮音等級区分(JIS）T-1以上　JISA4706、JISA4702

通路床：コンクリート金コテ押え

テラス：人工デッキ既製ユニット品

ｽﾛｰﾌﾟ：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放　目地・面木有　中打放　目地・面木有　中央指定部：ﾓﾙﾀﾙ櫛目荒引仕上　手摺：指定アルミ手摺

表札（公団ﾀｲﾌﾟ）ﾅｽﾀ　KS-N22AS

換気孔：図示指定換気ガラリ（ﾚｼﾞｽﾀｰ部分）

内
　
部
　
仕
　
上
　
表

設
　
計
　
概
　
要

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

576

〃

〃

〃

〃

370

〃

556

〃

厚24㎜　構造合板床パネル下地

厚9㎜　耐水合板調整捨貼下地　ｸｯｼｮﾝﾌﾛｰ貼

〃

断熱材

天井：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ厚155（14kg/m3）

壁：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ厚105（14kg/m3）

床：ミラﾌｫｰﾑλ厚50

厚9.5㎜　PB　準不燃　認定番号QM-9828

厚12.5㎜　PB　準不燃　認定番号NM-8619

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ：準不燃認定品QM-9***品以上

厚12.5㎜　防水PB　　不燃：認定番号NM-9639

不燃化粧石膏ボード　　認定番号NM-8315

厚6㎜　ケイカル板　不燃　認定番号NM-8578

準不燃化粧石膏ボード　認定番号QM-9824

厚6㎜　化粧ｹｲｶﾙﾊﾟﾈﾙ　不燃　認定番号NM-1897他

厚5・6㎜　ｶﾍﾞﾀｲﾙ　不燃　認定番号NM-9430・9371

厚3㎜　ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板・ｱｲｶ・大建ｸﾞﾗﾋﾞｵ
不燃　認定番号NM-2183・1386

断熱材

ｼｯｸﾊｳｽ対策建材：使用建築材料（面材仕上下地共・建具・家具ﾕﾆｯﾄ等）は全てF☆☆☆☆とする

瓦葺：（法2条1項9号・令108条の2・建告H12-1400-3不燃材）

特　記

基礎・巾木

別紙図示の位置に別紙断熱材の仕様で下記の位置に施工の事

・天井全面（軒裏を除く）・界壁内部

外部面の壁面・床下全面（ｺﾝｸﾘｰﾄ床・UBを除く）

共同住宅

共同住宅

平屋

木造在来軸組工法

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　（Ｂタイプ）

〒729-5121　広島県庄原市東城町川東306番地1

B-A10

180.11 180.11

・風致地区

デザインカラー角樋W=120　洋風専用漏斗仕様　　竪樋：60φ角樋又は同等丸樋

腰掛便器（ｳｫｼｭﾚｯﾄ）、紙巻器、手摺、タオル掛

石州防災瓦葺　勾配4.5寸　野地板：厚12㎜耐水構造用合板

ハンガーパイプ

工事概要・仕上表

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）「Ｂタイプ」
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物置２連
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ゴミ置場

市道　市頭中線

北３号棟

北４号棟

歩道

歩道

歩道

歩道

102103104

既設建物南１号棟 既設建物南２号棟

202 201

建設地名地番

用途地域

第二種中高層住居専用地域

第二種住居地域

広島県庄原市東城町川東３０６番地１

容積率200％　建ぺい率60％

容積率200％　建ぺい率60％

北２号棟

204 203

（２・３工区）
工事区域

既設区域（１工区）
291番地1

306番地1

敷地境界線（地番境界線）

敷地分割線

凡　例

建築確認申請部分を示す
斜線部分は３０６番地1の敷地分割

１
項
１
号
道
路

１項１号道路

庄原市役所

東條支所

東城小学校

東城文化会館

東城中学校

東城駅

公営住宅団地
第一川東

国
道
18
2号

線

至 新見

ＪＲ芸備線

ザグザグ

東城店

東城店
ｼﾞｭﾝﾃﾝﾄﾞｰ

至 東城ＩＣ

県道314

県
道

31
4

東城病院

ﾛｰｿﾝ

成
羽

川

県
道
238

申請場所

付近見取図

B-A11

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

全体配置図 1/300
広島県庄原市川手町276-1

　　　　登録番号　23(1)4914号

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」

付近見取り図



図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

B-A12
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第
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種
中
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層

住
居
専
用
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域

第
二
種
住
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地
域

18.00 3.49

18.53 1.75

21.42 4.22

22.96 2.02

3.93 1.41

11.30 2.14

1.8011.30

22.96 0.35

20.27 1.34

24.61 2.54

27.28 2.06

31.07 1.59

37.79 1.83

38.23
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0.19

1.14

38.06 7.77

36.33

36.33

4.36
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62.820 31.410
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46.3792 23.1896
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8.036 4.018

27.1618 13.5809
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7.2637 3.63185
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295.7262 147.8631

158.3988 79.1994

208.8975 104.44875

2.77065

都 市 計 画 区 域 内 区 分 未 指 定 区 域

法 ２ ２ 条 指 定 区 域

建 ぺ い 率 限 度

用 途 地 域 第 二 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域

広 島 県 庄 原 市 東 城 町 川 東

６ ０ ％ 容 積 率 限 度 ２ ０ ０ ％

第 二 種 住 居 地 域

道 路 幅 員 に よ る 容 積 率 限 度

116.00㎡
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634.19㎡

116.00955

518.19635

５ ｍ × ０ ． 4× １ ０ ０ ＝ ２ ０ ０ ％

30 6番 地 1の 分 割 敷 地

宅地造成等工事規制区域

図面番号冨永建築設計事務所
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１級建築士登録
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　　　　登録番号　23(1)4914号

B-A131/200敷地丈量図
北１号棟
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小屋裏面積：（床面積）=36.43㎡/戸
北側　軒天（有孔板）：1.365×0.910×0.044×10　=546.54cm2/箇所：NBLアスノン有孔板（開孔板4.4％）
南側　軒天（有孔板）：0.910×0.910×0.044×10　=364.36cm2/箇所：NBLアスノン有孔板（開孔板4.4％）

必要小屋裏換気量

□小屋裏換気検討（有孔板位置△）

4

4

4

南立面図　S:1/100 東立面図　S:1/100
ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

屋根　石州防災瓦Ｓ形

外壁　窯業系サイディング

破風板　窯業系不燃破風

巾木　ﾓﾙﾀﾙ

テラス

軒樋　角樋W120　竪樋　60φ丸樋　

手摺　アルミ手摺

北立面図　S:1/100 西立面図　S:1/100

屋内側

外部側

外壁

14t　窯業系サイディング貼勾配　4.5寸

認定防火構造(木造下地) PC030BE-9201

厚100㎜のｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

厚12.5㎜　ＰＢ張り
第二種中高層住居専用地域

第二種住居地域
法第２２条指定区域
防火・準防火地域未指定区域

法定地域

外部法定指定仕上げ

屋根

※全面下記仕上げとする。（延焼のおそれのある部分以外も含む）

瓦葺き（Ｓ形瓦）

不燃 法２条１項９号 令１０８条の２ 建告H12-1400-3

不燃材

軒裏
厚12吉野石膏不燃ﾎﾞｰﾄﾞｴﾝﾎﾞｽｶﾗｰ同等品　一部有孔ﾎﾞｰﾄﾞｴﾝﾎﾞｽｶﾗｰ同等品

軒裏準耐火構造（30分）QF030RS-0281・0336
不燃NM-4132・4133

給気ﾕﾆｯﾄ 給気ﾕﾆｯﾄ 給気ﾕﾆｯﾄ 給気ﾕﾆｯﾄｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ ｅ

24h換気扇

24h換気扇
24h換気扇
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△窓中心線△窓中心線△窓中心線△窓中心線
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地
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割
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界

線

36.43㎡/250×10　=1457.20cm2　＜　546.54×2+364.36×2=1821.80cm2　よって、各2箇所設置（図示）

図面番号冨永建築設計事務所
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１級建築士事務所
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横架材間の垂直距離2,820

洋室 洋室 洋室洋室

洋室玄関
廊下

遮音界壁

UB
通路

テラス洗面所 キッチン 洋室

界壁仕上範囲 木造厚120下地両面石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5二重張

（厚50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ入：密度=24Kg/m3以上）

斜線部分 遮音界壁構造　建告1827号 準耐火構造　建告1358号

ユニットバス廻りは土台下面迄

通路
テラス

桁行中央断面図　S:1/100

梁間断面図　S:1/100 準耐火遮音界壁断面図　S:1/100

遮音界壁 遮音界壁

本件は電気配管以外の貫通はない。

平成12建告第1422号の管径による緩和規定により

令112条により　令129条の2の4-1項7号の配管の構造とする。

特記　界壁の設備配管の貫通について

配電管（VE管）82φ（外形90mm）肉厚5.5mm未満の管径品を使用する

図面番号冨永建築設計事務所
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１級建築士事務所

１級建築士登録
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広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

断面図
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透湿防水シート張厚14以上 窯業系サイディング横張（通気層厚15）

防火PC030BE-9201準不燃QM-0639

屋内側 厚105㎜のｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填　　厚12.5㎜ＰＢ張

外壁の全面は下記仕様とする

雪止め片面２段
アスファルトルーフィング940

4.5

10

母屋105×105＠910杉

屋根：石州瓦S形洋瓦葺き

野地合板　t=12
垂木：桧60×60＠303

天井断熱材　　　　　　　　　　　　　
高性能グラスウール厚155（14㎏/m3）
透湿防水シート貼り

壁断熱材
グラスウール厚105（14㎏/m3）
透湿シート貼り

105×180

柱型
外壁ｺｰﾅｰ役物巻き

金ｺﾃ押え
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

砕石t=100
シンダーコンクリートt=100

防湿フィルム　t=0.1

土台桧注入120×120

厚80 フクォームEco断熱材
E-2335 同等品

床下断熱材

大引桧105×105

鋼製束

ねこ土台パッキンt=20

土台桧注入120×120　ｋ3

打放補修
コンクリート増打目地入り

外部基礎立上り

通気水切
（既製ﾕﾆｯﾄ品）

人口デッキ

金ｺﾃ押え
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

ＯS塗装
柱　杉120×120

（通気層t=15）
窯業系サイディング

NM8315
（一部有孔ﾎﾞｰﾄﾞ）
軒天　ｴﾝﾎﾞｽｶﾗｰ厚6

通気見切

105×180

廻縁（塩ビ）

MDF化粧巾木
化粧フローリング厚12
構造用合板厚24

ビニールクロス貼り
PB厚12.5下地

ビニールクロス貼り
PB　厚9.5下地

洋室テラス

束木　105×105＠910杉

桁105×120杉

雲筋違15×105 雲筋違15×105

吊木40×40杉

105×120

105×210杉 吊木受
45×90杉

廻縁（塩ビ）

ビニールクロス貼り
PB厚9.5下地

D･K

PB厚12.5下地
ビニールクロス貼り

クッションフロア
耐水合板厚9
構造用合板厚24

MDF化粧巾木

廻縁（塩ビ）

PB厚9.5下地
ビニールクロス貼り

トイレ

廊下 玄関 通路

PB　厚12.5下地
ビニールクロス貼り

構造用合板厚24
化粧フローリング厚12

MDF化粧巾木

木製框

磁器質タイル150角

立上り磁器質タイル150角
木製見切り

吊ブラケット＠450

デザインカラー角樋W=120
軒樋

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修

105×210

軒天　ｴﾝﾎﾞｽｶﾗｰ厚6
（一部有孔ﾎﾞｰﾄﾞ）
NM8315

縦樋60φ

角樋60φ

矩計図　S:1/40

図面番号冨永建築設計事務所 １級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

1：40矩計図
TEL　0824-72-6669
広島県庄原市川手町276-1

　　　　登録番号　23(1)4914号
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本件は電気配管以外の貫通はない。

平成12建告第1422号の管径による緩和規定により

令112条により　令129条の2の4-1項7号の配管の構造とする。

特記　界壁の設備配管の貫通について

配電管（VE管）82φ（外形90mm）肉厚5.5mm 未満の管径品を使用する
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ＧＬ

▽
界

壁
通

り

小屋裏

木造厚120下地両面石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5二重張
（厚50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ入：密度=24Kg/m3以上）
準耐火構造　建告1358号
遮音界壁構造　建告1827号

小屋裏界壁
両面貼り
野地板迄立ち上げる事

小屋裏

母屋 105×105

（厚50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ入：密度=24Kg/m3以上）
準耐火構造　建告1358号
遮音界壁構造　建告1827号

軸組界壁

木造厚120下地両面石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5二重張

室　内 室　内

構造用受材
杉

床面 構造用合板 厚24

床勝ち仕様

105×45

土台大引

界
壁

通
り

▽

界壁断面図　S:1/40

ﾌｪﾝｽ手摺笠木同等形状品
笠木手摺木目柄とし同等ﾃﾞｻﾞｲﾝ品とする

※参考　三協ひとと木　ﾏｲﾘｯｼｭ1型　同等品

国内各ｻｯｼﾒｰｶｰ市販既製品のｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ部材の

スロープ手摺
両端面　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放金鏝押え

中央指定部 ﾓﾙﾀﾙ串目荒引仕上
スロープ床

アルミ手摺

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修

通路

妻壁断面図　S:1/40

ベタ基礎 厚150
防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ厚0.1

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ厚50
ｺﾝｸﾘｰﾄ打増目地入り　打放し補修　

外部基礎立上り

土台
120×120桧

床下換気孔

通気水切役物
ねこ土台ﾊﾟｯｷﾝ工法　厚20

外壁ﾒｰｶｰ指定品

床下断熱材
大引105×105-＠910

厚80 フクォームEco断熱材

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地

スロープ断面図　S:1/40

厚12 強化化粧合板ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ

化粧巾木

防火PC030BE-9201準不燃QM-0639

屋内側 厚105㎜のｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

厚14以上 窯業系サイディング横張

（通気層厚15） 透湿防水シート張

厚12.5㎜ＰＢ張り

破風・鼻隠板塗装品
化粧窯業系不燃破風板 巾210

軒天　ｴﾝﾎﾞｽｶﾗｰ同等品
　　　　NM8315

外壁ﾒｰｶｰ指定品

杉

又は12.5㎜ライナー合板張り

厚12.5㎜ＰＢ張り

厚105㎜のｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

45×120

通気見切

妻梁
105×180

天井：ビニールクロス
PB9.5下地
化粧廻縁

ビニールクロス
厚12.5ＰＢ下地

化粧額縁（ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ）既製品

天井断熱材
GW HG14-38　高性能14㎏/m3厚160

105×210　杉
梁

吊木受

吊木

界壁平面詳細図　S:1/20

準耐火構造　建告1358号 遮音界壁構造　建告1827号

120×45杉
構造用受材

外部側

外壁材

厚 12.5 PB 胴縁

柱 120×120 杉

厚 50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ入：密度=24Kg/m3以上

室内側

間柱　60×50　杉
＠227.5（千鳥配置）

室内側

柱 120×120 杉

両面石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚 12.5 二重張

構造受材120×45　杉柱 120×120 杉

間仕切壁 間仕切壁

遮
音

界
壁
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（天井裏等への措置）

天井裏等（小屋裏・床裏・外壁・間仕切壁・収納等）の使用材料は、

（内装使用建築材料）

本工事の内装の建築材料（各面材仕上・建具・家具ユニット等）に使用する

材料種別は、建築基準法規制対象外Ｆ☆☆☆☆又は、告示対象外として国土交

通省建築指導課が例記した建材以外を使用しない。

第３種ホルムアルデヒド発散建材Ｆ☆☆☆☆以上の建材以外を使用しない。

給気ユニット取付け高さは、天井高の２／３以上の位置に取付ける

本建物はガス機器その他の火気の器具はＤＫとし、天井・壁の仕上げは

準不燃仕上げとする。

隅柱・管柱は杉120角とする。

特　　記

火気使用室の室内仕上

火気使用室の給気孔取付け高さは、天井高の１／２以下の位置に取付ける

凡　　例

＝　換気扇

＝　給気孔　ｶﾞﾗﾘ+ﾚｼﾞｽﾀｰ

＝　24時間換気扇

＝　24時間自然給気ﾕﾆｯﾄ

Ｓ ＝　住宅用火災警報器

＝　管柱　120×120

＝　隅柱　120×120

床下点検口

スロープ1/12

枕棚

枕棚

段鼻タイル

手摺

土間：0.96㎡

20㎜以下
【特定寝室11.60㎡】

床面積：13.25㎡（天井面積同様）

玄関片開き

3枚引戸　H2200

D･K

洋室
(7帖)

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

D･K
(6帖)

洋室
(7帖)

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ガス
給湯器

(6帖)

引違16522
H=2200
Low-E複層ｶﾞﾗｽ透明

デッキ

CH＝2400

CH＝2400

2枚引込戸

9.94㎡

1.66㎡

(±0)

(+350)

(+426)

(+576)

(+576)

(+350)

-576

±0

±0-206

-226

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え

ﾓﾙﾀﾙ櫛目荒引仕上

ﾊﾞﾙｺﾆｰ物干金物(自在・静音型 )
SK-4178A

（上下2ヶ所）

AC

外

ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ75φ内外ｷｬｯﾌﾟ付

A
C A
C

外

-70

手摺

下駄箱

CH＝2550

有
効

開
口

≧
7
5
0 玄関

1.46㎡
手摺

(+576)
廊下
3.88㎡

CH＝2400

有効開口≧750

有効開口≧750

1.66㎡

ﾄｲﾚ
手摺

(+576)

洗面所
CH＝2400

(+576)

3.24㎡

手摺下地

天井点検口

有
効

開
口

≧
6
00

床下点検口

洗濯機パン 冷
吊戸棚

流し台 ガス台

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ換気扇

ガス台

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ換気扇
流し台

吊戸棚冷

有
効

開
口

≧
75

0

20㎜以下

高齢者対応ＵＢ
※RJV1216US

TOTO

手摺

通路 ※RJV1216US
高齢者対応ＵＢ

洗面所

洗濯機パン

ａ

ｂ

ｄ

ｃ展開方向

1/50
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換気扇

レンジフード

不燃仕様

吊戸棚吊戸棚

ガス台

換気扇ﾌｰﾄﾞ

(高さ70㎝)

ウォールキャビネット

不燃仕様

 

 

給気ﾚｼﾞｽﾀｰｶﾞﾗﾘ断熱ﾀｲﾌﾟ

屋外フード

フクビ順風断熱タイプ

PLGD

有効開口120㎝2

有効開口120㎝2フクビフードＤＸ北輝

FDX15SW

流し台 GS(M･E)-S-120MXT(R･L)

コンロ台 GS(M･E)-K-60K(R･L)

吊戸棚

GS(M･E)-AM-90Z

GS(M･E)-AM-30ZF(R･L)

コンロ用パックガード BGH-600

コンロ用サイドカバー SG-512×160

水切りカバー（ｱﾙﾐ） ALMC-180SB

サイドプレート ALMC-SPSB

レンジフード換気扇 NBH-6387K

屋外フード WK-25K

リクシル・サンウェーブ同等品
ＢＬ認定キッチンセット参考型番

品　名 型番

2,200

2
0
6

2
,
0
0
0

910 2,730 2,200

2
0
6

9102,730

3,640

2
,
0
0
0

2,730 3,640

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2,730

2
0

キッチンパネル

キッチンパネル

手摺

化粧巾木

上框

150角磁器質ﾀｲﾙ

廻縁（塩ビ）
PB12.5下地
ビニールクロス貼

廻縁（塩ビ） 廻縁（塩ビ）

廻縁（塩ビ）
廻縁（塩ビ）

廻縁（塩ビ） 廻縁（塩ビ）

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

化粧巾木H=60（木製） 化粧巾木H=60（木製）

化粧巾木H=60（木製）

化粧巾木H=60（木製）

水切りｶﾊﾞｰ（ｱﾙﾐ）
+ｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ

レンジフード

吊戸棚

廻縁

天井

壁

塩ビ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼
厚9.5 石膏ボード下地

厚12.5 石膏ボード下地
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

玄関・廊下

巾木
MDF基材 化粧巾木 H=60
ﾓﾙﾀﾙ下地 磁器質タイル

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地貧調合ﾓﾙﾀﾙ下地
150角 磁器質ﾀｲﾙ張り

床

厚12 化粧フローリング

PB12.5下地
ビニールクロス貼

廻縁

天井

壁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼
厚9.5 石膏ボード下地

厚12.5 石膏ボード下地
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

Ｄ・Ｋ

巾木
MDF基材化粧巾木 H=60～65
ﾓﾙﾀﾙ下地 磁器質タイル

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　
床 厚9　耐水合板調整捨貼下地

流し台廻り

（キッチンパネル）
一部　厚3メラミン不燃化粧板貼

クッションフロアー貼り

洗面所 トイレ

ａ ｂ ｃ ｄ

ｄａ ｂ ｃ

塩ビ

W=1800

ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ

PB12.5下地
ビニールクロス貼

ライナー合板下地厚12.5
ビニールクロス貼
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　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

展開図　１

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」
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廻縁

天井

壁

塩ビ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼
厚9.5 石膏ボード下地

厚12.5 石膏ボード下地
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

洋　室

巾木 MDF基材 化粧巾木 H=60～65

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　
床

厚12化粧フローリング

クローゼット
厚6　押入れ用化粧ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ貼

厚6　押入れ用化粧ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ貼
クローゼット

廻縁

天井

壁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼
厚9.5 石膏ボード下地

厚12.5 石膏ボード下地
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

洗面所

巾木 MDF基材 化粧巾木 H=60～65

床

廻縁

天井

壁

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼
厚9.5 石膏ボード下地

厚12.5 石膏ボード下地
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

トイレ

巾木 MDF基材 化粧巾木 H=60～65

床

塩ビ

塩ビ

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　
厚9　耐水合板調整捨貼下地
クッションフロアー貼り

厚24 構造合板床ﾊﾟﾈﾙ下地　
厚9　耐水合板調整捨貼下地
クッションフロアー貼り

PB12.5下地
ビニールクロス貼

廻縁（塩ビ）

化粧巾木H=60（木製）

廻縁（塩ビ） 廻縁（塩ビ） 廻縁（塩ビ）

廻縁（塩ビ）廻縁（塩ビ）廻縁塩ビ）

廻縁（塩ビ）

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

ライナー合板下地　厚12.5
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

PB12.5下地
ビニールクロス貼

化粧巾木H=60（木製） 化粧巾木H=60（木製）
化粧巾木H=60（木製）

化粧巾木H=60（木製）化粧巾木H=60（木製）化粧巾木H=60（木製）

化粧巾木H=60（木製）化粧巾木H=60（木製） 化粧巾木H=60（木製） 化粧巾木H=60（木製）

手摺

廻縁（塩ビ） 廻縁（塩ビ） 廻縁（塩ビ） 廻縁（塩ビ）

給気ﾚｼﾞｽﾀｰｶﾞﾗﾘ（ｶﾞｽ給気）

ライナー合板下地　厚12.5
ビニールクロス貼

ライナー合板下地　厚12.5
ビニールクロス貼

ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ70φ
内外ｷｬｯﾌﾟ付

ａ ｂ ｃ

ｄｂ ｃａ

ｄ

シックハウス対策
給気ﾕﾆｯﾄ

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

展開図　２

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」

B-A21S:1/50



9
1
0

9
1
0

9
1
0

3
,
6
4
0

10,010

3,640 2,730 3,640

1,820 1,820 1,820 1,820

480 1,340

9
1
0

2
,
7
3
0

10,010

2,730

1
,
8
2
0

9
1
0

910

1,7901,850

500

3
,
6
4
0

3
,
6
4
0

9
1
0

9
5
0

1
,
7
8
0

6
0
0

9
1
0

1
,
4
4
0

1
,
6
00

500

3
,
6
4
0

1450
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ＡＷ
１

ＷＤ
３

ＷＤ
４

ＷＤ
２

ＷＤ
１

ＷＤ
５

洋室

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

廊下

ﾄｲﾚ

玄関

洗面所

洋室

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

テラス
Ｄ・Ｋ

Ｄ・Ｋ

玄関

洗面所
ＵＢ

ＵＢ

トイレ

界
壁

芯
に

て
反

転
し

た
も

の
と

す
る

左
右

戸
は

、
左

右
記

載
表

記
を

A-1
廊下

PS

テラス

PS

ＡＤ
１

ＡＤ
２

ＡＷ
２

記号 下地　　仕上

A

B

C

廻縁仕様記号表

天井仕上記号表

1

厚6 押入れ用化粧ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ貼

厚9.5 石膏ボード下地　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼　準不燃指定

エンボスカラー厚6㎜同等品（一部有孔ﾎﾞｰﾄﾞ）
点検口 天井点検口　断熱ﾀｲﾌﾟ　450×450

塩ビ見切(ﾌｸﾋﾞF見切)

化粧窯業系不燃破風板
巾210

軒樋

A-1
A-1

A-1

A-1

C

化粧窯業系不燃破風板
巾210

CC

A-1

UB付属改口

化粧窯業系不燃破風板
巾210

軒樋
C

天
井

伏
図

建
具

配
置
図

S：
1/

50
S
：

1/
50

天井点検口

天井点検口

通路

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

天井伏図　・　建具配置図 1/50

　　　　登録番号　23(1)4914号
広島県庄原市川手町276-1

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」
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0

1,
90

0
3
5

835

350

5
0
0

600

透明硝子 透明硝子

型板硝子 型板硝子

戸車 レール 引手

―

戸厚　30～36　メーカーによる

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠

ﾒｰｶｰ標準色柄

付属品一式

ﾒｰｶｰ付属型板硝子

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠

ﾒｰｶｰ標準色柄

戸車 レール 引手 付属品一式

戸厚　30～36　メーカーによる

戸車 レール 引手

戸厚　30～36　メーカーによる

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠

ﾒｰｶｰ標準色柄

付属品一式

ﾒｰｶｰ付属型板硝子

換気ガラリ付

戸厚　30～36　メーカーによる

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠

ﾒｰｶｰ標準色柄

付属品一式埋込Vﾚｰﾙ 引手 戸車 ﾌﾞﾚｰｷ

―

戸車 レール 引手

戸厚　30～36　メーカーによる

ﾒｰｶｰ専用化粧部材枠

ﾒｰｶｰ標準色柄

付属品一式

ﾒｰｶｰ付属型板硝子

換気ガラリ付

材　　質

見　　込

付属金物

形　　状

備　　考

額縁・枠

取付室名

内法寸法

記号・箇所

塗装・色柄

材　　質

見　　込

付属金物

ガラス

形　　状

備　　考

額縁・枠

取付室名

内法寸法

記号・箇所

塗装・色柄

ガラス

ＡＤ
１

メーカー標準カラー

半外付タイプ 半外付タイプ

標準金物一式

網戸付

メーカー標準カラー

ＡＷ

外観図

　箇所

黒色網

４箇所

玄関ドア

ｱﾊﾟｰﾄ用玄関ﾄﾞｱｰﾕﾆｯﾄ

（79.5）

ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ芯化粧鋼板ﾌﾗｯｼｭ戸/ｱﾙﾐ形材枠ｱﾝｸﾞﾙ付

丁番 ＤＣ

標準金物一式
ﾚﾀｰﾎﾞｯｸｽ

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 標準ｻﾑﾀｰﾝ
ﾄﾞｱｽｺｰﾌﾟ下枠用SUSｶﾊﾞｰ ﾎﾟｽﾄ付
2ﾛｯｸ DNｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ＡＤ

２４箇所 ４ＰＳ　ガスチャンバー １

16520

４

外部／洋室

FL

27～3627 （88～90）

半外テラス引違窓

透明

２

ＡＷ 0605

FL

外観図

外部／ＵＢ

半外付タイプ

メーカー標準カラー

黒色網

27～36 （88～90）

標準金物一式

固定網戸付

ｶﾗｰｱﾙﾐ内四方額縁

ＷＤ

１

ＷＤ ＷＤ

２４箇所

ＤＫ／洋間

参考 同等品

引戸壁側

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

ツバ付薄敷居

戸 戸

参考 同等品 参考 同等品

４

ホール／ＤＫ

室内片引戸２枚建 室内片引戸（中抜硝子付）

ツバ付薄敷居 ツバ付薄敷居

左右勝手各２箇所ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠 左右勝手各２箇所 左右勝手各２箇所ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品） 化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

ホール／トイレ

引戸壁側 戸

室内片引き戸（小抜硝子・ｶﾞﾗﾘ付） ４箇所

戸引戸壁側

ｶﾞﾗﾘ付

小抜硝子

FL FL FL

面格子付引違窓 　箇所４

型板 　Low-E複層ガラスLow-E複層ガラス

面格子

玄関床

玄関／ポーチ

断熱k3仕様（3.49W/㎡K）

有効開口=756≧750
寸法特注 

参考 
ﾄｽﾃﾑ　ﾘｼﾞｪｰﾛα11型
防火戸仕様 不要

ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠

洋間／ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

クローゼット連動引戸 ４箇所

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

FL

ＷＤ

３

ＷＤ

５

参考 同等品

ツバ付薄敷居

左右勝手各２箇所ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠

化粧ｼｰﾄ貼木質系ﾌﾗｯｼｭ建具・枠ｾｯﾄ（既製品）

ホール／洗面所

室内片引き戸（小抜硝子・ｶﾞﾗﾘ付） ４箇所

戸引戸壁側

ｶﾞﾗﾘ付

小抜硝子

FL

溶融亜鉛メッキ鋼板・枠(扉)板厚1.2ミリ

自閉式スプリング丁番・煽り止めチェーン

ＹＫＫＡＰ　ガスチャンバー

平面ハンドル・ピポットヒンジ

ケースハンドル・戸当りゴム・旗丁番

カチオン電着塗装

W=600 H=2,300 扉厚25(枠見込60)

2GCNAA/R/L

外観図 外観図 外観図

外観図

外観図外観図

　箇所

埋込Vﾚｰﾙ

F4＋A15＋LowE3
FL4＋A15＋LowE3

ﾉﾝｹｰｼﾝｸﾞ固定枠

MDF木目柄化粧三方枠　　※　20×ﾀﾃ110・ﾖｺ107MDF木目柄化粧三方枠　　※　20×ﾀﾃ122・ﾖｺ119

住宅用断熱ｶﾗｰｱﾙﾐ樹脂　ｱﾝｸﾞﾙ付 住宅用断熱ｶﾗｰｱﾙﾐ樹脂　ｱﾝｸﾞﾙ付

F4＋A15＋LowE3

断熱k3仕様（3.49W/㎡K） 断熱k3仕様（2.33W/㎡K）

ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ

参考 同等品

ﾘｸｼﾙ ﾗｼｯｻS ｼﾘｰｽﾞ

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

建具表 1/50
広島県庄原市川手町276-1

　　　　登録番号　23(1)4914号
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1,
25
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25

0

1,
25

0

1,
25

0

1
,7

50
91

0

軒先線

105号室106号室107号室108号室

105～108号室共通　

A=　AW1　1.25÷1.321×6-1.4＝4.27　≧3.0→3.0

敷地分割線

敷
地

分
割

線

敷
地

分
割

線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣
地
境
界
線

■採光・換気チェック

洋室

ＤＫ

必要 有効

11.59㎡

9.94㎡

床面積

21.53㎡ AW1

□採光補正係数 (A=D/H×6-1.4）有効採光面積=W×A

（W：窓面積　　A:採光補正係数）

1.08

有効必要

換　　気採　　光

■シックハウス対策

洋室

ＤＫ

洗面所

トイレ

床面積 天井高 気　積

1.66

11.60

9.94

3.24

2,400

2,400

2,400

2,400

27.840

23.856

7.776

3.984

合　　　計 76.491

38.25

24時間換気扇　　　

洋室

ＤＫ

11.59㎡

9.94㎡
21.53㎡ AW1 1.08

洋室

ＤＫ

11.59㎡

9.94㎡
21.53㎡ AW1 1.08

洋室

ＤＫ

11.59㎡

9.94㎡
21.53㎡ AW1 1.08

0.43

有効必要

排　　煙

0.43

0.43

0.43

廊下 3.88 2,400 9.312

玄関 1.46 2,550 3.723

3.07

3.07

3.07

3.07

105

106

107

108

室名
号室

1.60×2.20×3.0＝10.56

同　上

同　上

1.60×2.20÷2＝1.76

同　上 同　上

同　上

同　上

1.60×0.6÷2＝0.48

同　上

同　上

同　上

×0.5

VD-07ZVC7×１ヶ所　　（50m3/ｈ＞38.25m3）

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

法規チェック広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」
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図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号
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Ｌ
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４ｄ以上

ｄ Ｌ
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４
ｄ
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上

ｄ
Ｌ

Ｄ

４
ｄ

以
上

ｄＬ

Ｄ

４
ｄ

以
上

ｄ

Ｄ

４ｄ以上

Ｌ’

SR　235

SD　235

SRR　235

SDR　235

SD　295

SD　345

SD　390

Ｔ形及びＬ形はりのあばら筋

９０° １３５°

巾止め筋

180°

135°

90°

90°

135°

90°

以下

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ ３ｄ以上 ４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

５ｄ以上 ５ｄ以上

６ｄ以上 ６ｄ以上

８ｄ以上 ８ｄ以上

あばら筋、帯筋、スパイラル筋

径１６ｍｍ以下の床版筋、壁筋

上記以外の鉄筋で、丸鋼は２８

上記以外の鉄筋で、丸鋼は３２

ｍｍ以下、異形鉄筋はＤ２９以

上Ｄ４１以下

鉄筋の

種　別

設計基準

強　　度

Fo(Kg/Cm2)

フ　ッ　ク　な　し フ　ッ　ク　あ　り

Ｌ１ Ｌ２

Ｌ３

Ｌ１ Ｌ２

Ｌ３

小ばり 小ばり床　版 床　版

３５ｄ １５０mm２５ｄ

３０ｄ ２０ｄ １５ｄ

４０ｄ

４５ｄ

３５ｄ

２５ｄ ２５ｄ １５ｄ

３５ｄ ２５ｄ ３０ｄ ２５ｄ １５ｄ

４０ｄ ２５ｄ ３５ｄ ３０ｄ １５ｄ

且つ

１５０mm
　　以上

１０ｄ

且つ

１５０mm
　　以上

１０ｄ

且つ

１５０mm
　　以上

１０ｄ

Ｌ１

Ｌ’

L1，L2又はL3

Ｌ’

フックのある場合

フックのない場合

圧接の場合

ａ≧400mm

Ｌ

Ｌ

ａ

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ ａ

ａ＝０．５Ｌ ａ＝０．５Ｌ

ａ

（注）スラブ及び壁の場合は除く。

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

構　造　部　分　の　種　別 すべてのコンクリート

床版、耐力壁

以外の壁

柱

耐　力　壁

は　　　り

仕　上　げ　あ　り

仕　上　げ　な　し

屋　　内

屋　　外

仕上げあり

仕上げあり

仕上げなし

仕上げなし

擁　　　壁

柱、はり、床版、壁

基礎、擁壁、耐圧床版

煙突など高熱を受ける部分

３０

４０

４０

４０

４０

５０

５０

*５０

*７０

７０

２１以上

２７未満

２１以上

２７未満

２１以上

２７未満

２１以上

２７未満

上縦筋

下縦筋

縦筋

あばら筋

斜め筋

横筋

上縦筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

斜め筋 縦筋

リング筋

あばら筋

溶接金網

Ｄ

Ｄ／２余長

突出し

斜め筋 あばら筋

溶接金網

ｈ

突出し

突出し

余長

余長

かぶり

かぶり

突合せ溶接

リング筋

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ１
Ｌ１

Ｌ
１

ｍｍ以下、異形鉄筋はＤ２５以下

（注）１．Ｌ１：継手並びに下記２、及び３、以外の定着の長さ。

　　　２．Ｌ２：異形鉄筋で、割裂破壊の恐れのない箇所の定着の長さ。

　　　３．Ｌ３：小ばり及びスラブの下端筋の定着の長さ。但し、基礎耐圧版、これを受

　　　　　　　　ける小ばりなどを除く。

　　　４．フックのある場合の、Ｌ１、Ｌ２及びＬ３は下記に示すようにフックの部分

　　　　　Ｌ’を含まない。

径１３ｍｍ以下の鉄筋並びにあばら

筋、帯筋、スパイラル筋及び床版筋

柱、はりの主筋及び杭基礎のベース

筋並びに径１６ｍｍ以上の鉄筋

SR235 SD235

SDR235SRR235

SD295 SD390

SD345

SR235

SRR235

SD235

SDR235

SD295

SD345

SD390

（注）１．＊印のかぶり厚さは普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は

　　　　　特記による。

　　　２．仕上げありとは、モルタル塗りなどの仕上げのあるものとし、吹付け塗装な

　　　　　どの鉄筋の耐久上有効でない仕上げのものは除く。

　　　３．スラブ、はり、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨て

　　　　　コンクリートの厚さを含まない。

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

木造用鉄筋コンクリート部分構造特記

柱
はり

異形鉄筋径

及びフラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）及び

日本住宅性能表示基準（国土交通省）による。

Ｃ．鉄筋の折曲げ加工
(１)　末端部の折曲げ。

曲げ

角度
折曲げ図

すべてのコンクリート

使　用　箇　所

Ｄ

Ｌ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ’

３ｄ

以上 以上 以上

以上以上以上

３ｄ

以上 以上

以上 以上

３ｄ

以上 以上

以上 以上

４ｄ ５ｄ

１１ｄ １２ｄ １４ｄ

４ｄ

１１ｄ １２ｄ

４ｄ

１２ｄ １２ｄ

３ｄ

以上 以上

以上

以上

以上

以上

４ｄ

８ｄ ８ｄ

９ｄ １０ｄ

（注）１．Ｄは、曲げ内のり直径

　　　２．Ｌ及びＬ’は、フック部分の長さ

(１)　末端部の折曲げ。

曲げ

角度
折曲げ図

すべてのコンクリート
使　用　箇　所

Ｄ．鉄筋の継手及び定着の長さ

(Ｆｏ)が２１０Ｋｇ／Ｃｍ2以上２７０Ｋｇ／Ｃｍ2未満の場合。

２．鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

Ａ．鉄筋の最小かぶり厚さ　（mm）

Ｂ．鉄筋相互の間隔

２５ｍｍ以上とする。

Ｃ．主筋と軸方向鉄骨との間隔

Ｅ．隣接継手の位置

１１．はり貫通孔の補強
（１）はり貫通孔補強筋の名称

Ｈ形

ＭＨ形及びＭ形

Ｄ

ｄ

500≦Ｄ＜700　　ｄ≧175

700≦Ｄ＜900　　ｄ≧200

900≦Ｄ　　　 　ｄ≧250

１４．その他の事項

　（注）特記事項は 印のあるものを適用する。

印のない場合は、※印のあるものを適用する。

と ※ 印のある場合は、共に適用する。

１．一般事項

２．材　　料

異形鉄筋

種　別 径 備　　考

Ｄ16以下

溶接金網 線径　　　mm、　網目　　　mm　×　　　mm

　使用場所

スペーサー ・金属製 ・モルタル製 ※塩ビ製

３．加工組立て

継ぎ手 接合方法

重ね継ぎ手

重ね継ぎ手

ガス圧接

径

Ｄ16以下

施工場所

柱、梁、主筋

その他

帯　　筋 形式　　　形（特記無き限り、Ｈ形とする）

かぶり厚さ 共通仕様書による。

　外壁の打ち増し部は、かぶり厚さに算入しない。

ＳＤ 295

ＳＤ 345

Ｄ16以下

Ｄ19以上

１．設計基準強度

普通コンクリート

スランプ（cm） 適　用　箇　所

15　･　18

15　･　18

15

Ｆｏ＝21

Ｆｏ＝

Ｄ19以上

Ａ．コンクリート特記事項

Ｂ．鉄筋特記事項

設計基準強度（Ｎ/mm2）

捨コンクリート

Ｆｏ＝18

Ｆｏ＝18

　　　　下記の値のうち最大のものとする。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（２）２５ｍｍ

（３）丸鋼では径の１．５倍、異形鉄筋では径の１．７倍

（２）孔の径は、はりせいの1/3以下とし、孔が円形でない場合は

　　　これの外接円とする。

（３）孔の上・下方向の位置

（４）孔の中心位置の限度は、柱及び直交するはり（小ばり）の面から原則と

　　　して1.2Ｄ（Ｄは、はりせい）以上離す。

（５）孔の並列する場合は、その中心間隔は孔の径の平均値の３倍以上とする。

（６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（７）鉄筋の定着長さ。

（８）孔の径が、はりせいの1/10以下且つ１５０mm未満のものは、補強を

　　　省略することが出来る。

（９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突き出しは１０mm以上。

（10）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では

　　　貫通孔の中心とする。

躯体・内部床・ベタ基礎

外部床土間、外部工作物

※Ⅰ類（ＪＩＳ表示許可工場製品）　・Ⅱ類（左記工場以外の製品）

３．セメントの種別

特記無き限り、普通ポルトラントセメントを使用するものとする。

上記以外のセメントを使用する場合は、監督員の承認を受ける事。

４．混和材料

※ＡＥ減水材標準型（塩化物を含む物を除く）

各１工程毎、かつ150m3毎を基準として行う。

５．コンクリート試験

２．レディーミクストコンクリート種別

鉄筋の使用範囲、継手及び補強配筋等については共通仕様書の外、

構造設計図による。

１．共　通　事　項

Ｂ．異形鉄筋の末端部

(２)　上記の表示記号を使用しない場合は特記による。

(３)　上記の表示記号は、この配筋基準図には適用しない。

　　　　下記の場合はフックを付ける。

(１)　柱の四隅にある主筋で、重ね継手及び最上階の柱頭にある場合。

(２)　はり主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。

　　　但し基礎ばりを除く。

(３)　煙突の鉄筋（壁の一部となる場合）。

(４)　杭基礎のベース筋。

(５)　帯筋、あばら筋及び巾止め筋。

(１)　この配筋基準図は異形鉄筋で表示してあるが、特記で丸膏と指定されて

　　　いる場合は、その径を上記鉄筋径欄該当の径に読み替えるものとする。

２．図面、特記仕様書に記載してある事項以外は、この基準に寄る。

３．使用鉄筋は原則として異形鉄筋ＪＩＳＧ３１１２の規格品とし、溶接

　　金網はＪＩＳＧ３５５１之規格品とする。

４．特に設計者の指示のある場合には、その指示に従うものとする。

１．「国土交通省大臣官房官庁営繕部制定公共建築工事共通仕様書」最新年度版

Ａ．鉄筋の表示記号

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

表示記号

適　用　範　囲

－ B-S01構造特記仕様書１

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」



図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

　　　　登録番号　23(1)4914号
広島県庄原市川手町276-1

<4.2.1～3>

処理の種類及び処理の方法
適用部材

防腐・防蟻処理が不要な樹種 薬剤の加圧注入 薬剤の塗布等

・ ・ ・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４ ・行う

・ ・行う

・薬剤の塗布等による処理

・ ・

１

２

１

２

３

木材

構造用面材

接合金物

ドリフトピン

項　　目章 特　　記　　事　　項

４

木
　
造
　
工
　
事

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定

木造特記仕様書（構造関係）

「公共建築木造工事標準仕様書（最新年度版）」（以下、「木造標準仕様書」という。）及び

フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）及び日本住宅性能表示基準

（国土交通省）による。

共通仕様事項

防腐・防蟻

処理

土台 桧

　　

　　

　

　

インサイジング

・適用する ・適用しない

　※図示薬剤の種類

適用部材 ※図示

処理の方法 ※木造標準仕様書4.2.1(ｳ)(b)①から⑤による

・図示　　　　　　　　

<4.2.4>防腐措置

地盤面より１ｍ以内

の外壁に面する軸組
及び下地材

桧 杉

基礎外周部の換気孔

・ねこ土台 材質等（

※防鼠スクリーン又は防虫網

ＰＰＰ質土台パッキン・ｶﾗｰ鉄板防鼠通気水切り ）

小屋裏換気方法は木造標準仕様書4.2.4(3)

・(a) ・(b) ・(c) ・(d) ・(e)

換気孔の大きさ ※図示

防火被覆処理３ 該当なし

５

軸
組
構
法(

壁
構
造
系)

工
事

枠
組
壁
工
法
工
事

７

丸
太
組
構
法
工
事

８ ９

６

軸
組
構
法(

軸
構
造
系)

工
事

<6.2.2>

軸組構法(軸構造系)工事に使用する構造用面材は、使用材料表４による

<6.2.3>

<6.2.4>

Z、C、D、Sマーク表示金物

・Z、C、D、Sマーク表示金物以外

　※図示

Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

使用位置・規格・強度

フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）による。

４ 釘及び木ねじ <6.2.4><6.5.10>

種類 材質 その他

釘（JIS A 5508）、コンクリート用釘、特殊な釘

表面処理された鉄

表面処理された鉄

ステンレス製

・鉄丸くぎ

・太め鉄丸くぎ

・ステンレス鋼くぎ

・

・

木ねじ（JIS B1112又はJIS B 1135）、その他の木ねじ

種類 材質 その他

・十字穴付き木ねじ

・すりわり付き木ねじ

ステンレス製

ステンレス製

JIS B 1112

JIS B 1135

５ ﾎﾞﾙﾄ､ｱﾝｶｰ

ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ及び

座金

Z、C、D、Sマーク表示金物

・Z、C、D、Sマーク表示金物以外

　※図示

Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

使用位置・規格・強度

フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）による。

<6.2.4><6.5.11>

６ ラグスクリュー

（コーチボルト）
Z、C、D、Sマーク表示金物

・Z、C、D、Sマーク表示金物以外

　※図示

Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

使用位置・規格・強度

フラット３５対応 木造住宅工事仕様書（住宅金融支援機構監修）による。

<6.2.4>

７

種類 材質等 径・寸法等 表面処理

<6.2.4>ドリフトピン

・ドリフトピン

・

※SS400 ※丸鋼

木栓及び木だぼ８ 木栓及び

木だぼ

<6.2.4>

材料樹種は基材同品とし、各仕様書記載の通りとする。

９ 接着剤 <6.2.4>

・床鳴り防止用接着剤

接着剤の種類（床根太用接着剤JIS A 5550） 種類（ ）

・接着剤による接合 ・接着剤を併用した接合

接着剤の種類（ ）ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾒｰｶｰ指定品

６

軸
組
構
法(

軸
構
造
系)

工
事

10 現寸図

床書き現寸図を作成する

<6.4.2>

11 孔あけ加工 <6.4.5>

ボルト孔の径 ※木造標準仕様書表5.4.2による ・図示

ドリフトピンの孔径 ※ピン径と同径 ・図示　

※Ｂ種

表面の仕上げ12 <6.4.6>(18.14.2)

見え掛り面の表面仕上げ

・製材

　　　

　　　

機械加工 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

・H-C種・H-B種手加工 ・H-A種

・集成材

機械加工 ・Ａ種

・木材保護塗料塗り

種別 ・Ａ種 ・Ｂ種

施工箇所 ※図示

<表6.4.2>

<表6.4.4>

<表6.4.3>

(18.13.2)

13 アンカー

ボルトの設置

<6.5.3>

埋込み深さ ※図示

保持及び埋込み工法 ・Ａ種 ・Ｂ種

埋込み位置の許容誤差 ※±5mm ・図示　

14

　 

基礎天端及び

柱底均し

ﾓﾙﾀﾙの仕上げ

<6.5.4>

柱底均しモルタルの工法　　※B種　　・A種

材料　　・木造標準仕様書6.5.4(ｱ)による　　・無収縮モルタル

モルタルの厚さ　　※図示

建方精度15 <6.5.7>

建入れ直し後の建方精度の許容値

　　　・図示　※垂直、水平の誤差の範囲1/1，000以下

16 <6.5.9> 

熱橋を形成する位置に設置する接合金物の断熱

接合金物

の工法

・埋め木

・簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材（JIS A 9526）

・（ ）

17

構造材を仕上げ材として用いる場合の釘打ち

釘及び木ねじ

の工法

<6.5.10> 

木ねじの留付け

　※木ねじ頭埋め木

・隠し釘打ち ・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち ・釘頭現し

・木ねじ頭現し平坦迄

輪型ジベル18

 19 圧入型ジベル

火打土台 20

該当なし

該当なし

・木製の火打土台

<6.6.2>

・鋼製火打土台 ・剛床合板工法で不用

 21 火打梁

 22 床束

<6.7.8><6.8.6>

<6.8.2>

床組

小屋組 ・木製の火打梁 ・鋼製の火打梁

・木製の火打梁 ・鋼製の火打梁

・木製床束 ・鋼製床束 ・樹脂製床束

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
工
事
 

５・７～９は該当なしで適用しない

軸組構法(軸構造系)工事に使用する木材は、使用材料表１による

－ B-S02構造特記仕様書２
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図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

施工箇所 樹種

曲げ性能 寸法
施工箇所 樹種 含水率 保存処理

（等級） （ｍｍ）

等級 Ｅ50 Ｅ70 Ｅ90 Ｅ110 Ｅ130 Ｅ150

3.9以上 5.9以上 7.8以上 9.8以上 11.8以上 13.7以上

 ～5.9未満  ～7.8未満  ～9.8未満  ～11.8未満  ～13.7未満 

施工箇所 樹種 等級 寸法（ｍｍ） 含水率

・

寸法 含水率
樹種 強度試験

（ｍｍ） （％） （材面の品質）

・

・「製材の日本農林規格」による目視等級区分構造用製材 

<5.2.2>

間伐材等
構造材の種類 等級

の適用

・構造材Ⅰ（甲Ⅰ） ・１級 ・SD15 ・

・構造材Ⅱ（甲Ⅱ） ・２級 ・SD20

・乙種 ・３級

含水率 保存処理
寸法

（ｍｍ）

・「製材の日本農林規格」による機械等級区分構造用製材 

間伐材等

の適用

・・SD15

・SD20

（注）無等級材、広葉樹製材及び丸太材の縦振動ヤング係数による基準強度の確認は、以下による。

（参考）製材の日本農林規格第６条に定める等級の区分（機械的等級区分と測定曲げヤング係数）

曲げヤング率

 （×10Ｎ/ｍｍ） 

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材 

・特等　・１級　・２等

間伐材等の適用保存処理

　加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（対象部材：　　　　　　　　　　　　）

・無等級材 

施工箇所 保存処理
等級 間伐材等

の適用

・製材のＪＡＳ規格第６条 ・製材のＪＡＳ規格第６条

・旧ＪＡＳ規格第10条

　ひき角類１等

（対象部材：　　　　　）

・縦振動ヤング係数測定

（対象部材：　　　　　）

施工箇所 樹種 寸法（ｍｍ） 等級（材面の品質） 含水率（％）

・

施工箇所 樹種 等級 寸法（ｍｍ） 含水率(％)

・

旧ＪＡＳ規格とは、昭和42年農林省告示第1842号をいう。

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された製材 

間伐材等の適用

・「製材の日本農林規格」による下地用製材 

・１級　・２級 ・SD15　・SD20

間伐材等の適用保存処理

曲げ性能 接着性能
施工箇所 品名 樹種 保存処理

・

施工箇所 品名 樹種
（ｍｍ） （面数）

芯材： ・１等 ・

・２等

 ・「集成材の日本農林規格」による構造用集成材 

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱 

（強度等級）
材面の品質

（使用環境）

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

見付け材面

の品質

見付け材面化粧薄板の厚さ

使用材料表４ <6.2.3>

曲げ性能（等級）（・常態曲げ試験　・湿潤曲げ試験）施工箇所

施工箇所

厚さ（ｍｍ）施工箇所

・1級・特類

・2級・1 類

程度（ｍｍ）
等級施工箇所

接着の厚さ

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 

・

樹種名（強度等級）
保存処理

単板の曲げ性能 間伐材等

の適用
板面の品質

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 

・

接着の程度単板の樹種名 間伐材等の適用

・1 類　・特類

・パーティクルボード 

・「構造用パネルの日本農林規格」による構造用パネル 

・

表裏面の状態による区分 曲げ強さによる区分 耐水性による区分 間伐材等の適用

・

間伐材等の適用厚さ（ｍｍ）

・１級　・２級　・３級　・４級

使用材料表５～１０

使用材料表１

使用材料表２～３
無等級材のうち次の樹種については、製材の日本農林規格第６条に定める品質曲げ性能における等級の

区分に準拠する。それ以外の樹種については、既往の研究等に基づき適切に定め、施工計画書を作成し、

提出する。 あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、とどまつ、すぎ 

寸法

（ｍｍ）

寸法

（ｍｍ）

該当なし

厚さ
（ｍｍ）

該当なし

－ B-S03構造特記仕様書３
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基礎立上り巾は１２０以上とする。

ＳＤ２９５

基礎タイプ　べた基礎構造
使用材料
基礎コンクリート強度
ＦＣ＝２１＋３＝２４Ｎ/cm2
スランプ　１８ｃｍ
鉄　筋

床下換気孔の方式

アンカーボルト
Ｍ－１２以上とし、耐力壁・筋違いの取り付く両側及び端部
・土台継手部としその他の部分は＠2,000以下に取付ける事

ねこ土台方式床下換気孔

立上開口（人通口）の
スラブ補強位置を示す

ﾀﾃﾖｺ

基礎ベース厚150ｺﾝｸﾘｰﾄを示す

ｼﾝｸﾞﾙ配筋

パッキン厚は20㎜とし、メーカー特記仕様による。

人通口の開口幅は600mm以下とする。

ｼﾝｸﾞﾙ配筋スラブ筋の中間に補強配筋する。

又はD10-＠200ﾒｯｼｭｼﾝｸﾞﾙ配筋

土間ｺﾝｸﾘｰﾄを示す

6mmﾒｯｼｭ100×100ｼﾝｸﾞﾙ配筋

又はD10-＠200ﾒｯｼｭｼﾝｸﾞﾙ配筋

6mmﾒｯｼｭ100×100ｼﾝｸﾞﾙ配筋

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄを示す

特記外　厚100とする

特記外　厚100とする

この範囲の配筋はD13をﾀﾃﾖｺ共＠150

補強筋は、開口部直下に施すか全部に施す事。

※　地耐力３０ＫＮ／㎡以上とする。

D10－＠150

アンカーボルトM-12

基礎伏図　　S:1/100

鋼製床束
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600

D13×2
主筋・補助筋

STR D10－＠300　

ＧＬ D10×1

D13×1

土台

土台パッキン

防虫通気材

仕上床材 12㎜

曲り・交差・端部　D13×1

主筋・補助筋D13×2

大引き

断熱材
補強筋

※120以上かつ土台巾以上

基礎立上寸法

ＦＬ

D10－＠300

D10×1

厚24　構造用合板パネル

ﾀﾃﾖｺ D13－＠300

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚　0.1
養生砂又は捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚50

D13×2
主筋・補助筋

ＧＬ

D13×1

補強筋

D10－＠300

ﾀﾃﾖｺ

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚　0.1
養生砂又は捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚50

D10－＠150 ｼﾝｸﾞﾙ

主筋・補助筋D13×2

D10×1

ｼﾝｸﾞﾙ

ＧＬ
D10×1

曲り・交差・端部　D13×1

主筋D13×1

補助筋D13×1主筋D13×1
補助筋D13×1

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚　0.1
養生砂又は捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚50

ﾀﾃﾖｺ　D13－＠300

厚1.8　ﾋﾞﾆｰﾙ床材
厚9　捨て貼り合板
厚24　構造用合板パネル厚12 化粧ﾌﾛｱｰﾊﾟﾈﾙ

厚24　構造用合板パネル

床断熱材

土台120×120

テラス基礎詳細図　　S:1/20

基礎詳細図　　S:1/20

120×120

D10

D13
D13

開　　口

ＧＬ

ｼﾝｸﾞﾙ

STR　D10－＠300　

人通口　S:1/20
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１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

基礎伏図・基礎詳細図広島県庄原市川手町276-1
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床下
点検口

床下
点検口

床下
点検口

床下
点検口

床下
点検口

床下
点検口

床下
点検口

床下
点検口

ｱ)24㎜床合板

90角
@910

90角
@910

90角
@910

90角
@910

大引105×105大引105×105

火打ち金物 公庫指定　ＨＢ金物

※　共通柱仕様

凡　例

※　共通注記

柱の逃げ・梁の逃げ方向と寸法に注意する事。

構造施工図は　監督員と打合わせの上承認を必ず受ける事。

又は90×90以上の木材とする。

構造施工図は　監督員と打合わせの上承認を必ず受ける事。

隅柱・管柱は全て杉：120角以上とする。

１階の床組みは、構造用合板厚24mmパネル面材による剛床工法とする。

※土台材は全て防腐防蟻処理Ｋ３相当以上の土台用材又は、桧とする。
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見付面積：S S×0.5
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対照床面積
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筋交い：45×90
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地震

地震用1階床面積　180.11㎡
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構造施工図は　監督員と打合わせの上承認を

必ず受ける事。

X8通り 軸組図

筋
違
45
×
90

柱
：

杉
1
20

×
12

0

4.5
10

X16通り 軸組図

▼1階軒高

▼基礎高さ

▼設計GL

梁105×210

柱
：

杉
1
20

×
12

0

柱
：

杉
1
20

×
12

0

筋
違
45×

90

土台桧120×120

間
柱
3
0×

1
20

筋
違
45
×
90

小
屋

束
10

5×
1
05

二重梁105×105

棟木105×105

母屋105×105

柱
：

杉
1
20

×
12

0

筋
違
45
×
90

間
柱
3
0×

1
20

筋
違
45×

90

間
柱
3
0×

1
20

梁105×180

柱
：

杉
1
20

×
12

0

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Y11 Y12

10

4.5

▼1階軒高

▼基礎高さ

▼設計GL

Y0

X0通り 軸組図

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Y11 Y12

柱
：
杉

12
0
×
12

0

土台桧120×120

梁105×180小
屋
束

10
5×

1
05

間
柱
3
0×

1
20

母屋105×105

棟木105×105

二重梁105×105

筋
違
45
×
90

柱
：
杉

12
0
×
12

0

柱
：

杉
1
20
×

12
0

筋
違
45×

90

柱
：
杉

12
0
×
12

0

柱
：
杉

12
0
×
12

0

筋
違
45×

90

筋
違
45
×
90

間
柱
3
0×

1
20

梁105×210
梁105×210

梁105×210

柱
：

杉
1
20

×
12

0

Y13

Y13

柱
：

杉
1
20

×
12

0

Y13

柱
：

杉
1
20

×
12

0

梁120×210

Y13

柱
：

杉
1
20

×
12

0

梁120×210

間
柱
30

×
12

0

間
柱

3
0×

1
20

間
柱
3
0×

1
20

界壁

界壁

外壁

外壁

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

軸組図　1広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」

S:1/100 B-S07



3
,
0
0
0

3
,
1
4
0

4
0
0

3
,
5
4
0

14,560

3,640 3,640 3,640 3,640

14,560 500500

14,560

3,640 3,640 3,640 3,640

3
,
1
4
0

4
0
0

3
,
5
4
0

3
,
0
0
0

14,560 500500

3
,
1
4
0

4
0
0

3
,
5
4
0

3
,
0
0
0

14,560

3,640 3,640 3,640 3,640

14,560 500500

870 950 910 910 910 910 950 870 870 950 910 910 910 910 950 870

5
4
0

5
4
0

5
4
0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

Y1通り 軸組図 Y8通り 軸組図

Y12通り 軸組図

※　共通注記

柱の逃げ・梁の逃げ方向と寸法に注意する事。

構造施工図は　監督員と打合わせの上承認を必ず受ける事。

隅柱・管柱は全て杉120角以上とする。

筋違は全て杉・45×90以上とする。
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　１）適用基準等

　２）疑　　　義

　４）工法の決定

　６）検　　　査

　３）官公庁その他の手続

　５）提 出 書 類

２ ． 工 事 場 所

１ ． 工 事 名 称

３ ． 建 物 概 要

４ ． 主 な 用 途

５ ． 一 般 事 項

　７）特 記 事 項

６ ． 工 事 項 目

７ ． 工 事 区 分

凡　　　　　　　　　例

８ ． メ － カ リ ス ト

６ ． 工 事 項 目 ６ ． 工 事 項 目

協会監修）、電気設備の技術基準、内線規程、消防法、建築基準法及び、その他

・　ＲＣ　　・　ＳＲＣ　　・　Ｓ　　・　木造
２

本工事は設計図・特記仕様書によると共に、建築設備工事共通仕様書（日本建築家

施工にあたり、疑義が生じた場合は、係員と協議すること。

本工事に必要な官公庁への手続きは、請負業者にて代行し、これに要する費用は、請

負業者の負担とする。

施工者は、係員の承認なく、施工方法、使用材料及び使用機器を変更してはならない。

変更を行う場合は、速やかに変更図面を提出し、係員の承認を得た後に施工すること。

下記の　・　印の書類を係員に提出すること。

工事完成後、経済産業局、その他官公庁の各種検査に合格すると共に、係員の検査に

合格すること。

２）工事項目は、番号の入っている設備項目を適用する。

３）仕様、工事内容及び工事区分は、・　印を付したものを適用する。

４）機器の取付高さは、特に指示のない場合、標準取付高さによること。

　工事書類　　・　工程表　　・　メーカリスト　　・　承認図　　・　施工図

　完成書類　　・　官公庁等への諸手続きの写し　　・　検査試験成績表

　　　　　　　・　取扱説明書　　・　工事記録写真　・　竣工図

１）配線器具プレート（　・　樹脂　・　新金属　・　ステンレス　・　　　　　　）

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

電 圧 種 別引 込 設 備 ・　高圧

・　低圧

引 込 方 式 ・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　低圧

受変電設備 形 　 　 式

施 設 場 所

主 遮 断 器

進相コンデンサ

変圧器

・　閉鎖型　・　簡易閉鎖型　・　開放組立型

・　屋内（　　階）　　・　屋外（　・　地上　・　屋上）

発電機設備 用 　 　 途

形 　 　 式

エ ン ジ ン

発 電 機 定格出力

特 殊 仕 様

冷却方式

燃料タンク

始動時間

始 動 盤

燃　　料

種　　類

出力電圧

定格出力 　　　　　　ＰＳ　　　　　　ｒｐｍ

運　　転

・　パッケージ型　・　据置型　・　屋内型　・　屋外型

（　・　１時間　・　連続　・　常用　）

（　・　ディーゼル　　・　タービン　）

（　・　水冷　　・　空冷　）

（　・　重油　　・　軽油　　・　ガス　）

　　秒以内　始動方式（・　空気　・　蓄電池）

（　・　搭載型　　・　別置型　）

・　常用　　・　非常用　　・　兼用　　・　コージェネ

蓄電池設備 用 　 　 途

収 容 形 式

特 殊 仕 様

整 流 器

蓄電池形式 鉛

アルカリ

負荷電圧調整器　　　　　　　　　Ａ

セル　　　　Ｖ　　　ＡＨ　　　ＨＲ

・　非常用　　・　一般　　・　兼用

・　閉鎖型　　・　開放架台

（　・　ＨＳ　　・　ＨＳ－Ｅ　　・　ＭＳＥ　）

（　・　ＡＭＨ　　・　ＡＨＨ　・　ＡＨ　）

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

監視盤設備 形 　 　 式

監 視 対 象

計 装 配 線

・　自立型　　・　デスク型

・　受変電　　・　衛生動力　　・　空調動力　　・　温湿度

・　発電機

・　含む　　・　含まず

施 工 範 囲幹 線 設 備

電 　 　 圧

低圧配電盤二次側端子接続より分電盤・制御盤等の一次側接続

配 線 種 別 一般電灯動力（　・　電線管　・　ケーブル　・　バスダクト）

非常電灯動力（　・　耐熱電線　　・　耐火ケーブル　　　　）

直　流　　　（　・　耐熱電線　　・　耐火ケーブル　　　　）

電灯　・　　　　　　　　　　（　・　ＡＣ　　・　ＧＡＣ）

まで。　　盤類（　・　含む　　・　含まず　）

施 工 範 囲動 力 設 備 制御盤を（　・　含み　・　含まず）二次側端子接続より、

各動力負荷一次側接続まで。

インターロック配線（　・　含む　　・　含まず　）

自動制御配線　　　（　・　含む　　・　含まず　）

警報配線（　・　含む　　・　含まず）

警報盤　（　・　含む　　・　含まず）

電灯コンセント設備 施 工 範 囲

配 線 器 具

分電盤を（　・　含み　・　含まず）二次側端子接続より、

配線器具等の取付まで。

・　連用型　　・　大角連用型　　・　ワイド型

照明器具設備 施 工 範 囲 照明器具の供給取付工事

器 具 仕 様

誘導灯用非常電源　　（　・　内蔵　　・　別置　）

非常照明器具（　・　専用　　・　兼用　　・　組込　）

電話配管設備

建物内配管

引 込 方 法

構 内 配 線

・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　配管　　・　ケーブルラック

・　含む　　・　含まず

交 換 機電 話 設 備 ・　含む　　・　含まず

・　電子交換機　局線　　　／　　　回線

・　ボタン電話器　　　　　型

放 送 設 備 用 　 　 途

増幅器形式

遠隔操作器

付 属 機 器

出力　　　　Ｗ、出力回路　　　　回路

・　非常用　　・　一般用　　・　兼用

・　ロッカー型　・　卓上型　・　デスク型　・　壁掛型

・　有　　・　無　（　・　非常用　・　一般用　）

増幅器設置場所

　　　共聴設備

増 幅 器

規 　 　 格

アンテナマスト

テレビ・ラジオ ア ン テ ナ ・　有　　・　無

・　ＶＨＦ　・　ＵＨＦ　・　ＦＭ　・　ＡＭ

・　無　　・　有

・　一般　　・　ＢＬ

・　自立型　　・　側壁型

電気時計設備 親 時 計

子 時 計

水晶発振式（　・　壁掛型　　・　据置型　）出力　　　回路

・　壁掛型　　・　半埋込型　　・　埋込型　　・　吊下げ型

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

　　　　　　設備

インターホン設備 用 　 　 途

通 話 方 式

形 　 　 式

・　ドアホン　　・　所内連絡

・　同時通話　　・　交互通話

・　親子式　　・　相互式　　

自動火災報知設備 受 信 機

総 合 盤

消火ポンプ起動

（自火報）　　　回線、（防排煙）　　　回線

・　消火栓組込　　・　単独

・　発信機連動　　・　別置押釦

・　単独　・　複合　　　型　　級（　・　自立型　・　壁掛型　）

受信機設置場所

防排煙制御設備 制 御 盤

制 御 対 象

・　単独（　　　回線　）　・　火災報知受信機組込

・　防火戸　・　ダンパー　・　防煙垂壁　・　排煙口　・　シャッタ

避 雷 設 備 方 　 　 式

接 地 極

突針支持管

端 子 箱

・　突針　　・　棟上導体　　

・　銅板　　ヵ所　　・　建物接地

・　鋼管　・　黄銅管　・　アルミ管（　・　自立型　・　側壁型　）

・　塩ビ　　・黄銅　　・　ステン

電力会社・ＮＴＴに納入する負担金

テレビ受信のビル影障害調査及び補償費

電 気 建 築 衛 生 空 調 別 途 　 備 　 　 　 考項　　　　　　　目

（該当欄に　　印で記します。）

受電後、引渡し迄の電気基本料金及び使用料金

シンダーコンクリート打設工事

ピット工事（縁金物、蓋共）

天井に取付ける機器の穴明けと補強工事及び取付枠

空調機・ボイラ等の制御機器及び自動制御配線

換気扇の供給取付工事

電極棒及び保持器

電話器とその取付工事及び入線工事

空調機の室内機・室外機間の亘り配線

電気配線用点検口の設置工事

コンクリート基礎（　・　キュービクル　・　発電機　

　・　変圧器　・　盤類　・　外灯　　　　　　）

（その他下記以外で、係員が同等品以上と認めたもの）

電線ケーブル

バ ス ダ ク ト
ＪＩＳ規格品

電 　 線 　 管

電線管付属品

パナソニック・東芝・摂陽・日本パイプ・丸一

パナソニック・東芝・摂陽・日亜・外山

配 線 器 具

合成樹脂電線管 積水・パナソニック・古河・ミライ・東拓

パナソニック・東芝・神保・明工社

キュービクル

高低圧配電盤

照 明 器 具

パナソニック・内外・中電工

パナソニック・内外・中電工

パナソニック・東芝・三菱・日立

制御盤監視盤

分電盤端子盤

パナソニック・内外・中電工

パナソニック・内外・中電工

進 　 相 　 器

変 　 圧 　 器

高 圧 機 器

三菱・日立・東芝・パナソニック・ニチコン

三菱・日立・東芝・パナソニック・ダイヘン・中機

三菱・日立・東芝・　　　　　　・戸上エナジーサポート

発 　 電 　 機

エ ン ジ ン

直流電源装置

電 話 交 換 機

放 送 機 器

東芝・日立・三菱・パナソニック

ヤンマー・三菱・いすず・川崎

ジーエスユアサ・古河・パナソニック

ＮＥＣ・日立・パナソニック・富士通

パナソニック・ＴＯＡ・ビクター・東芝

テ レ ビ 共 聴

電 気 時 計

インターホン

ナースコール

自火報防排煙

避 　 雷 　 針

ＤＸ・マスプロ・八木・パナソニック

セイコー・ＴＩＣ・パナソニック

パナソニック・アイホン・ケアコム・東芝

パナソニック・アイホン・ケアコム・東芝

大 阪・ 日 本

ニッタン・能美・ホーチキ・パナソニック

記　号 標準取付高さ適　　　　　用名　　称

白 　 熱 　 灯

蛍 　 光 　 灯

　 　 コ ー ド 吊 　 　 壁 付 　 　 非 常 照 明

　 　 　 　 壁 付 　 　 　 　 　 　 非 常 照 明 組 込

誘 　 導 　 灯

水 　 銀 　 灯

　 　 通 路 誘 導 灯 は 矢 印 を 記 入

コ ン セ ン ト 壁 付 （ ２ Ｐ １ ５ Ａ × ２ コ 口 ） 他 は 口 数 傍 記

傍 記 Ｔ は 引 掛 型 、 Ｅ は 接 地 端 子 付 、 Ｗ Ｐ は

防 滴 型 を 示 す 。

Ｆ Ｌ ＋ ３ ０ ０

和 室 ＋ ２ ０ ０

　 　 床 付 ２ Ｐ １ ５ Ａ × ２

確 認 ラ ン プ 付 、 窓 数 傍 記

ス イ ッ チ

リモコンセレクタスイッチ

パイロットランプ

Ｆ Ｌ ＋ １ ３ ０ ０

和 室 　 １ ２ ０ ０回 路 数 は 傍 記 に よ る

　 　 片 切 　 　 両 切 　 　 ３ 路 　 　 ４ 路

リモコンスイッチＲ

２ ３ ４

容 量 傍 記 、 Ｆ Ｌ は 蛍 光 灯 用調 　 光 　 器

自 動 点 滅 器 特 記 な き は ３ Ａ と す る 。Ａ

制御用スイッチ

フ ロ ー ト ス イ ッ チ

圧 力 ス イ ッ チ

フ ロ ー ト レ ス ス イ ッ チ （ 極 数 は 傍 記 ）ＬＦ

Ｆ

Ｐ

開 　 閉 　 器

電 灯 分 電 盤

換 　 気 　 扇 大 き さ 傍 記 、 　 　 天 井 扇

容 量 は 傍 記Ｓ

動 力 制 御 盤

灯 動 共 用 盤

Ｆ Ｌ ＋ １ ５ ０ ０

上 端 Ｆ Ｌ ＋ １ ９ ０ ０

　 　 　 〃

　 　 　 〃

警 　 報 　 盤

保 安 器 盤

端 　 子 　 盤

親 　 時 　 計

子 　 時 　 計

ＴＶ機器収納凾

直列ユニット

ア ン テ ナ 種 類 、 素 子 数 傍 記

大 き さ 傍 記Ｂ Ｓ ア ン テ ナ

７ ５ Ω （ 　 　 端 子 型 ）

親 器 　 　 　 子 器インターホン ｔｔ

（ 　 和 室 は 畳 天 ）注

避 雷 突 針

種 別 傍 記接 　 地 　 極

プルボックス

ジョイントボックス

　 　 マ ン ホ ー ル （ 蓋 荷 重 傍 記 ）ハンドホール

立 上 り 、 素 通 し 、 引 下 げ配 管 ・ 配 線

天 井

床

露 出

地 中

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　　　φ　　Ｗ　　　　　Ｖ　　　Ｈｚ

　　1φ　3Ｗ　　　200/100Ｖ　60Ｈｚ

　　　φ　　Ｗ　　　　　Ｖ　　　Ｈｚ

入力　　φ　　Ｗ　　　　Ｖ　全自動充電方式

動力　・　３φ３Ｗ　　　Ｖ　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

（　その他　　　　　　　　　　　　　　用　　　　　　ｋＶＡ）

　　　φ　　Ｗ　　　　ｋＶＡ　　　ＨＺ、　力率　　　％

　　　φ　　Ｗ　　　　ｋＶＡ　　　ＨＺ、

動力　・　３φ３Ｗ２００Ｖ　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

電灯　・　　　　　　　　　　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

１φ３Ｗ２００／１００Ｖ

直流　・　２Ｗ１０８Ｖ

壁 付 　 　 床 付 （ ロ ー テ ン シ ョ ン ス タ ン ド 共 ）電話アウトレット

天 井 埋 込 型 　 　 壁 掛 型

ホーン型スピーカ

ス ピ ー カ

ジ ャ ッ ク

アッテネータ

増 　 幅 　 器

遠 隔 操 作 器

Ｍ Ｊ マ イ ク ジ ャ ッ ク 、 Ｓ Ｊ ス ピ ー カ ジ ャ ッ クＪ

ＡＭＰ

避雷接地用端子箱

接地用端子箱

関係法令・規則・条例に基づき、完全に施工するものとする。

順位は１．現場説明書　２．本特記仕様書　３．図面　４．共通仕様書とする。

設 備 容 量

直列リアクトル

・　ＢＳ／１１０°ＣＳ　・　ＣＳ

情報配管設備

ナースコール設備

自動スイッチ 熱 線 セ ン サ ー 付

情報用アウトレット 壁 付 　 　 床 付 （ ロ ー テ ン シ ョ ン ス タ ン ド 共 ）

３φ４Ｗ２００／１００Ｖ

配 　 　 線

機 　 　 器

通 話 方 式

夜間切り替え

・　ＰＣ型　　・　ボード型　　・　卓上型

・　交互通話　　・　自動交互通話　　・　同時通話

・　有　　・　無

建物内配管

引 込 方 法 ・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　配管　　・　ケーブルラック

・　含む　　・　含まず

非常照明用予備電源　（　・　内蔵　　・　別置　）

地下　　階／地上　２階／塔屋　　階／延面積　　　　　　ｍ

・　ＶＣＢ　・　ＡＣＢ　・　ＧＣＢ　・　ＬＢＳ　・　ＤＳ　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ｋｖａｒ

　　７．２ｋＶ　　１００Ａ　　　　ｋＡ

（　動力用　　　７５ｋＶＡ、　　電灯用　　　　３０ｋＶＡ）

　　　　　　　  　　　２４ｋｖａｒ

Ｍ

ＲＭ

広島県庄原市東城町川東

　　　　　　　・（　・　搭載型　・　別置型）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）「Ｂタイプ」電気設備工事

Ｓ

共同住宅

・　　煙感知器（電池式）

台所別途

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

特記仕様書（電気設備）

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」

B-E01



天井点検口

床下点検口

床下点検口

ポーチ

枕棚

（PF16)

24時間換気

下駄箱
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内法

D･K

洋室
(7帖)

D･K
(6帖)

洋室
(7帖)

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洗面所

廊下

ﾄｲﾚ

洗面所

冷

ガス
給湯器

(6帖)

玄関

冷

1,675

9
10

9
10

9
10

※RJV1216US

吊戸棚

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ換気扇

ガス台

流し台

洗濯機パン

高齢者対応ＵＢ 吊戸棚
流し台 ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ換気扇

ガス台洗濯機パン

1

2

2ET

AC

30A

WP

コンセント　１口用

コンセント　２口用

コンセント　２口用　ｱｰｽ付

ｴｱｺﾝ用ｺﾝｾﾝﾄ　１口用　ｱｰｽ付

ＩＨ用コンセント

防水コンセント

分電盤 ＴＶ端末

３

4

ＴＥＬ端末

スイッチ　片切

スイッチ　３路

スイッチ　４路

換気扇スイッチ

火災警報器　煙式

火災警報器　熱式

コンセント　２口用3

ｼ-ﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

引掛ｼ-ﾘﾝｸﾞ

ＢＥ

Ｂ
ｷｯﾁﾝ・ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ
電灯コンセント

２

４

６

玄関・脱衣・浴室
ﾄｲﾚ電灯コンセント

３Ｐ4０Ａ　30mA

8sq

洋室エアコン 電子ﾚﾝｼﾞ用

（将来用）
ＩＨヒーター 予備

１

３

５

ＣＬ

Ｓ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

押し釦

P

P

2E
T

3

2ET

２
30

A

２

１

2ET

AC

２

WP

TV

火災警報器　煙式　電池式

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

２

TV

ｶﾒﾗ付
ﾄﾞｱﾎﾝ

ﾁｯﾌﾟ

２

3

T

2ET

TP

Ｓ

ＬＥＤシーリングライト　６０形電球１灯器具相当 ＬＥＤキッチンライト　２０形直管蛍光灯１灯器具相当ＬＥＤシーリングライト　３０形丸形蛍光灯１灯器具相当a b C d

脱衣 流し元灯廊下 ﾄｲﾚ

パナソニック　ＬＧＢ５１６５３ＬＥ１

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束５８０ｌｍ、消費電力６、電圧１００Ｖ
天井面・壁面取付専用
カバー：プラスチック（ホワイト）
送り用端子台付

パナソニック　ＬＧＷ５１７０４ＷＣＦ１

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束９６５ｌｍ、消費電力１０．７Ｗ、電圧１００Ｖ
防湿型・防雨型、拡散タイプ、ネジ込み方式
プラスチック（ホワイト）
カバー：アクリル（乳白）

パナソニック　ＬＧＢ８５０３１ＬＥ１

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束１１００ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、コンセント付、プルスイッチ付

カバー：プラスチック（乳白）
Ｗ＝５８０　Ｈ＝６５　出しろ６４

ＬＥＤシーリングライト　４０形蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＢ５２６５０ＬＥ１

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束２５５０ｌｍ、消費電力２２Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、天井直付型、ソフトターン方式、カチットＦ
カバー：アクリル（乳白つや消し） 引込計器盤へ

CV8-3C E3.5（引込計器盤へ）

100Φ

100Φ

150Φ

100Φ

②
a

①

ﾚﾝｼﾞ用

④

C

b

ｄ

⑤

（PF16)

③

将来用配線のみ

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

1/50広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

B-E02平面詳細図　電気設備

第一川東公営住宅改築工事（2・3工区）　「Ｂタイプ」



D･K
(6帖)

洋室
(7帖)

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
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■平詳1F　S=1/100

パナソニック　直付ＸＬＸ２００ＡＥＮＣＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型２０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

一般タイプ、８００ｌｍタイプ
消費電力６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵
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広島県庄原市川手町276-1

B-E03平面図　電気設備工事　(幹線・弱電)

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」



換気設備

２

25

建物名称 構　造 階数
建築基準法による

延べ面積(ｍ2)

消防法施行令

別表第一の区分
備　　　考

建物別及び屋外

工事種目

計画建物 木造

・

・

・

・

・

・

・

・

・

空気調和設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

特殊ガス設備

厨房器具設備

浄化槽設備

計画建物

空
調
設
備

衛
生
設
備

工事種別

補
償

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

１　

１　

１　

１　

１　

２　

１　

１　

２　

２　

記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

総
　
則

　　

１

３

４

５

７

６

８

９

10

11

12

13

14

15

16

．発生材の処理及び

　産業廃棄物の処理

．機材の品質等

．図形表示

．電気容量及び

　機器表示

．技能士の適用

．総合試運転調整

．弁　類

．伸縮継手

．防振継手

．絶縁継手

．油面制御装置

．配管の建物導入部

．

．ビニル管の接合方法

．

．溶接配管の検査

項　　　目 特　　記　　事　　項

○

ステンレス鋼管の接合方法

ポリエチレン管の接合方法

設置場所 機器種別

上層階

屋上及び塔屋

機　　器

防振支持の機器

水　槽　類

中間階

地下及び１階

機　　器

防振支持の機器

水　槽　類

機　　器

防振支持の機器

水　槽　類

・　特定の施設

重要機器 一般機器

・　一般の施設

重要機器 一般機器

２．０ １．５

２．０２．０

２．０ １．５

１．０１．５

１．５ １．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．５

１．０

１．０

１．５

１．５ １．０

１．５２．０

１．５ １．０

１．０ ０．６

１．５ １．０

０．６１．０

０．６ ０．４

０．６

０．６

１．０

１．０

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

１階

18

19

20

21

22

23

24

26

．埋設表示

．保温

．塗装

．足場

　その他

．工事用電力，水

．監督職員事務所

．工事用仮設物

．土工事

．耐震措置

17

　固定金具

．支持金物，

標準仕様書によるほか図示の箇所に設ける。

標準仕様書によるほか下記を適用する。

（１）暖房熱源機器室内の配管の保温材で，ポリスチレンフォ－ム保温材とあるものは

　　　同じ施工種別のロックウ－ルまたはグラスウ－ル保温材を使用する。

（２）屋内露出の合成樹脂製カバーは（　※　カバー１　　・　カバー２　）とする。

（３）屋内露出（　・　機械室　　・　書庫　　・　倉庫　　・　管廊　　）の配管，

　　　ダクトの保温は「屋内露出（一般居室，廊下）仕上げ」に読替える。

　　　（　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

　　　　屋内露出　・　保温化粧ケース（　・　耐候性樹脂製　　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　・　合成樹脂製カバー（　※　カバー１　　・　カバー２　）

　　　　　　　　　・　

　　　　屋外露出　・　ステンレス鋼板巻き（冷媒管に断熱材被覆銅管使用する時は整

　　　　　　　　　　　形用としてグラスウールを使用する。）

　　　　　　　　　・　保温化粧ケース（　・　耐候性樹脂製　　・　高耐蝕鋼板製　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ステンレス鋼板製）

　　　　　　　　※　Ｉ（イ）Ⅸ　又は　ｈ（イ）Ⅸ　　・　行わない

※　標準仕様書を適用するほか，下記の部分を除き原則塗装を行う。

　　埋設されるもの（ただし，防食塗装部分を除く）　　亜鉛めっき以外のめっき仕上

　　げ面　　亜鉛めっきされたもので，常時隠ぺいされる部分　　亜鉛めっきされた金

　　属電線管，鋼製架台及び支持金物類　　樹脂コーティング等を施したもので，常時

　　隠ぺいされる部分　　特殊な意匠的表面仕上げ処理を施した面　　アルミニウム，

　　ステンレス，銅，溶融アルミニウム－亜鉛鉄板，合成樹脂製等，特に塗装の必要を

　　認められない面　　カラー亜鉛鉄板面　　主・各階機械室内及び電気室等の亜鉛め

　　っきされた露出配管及び露出ダクト及びダクト構成部材

※　残りネジ部，及びパイプレンチのチャック跡部の鉄面はさび止めペイント２回塗り

　　を行う。

官公庁への諸手続きなどの費用は受注者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力，水などの費用は受注者の負担とする。

※　設けない　　・　設ける（　　　号）　　　㎡程度

構内に作ることが　・　出来る　　・　出来ない

（１）埋戻し土は　・　山砂の類

　　　　　　　　　※　根切り土の中の良質土（ヒュ－ム管以外の管周囲は山砂の類）

　　  ※　場外指示の場所に処分　　・　場外搬出適切処理 

　　  ・　場内指示の場所に堆積　　・　場内指示の場所に敷き均し

（１) 機器の据付け及び取付け

行政法人建築研究所監修）による。

　　　設計用水平地震力は，機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあって

設備機器の固定は次によるほか，「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」（独立

○

（２）ピット内に使用する支持金物等はステンレス製（ＳＵＳ３０４）とする。

（１）ポンプ及び屋外設置機器のアンカーボルト，ナットはステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし，

屋外の配管，ダクトに使用する支持金物等はステンレス製（ＳＵＳ３０４）又は，

溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　　　溶融亜鉛めっきは　 ※　２種３５　　・　２種５０

※　標準図（機材２）による。

屋外配管の埋戻し時は埋設表示テ－プを布設する。

（４）断熱材被覆銅管による冷媒管の保温外装は

（５）共同溝の保温種別　・　　　　　　　　　　　　・　

（６）全熱交換器用の　給気ダクト（　・　外気側　　・　室内側　）は保温（２５mm厚）する。

　　　　　　　　　　　排気ダクト（　・　外気側壁面より　1　ｍ ）は保温（２５mm厚）する。

（７）厨房用（レンジフード含む）排気ダクトの断熱（隠蔽部）

本工事で設置する。

・　内部足場（　・　Ａ，Ｂ，Ｃ種　　・　Ｅ種　・　Ｆ種　　・　Ｇ種　）

・　外部足場（　・　Ｄ，Ｅ種　・　Ａ種　　・　Ｂ種　・　Ｃ種　　・　Ｆ種　）

　　　

　　　は有効質量）に，地域係数（　・　１．０　　※　０．９　　・　０．８　）とし，

次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

（２）建設発生土は

設計用標準水平震度

　　　・　換気機器　　・　空調機器　　・　熱源機器　　・　防災機器　　・　監視

　　　・　給水機器（　　　　　　　　　）　　・　排水機器（　　　　　　　　　）

　　　上層階とは２～６階建の場合は最上階，７～９階建の場合は上層２階，１０～１２階建の

場合は上層３階，１３階建以上の場合は上層４階とする。

　　　重要機器は次のものを示す。
　　　中間階とは地階，１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

１．工事中

２．工事後

地上物件，地中埋設物等で本工事に起因して損傷した場合は，速やかに補修し，完全に復元

工事完成引渡後，施工または機器，材料の不備による故障は，約款第４１条（契約不適合）に

するものとする。

より１年間受注者の負担で完全に補修するものとする。

機
器
及
び
材
料

管
理

１．完成引渡しまでの

　　管理

工事完了後も予め監督職員の指示した日時までは受注者で管理し，各種公課に対する料金及び

各種の被害（火災，盗難，破損等）は一切受注者の負担とする。

２．機器の取扱い等

１．主要資材購入先名簿

　　の届出

本工事の施工に際して，資材を購入する場合は，極力広島県内に主たる営業所を有する業者に

に発注するものとする。また主要資材を購入しようとするときは，あらかじめ購入先の名称・　

標準仕様書の機材の検査に伴う試験に該当する機器については調査とあわせて，機器の構造及び

所在地及び資材名等を発注者に通知するものとする。

取扱い方法ならびに管理上の要点を管理者側に十分説明する。

１．完成時の提出書類等

２．工事に関する写真

　　※建築工事に準ずる

（３）諸官庁届出書類一覧表［諸官庁届出書類（正），許可書（正）共］

（１）工事竣工図書引渡し書　Ａ４版

（２）完成図書（Ａ４版）

（４）完成図面・施工図面二折製本　Ａ３版

（５）縮小完成図面・施工図面二折製本　Ａ４版

（６）工事記録写真　Ａ４版（工事記録写真カラ－サ－ビス版）

　　　　　　　　　　　　　（完成写真カラ－サ－ビス版）

（７）運転操作説明書　取扱説明書を簡易にまとめたもの　Ａ４版製本

（８）工事監理図書　Ａ４版

（９）電子成果品（電子納品）

（10）建物基本情報及び型式台帳（監督員が指定する様式で作成）

（11）その他監督員が必要と指示したもの

（１）工程写真

（２）工事記録写真

　　　工事の進行に伴い主要工程の写真（カラ－サ－ビス版）

　　　地中，コンクリ－トその他建設中に埋設又は隠蔽され，完成後外部から検査又は確認

　　　することが困難な部分，各種試験状況，その他監督職員の指示する箇所は写真（カラ－

（３）竣工写真

　　　サ－ビス版）にまとめて提出する。

　　　主要機器の取付箇所，その他監督職員の指示する箇所は写真（カラ－サービス版）に

　　　まとめて提出する。

（１）区分は●を，項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は　・　の付いたものを適用する。

　・　印　　※　印の場合は両方を適用する。　　　ただし，　・　印のない場合は　※　印を適用する。

●
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

●
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

区分

引渡しを要するもの　　　　　※　無し　　

　　　　　　　　　　　　　　・　有り（　・　機器類　　・　配管類　　）

特別管理産業廃棄物　　　　　※　無し　　・　有り　（　　　　　　　　　　　　）

再生資源の利用を図るもの　　※　無し　　・　有り　（　　　　　　　　　　　　）

（１）本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市等

　　　（広島市，呉市，福山市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可

　　　対象とならない中間処理施設にあっては，廃棄物処理法に定められた基準に従っ

　　　た適正な施設）で処理すること。ただし，建設廃棄物が，破砕等（選別を含む）

　　　により，有用物となった場合，その用途に応じて適切に処理するものとする。

　　　（原則，県内処分）

（２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記（１）に

　　　揚げる施設のうち受入れ条件が合うものの中から，運搬費と受入費（平日の受入

　　　費用）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って，正当な理由があ

　　　る場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。

（３）本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄

　　　物については，広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので，適正に処理すること。

　　　なお，本工事では，広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。

優先的に選定するよう努めるものとする。

品目については，他の特記事項及び図面表記の範囲内で，環境負荷を低減できる材料を

（グリーン購入法）に基づき策定された「広島県グリーン購入方針」に掲載されている

び性能を有するものとする。また，国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

本工事に使用する機材等は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品質及

機器類は，図示する形状及び配管等の取り出し位置により，特定製造者の特定の製品を

を指示，限定しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

（２）電動機出力，燃料消費量，圧力損失等は，原則として表示された値以下とする。

・　配管施工（配管工事）　　・　冷凍，空気調和機器施工（冷凍空調機の据付）

・　熱絶縁施工（保温工事）　　・　建築板金施工（ダクトの製作及び取付）

下記項目の総合調整を行い測定表を監督職員に提出する。（　　　部）

　・　騒音の測定　・　振動の測定　　・　室内の気流及び塵埃の測定

　・　風量調整　　・　水量調整　　・　室内外空気の温湿度の測定　　

　・　浄化槽の放流水水質　　・　飲料水の水質の測定　　・　雑用水の水質の測定

測定箇所等は監督職員との協議による。

（１）ステンレス管に使用するバルブは５０Ａ以下は青銅製，６５Ａ以上はステンレス

　　　製を使用する。

（２）給水，給湯に使用するバルブ，水栓類は鉛レスの鉛水質基準適合品を使用する。

※　ベロ－ズ形　　・　スリ－ブ形

※　合成ゴム製（球形）　　・　ベロ－ズ製（ステンレス）

・　ポリテトラフルオロエチレン樹脂製

標準図　施工３による。

（１）油面制御装置の機能は下記による。

　　・　給油ポンプの起動，停止　　・　返油ポンプの起動，停止

　　・　ポンプ緊急停止警報　　・　満油警報　　・　減油警報　

　　・　遠方警報接点（　・　満油　　・　減油）

（　・　給水　　・　ガス　　・　油　）配管の変位吸収は標準図　施工４，５とし，

５０Ａ以下　・　融着継手　　・金属製継手　　７５Ａ以上　融着継手

　・　ガス配管　　・　冷却水配管　　・　

（１）機器類の能力，容量等は原則として表示された値以上とする。

（２）返油ポンプのあるシステムでフロ－トスイッチの上限フロ－トは，通過形接点とする。

設置場所は図示による。

※　接着接合　　・　ゴム輪接合

呼径６０Ｓｕ以下の継手は，ＳＡＳ３２２による拡管式とする。

非破壊検査の適用　※　無し　

　　　　　　　　　・　有り（　・　放射線透過検査　　・　浸透探傷検査又は磁粉探傷検査）

抜取り率は　・　標準仕様書による　　・　　　  ％

提
　
出
　
書
　
類
　
等

本仕様書は，標準仕様書の一般共通事項の補足及び，追加項目をとりまとめたものである。

設計図書の優先順位は次の順序とする。

　①技術的説明事項（追加説明，質問回答書を含む）

　②特記仕様書（図面記載のものを含む）　　③設計図面（標準図を含む）

官公署その他への手続きは，受注者が遅滞なく行い，これに要する費用はすべて受注者の負担

とする。また関係法令に基づく官公署その他関係機関の検査においてその検査に必要な資機材

及び労務を提供し，これに直接要する費用を受注者が負担する。

建築，電気その他別契約の関係工事について，工程及び，取合部分の施工に関し，常に緊密に

に連絡し，工事の円滑な進捗を図るものとする。

　④標準仕様書（令和４年版）

約款第３条に規定する。工程計画表は市で示す様式により，別契約の関係工事との取合い

１．取扱

２．優先順位

３．官公署その他への

　　手続き等

４．別契約の関係工事

　　との協調

２．施工図等

１．工程表

を調整したものを提出する。

別契約の関係工事との取合いを十分に打合せ，各現場代理人捺印のうえ提出する。

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様

（１）図面及び特記事項に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

　　　及び「公共建築工事標準図（機械設備工事編)(令和４年版）」（以下「標準図」という）による。

　　　（令和４年版）」（ただし改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（以下「標準仕様書」という）

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

（３）標準仕様書で「特記がなければ」以下に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している場合において，それらが関係

　　　法令等（条例含む）に抵触する場合は，関係法令等の遵守（１．１．１４）を優先する。

（４）工事中及び竣工後，下記に示す調査を行うため，発注者より連絡があれば対応すること。

　　　　①公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

項　　　　　　目

　　　　②契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内

　　　　　　　　　　　　　　　（改修工事の場合の部分使用　　　　※　あり　　・　なし　）

５．指定部分　　　　　　　　　　※　なし　　・　あり(工期：～令和　　　年　　　月　　　日)

６．設備概要（改修工事の場合は既存の概要を示す。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象部分：　　　　　　　　　　　

・　空気調和（　・　単一ダクト方式　　・　各階ユニット方式　　・　パッケージ方式空気調和方式等

主要熱源機器

　　　　　　　　・　ガスエンジンヒートポンプ方式　）

　　　　　　　　・　ファンコイルユニット　　・　ダクト併用方式

・　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　鋼製ボイラー　　・　鋳鉄製ボイラー　　・　温水発生機（　・　真空式　　・　無圧式　）

・　チリングユニット　　・　吸収冷温水機　　・　吸収冷温水機ユニット

・　空気熱源ヒートポンプユニット　　・　パッケージ形空気調和機

・　マルチパッケージ形空気調和機　　・　ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

○　　　　　　

　　適用法規（　・　基準法　　・　消防法　）

・　機械排煙（　・　有り　　・　無し　）

・　１種換気　　・　２種換気　　・　３種換気

自 動 制 御 設 備

排　煙　設　備

換　気　設　備

・　有り（　・　単独処理　　・　小規模合併処理　　・　合併処理　）　　・　無し

・　水道直結方式　　・　高架タンク方式　　・　ポンプ直送方式　　・　水道直結増圧方式　　

・　直放流下水管（　・　合流式　　・　分流式　）　　・　浄化槽　　・　側溝　　・　別途桝

・　都市ガス　種別　　　　（　　　　　　　ＭＪ／Ｎｍ3 ）　　・　液化石油ガス

給　水　源

給　水　方　式

排　水　方　式

放流先

給　湯　設　備

消　火　設　備

ガ　ス　設　備

浄 化 槽 設 備

汚水

雑排水

・　上水道　　・　井水

・　自動制御方式（　・　電気式　　・　電子式　　・　デジタル式　）

・　自然流下　・　ポンプ排水（　・　汚物　　・　汚水　　・　雑排水　　・　　　　　）

・　直放流下水管（　・　合流式　　・　分流式　）　　・　浄化槽

排水槽 ・　有り（計画容量：　　　　　　 ｍ3）　　・　無し

・　有り（　・　局所式　　・　中央式　）　　・　無し

・　屋内消火栓　　・　連結送水管　　・　屋外消火栓　　・　スプリンクラー

・　消防用水　　・　泡消火　　・　連結散水装置　　・　フード等用簡易自動消火装置

・　粉末消火装置　　・　不活性ガス消火（　・　窒素　　・　　　　　　　　　　　）

・　ハロゲン化物消火　　・　無し

・　熱源（　・　電気　　・　都市ガス　　　・　液化石油ガス　　・　灯油　　・　Ａ重油　）

４．工事種目（　・　印の付いたものを適用する）

３．建物概要

２．工事場所

１．工事名称

Ⅰ．工事概要

　　　　　　　　　　　　　　庄原市東城町川東

・

・

・

・

・

．その他

　製造検査

．防振ゴム等の

．施工条件

．鋼管類の防食処置

．天井仕上区分

．砂の取扱

．ポンプの電動機

．配管附属品

．管端防食継手

．補修など

．はつり工事

　（消費税抜き）

．負担金等

．説明板等

．交通誘導員

．工事現場の表示

　システム

．工事中情報共有

．電子納品
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31．他工事との

　他取合い

・　水栓ハンドルは極力レバ－式を採用する。

工事の施工に伴い既成部分を汚染または損傷した場合は，既成にならい補修する。

・　　　　　　　　　　（　　・　本工事　　・　別途　）　　　　　　　　　　円

・　下水道等接続負担金（　　・　本工事　　・　別途　）　　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　（　　・　本工事　　・　別途　）　　　　　　　　　　円

　　記載した説明板を作成する。）

・　説明板（監督職員と協議の上，設備機器類及び一連の装置等の系統図，取扱要領を

　　説明書等を作成する。）

・　説明書（監督職員と協議の上，設備機器類及び一連の装置等の取扱要領を記載した

※　工事名等の表示板（９００mm×６００mm）　　　　

現場の見やすい位置に監督職員が指示する次の表示板を設置する。

　　　っての評価を行うためアンケート等を求められた場合，協力しなければならない。

（４）受注者は，監督職員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握，利用にあた

　　　ビス提供者」という。）との契約は受注者が行い，利用料を支払うものとする。

（３）監督職員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下［サー

　　　広島県工事中情報共有システム

　　　中情報共有システム運用ガイドライン」に基づき実施すること。

　　　化を図る情報共有システムの対象である。なお，運用にあたっては「広島県工事

（１）本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業務の効率

（１）工事管理ファイル　（２）完成図・施工図　（３）完成写真 

電子成果品を「営繕工事電子納品要領（以下，要領という）に基づき作成する。

　　　　https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html

　　　までの電線管　　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（23）自動制御設備の電源装置　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（20）地下オイルタンクの土留め工事　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（19）地下オイルタンクの基礎杭　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（17）機器と附属の操作スイッチの渡りの配線は　　　　・　本工事　　※　電気工事

（16）機器と附属の操作スイッチの渡りの配管は　　　　・　本工事　　※　電気工事

（18）屋内，屋外雨水管　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（15）自動制御盤と自動制御機器との配線の接続は　　　・　本工事　　※　別途工事

（14）自動制御の電線の配線は　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（13）自動制御の電線管は　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　・　別途工事

（11）パッケ－ジ空調機の連絡配管，配線（ア－ス線共）※　本工事　　・　別途工事

（10）別途盤類への渡り配線の接続は　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（９）機器付属の制御盤及び操作盤以降の配線は　　　　※　本工事　　・　別途工事

（８）外壁取付ガラリ　　　　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（７）オイルサ－ビスタンク防油堤　　　　　　　　　　※　本工事　　・　別途工事

（６）アンカ－ボルト　　　　　　　　　　　　　　　　※　本工事　　・　別途工事

・　下記による　　・　「工事区分表」による

（１）鉄筋コンクリート部の貫通箇所及び開口部の補強，その他壁，天井のボード切込

（４）コンクリート壁，床及び梁等における設備機器，ダクト，配管等の箱入れ及び

　　　み箇所の下地の補強は　　　　　　　　　　　　　・　本工事　　※　別途工事

（２）壁，天井のボ－ド墨出し　　　　　　　　　　　　※　本工事　　・　別途工事

（３）　　　〃　　　　切込み   　　　     　　　　　・　本工事　　※　別途工事

　　　貫通スリーブは　　　　　　　　　　　　　　　　※　本工事　　・　別途工事

（５）機器類のコンクリ－ト基礎　屋上設置のもの　　　・　本工事　　・　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　屋内設置のもの　　　※　本工事　　・　別途工事

　　　　　　　　　　　　　　　　屋外設置のもの　　　・　本工事　　・　別途工事

　　　　　

　　　　　

（12）温水器，湯沸器，その他器具のア－ス線（連絡配線）

（22）天井吊り型ＦＣＵ及び全熱交換型換気扇の遠方操作スイッチの渡り配線

（21）天井吊り型ＦＣＵ及び全熱交換型換気扇の遠方操作スイッチの渡り配管

（24）ガス設備のガス漏れ警報器から制御器，遮断弁（又はマイコンメーター）

（４）保全に関する資料(協議)　（５）発生材関係資料(協議)

※　電子納品対象データは同要領に基づくが，変更がある場合は監督職員との協議で決定する。

（２）本工事で使用する情報共有システムは次とする。

・　工事概要等の説明看板（９００mm×６００mm）

　　　　　　　　　作業期間，交通誘導員を　　　（人／日）配置すること。

・　給水引込負担金（加入金及び納付金等を含む）

既存のコンクリート床，壁等の配管貫通部の穴開けは，原則としてダイヤモンドカッターによる。

コア内蔵型を使用する。

標準仕様書第２編第２章第２節による。

渦巻きポンプの機器表に特記無き電動機の極数は，４極以上とする。

排水用塩ビライニング鋼管の土中埋設部は防食処理を行う。

（　　）書きの室名は天井無しを示し，その他は天井ありを示す。

当該工事に使用する砂については，原則として海砂（県外産含む）を使用しないこと。

ただし，特にこの取扱により難い場合は，別途，監督職員と協議すること。

現場説明書による。

本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や

材料を用いる場合には，使用するまでに第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

・　小口径桝，弁ボックス，散水栓ボックス等はコンクリ－ト巻げ仕上げとする。

（但し舗装等の仕上げ部分は除く。)(施工の際は鉄筋又は金網で補強を入れること。）

・　水栓は節水コマ付きを採用する。
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当該建物の取得する施工図の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

５．工事実績情報の登録

４．履行報告

３．施工計画書 工事の着手に先立ち，現場の体制・組織，仮設計画，安全衛生管理，緊急時の連絡，災害予防

その他の現場運営に必要な計画を定めた「総合施工計画書」を作成し提出する。

また各種別の工事の施工にあたっては「工種別施工計画書」を作成する。

工程写真，状況写真を添付して月２回提出する。

約款第１１条に規定する工事履行報告書は，営繕課で示す様式「期間別工事工程報告書］で

受注者は受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について，工事実績情報

サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき，受注，変更，竣工，訂正時に工事実績情報として「工事

実績データ」を作成し，監督職員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の

「登録内容確認書」を監督職員に提出しなければならない。
なお，途中変更時の登録が必要な場合とは，工期の変更，技術者の変更があった場合とする。

制御設備　　・　危険物貯蔵装置　　・　火を使用する設備　　・　避難経路上に設置する機器
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．電線・電線管

．施工調査

．撤去工事

．非破壊検査

○

　　　続は基本として行わない。

　　　１．１１による。

（４）ケーブルの接続は湿気の無い盤内端子渡しとし、湿気の有る槽内でのケーブル接

（２）電線の色別は，原則として標準仕様書（電気設備工事編)(平成３１年版）による。

（３）合成樹脂製可撓管を使用する場合は、ＰＦ１重管とする。

　　　成されたものとし，電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１．５．１表４．

（１）ＥＭケーブルで規格等の記載のないものは，ハロゲン及び鉛を含まない材料で構

・　施工に先立ち，改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なうおそれのある

　　部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。

・　既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調査を行う前に

　　監督職員に調査計画書を提出する。

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は，事前に非破壊検査を行い，監督職員に報告する。

放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合，範囲は監督職員の指示による。

なお，検査費は別途とする。

原則として探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法または電磁波レーダー法）とする。

（２) 設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

撤去する配管，ダクトの保温は取外す。

　　　　　　　　　　　　　　第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　Ｂタイプ

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」

機械設備　特記仕様書１ B-M01



７

　　　・　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

●
給
湯
設
備 ．弁類

．保温

．配管材料１

３

２

　は図示による

．その他

．消毒薬

．埋戻し土

．放流水水質

．処理能力

．形式

．処理種別及び方式

．配管支持金物

．漏洩検知装置

．容器転倒防止

．ガス漏れ警報器

．液化石油ガス容器

．配管材料

．容器廻りの配管

．ガスメ－タ－

．都市ガス設備

※重複して適用の

　場合の使用区分

．消火栓弁の耐圧

．配管材料

．屋外消火栓

．

．屋内消火栓

．保温
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21 ．空調用流体の水質基準

20．消音内貼り

○
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○
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動
制
御
設
備

．計装工事の記録３

．中央監視制御装置２

．温度調節器等１

．排煙風量測定５

排煙口開放及び復帰方式．４

．排煙口３

．ダクト２

．一般事項１

29

．直焚吸収冷温水機28

．冷媒ガス27

　予備品

．フィルタ－の26

．油積算流量計25

　金物

．防振吊り及び支持24

　流量測定口

．瞬間流量計及び23

　換気扇

　及び全熱交換形

．天井吊り形ＦＣＵ22

．

19

18

16

定風量，変風量ユニット

　抜き

．冷温水管等の空気

．圧力計

１

．

．

15

14

13

12

11

10

９

８

７

６

５

４

湿　度

(ＲＨ)(ＤＢ)

温　度湿　度

(ＲＨ)(ＤＢ)

温　度湿　度

(ＲＨ)(ＤＢ)

温　度

冬季

夏季

一般系統

室内(調整目標値)
外気条件

特　　記　　事　　項項　　　目

オイルサ－ビスタンク

．温度計

．風量測定口

．グリス除去装置

．吹出口・吸込口

．ダクト

．地下オイルタンク

　ユニット

．ファンコイル

．冷却塔

．鋼板製煙道

．設計用温湿度条件

２．配管材料

．弁類３

．ダンパー

．チャンバ－等

17

．衛生器具と排水管接続

●
衛
生
器
具
設
備

項　　　目

衛生器具の参考型番

　は図示による

　は図示による

．

．排水金物

．グリ－ス阻集器

※重複して適用の

　場合の使用区分

．配管材料

．保温

．タンク

．水栓

．水栓柱

．定水位調整弁

．量水器桝

．量水器　　

．弁類

　場合の使用区分

※重複して適用の

．配管材料

．大便器・小便器

．大便器用洗浄弁

．洗面器用自動水栓

．小便器用洗浄水

　節水装置

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

８

10

９

１

３

２

　　　ただし，　・　印のない場合は　※　印を適用する。　・　印　　※　印の場合は両方を適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は　・　の付いたものを適用する。

（１）区分は●を，項目は番号に○印の付いたものを適用する。

空気調和設備

区分

　　　　％

　　　　％

　　　　℃

　　　　℃

４０　　％

５０　　％

１９．０℃

２８．０℃

７１．５℃

５１．０℃

　０．１℃

３５．０℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＴＰＧ３７０　黒　ｓｃｈ４０）

（８）油・油用通気管　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒管）

（６）蒸気給気管　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒管）

（１）冷水・温水・冷温水管　　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

（２）ドレン管　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＲＦ－ＶＰ）

（３）冷却水管　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　・　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＡ）

　　　　　　　　　　　　　　　・　水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＰＡ）

（４）膨張・空気抜・補給水管　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

（５）空調用給水管　　　　　　※　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　　　　　　　　　　　　　・　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＡ）

　　　　　　　　　　　　　　　・　水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＰＡ）

　　　　　　　　　　　　　　　・　銅及び銅合金の継ぎ目無管

図面に特記なき場合の耐圧は，５Ｋとする。

（１）厚さ　※　３．２ｍｍ　　・　４．５ｍｍ

（２）煤煙濃度計　・　取付ける　　・　取付けない　　・　取付座を取付ける

（３）煤塵量測定口（８０φ×２）を　※　取付ける　　・　取付けない

標準型，低騒音型，超低騒音型の規定は，日本冷却塔工業会の騒音基準値による。

※　冷温水管の接続部（往・還）にはボール弁を取り付ける。

※　流量調節弁　　・　定流量弁　　・　三方弁　　を取付ける。

　　（定流量弁は　・　ダイヤフラム式流量可変式　　・　カートリッジオリフィス形）

※　床置形にはサブドレンパンを設けるものとし，材料等はドレンパンに準ずる。

インバーター機の表示された能力は，型番で選定する。

（１）据付け方法（標準図）は

　　　　・　地下オイルタンク据付け図（施工３１）

　　　　※　鋼製強化プラスチック製二重殻タンク据付け図（施工３０）

（２）タンクの保護被覆は　・　エポキシ樹脂　　※　強化プラスチック　　

　　　　　　　　　　　　　・　アスファルト

（３）遠隔油量指示装置（油面計は（　・　抵抗変化式　　・　磁歪式　）で

　　　（ ・　室内　・　室外　)より油量監視用）を取付ける。

油面計はゲ－ジ式（側圧式）とする。

（１）　※　低圧ダクト　　・　高圧１ダクト　　・　高圧２ダクト

（２）矩形ダクトは　・　アングルフランジ工法

　　　　　　　　　　※　コ－ナ－ボルト工法

　　　　　　　　　　　　（　・　共板工法　　・　スライドオンフランジ工法　）

　　　　　　　　　　　　（厨房用ダクトはアングルフランジ工法とする。）

（３）防火区画を貫通するダクトは，その貫通する部分の前後１５０mmを１．６mm厚

　　　鋼板製とする。

（４）厨房用ダクトの板厚

矩形ダクトの場合

（９）冷媒管　　　　　　　　　※　断熱材被覆銅管

（７）蒸気還水管　　　　　　　※　圧力配管用炭素鋼鋼管

パッケージ空調機の能力表示

１．０以上

０．８以上

０．６以上

０．６以上

０．８以上

０．６以上

０．５以上

０．５以上

亜鉛鉄板ステンレス鋼板

１．２以上

１．０以上

０．８以上

０．６以上

０．８以上

０．８以上

０．６以上

０．５以上

亜鉛鉄板ステンレス鋼板

(単位ｍｍ)

(単位ｍｍ)

ダクトの長辺

円形ダクトの寸法

４５０以下

４５０を越え１，２００以下

１，２００を越え１，８００以下

１，８００を越えるもの

円形ダクトの場合

３００以下

３００を越え７５０以下

７５０を越え１，０００以下

１，０００を越え１，２５０以下

（１）線状吹出口には，接続チャンバ－（長さ＋１００×３００×３００Ｈ）を設ける。

（２）シ－リングディフュ－ザ－の接続は標準図（施工４７）による。

　　　施工が困難な場合はフレキシブルダクトを使用してもよい。

（３）外壁に面するガラリにチャンバ－等を設ける場合には原則として勾配をつける。

（１）アルミニウム製は塗装を　※　行う　　・　行わない　　・　亜鉛鉄板製

（２）吸込口ＧＶＦＳは防火シャッタ－付吸込口を示す。

・　グリスエクストラクタ－　　・　グリスフィルタ－

取付け位置は図示による。　

標準図によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。

　・　ユニット形空気調和機廻りの還気ダクト，外気ダクト及び給気ダクト

　・　

機器附属品以外の温度計は　※　工業用バイメタル式温度計

　　　　　　　　　　　　　・　ガ－ド付きＬ形温度計

標準図によるほか図示した箇所に取付ける。

（１）防火ダンパ－は表示等により区分する。

（２）防煙ダンパー　　　復帰方式：遠隔復帰式（定格入力はＤＣ２４Ｖ，０．７Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　以下とする。）

・　メカニカル形　　・　風速センサ－形

（１）空気溜りを生ずると思われる箇所には，必要に応じて操作の容易な位置に空気抜

　　　き弁装置（　※　手動　　・　自動　）を設け排水口まで配管する。

（２）自動空気抜き弁装置は，標準図（施工３６（ｇ））による

〇
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備
　
・
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（１）空調用吹出口接続チャンバ－及び図示したダクト並びにチャンバ－類とする。

（２）内貼りチャンバ－類の寸法は，外法寸法とする。

（３）吹出口接続チャンバ－以外の内貼りしたチャンバ－には点検口を設ける。

　　　点検口の大きさは，原則として４００×６００とする。

日本冷凍空調工業会（冷凍空調機器水質ガイドライン）による。

（１）遠方操作スイッチのフラッシュプレ－トは金属製（ステンレス，新金属も含む）

　　　とする。

（２）遠方操作スイッチの渡り配管は　・　別途工事　　・　本工事

（３）遠方操作スイッチの渡り配線は　・　別途工事　　・　本工事

（１）形式はピト－管（コック付）とする。　　※　固定式　　・　着脱式

（２）下記の箇所，若しくは図示により取付ける

　　　　・　冷凍機類の冷水出口　　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　　　　・　冷凍機類の冷却水出口　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　　　　・　ボイラ－又は熱交換器の温水出口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　　　　・　冷温水ヘッダ－の各送り管　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

　　　　・　ユニット形空気調和機の冷温水入口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　瞬間流量計　　・　測定用タッピング

標準仕様書によるほか，中央機械室の冷却水管，冷温水管，及び空調屋内ユニット等の

吊り，及び支持は防振吊り金物又は防振支持金物で行う。

※　設ける（図示した箇所に取付ける）　　・　設けない

空気調和機器等又はフィルタ－チャンバ－の装着枚数の１００％を予備品（枠付）とし

て納める。

ファンコイルユニットは総台数の（　・　５０％　　・　１００％　）に当たるフィル

タ－を予備品（枠付）として納める。

自動巻取り形及びグリ－スフィルタ－は装着単位の１００％を予備品として納める。

※　Ｒ４０７Ｃ，Ｒ４１０Ａ又はＲ３２　　・　

形式　　煙管式又は液管式

製造業者の標準品とし，原則として冷媒管と共巻きとする。（エアコン含む）．パッケージ空調機の内外渡配線

空調，換気の当該事項を適用する。

※　高圧１ダクト　　・　高圧２ダクト

※　亜鉛鉄板製　　・　鋼板製

・　パネル形　　　（　・　天井取付　　・　壁取付　）

・　スリット形　　（　・　天井取付　　・　壁取付　）

・　ダンパー形　　（　・　天井取付　　・　壁取付　）

電気式（　遠隔操作　※　不要　　・　要　）

建築設備定期検査業務基準書２０１６年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）

の排煙風量の検査方法に準ずる

取付け高さは　※　１３００ｍｍ　　・　

　・　有り（構成機能は図示による）　・　無し

（１）屋外，屋内露出の配線は，図示に特記がない限り金属管配管とする。

　　　天井隠蔽の配線は，図面に特記のない限りケーブル配線とする。

（２）原則として，次の用途に使用する電線類はＥＭケーブルとし，規格は一般事項

　　　１７.電線類の規格による。（機器，盤類はこれによらなくてもよい）

　　　　用途　：①電源線，接地線

　　　　　　　　②電気式の調節器（サーモ，ヒューミディ）用電線

　　　　　　　　③各種検出器（温度，湿度等），操作器（バルブ，ダンパー等）にお

　　　　　　　　　ける弱電信号，通信線を除く制御線

衛生設備

区分

●
　
給
　
水
　
設
　
備

●
　
排
　
水
　
設
　
備

○
　
消
　
火
　
設
　
備

型番変更等により参考型番が変更または廃止されている場合，参考型番の同等品とする。

※　個別感知方式　(電源種別は　※　ＡＣ電源　　・　乾電池　　・自己発電　)

・　手動式

※　洗浄水量　４リットル／回以下

工事範囲は，電気一次側配管配線を除きすべて本工事とする。

電源種別は　※　ＡＣ電源　　・　乾電池　　・　自己発電

操作方式　　・　電気開閉式（　・　センサー式　　・　タッチスイッチ式　）

　　　　　　・　手動式

※　標準図（施工６３）　　・　標準図（施工６４）

標記板は　・　取付ける（　・　自動洗浄小便器は除く　）　　・　取付けない

特　　記　　事　　項

（１）一般配管用　

　　　※　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ)(ＳＧＰ－ＦＶＢ）

　　　・　水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ)(ＳＧＰ－ＦＰＡ）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　・　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　・  

（２）土間配管用　

　　　・　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ)(ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　・　水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ)(ＳＧＰ－ＦＰＤ）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　・  

（３）屋外土中用　

　　　※　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　・　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ)(ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　・　水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ)(ＳＧＰ－ＦＰＤ）

　　　・　水道用ポリエチレン二層管（５０Ａ以下）

　　　・　水道用ポリエチレン管（７５～１５０Ａ）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

　　　・　一般配管用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　・  

（４）ゴム輪接合の場合，直管以外の継手部には離脱防止金具付とする。

（５）特記なき給水管の最小口径は２０Ａとする。

（６）ステンレス鋼管を使用する場合は下記の水質の確認を行う。

　　　電気伝導率，Ｍアルカリ度，カルシウムイオン，マグネシウムイオン，全硬度，

　　　重炭酸イオン，遊離炭酸，塩素イオン，シリカ，蒸発残留物

（１）公営水道に直結する配管に使用するものは，１０Ｋとする。

（２）受水タンク以降の配管に使用するものは，５Ｋとする。

（３）給水引込み部の　・　止水栓　　・　弁桝　は水道事業者の指定品とする。

（１）親メ－タ－　※　借用　　・　買取り

（２）子メ－タ－　※　買取り　　・　借用

現地表示式（直読式）の表示機構は　　※　湿式アナログ式　　・　乾式デジタル式

遠隔表示式は（　※　パルス方式　　・　電文式　）発信器を備える。

（１）親メ－タ－用　※　水道事業者の指定品　　・　標準図（機材５７）

（２）子メ－タ－用　※　標準図（機材５７）　　・　水道事業者の指定品

・　標準仕様書による　　・　水道事業者指定品

※　合成樹脂製　　・　ステンレス製

（１）屋外の水栓は　・　キ－式ハンドル　　・　一般水栓

（２）台所流し用の水栓は泡沫式とする。

給水栓用配管の接続口を（　※　設ける　　・　設けない　）ものとする。

２槽式の場合は，連通管を設けるものとする。

ＦＲＰ製及びステンレス製水槽（保温形）は，マンホ－ルも保温形とする。

鋼板製，ステンレス製タンクの保温　・　施工する　　・　施工しない

．ＦＲＰ製タンクのマンホール

（１）屋内汚水管（第１桝まで含む）

　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・　排水通気用耐火二層管（ＶＰ）

　　　・　排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・　排水通気用鉛管

　　　・　コ－ティング鋼管（　・　ノンタ－ルエポキシ　　・　塩化ビニル　）

　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　・　

（２）屋内雑排水管（第１桝まで含む）

　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・　排水通気用耐火ニ層管（ＶＰ）

　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・　排水通気用鉛管　

　　　・　排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　・　コ－ティング鋼管（　・　ノンタ－ルエポキシ　　・　塩化ビニル　）

　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　・　

（３）通気管

　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・　排水通気用耐火ニ層管（ＶＰ）

　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・　排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　・　

（４）屋外排水管

　　　※　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　

　　　・　プレキャスト鉄筋コンクリ－ト製品（外圧１種Ｂ形）

　　　・　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　・　排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

　　　・　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

　　　・　

記号「ＣＯＡＤ」は掃除口を兼用する排水金物を示す。

※　工場製作品（　※　ＳＵＳ製　　・　鋳鉄製　　・　ＦＲＰ製　）

・　現場施工品

・　耐火被覆　　・　標準図（施工６６（ａ））を施工する　　・　施工しない

（１）給湯管　　※　保温付き被覆銅管　　・　銅管　　・　ステンレス鋼管

　　　　　　　　・　耐熱性ライニング鋼管

（２）湯沸器，給湯器廻りの付属配管等は製造業者標準品とする。

図面に特記なき場合の耐圧は，５Ｋとする。ただし，公営水道へ直結する部分及び

特記部分は，１０Ｋとする。

湯沸器の給排気筒の隠ぺい箇所は保温　ｈ（イ）Ⅸ　を行う。　

（１）屋内消火栓

　　　　一般配管用　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　一般配管(ピット内)　　　※　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＴＰＧ３７０ＶＳ）　

　　　　　　　　　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　土中配管用（土間を含む）※　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＳ）

（２）連結送水管

　　　　一般配管用　　　　　　　※　圧力配管用炭素鋼鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　一般配管(ピット内)　　　※　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＴＰＧ３７０ＶＳ）　

　　　　　　　　　　　　　　　　・　圧力配管用炭素鋼鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　土中配管用（土間を含む）・　消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＳ）

※　１０Ｋ　　・　１６Ｋ

（１）呼水タンクの保温　　※　施工しない　　・　施工する

（２）充水タンクの保温　　※　施工しない　　・　施工する

（３）消火配管の保温は次による。

　　　　・　屋内消火栓　　　※　施工しない

　　　　　　　　　　　　　　・　施工する

　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　屋外露出　　・　給水管に準じる範囲　）

　　　　・　スプリンクラ－　※　施工しない

　　　　　　　　　　　　　　・　施工する

　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　屋外露出　　・　給水管に準じる範囲　）

　　　　・　連結送水　　　　※　施工しない

　　　　　　　　　　　　　　・　施工する

　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　屋外露出　　・　給水管に準じる範囲　）

　　　　・　連結散水　　　　※　施工しない

　　　　　　　　　　　　　　・　施工する

　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　屋外露出　　・　給水管に準じる範囲　）

・　屋内消火栓　　・　易操作性１号消火栓　　・　屋内２号消火栓

※　広範囲型２号消火栓

屋外消火栓開閉弁の材質は　　・　鋳鉄製（要部青銅製）　　・　ステンレス鋳物製

箱の材質は　　　　　　　　　※　鋼板製　　　　　　　　　・　ステンレス鋼板製

（１）不活性ガス　　　　　・　ＩＧ－５４１　　・　ＩＧ－５５　　・　窒素

（２）ハロゲン化物ガス　　※　ＦＫ－５－１－１２　　・　ＨＦＣ－２２７ｅａ

　　　　　　　　　　　　　・　ＨＦＣ－２３

※　手動　　・　自動，手動切替式

※　手動　　・　自動，手動切替式

．新ガス系消火の起動方式

ニ酸化炭素消火の起動方式

．新ガス系消火剤の種類

ガス事業者の規定する供給約款等の定めによる。

（１）一般配管用　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　・　

（２）一般配管(ピット内)　・　ポリエチレン被覆鋼管　 ・　配管用炭素鋼鋼管(白)

（３）土間配管　　　　　　・　ポリエチレン被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　・　ガス用ポリエチレン管（ＪＩＳ－Ｋ６７７４）

（４）屋外土中配管　　　　・　ポリエチレン被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　・　ガス用ポリエチレン管（ＪＩＳ－Ｋ６７７４）

・　要（取付位置は図示による。外部出力端子　・　不要　　・　要）　※　不要　　

（１）親メ－タ－は　　※　ガス事業者より借用　　・　買取

（２）子メ－タ－は　　※　買取り　　・　ガス事業者より借用

（３）子メ－タ－の計量方式は　　※　直読　　・　遠隔表示

自動切替式で施工方法は標準図（施工７２）の　・　（ａ）　・　（ｂ）　・　（ｃ）

施工方法は標準図（施工７３）の　・　（ａ）　　・　（ｂ）

・　１０kg　　・　２０kg　　・　５０kg　　　　　本　　　※　借用　　・　買取

・　流量検知式 （切替形又は圧力監視形）　・　圧力検知式

ビニル被覆支持金物，又は配管クランプ部を電食防止テ－プ巻き

・　小規模合併処理（　※　担体流動方式　　・　嫌気ろ床接触ばっ気方式

　　　　　　　　　　　・　脱窒ろ床接触ばっ気方式　　・　分離接触ばっ気方式　）

・　合併処理（　・　接触ばっ気方式　　・　長時間ばっ気方式

　　　　　　　　・　回転板接触方式　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　ユニット形　　・　現場施工形

処理対象人員　　　　　　人　　処理水量　　　　　ｍ3／ｄ

流入ＢＯＤ濃度　　　　mg／㍑

ＢＯＤ　　・　６０　　・　３０　　・　２０　　・　１０　mg／㍑　以下

　　　　　・　　　　mg／㍑　以下

※　根切土の中の良質土（ＦＲＰ槽周囲は山砂の類）　・　購入土

３ケ月分相当を納入する。

性能責任施工とする。

竣工後６ケ月間流入・放流のＳＳ，ＢＯＤ，ＰＨ，透し度，大腸菌個数等を

（　※　報告する　　・　報告しない　）

図面番号冨永建築設計事務所

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

広島県庄原市川手町276-1
　　　　登録番号　23(1)4914号

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」

機械設備　特記仕様書２ B-M02
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１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺
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　　　　登録番号　23(1)4914号

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）　「Ｂタイプ」

B-M03給排水配管図
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変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。
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縮尺
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増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
C-1外　構　図第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ
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１／２００ １／１００ １／１０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称
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縮尺

図面番号
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増　原　　寛
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１／２００ １／１００ １／１０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称
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縮尺
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増　原　　寛
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316.33

316.42

316.37

315.60

1.8％→

←
5
.0

％

314.32

31
4.
38

31
4.
36

314.32

31
4.
76

31
4.
76

31
4.
75

315.64

31
4.
88

314.86

314.87

314.89
314.89

314.88

315.88

315.76

31
4.
40

31
4.
82

31
4.
83

314.86

314.86

31
4.
81

31
4.
81

31
4.
35

0.5％→
31
4.
80

314.80

315.85

315.60

※
磁

北
西

偏
7°

33
′

真
北

55
0

1,
00

0

45
0

3,930

1,
91

0

2,350

5,200
8,470

1,
00

0

2,800
470

2,500

2,520

2,520

敷
地

分
割

線

敷
地

分
割

線

敷
地

分
割

線

道路境界線

側溝

排
水

溝

排水溝

排
水
溝

ｽﾛｰﾌﾟ ｽﾛｰﾌﾟﾎﾟｰﾁﾎﾟｰﾁ

ﾃﾗｽ

新設物置
 ２戸用

隣
地
境
界
線

ﾃﾗｽ

Cb
擁
壁
h=
0.
7～

0.
8

排水溝

敷地分割線

隣地境界線

排水溝

Co
擁

壁

隣
地
境
界
線

敷地分割線

設計GL=314.85

申請建物

207208

接道長さ＝

北４号棟

北３号棟

市道　市頭中線

凡例　 斜線内アスファルト舗装範囲を示す

Ｓ＝１／２００
舗装面積 JWWCAD測定値

スロープ舗装は造成工事

105.12ｍ2

基礎端を排水溝端に着ける

前面道路

外 構 平 面 図

306番地1

ﾎｰﾙｷｬｯﾌﾟ

New

PARKING
BLOCK

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ各種

1
8
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装用ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(100･120H用)

105パーキングボンド

使用状態

■付属品

アスファルト舗装

460

600

70 70

R6

R6
R6

R6

65
95

1
60

R6

70 460

600

70

R6

70 90
R2
0

10
0

65
95

160

10
0

正面

上部

■ＮＳＰ－１００Ｂ

プライムコート　ＰＫ－３

厚５０　アスファルト混合物密粒度アスコン

アスファルト舗装

Ｓ＝１/１０

厚１５０　路盤材　再生クラッシャラン　ＲＣ－４０

アスファルト舗装

車止めパーキング・ブロック（100H)

<北４号棟>

１／２００一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
C-4外　構　図第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



450

55 1,260 110 1,260 55

450

2,740

1,
25

6

55
1
,2

60
55

1
,3

70

675 675

1,370 1,370

2,850

5555 2,740 1,370100 80

1,550

2
,0

30

5
0

1,
79

02,
08

5

1,
77

0

1
00

1
00

15
2

50

50

50

5
0

1
,3

00

1
,4

00

2,770

1,295 80 1,295

12
0

100 100 100

200

120 100

有効開口 有効開口

0.8

0.6

0.6壁パネル

扉

棚板

SGC400 F12

SGC400 F12

SGCC    F12

SGCC    F12

SZAC400,SZACC：溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

SGMH400：溶融亜鉛-ｱﾙﾐﾆｳﾑ-ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき鋼板 (JIS G 3323)

SGC400,SGCC,SGHC：溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

17 アンカープレート SGHC    F12 2.3

正面パネル 0.7

1.0

1.2

1.0

柱

床パネル

鴨居 SZAC400 Y10

SGC400 F12

SGCC    F12

～一般型・多雪型・豪雪型～

機種名

○床面積 ：3.76㎡(1.14坪)

○有効開口寸法 ： 675×1770(mm)

2

1

1.2

2.3

品番 部　　品　　名 材料 (材質) 板厚(mm)

土台取付板

土台 SGC400 F12

SGMH400 K27

3 1.2根太 SGCC　 F12

6

5

4

7

8

1.0

0.7

0.7

0.511

9
1.0

0.7

10

桁後

妻板左右

鼻隠シ前後

屋根パネル

SZAC400 Y10

SZAC400 Y10

SZACC    Y10

SZAC400 Y10

SZAC400 Y10
梁中(奥行1370㎜)

12

14

15

13

16

母屋中

（間口1370㎜）

一般型

多雪型

豪雪型

SGC400 F12

SGC400 F12

1.0

1.2

Ｓ＝１／２０

Ｓ＝１／２０

Ｓ＝１／２０

ＧＬ

Ｓ＝１／２０

1000
71

有
効

開
口

ＧＬＧＬ

四隅 10㎜面取

Ｓ
＝

１
／

２
０

ﾜｯｼｬｰ１枚 ﾅｯﾄ2個

出巾＝35～40

アンカーボルト

ベタ基礎

天端　ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え

※　基礎天は面取しない事。

鉄筋　SD295

ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC-210

M12×L-160以上

８ヶ所

外
周

　
2
×

D
1
3

Ｇ
Ｌ

配
筋

　
縦

横
 
D
1
0
-
@
2
0
0
 
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾙ

ＦＬ－１４１４ＳＬ－２

※　参考品（同等品以上とする）

（株）稲葉製作所　製

基礎伏図

平面図

正面図 側面図

基
礎

断
面

配
筋

図

１／２０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
C-5物 置 図 ２戸連結第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



庄原市役所

東條支所

東城小学校

東城文化会館

東城中学校

東城駅

工事場所：庄原市東城町川東306番地1

（Ｂタイプ）

（Ｂタイプ）

北１号棟

北４棟
北４号棟

既設区域（１工区）

既設建物南１号棟
既設建物南２号棟

北３号棟

新築建物

新築建物
新築建物

北２号棟

新築建物

(CO)

T　川東幹17-10

(AS) (AS)

(AS)

(AS)

(AS)

(AS)

VP150

VP2
00

HP400

HP4
00

（CO）

HP
15
0

HP
15

0

仕切弁

休

(AS)

至
　
東
城
市
街

至
　
岡
山

293-2

物置

車庫

宅地雑種地 （G）

雑種地

EP

国
道
18
2号

316.95
316.44

316.59

316.47

316.92

316.33
316.55

315.70
315.91

315.03

315.25

315.03

314.81

314.68

316.65

316.67

316.76

316.33

316.42

313.66

313.20

313.68

313.46

313.44

313.43

313.83

314.06

314.22

313.28
313.28

313.91

314.07

314.04

313.41

316.37

316.49

314.91

314.47
314.48

314.46
314.46

314.43

313.70
314.78

314.68
314.69

314.64

314.54
313.47

314.48

314.38

314.66

314.63

314.90

315.20

315.36

315.43

315.73315.89

314.77

316.09

315.75

316.19

316.32

316.57

316.66

317.60

315.97

316.37

316.35

316.64

316.40

316.79

313.69

H=314.869

H=315.104

H=314.603
H=316.667
TK.2

H=313.982

(314.74)

(314.60)

(314.77)

(314.79)

(316.00)

(313.88)

(314.78)

(314.77)

(3
15
.0
0)

(313.49)水
路
底

(3
16
.3
2)

(315.56)

(313.91)

(3
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.6
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.5
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.6
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(3
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.0
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4)

(3
15
.8
5)(3
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.8
8)

(3
16
.1
5)(3

16
.2
8)

(3
16
.3
0)

(316.51)

(316.51)

(316.62)

(316.12)

(316.35)
(316.33)

(315.80)

(315.74)

(316.22)

(316.12)

(315.58)

(315.69)
(315.92)

(315.74)

(315.76)

(315.75)

(315.83)

(315.95)

(315.92)

(3
15
.2
1)

(315.05)

(3
15
.1
0)

(3
14
.8
8)

(3
14
.8
5)

(313.94)

(3
13
.5
8)

真
北

※
磁

北
西

偏
7°

33
′

1
75

0

55
0

1,
00

0

4
50

90
0

1,
91

0

1
,8

10

17,7002,520

2,7503,350

25,000

25,000

3,930 3,930

2,500 2,500

90
0

1
,4

00
1
,8

10

1,300

敷
地

分
割

線

道路境界線

隣地境界線
隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線 隣
地

境
界

線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

隣地境界線
隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

敷
地

分
割

線

敷地分割線 敷地分割線 敷地分割線

敷
地

分
割

線

物置２連

ゴミ置場

歩道

歩道

歩道

歩道

隣地境界線

物置２連

物置２連
物置２連

物置２連物置２連
敷地分割線

物置２連 物置２連

美しく輝く　里山共生都市

庄 原 市 施 行

工事名称

図面名称

縮尺

日付

図面番号

位置図・全体配置図

第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）
令和７年度

C-6
1/300

（Ａタイプ）

（Ａタイプ）

（Ａタイプ）

（Ａタイプ）

工事建物２・３工区

4分配器

北１号棟 Bタイプ 2分配器

Aタイプ北２号棟北２号棟 北１号棟

Aタイプへ Bタイプへ

2分配器

北４号棟 Aタイプ

北１・２号棟へ

2分配器

Aタイプ北３号棟

北４号棟へ

UHF

Aタイプ
2分配器

将来分岐用 Aタイプへ

Aタイプへ

4分配器
Bタイプ



※
磁

北
西

偏
7
°

33
′

真
北

7,000 2,000

1
,0

00
55

0

(316.51)(316.51)

(316.62)

(316.00)

(315.80)

(315.74)

(316.22)

(316.33)

(316.35)

(316.12)

隣
地
境
界
線

排
水

溝

側溝 側溝

隣地境界線

敷
地

分
割

線

排水溝

排水溝

隣地境界線

道路境界線

市道　市頭中線

凡例　

Ｓ＝１／１００

斜線内既設アスファルト舗装範囲を示す

新設ゴミ置場

基礎位置　カッター切り取り処理

前面道路

外 構 平 面 図
※　カッター切り取り補修参考

306番地1

休

VP150

316.44

316.59

316.47

316.68

316.92

316.79

7.75％→

316.54

31
6.
27

315.09

314.95

31
4.
90

314.87

プライムコート　ＰＫ－３

厚５０　アスファルト混合物密粒度アスコン

アスファルト舗装

厚１５０　路盤材　再生クラッシャラン　ＲＣ－４０

既存アスファルト舗装

１／１００ １／１０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
Ｃ－７ごみ置場配置図第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ



・アンカー方法は設置場所に応じて選択してください。

・オールアンカー(M10)等は市販品をご利用ください。

【外側でアンカー固定する場合】

【内側でアンカー固定する場合】

φ13

φ13

 (固定用穴)

 (固定用穴)

DBN-187P (パネル床)

正面図 側面図 側面断面図

■ アンカー位置参考図

平面図

平面断面図

基礎図

基礎側面・断面

1,718

38 1,734 38

6
53

.8
36

3
.6

8
3
6 1,

0
24

830

72
°

76
7

620

65 570 65

67
4

1
,5

83
35

～
70

8 8

6.
6

1,810

1,882.6

1,967

6
5

57
0

6
5

70
0

1,642.6

1,810

1,742.4

1
08

5
27

6
5

70
0

1,679

36.3 36.3

83.7 83.7

18.2 18.2

65.5 65.5

1,810

70
0

73
7

3
7

1
00

1
20

1
00

1
00

2
0

2,000

1,
00

0

品番 部　　品　　名 材料（材質） 単位mm

後板 上・下

側板

下補強・前・後・後B・中ガイド

下補強 後カバー

前パネル 上・下

扉

メッシュ床

パネル床

6

7

8

5

3

4

2

1

F12

Y10 

Y10 

Y10

Y10

Y10

炭素鋼線材 亜鉛メッキ後PE皮膜

ポリプロピレン+ポリエチレン(再生樹脂)

0.7

9.0

1.0

0.7

0.7

0.7

0.7

F12→溶融亜鉛めっき鋼板（JIS G 3302）

Y10→溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

φ3+φ5

ＧＬ

（内部寸法）

（本体最大奥行）

（内部寸法）

（
内

部
寸

法
）

（
ハ

ン
ド

ル
高

さ
）

（
本

体
最

大
高

さ
）

ＧＬ

機種名

○床面積 ： 1.27㎡(0.38坪) 

○容量：約1000リットル

ＤＢＮ－１８７Ｐ

ＧＬ

天端　ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え

ベタコン基礎

※　基礎天四方・四隅は10mm面取

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC-180以上

縦横D10-@200ｼﾝｸﾞﾙ　溶接鉄筋可鉄筋

縦横D10-@200ｼﾝｸﾞﾙ　溶接鉄筋可

鉄筋

ＧＬ

Ｓ＝１／２０

Ｓ＝１／２０

Ｓ＝１／２０ Ｓ＝１／２０ Ｓ＝１／２０

Ｓ＝１／２０

Ｓ＝１／２０

Ｓ＝１／２０

既設アスファルト舗装カッター切の上　鋤取り土工

※　参考品（同等品以上とする）

（株）稲葉製作所　製

１／２０一級建築士

変更訂正年月日

内 容 記 事 欄

Ａ３版標準スケールとする。

工事名称

担当

図面名称

縮尺

図面番号

〒 ７ ２ ７ － ０ ０ １ １ 　 広 島 県 庄 原 市 東 本 町 三 丁 目 ７ 番 ２ ０ 号
増　原　　寛

一級建築士　大臣登録　第２６２４０６号　増　原　　寛

℡ （ ０ ８ ２ ４ ） ７ ５ － ４ ６ ０ ０

一級建築士事務所　知事登録　２０（１）第３５２５号
Ｃ－８ごみ置場図第一川東公営住宅改築工事（２・３工区）Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍ




